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Ϩ㸬学校ࡢ沿革 

 ᖺ ᭶ 日             記      ஦      

昭和 54ᖺ㸲᭶  Ⓩ別市長ࠊࡾࡼ学校法人日本電子工学院ࠊ片柳鴻理஦長࡟対ࠊࡋ

໭海道専門学校(仮称)ࡢ誘⮴要請ࠋ 

昭和 54ᖺ 9 ᭶ 10日  ໭海道専門学校(仮称)࡟関ࡿࡍ調査研究委員会ࡢ設置ࠋ 

昭和 55 ᖺ 3 ᭶ 1 日  ໭海道専門学校(仮称)設置ࢆ決定ࠋ 

昭和 55 ᖺ 4 ᭶ 4 日  Ⓩ別市࡜学校用地ࡢ譲渡契約調印式ࠋ 

昭和 55 ᖺ 5 ᭶ 1 日  ໭海道専門学校設立委員会ࢆ設置ࠋ 

昭和 55ᖺ 6 ᭶ 12日  Ⓩ別市࡜学校法人日本電子工学院࡛第㸯回設置委員会開催ࠊ建設

用地ࡢ現地視察ࠋ 

昭和 55 ᖺ 11 ᭶㸲日  地鎮祭ࠋ 

昭和 56ᖺ 1 ᭶ 20日  校ྡࢆ日本工学院໭海道専門学校࡟決定ࠋ 

昭和 56ᖺ 5 ᭶ 30日  日本工学院໭海道専門学校ࡢ設置申請ࠋ 

昭和 56ᖺ 9 ᭶ 25日  専修学校(工業専門課程)ࡢ設置認可ཷࢆくࠋ 

昭和 56ᖺ 8 ᭶ 26日  参議院議員町ᮧ金五ྡࠊ誉校長࡟就任ࠋ 

理学博士中山浩貴ࠊ初代校長࡟就任ࠋ 

昭和 56 ᖺ 10 ᭶㸯日  一期生募集開始ࠋ 

昭和 56ᖺ 10᭶ 12日  日本工学院໭海道専門学校ࠊ竣工式ࠋ 

昭和 56ᖺ 10᭶ 18日  日本工学院໭海道専門学校開校披露ࠋ 

昭和 57ᖺ 3 ᭶ 20日  学生寮㺀新川寮㺁完成ࠋ 

昭和 57ᖺ 3 ᭶ 27日  新川寮ࠊ竣工式ࠋ 

昭和 57 ᖺ㸲᭶ 17 日  日本工学院໭海道専門学校第一回入学式ࠋ 

情報処理科ࠊソࢺࣇビࢫࢿࢪ科ࠊ情報工学科ࠊ電子工学科ࠋ 

電気工学科ࠊ建築学科ࠊ士木工学科ࢆ設置ࠋ 

昭和 57ᖺ 12᭶ 25日  実験棟(㸱号館)完成ࠋ 

昭和 58ᖺ 3 ᭶ 25日  体育館完成ࠋ 

昭和 58ᖺ 3 ᭶ 31日  学生寮㺀千歳寮㺁完成ࠋ 

昭和 58ᖺ 10᭶ 14日  1㺂2⣭建築士ཷ験資格認定(建設大臣認定㺂道知஦認定)ࠋ 

昭和 58ᖺ 12᭶ 3日  第㸰種電気主任技術者学校認定(通商産業大臣認定)ࠋ 

昭和 59 ᖺ㸯᭶ 26 日  㸰⣭土木施工管理技士ཷ験資格認定(建設大臣認定)ࠋ 

昭和 59ᖺ 3 ᭶ 24日  日本工学院໭海道専門学校第一回卒業式ࠋ 

昭和 59 ᖺ 4 ᭶㸯日  工業専門課程࣓࢝ࢺ口ࢽクࢫ科ࢆ開設ࠋ 

情報ビࢫࢿࢪ科(ᪧソࢺࣇビࢫࢿࢪ科)࡟学科ྡ変更ࠋ 

昭和 59ᖺ 㸵᭶ 30日  第㸰⣭陸ୖ無線技術士試験基礎免除校認定(郵政大臣認定)ࠋ 

昭和 62ᖺ 10᭶ 9日  㸰⣭建築施工管理技士ཷ験資格認定(建設大臣認定)ࠋ 



昭和 63ᖺ 8 ᭶ 18日  工஦担任者資格試験基礎免除認定(郵政大臣認定)ࠋ 

ᖹ成 1 ᖺ 3 ᭶ 15 日  㸯⣭土木㺃㸯⣭建築施工管理技士ཷ験資格認定(建設大臣認定)ࠋ 

ᖹ成 1 ᖺ 4 ᭶ 㸯日  機械制御工学科(ᪧ࣓࢝ࢽࣟࢺクࢫ科)࡟学科ྡ変更ࠋ 

ᖹ成 2 ᖺ 3 ᭶ 30 日  㸯ࠊ㸰⣭電気施工管理技士ཷ験資格認定(建設大臣認定)ࠋ 

ᖹ成 3 ᖺ 9 ᭶ 25 日  創立 10周ᖺ記念式典ࢆ挙行ࠋ 

ᖹ成 6 ᖺ 12 ᭶ 㸯日  情報໬人ᮦ育成学科認定(通産大臣認定)ࠋ 

ᖹ成 7 ᖺ 1 ᭶ 1 日  専門士(工業)認定(文部大臣認定)ࠋ 

ᖹ成 8 ᖺ 7 ᭶ 8 日  第㸯⣭陸ୖ特殊無線技士長期型養成課程認定 

(໭海道電気通信監理局長認定)ࠋ 

ᖹ成  9 ᖺ㸲᭶㸯日  学校法人ྡࢆ片柳学園࡟変更ࠋ 

࣐ࣝチ࣓࢔࢕ࢹ科(ᪧ情報工学科)ྡ࡟称変更ࠋ 

 

ᖹ成 12ᖺ 12᭶ 20日  専修学校(文໬㺃教養専門課程)ࡢ設置認可ཷࢆくࠋ 

ᖹ成 13 ᖺ 4 ᭶ 1 日  中川明弘㺂2代目校長࡟就任ࠋ 

ᖹ成 13 ᖺ 4 ᭶ 1 日  文໬㹿教養専門課程行政学科ࢆ開設ࠋ 

ᖹ成 13 ᖺ 4 ᭶ 1 日  工業専門課程情報ビࢫࢿࢪ科ࢆ募集停止ࠋ 

ᖹ成 13 ᖺ 4 ᭶ 1 日  java 株式会社ࢬ࣒ࢸࢫࢩクࣟ࢖ン㺃࣐ࢧ)認定࣮ࣜࢦࢸ࢝ࢫ࣮ࢥ

認定)ࠋ 

ᖹ成 13ᖺ 7 ᭶ 20日  自動車工学科実習棟完成ࠋ 

ᖹ成 13ᖺ 11᭶ 15日  1⣭㺃2⣭管工஦施工管理技術検定ཷ験資格認定(国土交通大臣認

定)対象学科:電気工学科㺂建築学科㺂土木工学科ࠋ 

1 ⣭㺃2 ⣭建設機械施工技術検定ཷ験資格認定(国土交通大臣認

定)対象学科:電気工学科㺂建築学科㺂土木工学科ࠋ 

1 ⣭㺃2 ⣭造園施工管理技術検定ཷ験資格認定(国土交通大臣認

定)対象学科:建築学科㺂土木工学科ࠋ 

1⣭㺃2⣭電気工஦施工管理技術検定ཷ験資格認定(国土交通大臣

認定)対象学科:建築学科㺂土木工学科ࠋ 

1⣭㺃2⣭建築工஦施工管理技術検定ཷ験資格認定(国土交通大臣

認定)対象学科:土木工学科ࠋ            

1⣭㺃2⣭土木工஦施工管理技術検定ཷ験資格認定(国土交通大臣

認定) 対象学科:建築学科ࠋ 

ᖹ成 13ᖺ 12᭶ 11日  自動車分解整備஦業認証(໭海道運輸局長認証)ࠋ 

ᖹ成 13ᖺ 12᭶ 19日  自動車整備士ࡢ一種養成施設指定(国土交通大臣指定)ࠋ 

ᖹ成 14ᖺ 3 ᭶ 25日  専修学校(་療専門課程)ࡢ設置認可ཷࢆけࠋࡿ 

ᖹ成 14 ᖺ 4 ᭶㸯日  ࡾࡣ師㺃灸師養成施設認定(厚生労働大臣認定)ࠋ柔道整復師養成

施設認定(厚生労働大臣認定)ࠋ 



་療専門課程 㺂ࢇࡋ灸科ࡼ࠾び柔道整復科ࢆ開設ࠋ 

自動車工学科(ᪧ機械制御工学科)࡟学科ྡ変更ࠋ 

総合ࢸク࣮ࢪࣟࣀ科(ᪧ電子工学科)࡟学科ྡ変更ࠋ 

 

ᖹ成 14 ᖺ 8 ᭶ 6 日  創立 20周ᖺ記念式典ࢆ挙行ࠋ 

ᖹ成 14 ᖺ 10 ᭶㸯日  訪問介護員養成研修஦業者指定(໭海道知஦指定) 

ᖹ成 14ᖺ 12᭶ 25日  Microsoft Authorized Academic Training Ｐrｏｖｉ㹢㹣r認定 

 ࠋ(株式会社認定ࢺࣇクࣟソ࢖࣐) 

 

ᖹ成 16 ᖺ 4 ᭶ 1 日  2 ⣭ビ࢜ࣉ࣮ࢺ管理ୖ試験ࡢ一部免除校࡟認定 対象学科:土木

工学科 

ᖹ成 17ᖺ 3 ᭶ 31日  学生寮㺀࣮ࣜࢺ࣑ࢻほࡘ࡭ࢁ㺁完成ࠋ 

ᖹ成 17ᖺ 10᭶ 31日  校歌ࡀ制定ࠋࡿࢀࡉ 

ᖹ成 18ᖺ 3 ᭶ 31日  Ⓩ別市ࡀ IT特༊࡟認定ࢀࡉ㺂本校࠾࡟い࡚㺂国家試験࡛あࡿ 

ࠗ初⣭࣮ࣞࢺࢫࢽ࣑ࢻ࢔࣒ࢸࢫࢩタ試験 ࠗ࠘࡜ 基本情報技術者試

験࠘ࡢ午前試験ࡀ免除ࡿࢀࡉ講ᗙࢆ開設ࠋࡓࡋ 

ᖹ成 18 ᖺ 4 ᭶ 1 日  自動車整備士(஧⣭ 2輪)ࡢ一種養成施設指定追加ࠋ 

ᖹ成 19 ᖺ 4 ᭶ 1 日  ་療専門課程་療秘書科ࢆ開設ࠋ 

工業専門課程総合ࢸク࣮ࢪࣟࣀ科࡜電気工学科ࢆ再編ࠊࡋ 

工業専門課程ࢸク࣮ࢪࣟࣀ科ྡ࡜称変更ࡋ㺂電気工学࡜ࢫ࣮ࢥ 

ࣟボッࢆࢫ࣮ࢥࢺ設置ࠋ 

工業専門課程総合ࢸク࣮ࢪࣟࣀ科ࢆ募集停止ࠋ 

ᖹ成 20 ᖺ 4 ᭶ 1 日  工業専門課程ࢸク࣮ࢪࣟࣀ科࡟環境土木ࢆࢫ࣮ࢥ設置ࠋ 

工業専門課程土木学科ࢆ募集停止ࠋ 

ྠ科ࣟボッྠࢆࢫ࣮ࢥࢺ科電子機械㺃㹁Ａ㹂ྡ࡟ࢫ࣮ࢥ称変更ࠋ 

ྠ科ࡣ  ࠋࡿ࡞࡜体制ࢫ࣮ࢥ3

 ࠋ学科ྡ変更࡟(科࢔࢕ࢹᪧ࣐ࣝチ࣓)㺃㹁Ｇ㺃Ｗ㹣ｂ科࣓ࢽ࢔

工業専門課程࣒࣮ࢤ࡟クࣜエ࢖タ࣮科ࢆ設置ࠋ 

ᖹ成 21ᖺ㸲᭶  文໬㺃教養専門課程 行政学科ࢆ公務員学科ྡ࡟称変更ࠋ 

ᖹ成 22ᖺ㸲᭶     

 

工業専門課程ࢸク࣮ࢪࣟࣀ科電子機械࣭㹁Ａ㹂ࢆࢫ࣮ࢥ 

ྠ科情報ࢿッࢺワ࣮クྡ࡟ࢫ࣮ࢥ称変更 

ᖹ成 25ᖺ 4᭶  工業専門課程࣓ࢽ࢔㺃㹁Ｇ㺃Ｗ㹣ｂ科ࢆ文໬࣭ 教養課程㹁Ｇ࢖ࢨࢹ

 課程ཬびྡ称変更࡟科࣮ࢼ

 工業専門課程࣒࣮ࢤクࣜエ࢖タ࣮科ࢆ文໬࣭ 教養専門課程࡟課程

変更 

   



ϩ㸬建学ࡢ精神࣭教育方針࣭教育目的 

 
 

建 学 の 精 神  

 

建学ࡢ精神ࠊࡣ科学技術ࡢ教育ࢆ基底ࠊࡋ࡜著ࡋい技術 

革新࡞ࡶ࡜࡟いࠊ高ᗘ໬ࡘࡘࡋあࡿ現代社会ࡢ変໬࡟即応 

 ࢆ開拓精神ࠊ学びࢆ路ࡢ独立自尊ࠊࡌࢇ重ࢆ創意工夫ࠊࡋ

涵養ࠊࡾࡼ࡟࡜ࡇࡿࡍ学生ࡽ࠿ࡎࡳ人格形成ࡋ工業ࡼ࠾び 

་療技術ࡢⓎ展࡜文໬ࡢ進展࡟寄୚ࡿࡍ஦࡚ࡗࡼ࡟地域 

社会ࡢ建設࡜人類ࡢ福祉࡟㈉献ࡿࡍ஦࡛あࠋࡿ 

 

 

 

教 育 方 針 

 

近ᖺࡢ成熟ࡓࡋわࡀ国࠾࡟い࡚ࡣ少子高齢໬ࡿࡼ࡟福祉 

社会ࡢ到来ࠊ国際的࡟影響ࡿࡍ環境࡟関ࡿࡍ高い技術ࡢ要 

求࡚ࡋࡑࠊ情報技術ࡢ著ࡋい進展ࢆ見過ࡍࡈ஦ࡣ出来࡞いࠋ 

 ་࡜工学ࡣ技術ࠊ知識࡞い࡚必要୙可Ḟ࠾࡟㸰㸯世紀ࡓࡲ

療福祉ࡢ連携ࢆ求࡚ࡵいࠋࡿ本校ࡣ開校以来ࠊ科学技術࡜ 

工業力ࡉࡉࢆえࡿ教育ࢆ標榜ࡋ学生個人ࡢ能力࡜適性࡟応 

 対࡟工学ࡾࡼ࡟演習࣭実習࡜講義ࡿ⮳࡟応用ࡽ࠿基礎ࠊࡌ

 ࡚ࡋ追求ࢆ育成ࡢ人ᮦࡓけࡘ࡟身ࢆ応用力࡜深い理解ࡿࡍ

来࡟ࡇࡇࠊࡀࡓ改࡚ࡵ科学教育ࡢ知識ࢆ活用ࠊࡋ実社会࡟ 

あ࡚ࡗ活躍࡛ࡾࡼࡿࡁ広い見識ࡢあࡿ人ᮦࡢ࡚ࡋ࡜工業技 

術ࠊ་療技術࡚ࡋࡑ公共ࡢ担い手ࢆ養成ࠋࡿࡍ 

 

 

 

教 育 目 的 

 

学校教育法ࡢ精神࡟基࡙ࠊࡁ一ࡣࡘ工業࡟関ࡿࡍ専門ࡢ 

学理࡜技術ࢆ各自ࡢ能力࡟応࡚ࡌ教育ࠊࡋ日進᭶歩ࡢ科学技 

術࡟即応ࡿࡍ実践能力ࢆ備えࡓ技術者ࢆ育成࡟ࡽࡉࠊࡋ新ࡋ 

い時代ࢆ先導ࡋうࡿ知識ࢆ目的ࠊࡋ࡜一ࡣࡘ福祉ࡢ時代ࢆ先 

導ࡋうࡿ知識࡜理解力ࡡࡍࢆ備えࡓ་療福祉ࢆ担う人ᮦࡢ育 

成ࢆ目的ࠊࡋ࡜あわ࡚ࡏ社会人ࡢ࡚ࡋ࡜教養ࢆ身࡟着け真実 

 ࡢ工業技術ࠊࡋ育成ࢆ人ᮦ࡞健全࡟心身共ࡿࡎࢇ重ࢆ任務࡜

Ⓨ展࡜地域ࡢ文໬ཬび་療福祉ࡢ進展࡟寄୚ࡿࡍ஦ࢆ使命࡜ 

 ࠋࡿࡍ



   

Ϫ . 組  織  図 

情 報 処 理 科  

 

㹁Ｇ࣮ࢼ࢖ࢨࢹ科 

 タ࣮科࢖クࣜエ࣒࣮ࢤ

科࣮ࢪࣟࣀクࢸ  

஦ 務 課  

 

就 職 課  

広 報 課  

教 務 課  

 

建 築 学 科  

自動車整備科  

 

ࡋ ࢇ 灸 科  

公 務 員 学 科  

柔 道 整 復 科  

་ 療 秘 書 科  

㸦工業専門課程㸧 

஦ 務 部 

教 務 部 
部 

部 長 

校 ཭ 会 

日 本 工 学 院 

໭海道専門学校 

校 長  

副 校 長

 

副 校 長

ふくࡇ

部 長 
㸦文໬࣭教養専門課程㸧 

㸦་療専門課程㸧 

図書室࣭自習室 

教 
 

育 
 

課 
 

程 
 

編 
 

成 
 

委 
 

員 
 

会 

 ࡁ



 

 

 

 

Ⅳ履修要綱 

１.各科教育指標・履修科目 

  

 



情報処理科 

 

࠙教育指標ࠚ 

 

現௦社会࡛࢖ࠊࡣンタ࣮ネッࢺやࡽ࠿࢔࢕ࢹ࣓࡞ࡲࡊࡲࡉ洪水ࡼࡢう࡟供給

ࡑࠋࡍࡲい࡚ࡁ出࡚ࡀ必要性ࡿࡍ集計࣭ศ析ࠊࡋく収集ࡼ効率ࢆ情報ࡿࢀࡉ

企ࡢ普通ࠊࡾࡼ࡜ࡶࡣ情報処理技術者ࡿᑓ門家࡛あࡢュ࣮タࣆンࢥࠊࡵࡓࡢ

業࡟勤ࡿࡵ普通ࡢ社会人ࠊࡶ基本能力ࢥࡢ࡚ࡋ࡜ンࣆュ࣮タࡢ活用技術ࡀ求

 ࠋࡍࡲい࡚ࢀࡽࡵ

 情報処理科࡛ࡼࡢࡇࡣう࡞ネッࢺワ࣮ࢡ社会࡟対応࡛ࡿࡁ知識࡜技術ࢆ

身ࠊࡅࡘ࡟広い視㔝࡜社会人ࡢ࡚ࡋ࡜素養࣭常識ࢆあわࡓࡗࡶࡏ人材ࢆ養成

 ࠋࡍࡲい࡚ࡋ࡜目的ࡢ教育ࢆ࡜ࡇࡿࡍ

希望や興味ࡢ将来ࠊ࡚ࡋ検討ࢆ適性ࡢ自ศࠊ࡛ࡢࡿい࡚ࡋ᥇用ࢆ制ࢫ࣮ࢥ 

国家資格ࡣࢫ࣮ࢥࢫンࢭ࢖ITࣛࠋࡍࡲࡁ࡛ࡀ࡜ࡇࡿࡍ選択ࢆࢫ࣮ࢥࡓࡗあ࡟

ྲྀ得ࢆ目指࡚ࡋ学習ࢆ進ࠋࡍࡲࡵIT系ࡢ基本的࡞資格࡛あࡿ情報検定㸦J検㸧

ࡋ得ྲྀࢆ応用情報技術者試験ࠊ基本情報技術者試験࡚ࡋࣉッ࢔ࣉッࢸࢫࡽ࠿

IT企業࡛働ࡿࡅ人材ࢆ࡜ࡇࡿ࡞࡜目標ࢥࢯࣃࠋࡍࡲࡋ࡜ン࣐ࢫタ࣮࡛ࢫ࣮ࢥ

ࣆンࢥ࡞様々ࠊ࡚ࡋ想定ࢆ状況ࡿࡍ活用ࢆンࢥࢯࣃ࡟現場࡛実㝿ࡢ仕事ࠊࡣ

ュ࣮タ知識ࢆ習得ࠊࡓࡲࠋࡍࡲࡋ社会人࡚ࡋ࡜必要࡞一般常識や業務知識ࢆ

学び卒業時ࡣ࡟十ศ࡟働ࡿࡅ人材ࢆ࡜ࡇࡿ࡞࡜目指࡚ࡋいࠋࡍࡲࡁいࡢࢀࡎ

作品制作ࡢ࡛ࣉ࣮ࣝࢢ࡚ࡋ࡜卒業研究࡚ࡋ࡜ࡾくくࡵ締ࡢ㸰ᖺ間ࠊࡶࢫ࣮ࢥ

࡞࡜人材ࡿࢀࡽࡵ進ࢆ仕事࡚ࡋࡓ果ࢆ役割ࡢ自ศࡢチ࣮࣒ෆ࡛ࠋࡍࡲ行いࢆ

 ࠋࡍࡲࡋ目指ࢆ࡜ࡇࡿ

 



履修科目 
 
㹇㹒ࣛࢭ࢖ンࢫ࣮ࢥࢫ㸦㸯ᖺ次㸧        数字ࡣ履修時間数 ( )ෆࡣ単位数 
区

ศ 
科   目 必／選 前期 後期 ෆ    容 

基

礎

科

目 

 ン演習㸯 必ࢥࢯࣃ
45  㹕ｉ㹬㹢㹭㹵㹱ࡢ使い方やࠊ表計算ࢩ࣮ࢣࣜࣉ࢔ョンࡢ操作法

  (1.5) ࠋࡍࡲい࡚学びࡘ࡟仕方ࡢ利用ࠊ࡟ࡶ࡜࡜ࡿࡍ理解ࢆ

J検活用㸱級対策 必 
30  J検㸱級ࡢ合格ࢆ目指ࠋࡍࡲࡋ 

(2)  

J検活用㸰級対策 必 
30  J検㸰級ࡢ合格ࢆ目指ࠋࡍࡲࡋ 

(2)  

J検活用㸯級対策 選 
30  J検㸯級ࡢ合格ࢆ目指ࠋࡍࡲࡋ 

(2)  

㹈検基本ࣝ࢟ࢫ対策 選 
45  㹈検情報࣒ࢸࢫࢩ試験ࡣ国家試験ࠕ基本情報技術者試験ࠖࡢ࡬

  (3) ࠋࡍࡲࡁ活用࡛࡚ࡋ࡜ࣉッࢸࢫࢺࢫ࣮࢓ࣇ

㹈検࣑ࣛࢢࣟࣉンࢢ

 対策ࣝ࢟ࢫ
選 

 45 㹈検情報࣒ࢸࢫࢩ試験ࡣ国家試験ࠕ基本情報技術者試験ࠖࡢ࡬

 (3)  ࠋࡍࡲࡁ活用࡛࡚ࡋ࡜ࣉッࢸࢫࢺࢫ࣮࢓ࣇ

㹈検࢖ࢨࢹ࣒ࢸࢫࢩ

ンࣝ࢟ࢫ対策 
選 

 45 㹈検情報࣒ࢸࢫࢩ試験ࡣ国家試験ࠕ基本情報技術者試験ࠖࡢ࡬

 (3)  ࠋࡍࡲࡁ活用࡛࡚ࡋ࡜ࣉッࢸࢫࢺࢫ࣮࢓ࣇ

 㸯 選࣒ࢬࣜࢦࣝ࢔

 
45 

(3) 

࡟࡜ࡇࡿࡍ作成ࢆ図ࢀ流ࠊࢆ考え方࡞基本的ࡢ作成࣒ࣛࢢࣟࣉ

ࢹࠊࡋ作成ࢆ࣒ࣛࢢࣟࣉ࡟基ࢆ図ࢀ流࡟ࡽࡉࠋࡍࡲࡋ習得ࡾࡼ

 ࠋࡍࡲࡵ深ࡾࡼࢆ事࡛理解ࡿࡍࢢッࣂ
 

ࣛ

࢖

ࢭ

ン

ࢫ

科

目 

修了試験対策㸯 選 
 45 

(3) 

㸴᭶ୗ旬࣭㸵᭶ୖ旬࡟行わࡿࢀ基本情報技術者試験ࡿࡅ࠾࡟午

前免除修了試験ࡢ対策ࢆ行うࠋ  

国家資格対策㸯 選 
基本情報処理技術者࡟時期࡞適ษࠊ࡚ࡏ合わ࡟進ᗘࡢࢀࡒࢀࡑ  45

試験ࡢ資格ྲྀ得ࢆ目指࡚ࡋ対策講ᗙࢆ開設(3) ࠋࡍࡲࡋ  

国家資格対策㸰 選 
基本情報処理技術者࡟時期࡞適ษࠊ࡚ࡏ合わ࡟進ᗘࡢࢀࡒࢀࡑ 45 

試験ࡢ資格ྲྀ得ࢆ目指࡚ࡋ対策講ᗙࢆ開設(3)  ࠋࡍࡲࡋ 

ᑓ

門

科

目 

㹁㸿㹑㹊㸯 選 
90 

(6) 

 10᭶ࡢ基本情報技術者試験࡟合格࡭ࡍく授業ࢆ行いࠋࡍࡲ本講

ᗙ࡛ࡣ午後࢖࣏ࡢン࡛ࢺあࡿ㹁㸿㹑㹊ࡘ࡟い࡚講義ࠋࡍࡲࡋࢆ  

㹁㸿㹑㹊㸰 選 
 45 

(3) 

㸲᭶ࡢ基本情報技術者試験࡟合格࡭ࡍく授業ࢆ行いࠋࡍࡲ本講

ᗙ࡛ࡣ午後࢖࣏ࡢン࡛ࢺあࡿ㹁㸿㹑㹊ࡘ࡟い࡚講義ࠋࡍࡲࡋࢆ  

㹁㸿㹑㹊演習 選 
 30 

(1) 

本講ᗙ࡛ࡣ㹁㸿㹑㹊ࡘ࡟い࡚࣑ࢩࠊュ࣮ࣞタࢆ用いࡓ演習形式

࡛授業ࢆ展開࡚ࡋいࠊࡁ理解ࢆ深ࠋࡍࡲࡵ  

 演習 選࣒ࣛࢢࣟࣉ
45 

(1.5) 

ࢢࣟࣉ࡞や実務的࣒࣮ࢤ࡞簡単ࠊࡋ使用ࢆ開発環境࣒ࣛࢢࣟࣉ 

࣑ࣛンࢆࢢ演習ࡢ࣒ࣛࢢࣟࣉࠊ࡛࡜ࡇࡿࡍ目的や᭷用性ࠊ組ࡳ

 ࠋࡍࡲ学びࢆࡉࡋ楽ࡿࡆୖ
 

 演習 選࣒ࢬࣜࢦࣝ࢔
ࡗ使ࢆュ࣮ࣞタ࣑ࢩࠊࢆ࣒ࣛࢢࣟࣉ㸯࡛学ぶ各種࣒ࢬࣜࢦࣝ࢔ 30 

࡚実㝿࡟試࡛࡜ࡇࡍ理解ࢆ深࡚ࡵい(1)  ࠋࡍࡲࡁ 

㹈㹟㹴㹟㸯 選  
45 

(3) 

Javaࡢ࣒ࣛࢢࣟࣉ作成ࡢ基本ࢆ学びࠋࡍࡲ 

一

般

科

目 

就職対策㸯 必 
 30 就職࡟必要࡞心得ࢪࣅࠊネ࣮ࢼ࣐ࢫや面接対策ࢆ行いࠋࡍࡲ 

 (2) 

 選 ࣝ࢟ࢫュ࣮࣐ンࣄ
45  社会࡟出ࡓ時࡟㔜要࡛あࠊࡿ社会性࣭人間性ࡢ向ୖࢆ目指ࡲࡋ

  (3) ࠋࡍ



区

ศ 
科   目 必／選 前期 後期 ෆ    容 

 

 選 ࢡワ࣮ࣉ࣮ࣝࢢ

 
45 

(3) 

ࢽュ࣑ࢥ࡞必要ࡽ࠿出࡚࡟社会ࠊ࡛࡜ࡇ行うࢆ作業࡛ࣉ࣮ࣝࢢ

行ࢆ業務࡛ࣉ࣮ࣝࢢࠊࡓࡲࠋࡍࡲࡾ図ࢆ向ୖࡢョン能力ࢩ࣮ࢣ

う࡝ࡣ࡜࡜ࡇういうࢆ࠿࡜ࡇ学びࠋࡍࡲ 
 

体育㸯 選 
30 

(1) 

 
資格ྲྀ得ࡢ㝿ࠊ࡟脳ࣞࣇࣜࢆッࢩュࡿࡏࡉ目的࡛運動ࢆ行いࡲ

ョンࢩ࣮ࢣࢽュ࣑ࢥ࡚ࡗࡼ࡟࡜ࡇࡿࡍ複数人࡛運動ࠊࡓࡲࠋࡍ

能力ࡢ向ୖࢆ図ࠋࡍࡲࡾ  

 



履修科目 
 
㹇㹒ࣛࢭ࢖ンࢫ࣮ࢥࢫ㸦㸰ᖺ次㸧      数字ࡣ履修時間数 ( )ෆࡣ単位数 
区

ศ 
科   目 必／選 前期 後期 ෆ    容 

基

礎

科

目 

 㸰 選࣒ࢬࣜࢦࣝ࢔
90 

(6) 

࡟࡜ࡇࡿࡍ作成ࢆ図ࢀ流ࠊࢆ考え方࡞基本的ࡢ作成࣒ࣛࢢࣟࣉ 

ࢹࠊࡋ作成ࢆ࣒ࣛࢢࣟࣉ࡟基ࢆ図ࢀ流࡟ࡽࡉࠋࡍࡲࡋ習得ࡾࡼ

 ࠋࡍࡲࡵ深ࡾࡼࢆ事࡛理解ࡿࡍࢢッࣂ
 

 㸱 選࣒ࢬࣜࢦࣝ࢔

 
45 

(3) 

࡟࡜ࡇࡿࡍ作成ࢆ図ࢀ流ࠊࢆ考え方࡞基本的ࡢ作成࣒ࣛࢢࣟࣉ

ࢹࠊࡋ作成ࢆ࣒ࣛࢢࣟࣉ࡟基ࢆ図ࢀ流࡟ࡽࡉࠋࡍࡲࡋ習得ࡾࡼ

 ࠋࡍࡲࡵ深ࡾࡼࢆ事࡛理解ࡿࡍࢢッࣂ
 

ࣛ

࢖

ࢭ

ン

ࢫ

科

目 

修了試験対策㸰 選 
45  㸯㸰᭶ୗ旬࣭㸯᭶ୖ旬࡟行わࡿࢀ基本情報技術者試験ࡿࡅ࠾࡟

午前免除修了試験ࡢ対策ࢆ行う(3) ࠋ  

国家資格対策㸱 選 
90 

(6) 

基本情報処理技術者࡟時期࡞適ษࠊ࡚ࡏ合わ࡟進ᗘࡢࢀࡒࢀࡑ 

試験ࡢ資格ྲྀ得ࢆ目指࡚ࡋ対策講ᗙࢆ開設ࠋࡍࡲࡋ  

ᑓ

門

科

目 
 
 

࣐ネ࣓ࢪンࢺ 選  
45 

(3) 

IT 系ࡢ業務࡟必要࣐࡞ネ࣓ࢪンࡢࢺ中࡛ࡶ IT ࢪネ࣐ࢫࣅ࣮ࢧ

࣓ン࣐ࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉࠊࢺネ࣓ࢪンࡘ࡟ࢺい࡚学習ࠊࡋ業務遂行

 ࠋࡍࡲࡋ࡜目標ࢆ࡜ࡇࡿ࡞࡟人材ࡘ役立࡟

ネッࢺワ࣮ࢡ構築 選 

 
45 

(3) 

ネッࢺワ࣮ࡘ࡟ࢡい࡚深く勉強ࠊ࡛࡜ࡇࡿࡍ基本情報࣭応用情

報࣭ネッࢺワ࣮ࡢࢀࡒࢀࡑࡢࢺࢫࣜࣕࢩ࣌ࢫࢡ試験ࡢネッࢺワ

 ࠋࡍࡲࡋ࡜目標ࢆ࡜ࡇࡿ࡞強く࡟ศ㔝ࢡ࣮
 

㹈㹟㹴㹟演習 選 
90 

(3) 

 Javaࢆ࣒ࣛࢢࣟࣉ利用ࠊࡋオࢺࢡ࢙ࢪࣈ指向࣑ࣛࢢࣟࣉン࡟ࢢ

  ࠋࡍࡲࡋい࡚演習ࡘ

オࢺࢡ࢙ࢪࣈ指向 選 
 90 

(6) 

オࢺࢡ࢙ࢪࣈ指向࣑ࣛࢢࣟࣉンࡘ࡟ࢢい࡚学びࠋࡍࡲ 

 

㹑㹏㹊㸯 選 
45 

(3) 
 

ࡿࡍ利用࡛ࢫタ࣮࣮࣋ࢹ SQLࡘ࡟い࡚学びࠋࡍࡲOracle Master 

Bronze SQLྲྀࢆ得ࡋࡶࠊくࡣ同等ࡢ能力ࢆ身࡟付ࢆ࡜ࡇࡿࡅ目

標ࠋࡍࡲࡋ࡜ 

㹑㹏㹊㸰 選 

 
90 

(6) 

ࡿࡍ利用࡛ࢫタ࣮࣮࣋ࢹ SQLࡘ࡟い࡚学びࠋࡍࡲOracle Master 

Bronze DBA ྲྀࢆ得ࡋࡶࠊくࡣ同等ࡢ能力ࢆ身࡟付ࢆ࡜ࡇࡿࡅ目

標ࠋࡍࡲࡋ࡜ 
 

作品制作 選 
 45 㹇㹒業界࡛使わ࡚ࢀい࡞ࡲࡊࡲࡉࡿ技術ࢆ学びࡾࡼࠊ効果的࡞

 (1.5)  ࠋࡍࡲࡋ演習ࢆ方ࡾ作ࡢࢢン࣑ࣛࢢࣟࣉ

一

般

科

目 

就職対策㸰 必 
45 

(3) 

 就職࡟必要࡞心得ࢪࣅࠊネ࣮ࢼ࣐ࢫや面接対策ࢆ行いࠋࡍࡲ 

 

体育㸰 選 
30 

(1) 

 資格ྲྀ得ࡢ㝿ࠊ࡟脳ࣞࣇࣜࢆッࢩュࡿࡏࡉ目的࡛運動ࢆ行いࡲ

 ࠋࡍ

 
 

実

務

科

目 

卒業研究 選 
 90 

(3) 

㸰ᖺ間ࡢ集大成ࠊ࡚ࡋ࡜個人ࡣࡓࡲチ࣮࣒࡛࣐࣮ࢸや課題ࡢ設

定ࢆ行い作品࡚ࡋ࡜完成ࠋࡍࡲࡏࡉ  

 選 ࣉッࢩンタ࣮ン࢖
 60 企業࡛実業務ࢆ体験ࠊࡋ働く࡝ࡣ࡜ういうࢆ࠿࡜ࡇ学びࠋࡍࡲ 

 (2) 

職場見学 選 
 30 企業ࡢ中࡛業務ࢆ行いࠊ社会࡟出ࡓ時࡝࡟う立ࡕ振ࡿ舞えࡤ良

いࢆ࠿学び(1)  ࠋࡍࡲ 



区

ศ 
科   目 必／選 前期 後期 ෆ    容 

編

入

科

目 

線形௦数 選 
30 
(2) 

 
行列や行列式࡟関ࡿࡍ理論ࢆ体系化ࡓࡋ௦数学ࡢ一ศ㔝ࠋ連立

1次方程式࡜逆行列 · 行列式ࢆ࡝࡞学びࠋࡍࡲ 

微ศ積ศ㸿 選 
45 
(3) 

 
解析学ࡢ基本的࡞部ศࢆ形成ࡿࡍ数学ࡢ一ศ㔝ࠋᑟ関数࣭原始

関数࣭線形性࣭微ศ係数ࡢ計算ࢆ࡝࡞学びࠋࡍࡲ 

微ศ積ศ㹀 選  
45 
(3) 

解析学ࡢ基本的࡞部ศࢆ形成ࡿࡍ数学ࡢ一ศ㔝ࠋ関数ࣛࢢࡢ

 ࠋࡍࡲ学びࢆ࡝࡞計算ࡢ不定積ศ࣭面積࡜面積࣭ࣇ

物理㸿 選 
30 
(2) 

 
自然科学ࡢ一ศ㔝ࠋ運動㔞࡜力積࣭運動࣭力࣭運動方程式࣭力

学的࢚ネ࣭࣮ࣝࢠ運動㔞ࢆ࡝࡞学びࠋࡍࡲ 

物理㹀 選  
30 
(2) 

自然科学ࡢ一ศ㔝ࠋ水ᖹ投射࣭斜方投射࣭力࣓࣮ࣔࡢン࣭ࢺ慣

性力࣭෇運動࣭単振動ࢆ࡝࡞学びࠋࡍࡲ 

 



履修科目 

 単位数ࡣ履修時間数 ( )ෆࡣ㸦㸯ᖺ次㸧      数字ࢫ࣮ࢥタ࣮ࢫン࣐ࢥࢯࣃ
区

ศ 
科   目 必／選 前期 後期 ෆ    容 

基

礎

科

目 

 ン演習㸯 必ࢥࢯࣃ
45 

(1.5) 

 㹕ｉ㹬㹢㹭㹵㹱ࡢ使い方やࠊ表計算ࢩ࣮ࢣࣜࣉ࢔ョンࡢ操作法

  ࠋࡍࡲい࡚学びࡘ࡟仕方ࡢ利用ࠊ࡟ࡶ࡜࡜ࡿࡍ理解ࢆ

J検活用㸱級対策 必 
30  J検㸱級ࡢ合格ࢆ目指ࠋࡍࡲࡋ 

(2)  

J検活用㸰級対策 必 
30  J検㸰級ࡢ合格ࢆ目指ࠋࡍࡲࡋ 

(2)  

J検活用㸯級対策 選 
30  J検㸯級ࡢ合格ࢆ目指ࠋࡍࡲࡋ 

(2)  

 㸯 選ࢢン࣑ࣛࢢࣟࣉ
 45 Visual Basic ࣒ࣛࢢࣟࣉࡿࡼ࡟作成ࢆ通ࠊ࡚ࡌWindows 環境࡛

 (3)  ࠋࡿࡍ学習ࢆ基礎ࡢࢢン࣑ࣛࢢࣟࣉࡢ

MOS(Excel)対策 選 
 45 㹋ｉ㹡㹰㹭㹱㹭㹤㹲 㹍㹤㹤ｉ㹡㹣 㹑㹮㹣㹡ｉ㹟ｌｉ㹱㹲 

 (3)  ࠋࡍࡲࡋ練習࡚ࡋ目指ࢆ得ྲྀࡢ

B検 3級対策 選 
 ࠋࡍࡲࡋࡊࡵࢆ検定㸱級合格ࢫネࢪࣅ  45

(3)  

B検 2級対策 選 
 ࠋࡍࡲࡋࡊࡵࢆ検定㸰級合格ࢫネࢪࣅ 45 

 (3) 

ᑓ

門

科

目 

 ン演習㸰 選ࢥࢯࣃ
 45 表計算ࡢ活用法࣮ࢹ࡜タ࣮࣋ࡢࢺࣇࢯࢫ基本的࡞使い方ࢆ理解

 (1.5)  ࠋࡍࡲい࡚学びࡘ࡟仕方ࡢ利用ࠊ࡟ࡶ࡜࡜ࡿࡍ

資料作成 選 
45  Excel いࡘ࡟手法ࡢ資料作成ࡿࡁ業務࡛利用࡛ࠊ࡚ࡋ࡜中心ࢆ

࡚学習(3) ࠋࡿࡍ  

㹎㹁故㞀᥈求 選 

 
45 

(3) 

PC 設ࡢンタࣜࣉࠋࡍࡲ学びࢆ方法ࡿࡁ解決࡛ࢆࣝࣈࣛࢺࡢ࡛

定ࠊネッࢺワ࣮ࠊࣝࣈࣛࢺࡢࢡOSࡢ設定等様々࡞場面࡛適ษ࡞

処置ࢆ࡜ࡇࡿࡁ࡛ࡀ目標ࠋࡍࡲࡋ࡟ 
 

ワ࣮ࣟࣉ演習㸯 選 
 ࠋࡍࡲ学びࡽ࠿い࡚基礎ࡘ࡟作成ࡢ文書ࢫネࢪࣅ  45

(1.5)  

ワ࣮ࣟࣉ演習㸰 選 
 45 1 ᖺ前期ࡢワ࣮ࣟࣉ演習 1 ࡟作成ࡢ文書ࢫネࢪࣅࠊࡁ続ࡁ引࡟

 (1.5)  ࠋࡍࡲい࡚学びࡘ

一

般

科

目 

就職対策㸯 必 
 30 就職࡟必要࡞心得ࢪࣅࠊネ࣮ࢼ࣐ࢫや面接対策ࢆ行いࠋࡍࡲ 

 (2) 

 選 ࣝ࢟ࢫュ࣮࣐ンࣄ
45  社会࡟出ࡓ時࡟㔜要࡛あࠊࡿ社会性࣭人間性ࡢ向ୖࢆ目指ࡲࡋ

  (3) ࠋࡍ

  選 ࢡワ࣮ࣉ࣮ࣝࢢ
45 

(3) 

ࢽュ࣑ࢥ࡞必要ࡽ࠿出࡚࡟社会ࠊ࡛࡜ࡇ行うࢆ作業࡛ࣉ࣮ࣝࢢ

行ࢆ業務࡛ࣉ࣮ࣝࢢࠊࡓࡲࠋࡍࡲࡾ図ࢆ向ୖࡢョン能力ࢩ࣮ࢣ

う࡝ࡣ࡜࡜ࡇういうࢆ࠿࡜ࡇ学びࠋࡍࡲ 

体育㸯 選 
30 

(1) 

 資格ྲྀ得ࡢ㝿ࠊ࡟脳ࣞࣇࣜࢆッࢩュࡿࡏࡉ目的࡛運動ࢆ行いࡲ

  ࠋࡍ

㹑㹎㹇基礎 選 
45 

(3) 

 㹑㹎㹇ࡢ問題ࡓࢆくࢇࡉ解ࠊࡁ就職試験࡟備えࠋࡍࡲ 

 

㹑㹎㹇対策 選 
 45 㹑㹎㹇ࡢ問題ࡓࢆくࢇࡉ解ࠊࡁ就職試験࡟備えࠋࡍࡲ 

 (3) 



区

ศ 
科   目 必／選 前期 後期 ෆ    容 

一

般

科

目 

࣌ン字㸯 選 
15  

美ࡋく文字ࢆ書くࡢࡵࡓ技術࢖࣏ࠊンࢆࢺ学び習得ࠋࡍࡲࡋ 
(1)  

࣌ン字㸰 選 

 
15 

(1) 

㸯ᖺ前期࣌ࠕࡢン字㸯ࠖ࡟引ࡁ続ࠊࡁ美ࡋく文字ࢆ書くࡢࡵࡓ

技術࢖࣏ࠊンࢆࢺ学び習得ࠊ࡟ࡽࡉࠋࡿࡍ履歴書やᑒ筒ࡢ࡝࡞

書ࡁ方ࢆ学びࠋࡍࡲ 
 

簿記㸯 選 
45  企業ࡢ活動ࢆ各種ࡢ帳簿ࢆ用い࡚計数的࡟記録࣭計算࣭整理ࢆ

記ࡢ簿記࡜技術ࡿࡵ࡜ࡲ࡟諸表࣭報告書ࡿࡍ࡜必要ࡢ企業ࠊࡋ

録ࠊ࡚ࡋ࡟࡜ࡶࢆ企業経営ࡢ合理的࡞活動ࡢ計画ࠊ࡚ࡓࢆ効率

的࡞企業ࢆ運営࡚ࡋいく能力ࢆ習得ࢆ࡜ࡇࡿࡏࡉ目標ࡲࡋ࡜

 ࠋࡍ

(3)  

簿記㸰 選 

 
45 

(3)  

 



履修科目 
 

 単位数ࡣ履修時間数 ( )ෆࡣ㸦㸰ᖺ次㸧      数字ࢫ࣮ࢥタ࣮ࢫン࣐ࢥࢯࣃ
区

ศ 
科   目 必／選 前期 後期 ෆ    容 

基

礎

科

目 

MOS(Word)対策 選 
45  㹋ｉ㹡㹰㹭㹱㹭㹤㹲 㹍㹤㹤ｉ㹡㹣 㹑㹮㹣㹡ｉ㹟ｌｉ㹱㹲 

  (3) ࠋࡍࡲࡋ練習࡚ࡋ目指ࢆ得ྲྀࡢ

MOS(Powerpoint/Outl

ook)対策 
選 

45  㹋ｉ㹡㹰㹭㹱㹭㹤㹲 㹍㹤㹤ｉ㹡㹣 㹑㹮㹣㹡ｉ㹟ｌｉ㹱㹲 

  (3) ࠋࡍࡲࡋ練習࡚ࡋ目指ࢆ得ྲྀࡢ

MOS(Access)対策 選 
 45 㹋ｉ㹡㹰㹭㹱㹭㹤㹲 㹍㹤㹤ｉ㹡㹣 㹑㹮㹣㹡ｉ㹟ｌｉ㹱㹲 

 (3)  ࠋࡍࡲࡋ練習࡚ࡋ目指ࢆ得ྲྀࡢ

ᑓ

門

科

目 

文書技法 選 
45  ワ࣮ࣟࣉ演習㸯࣭㸰࡛学ࡔࢇ文書実務ࠊࢆ実践的࡟更࡟深く学

習(3) ࠋࡍࡲࡋ  

 㸰 選ࢢン࣑ࣛࢢࣟࣉ
45 

(3) 

 VisualBasic.NET 用い࡚定期業務ࢆ࡝࡞簡略化ࠊࡋ効率ࡢ良い

業務ࡀ出来ࡿᑠࡀ࣒ࣛࢢࣟࣉ࡞ࡉ作成出来ࡼࡿうࢆ࡜ࡇࡿ࡞࡟

目標ࠋࡿࡍ࡜ 
 

 㸱 選ࢢン࣑ࣛࢢࣟࣉ

 
45 

(3) 

VisualBasic.NET 用い࡚定期業務ࢆ࡝࡞簡略化ࠊࡋ効率ࡢ良い

業務ࡀ出来ࡿᑠࡀ࣒ࣛࢢࣟࣉ࡞ࡉ作成出来ࡼࡿうࢆ࡜ࡇࡿ࡞࡟

目標ࠋࡿࡍ࡜ 
 

 ン技法㸯 選࢖ࢨࢹ
ࡿ௦表࡛あࡢࢺࣇࢯࢡッ࢕ࣇࣛࢢ  45 Photoshop びࡼ࠾

Illustratorࢆ利用ࡓࡋ画像生成や加工ࡢ技術ࢆ学ぶ(3) ࠋ  

 ン技法㸰 選࢖ࢨࢹ
ࡿ௦表࡛あࡢࢺࣇࢯࢡッ࢕ࣇࣛࢢ 45  Photoshop びࡼ࠾

Illustratorࢆ利用ࡓࡋ画像生成や加工ࡢ技術ࢆ学ぶ(3)  ࠋ 

㹕㹣㹠入門 選 
45  情報ࡢ発信手段࡚ࡋ࡜᭷効ࡢࢪ࣮࣒࣮࣌࣍࡞作成方法ࢆ学びࡲ

  (3) ࠋࡍ

 演習㸯 選ࢫタ࣮࣮࣋ࢹ
45  実習形式࡛࣮ࢹࠊタ࣮࣋ࡢ࣒ࢸࢫࢩࢫ設計࣭構築方法ࢆ学びࡲ

  (1.5) ࠋࡍ

 演習㸰 選ࢫタ࣮࣮࣋ࢹ
 45 Access 㹔㹀㸿ࢆ使࣮ࢹࠊ࡚ࡗタ࣮࣋ࡢࢫ操作方法や構築方法

 (1.5)  ࠋࡍࡲࡋ作成ࢆ࣒ࢸࢫࢩ࡞具体的ࠊࡋ習得ࢆ

日商㹎㹁検定 㸦文書

作成㸧 
選 

 45 日商 PC検定㸦文書作成㸧合格ࠋࡍࡲࡋࡊࡵࢆ 

 (3) 

日商㹎㹁検定 㸦࣮ࢹ

タ活用㸧 
選 

 45 日商 PC検定㸦࣮ࢹタ活用㸧合格ࠋࡍࡲࡋࡊࡵࢆ 

 (3) 

一

般

科

目 

就職対策㸰 必 
45  就職࡟必要࡞心得ࢪࣅࠊネ࣮ࢼ࣐ࢫや面接対策ࢆ行いࠋࡍࡲ 

(3)  

体育㸰 選 
30  資格ྲྀ得ࡢ㝿ࠊ࡟脳ࣞࣇࣜࢆッࢩュࡿࡏࡉ目的࡛運動ࢆ行いࡲ

  (1) ࠋࡍ

࣌ン字㸱 選 
15  㸯ᖺ前期࣭後期࡟引ࡁ続ࠊࡁ美ࡋく文字ࢆ書くࡢࡵࡓ技術࣏ࠊ

  (1) ࠊ࡟ࡽࡉࠋࡿࡍ学び習得ࢆࢺン࢖

旅行業務 選 
45 

(3) 

 観光情報や地理࣭交通事情ࠊ施設等ࡢ契約࣭手配࡝࡞旅行業務

全般࡜関連法௧ࢆ学びࠊ国家試験合格ࢆ目指ࠋࡍࡲࡋ  

販売士ཷ験講ᗙ 選  
45 

(3) 

販売士㸱級ࡢ合格ࠋࡍࡲࡋࡊࡵࢆ 

 



 

区

ศ 
科   目 必／選 前期 後期 ෆ    容 

 

 ョン 選ࢩ࣮ࢸンࢮࣞࣉ

 
45 

(3) 

ࠊ用い࡚ࢆいう手法࡜ョンࠖࢩ࢕ࢸン࣌ࢥࠕ立案࣭ࠖࠕ企画࣭ࠖࠕ

学ࢆࢀ流ࡢ一連ࡢ࡛ࡲ発表ࡽ࠿作成ࡢョン資料ࢩ࣮ࢸンࢮࣞࣉ

習ࠋࡍࡲࡋ 
 

実

務

科

目 

卒業研究 選 
 90 㸰ᖺ間ࡢ集大成ࠊ࡚ࡋ࡜個人ࡣࡓࡲチ࣮࣒࡛࣐࣮ࢸや課題ࡢ設

定ࢆ行い作品࡚ࡋ࡜完成(3)  ࠋࡍࡲࡏࡉ 

 選 ࣉッࢩンタ࣮ン࢖
 60 企業࡛実業務ࢆ体験ࠊࡋ働く࡝ࡣ࡜ういうࢆ࠿࡜ࡇ学びࠋࡍࡲ 

 (2) 

職場見学 選 
 30 企業ࡢ中࡛業務ࢆ行いࠊ社会࡟出ࡓ時࡝࡟う立ࡕ振ࡿ舞えࡤ良

いࢆ࠿学び(1)  ࠋࡍࡲ 

編

入

科

目 

線形௦数 選 
30 
(2) 

 
行列や行列式࡟関ࡿࡍ理論ࢆ体系化ࡓࡋ௦数学ࡢ一ศ㔝ࠋ連立

1次方程式࡜逆行列 · 行列式ࢆ࡝࡞学びࠋࡍࡲ 

微ศ積ศ㸿 選 
45 
(3) 

 
解析学ࡢ基本的࡞部ศࢆ形成ࡿࡍ数学ࡢ一ศ㔝ࠋᑟ関数࣭原始

関数࣭線形性࣭微ศ係数ࡢ計算ࢆ࡝࡞学びࠋࡍࡲ 

微ศ積ศ㹀 選  
45 
(3) 

解析学ࡢ基本的࡞部ศࢆ形成ࡿࡍ数学ࡢ一ศ㔝ࠋ関数ࣛࢢࡢ

 ࠋࡍࡲ学びࢆ࡝࡞計算ࡢ不定積ศ࣭面積࡜面積࣭ࣇ

物理㸿 選 
30 
(2) 

 
自然科学ࡢ一ศ㔝ࠋ運動㔞࡜力積࣭運動࣭力࣭運動方程式࣭力

学的࢚ネ࣭࣮ࣝࢠ運動㔞ࢆ࡝࡞学びࠋࡍࡲ 

物理㹀 選  
30 
(2) 

自然科学ࡢ一ศ㔝ࠋ水ᖹ投射࣭斜方投射࣭力࣓࣮ࣔࡢン࣭ࢺ慣

性力࣭෇運動࣭単振動ࢆ࡝࡞学びࠋࡍࡲ 

 

 

卒業要件࡚ࡋ࡜基礎科目ࡾࡼ㸰㸳単位௨ୖࠊ実務科目ࡾࡼ㸰単位௨ୖྲྀࡢ得ࢆ必要ࠋࡿࡍ࡜ 

 



自動車整備科 

 

 

࠙教育指標ࠚ 

 

 

自動車ࠊࡣそࡢ機能性࡜便利さࠊࡽ࠿ᡃ々ࡢ社会生活࠾࡟い࡚ࡣ

無く࡚࡞ࡽ࡞ࡣい࡚ࡗ࡞࡟ࡢࡶいࠋࡿ一方自動車ࡢ排気࢞ࢫ公害や

㦁音ࠊ地球温暖化ࡢ࡝࡞問題ࡁࡣわ࡚ࡵ大࡞ࡁ問題࡚ࡗ࡞࡟いࡿこ

ࡋ考慮࡟地球環境ࠊࡋ対࡟問題ࡢࡽࢀこࠋࡿあ࡛ࡾ࠾࡜ࡢ周知ࡣ࡜

たハ࢖ブࣜッࢻ車やࠊ燃料電池を搭載ࡋた自動車࡝࡞技術開発ࡀ進

 ࠋࡿ確実࡛あࡣ࡜こࡿ࡞࡟主流ࡀ電気自動車ࡣい࡚࠾࡟今後ࠊࢀࡽࡵ

こࡼࡢうࠊ࡟自動車ࡣ今後まࡍまࡍ進化ࠊࡋ各部装置ࡢ改良ࠊ制

御系統ࡢ電子化ࠊ࡝࡞技術的ࡁࡶ࡟わ࡚ࡵ複雑ࠊࡾ࡞࡟自動車業界

を取ࡾ巻く環境ࡣ大ࡁく変わࢁう࡚ࡋ࡜いࠋࡿ従ࠊ࡚ࡗ技術者࡜࡟

基本的ࡢ࡝࡞電子制御ࠊ構造ࢩャࢩࠊン構造ࢪエンࡢ自動車ࡣ࡚ࡗ

自動車ࡿࡍ進化ࡣ本学科࡛ࠊそこ࡛ࠋࡿ࡞࡜不可Ḟࡀ知識や技術࡞

社会࡟対応࡛ࡿࡁ技術者ࡢ育ᡂを目的ࠋࡿࡍ࡜ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



履修科目 
 
㸯年ḟ                    数字ࡣ履修時間数 ( )内ࡣ単位数 
区分 科   目 必／選 前期 後期 内    容 

 

工業数学 選 
 15 

工業数学ࡢ基礎を学びまࠋࡍ 
 (1) 

一般教養 選 
  15 

就職試㦂対策を行いまࠋࡍ 
  (1) 

自動車概論 必 
60   自動車ࡢ構造ࠊ性能ࡼ࠾ࠊびࣝࢺクࠊ排気量ࡢ࡝࡞基礎

的࡞計算ࡘ࡟い࡚学びま(4) ࠋࡍ   

電気電子概論 必 
60   

電気ࠊ電子ࡢ基礎ࡘ࡟い࡚学びまࠋࡍ 
(4)   

自動車工学Ϩ 必 
60   

エンࢪンࡢ基本的࡞構造ࠊ性能ࡘ࡟い࡚学びまࠋࡍ 
(4)   

自動車工学ϩ 必 
  60 

自動車ࢩャࡢࢩ基本的࡞構造ࠊ性能ࡘ࡟い࡚学びま(4)   ࠋࡍ 

電気装置࡜構造 必 
  60 充電ࠊ点火ࠊ始動ࠊ計器ࡢ࡝࡞電気装置ࡢ機能࣭構造 

 (4)   ࠋࡍい࡚学びまࡘ࡟

自動車整備概論 必 
60   自動車整備をࡿࡍ上࡛必要࡞工具や測定器ࡢ使い方 

を学びま(4) ࠋࡍ   

エンࢪン整備 必 
  60 

エンࢪンࡘ࡟い࡚ࡢ整備方法ࡘ࡟い࡚学びまࠋࡍ 
  (4) 

機械工作実習 必 
60   

金属ࡢ性質や加工方法を学びまࠋࡍ 
(2)   

計測実習 必 
  60 

自動車を整備ࡿࡍ上࡛ࡢ測定方法を学びまࠋࡍ 
  (2) 

基礎エンࢪン整

備実習 
必 

 ࡢ整備技術ࡢンࢪエンࣝࢮ࣮࢕ࢹࠊンࢪンエンࣜࢯ࢞   180

基礎を実習ࡋま(6) ࠋࡍ   

基礎ࢩャࢩ整備

実習 
必 

  180 ブ࣮ࣞ࢟やサࢫペンࢩョンࡢ࡝࡞整備技術ࡢ基礎を実

習ࡋま(6)   ࠋࡍ 

電気装置実習Ϩ 必 
120   電気࣭電子回路࣭コンピュ࣮タ制御ࡢ基礎ࡢ他 

パࢯコン演習及び㹁Ａ㹂実習をࡋま(4) ࠋࡍ   

電気装置実習ϩ 必 
  120 

自動車電装品ࡢ整備技術ࡢ基礎を実習ࡋまࠋࡍ 
  (4) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



履修科目 
 

㸰年ḟ                    数字ࡣ履修時間数 ( )内ࡣ単位数 

区分 
科   目 必／

選 
前期 後期 内    容 

 

自動車整備士ࡢ

数学 
選 

15   
自動車整備士࡟必要࡞応用数学を学びまࠋࡍ 

(1)   

自動車工学Ϫ 必 
60   

応用的࡞エンࢪンࡘ࡟い࡚ࡢ構造を学びまࠋࡍ 
(4)   

自動車新技術 必 
  60 

最新ࡢ自動車技術を学びまࠋࡍ 
  (4) 

二輪自動車講座 必 
  30 

㸰輪自動車ࡢエンࢪン࣭ࢩャࢩ等ࡢ構造を学びまࠋࡍ 
  (2) 

整備士試㦂講座 必 
  60 

㸰級自動車整備士試㦂対策を行いまࠋࡍ 
  (4) 

 整備 必ࢩャࢩ
60   

 ࠋࡍ整備方法を学びまࡢい࡚ࡘ࡟ࢩャࢩ
(4)   

電装整備 必 
60   

電装品や電子制御ࡢ整備ࡘ࡟い࡚学びまࠋࡍ 
(4)   

ブࣝ原因追ࣛࢺ

究 
必 

  60 
故障原因ࡢ究明方法ࡘ࡟い࡚学びまࠋࡍ 

  (4) 

自動車整備検査 必 
  30 

自動車ࡢ整備࣭検査ࡘ࡟い࡚学びまࠋࡍ 
  (2) 

自動車整備法規 必 
60   

自動車࡟関ࡿࡍ法規を学びまࠋࡍ 
(4)   

電気装置実習Ϫ 必 
120   

電装品ࡢ整備技術ࡢ応用を実習ࡋまࠋࡍ 
(4)   

自動車検査実習 必 
60   

自動車ࡢ検査࠿ࡋࡢたを学びまࠋࡍ 
(2)   

故障原因探求実

習 
必 

  120 
故障原因ࡢ究明࡜そࡢ処置方法ࡘ࡟い࡚実習ࡋまࠋࡍ 

  (4) 

応用エンࢪン整

備実習 
必 

180   応用的ࣜࢯ࢞࡞ンエンࢪンࣝࢮ࣮࢕ࢹࠊエンࢪンࡢ分解

作業を通࡚ࡌ学びま(6) ࠋࡍ   

応用ࢩャࢩ整備

実習 
必 

  120 
 ࠋࡍ実習を行いまࡢ分解整備ࡢ部品ࡿࡍ関࡟ࢩャࢩ

  (4) 

 

総合整備実習 必 
  120 

総合的࡞整備実習を行いまࠋࡍ 
  (4) 

 



 ࢫ科電気工学コ࣮࣮ࢪࣟࣀࢡࢸ

 

 

࠙教育指標ࠚ 

 

 

近ᖺࠊ生活文化ࡢ向ୖ࡟ࡧࡽ࡞産業界ࡢ発展ࡾࡼ࡟電力消費ࡣ著ࡋ

く増大ࠊࡋそ࡟ࢀ伴いࠊ日常生活࠾࡟けࡿ電気エࡢ࣮ࢠࣝࢿ比㔜ࡣ

ᖺ々高࡚ࡗࡲいࠋࡿ 

  電力設備ࠊࡣ࡟発電所変電所あࡿいࡣ送配電線等ࡼࡢう࡞電源施

設࡜工場や高ᒙࣝࣅ等࡟代表ࡿࢀࡉ負荷施設࡟分けࡽࢀࡇࠋࡿࢀࡽ

ࡀ化࣮ࢠࣝࢿ省エࠊ自動制御化ࠊ大規模化ࡶ࡚ࡗ࡜ࢆ施設ࡢ࡝ࠊࡣ

著ࡋいࡋࠋたࡢࡽࢀࡇࠊ࡚ࡗࡀ施設ࢆᏳ定ࡘ࠿ࠊ࡟෇滑࡟運営管理

具体的࡚ࡏあわࠊࡋ幅広く習得ࢆ技術࡜理論ࡢ専門ࠊࡣ࡟いく࡚ࡋ

 ࠋࡿあࡀ必要ࡿࡍ育成ࢆ能力ࡿうࡁ対応࡛࡟

  本学科ࡢࡽࢀࡇࠊࡣ社会ࡢ要求࡟即応ࡋた電気工学関係技術ࢆ各

自ࡢ能力࡟応ࠊࡌ基礎理論ࡽ࠿具体的技術ࠊ࡛ࡲ最ࡶ効果的࡟教育

㔜ࢆ責任࡜勤労ࠊけࡘ࡟身ࢆ教養࡞必要࡚ࡋ࡜社会人࡚ࡏあわࠊࡋ

ࡍ࡜目的ࢆ࡜ࡇࡿࡍ育成ࢆ電気技術者ࡿ࡞健全࡟ࡶ࡜心身ࠊࡿࡎࢇ

 ࠋࡿ

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



ᒚ修科目 
 

㸯ᖺ次                    数字ࡣᒚ修時間数 ( )ෆࡣ単位数 
区分 科   目 必／選 前期 後期 ෆ    容 

 

技術英語 選 
30   技術的࡞英語ࢆ理解ࠊࡋ工学ࡢ海外஦情や時஦ࢆ理解 

   (2) ࠋࡍࡲい࡚ࡋ࡜目的࡜ࡇࡿࡍ

数学㸯 必 
45   工学ࡢ基礎ࡿ࡞࡜対数ࠊ指数୕ࠊ 角関数ࢆ基࡟ベࠊࣝࢺࢡ 

複素数ࢆ学(3) ࠋࡍࡲࡧ   

数学㸰 必 
  45 

微分ࠊ積分ࡢ基礎的ෆ容ࢆ学ࠋࡍࡲࡧ 
  (3) 

物理学 必 
45   力ࡢ釣ࡾ合いࠊ質点ࡢ運動ࠊ運動࡜力ࠊ௙஦࡜エࢠࣝࢿ

   (3) ࠋࡍࡲࡧ学࡟中心ࢆ力学࡝࡞࣮

電気磁気学Ϩ 必 
45   静電界ࢆ中心࣮ࣟࢡ࡟ンࡢ法則ࠊ電荷࡜電界ࠊ静電容㔞 

   (3) ࠋࡍࡲࡧい࡚学ࡘ࡟誘電体࡜導体ࠊ計算ࡢ

電気磁気学ϩ 必 
  45 磁界ࢆ中心ࣅ࡟オ࣭サࡢ࣮ࣝࣂ法則ࠊ電磁誘導ࠊ 

 (3)   ࠋࡍࡲࡧい࡚学ࡘ࡟磁気回路ࠊࢫンࢱࢡࢲン࢖

電気回路Ϩ 必 
45   直流回路ࡢ基礎࡛あࡿオ࣮ムࡢ法則࢟ࠊ 法ࡢࣇࢵ࣍ࣄࣝ

則ࢼࣈࢸンࡢ定理ࢪࢵࣜࣈࠊ回路ࡘ࡟い࡚学(3) ࠋࡍࡲࡧ   

電気回路ϩ 必 
45   交流ࡢ瞬時値࣭波形࣭実効値࢖ࠊンࢲ࣮ࣆンࠊࢫ記号法ࠊ 

交流ࡢ電力ࡘ࡟い࡚学(3) ࠋࡍࡲࡧ   

電気回路Ϫ 必 
  45 

ᖹ衡࣭不ᖹ衡୕相回路ࡳࡎࡦࠊ波交流࡚ࡘ࡟学ࠋࡍࡲࡧ 
  (3) 

電子回路 必 
 ࡽ࠿種類ࡢい࡚接地回路ࡘ࡟増幅回路ࢱࢫࢪンࣛࢺ 45  

各種増幅回路ࡢ動作原理ࠊ特性ࢆ学(3)   ࠋࡍࡲࡧ 

電気࣭電子計測 必 
  45 電気࣭電子測定機器ࡢ構造及ࡧ原理ࢆ理解࡜ࡿࡍ共࡟ 

電磁気࣭電子計測技術ࢆ学(3)   ࠋࡍࡲࡧ 

電子工学 選 
45   固体物性ࡢ基礎࢖ࢲࡽ࠿オ࣮ࣛࢺࠊࢻンࡢ࣮ࢱࢫࢪ 

動作原理ࢆ࡛ࡲ学(3) ࠋࡍࡲࡧ   

発変電工学 㸦選㸧 
  45 水力࣭火力࣭原子力発電及ࡧ௚ࡢ発電方式ࠊ変電所ࡢ種

類࡜構成ࠊ設備ࡢ使用目的࡜特徴ࢆ学(3)   ࠋࡍࡲࡧ 

電気材料 㸦選㸧 
30   

絶縁࣭導電࣭磁気材料ࡢ性質࡜用途ࢆ学ࠋࡍࡲࡧ 
(2)   

電気機器Ϩ 必 
  45 直流発電機࣭電動機ࡢ構造࡜原理及ࡧ種類࡜特性ࠊ 

制御等ࡘ࡟い࡚学(3)   ࠋࡍࡲࡧ 

 

第一種電気工஦士講ᗙϨ 選 
30   

第一種電気工஦士筆記試験対策ࢆ行いࠋࡍࡲ 
(2)   

第஧種電気工஦士講ᗙϨ 選 
  15 

第஧種電気工஦士筆記試験対策ࢆ行いࠋࡍࡲ 
  (1) 

஧級࣮࣎ࣛ࢖講習 選 
15   

ཷ験資格ࢆ得ࡿたࡢࡵ講習会 
(1)   

電気実習Ϩ 必 
60   電線ࡢ接続方法ࣝࣈ࣮ࢣ࡜工஦ࢆ行いࠊ基本的࡞ 

施工技能ࢆ習得(2) ࠋࡍࡲࡋ   

基礎実験 必 
  90 整流回路ࡢ特性ࠊＬ㹁Ｒ回路ࡢ共振特性ࠊ電力㔞計ࡢ特

性交流回路ࡢベࣝࢺࢡ軌跡等ࢆ計測(2)   ࠋࡍࡲࡋ 

 

 



ᒚ修科目 
 

㸰ᖺ次                    数字ࡣᒚ修時間数 ( )ෆࡣ単位数 
区分 科   目 必／選 前期 後期 ෆ    容 

 

 必 ࢶ࣮࣏ࢫ
ࣞࣂ࣮࢟ࢫࠊたࡲࠋࡍࡲࡧ学ࢆ基礎ࡢ健康問題ࠊ心理ࢶ࣮࣏ࢫ 60  

 (2)   ࠋࡍࡲ行いࢆ実技ࡢ等࣮ࣝ࣎ࢺࢵࢣࢫࣂࠊ࣮࣮ࣝ࣎

 回路 選ࣝࢱࢪࢹ
 ࡟基ࢆࢀそࠊࡧ学ࢆ基礎ࡢ論理回路ࡧࡼ࠾代数࣮ࣝࣈ   30

論理Ｉ㹁ࡢ原理ࠊ順序回路ࡘ࡟い࡚学習(2) ࠋࡍࡲࡋ   

送配電工学 㸦選㸧 
45   各種配電方式ࠊ配電線路ࡢ計算ࠊ電力系統ࡢ構成ࠊ 

線路定数ࠊ各種接地方式等ࢆ学(3) ࠋࡍࡲࡧ   

制御工学 必 
45   制御系ࡢ構成ࡧࡼ࠾特性ࠊ伝達関数ࢡࢵࣂࢻ࣮࢕ࣇࠊ制

御ࠊ周波数応答特性ࠊᏳ定ุู,等ࢆ学(3) ࠋࡍࡲࡧ   

電気機器ϩ 必 
45   変圧器ࡢ原理࣭構造ࡘ࡟࡝࡞い࡚基礎的࡞知識ࢆ持ち 

そࡾྲྀࡢ扱いや保Ᏺࡀ出来ࡼࡿう学習(3) ࠋࡍࡲࡋ   

ࢺࢡワ࣮エࣞࣃ

 ࢫࢡࢽࣟ
必 

  45 誘導機ࡢ原理࡜構造ࡧࡼ࠾そࡢ特性࡜制御ࠊ 

同期機ࡢ原理࡜構造ࡧࡼ࠾そࡢ特性࡜制御ࢆ学(3)   ࠋࡍࡲࡧ 

2 級電気工஦施

工講ᗙ 
選 

  30 
2級電気工஦施工管理者試験対策ࢆ行いࠋࡍࡲ 

  (2) 

電子計算機概論 必 
45   コンࣆュ࣮ࡢࢱ構成ࠊ基礎知識ࡢ習得ࣃ࡜ソコンࡾྲྀࡢ

扱いࣛࢢࣟࣉムࡢ作成ࢆ行い(3) ࠋࡍࡲ   

電子計算機演習 必 
  60 数値計算法ࡢ基礎ࠊ演習ࢆ通࡚ࡋ電気工学分㔝࡛ࡢ 

応用ࠊ活用ࡘ࡟い࡚学習(2)   ࠋࡍࡲࡋ 

照明工学 㸦選㸧 

  30 各光源ࡢ原理ࠊ特徴࡜用途及ࡧ照明ࡢ基礎計算ࢆ基࡟ 

照明設計ࡢ方法ࢆ学(2)   ࠋࡍࡲࡧ 

第஧種電気工஦

士講ᗙϩ 
選 

30   第஧種電気工஦士筆記試験ࡧࡼ࠾実技試験対策 

   (2) ࠋࡍࡲ行いࢆ

電気法規 㸦選㸧 

  15 電気関係法ࠊ電気工作物ࠊ電気設備技術基準ࡘ࡟い࡚ 

学(1)   ࠋࡍࡲࡧ 

電気施設管理 㸦選㸧 

  15 電力需給ࠊ電力施設ࠊ電力系統ࠊエ࣮ࢠࣝࢿ資源࡚ࡋ࡜

 (1)   ࠋࡍࡲࡧい࡚学ࡘ࡟役割ࡢ電力ࡢ

第一種電気工஦

士講ᗙϩ 
選 

30   第一種電気工஦士筆記試験ࡧࡼ࠾実技試験対策 

   (2) ࠋࡍࡲ行いࢆ

電気製図Ϩ 必 
60   図面用文字ࠊ線ࠊ直線࡜෇弧ࠊ෇錐曲線等ࢆ学ࠊࡧ電気 

設備࡟必要࡞図記号ࠊ回路図ࡢ作図法ࢆ学(2) ࠋࡍࡲࡧ   

 

電気製図ϩ 必 
  60 ᖹ面図ࢆ基࡟照明設計ࠊ配線設計ࢆ行い設計書࡜設計図 

作成(2)   ࠋࡍࡲࡋ 

応用実験Ϩ 必 
90   㹂㹁発電機࣭電動機ࡢ特性測定ࠊ単相変圧器ࡢ各種特性 

測定ࠊ長形光ᗘ計ࡿࡼ࡟光束測定等ࢆ行い(2) ࠋࡍࡲ   

応用実験ϩ 必 
  90 模擬送電装置ࡈ࠿ࠊ形୕相誘導電動機等ࡢ特性測定ࠊ 

再生可能エࠊ࣮ࢠࣝࢿ高電圧実験等ࢆ行い(2)   ࠋࡍࡲ 

電気実習ϩ 必 
60   金属管ࠊ合成樹脂管ࠊ可࡜う電線管等ࡢ施工技術ࢆ 

学ࠋࡍࡲࡧ㸦第一種電気工஦士ࡢ実技試験対策㸧 (2)   

 
 

  

 



建 築 学 科 

 

 

࠙教育指標ࠚ 

 

現在ࠊＩＴࡢ発展ࠊࡃࡋࡲࡊࡵࡣ建築業界࡛ࡶＩＴࢆ導入ࡓࡋ急

࡚ࡗい࡜ࡿい࡚ࢀコン࡛行わࢯࣃ全࡚ࡣ設計業務ࠊࡁ起ࡀ変革࡞㏿

市場環境࡞ࣝࣂ࣮ࣟࢢ感や(ࡃそࡗࡦ)逼塞ࡢ経済ࠋい࡞ࡣ過言࡛ࡶ

 ࠋࡿい࡛ࢇ進ࡶࡋ見直ࡢ大㔞生産࣭大㔞販売方式ࡢ従来型ࠊࡽ࠿

日本ࡢ現在ࡢ建築文໬ࡢࡇ࡟ࡉࡲࠊࡣ渦中࡟あࠊࡾ急㏿࡟変໬ࡋ

࡚いࡼࡢࡇࠋࡿう࡞社会࡟対ࠊ࡚ࡋ的確࡟対応ࡢࡵࡓࡿࡍＩＴࢆ備

え࡟ࡽࡉࠊ個性的࡞感性ࢆ持ࡓࡗ建築技術者ࡢ養成ࡀ必須࡛あࠊࡾ

急務࡛ࡶあࠊࡓࡲࠋࡿ少子高齢໬ࡿࡼ࡟社会変໬ࡀ進ࢺ࣮ࣁࠊࡳビ

ࣝ法࡟象徴࢔ࣜࣂࡿࢀࡉフ࣮ࣜࡢ考え方ࠊࡣそࡢ根本ࡽ࠿取得࡞ࡋ

ࡿࡍ有ࢆいࡀ㞀ࡢ࠿ࡽ何ࡧࡼ࠾ࠊ高齢者ࠊ࡚ࡋそࠋい࡞ࡽ࡞ࡤࢀࡅ

人々ࡶ含ࠊ࡚ࡵ幸福࡛愛情あࠊࢀࡩ未来ࡢ࡬夢ࡀ膨ࡴࡽ生活環境ࡢ

創造࡜福祉住環境ࡢ社会的整備ࡶ進࡛ࢇいࡿ㹿 ࡼࡢࡇう࡞社会情

勢ࡢ中࡛ࠊ人々ࠊࡣ生活ࡢ急㏿࡞変໬࡜複雑໬ࠊ࡟ࡵࡓࡢ人間性ࡢ

回復࡚ࡋ࡜㺀Ᏻࡂࡽ㺁࡜㺀癒ࡋ(いやࡋ)㺁ࢆ求࡚ࡵいࠋࡿ建築技術者ࠊࡣ

生活空間ࡢ中ࡢࡇ࡟要求ࢆ実現ࡿࡍ責任ࡶ負うࠋ 

本校ࡢ学生ࠊࡣＩＴࡢ基本的技術ࢆ学習ࠊࡃ࡞ࡣ࡛ࡅࡔࡿࡍ個性

的࡞感性࡜表現方法ࢆ取得࡞ࡽ࡞ࡤࢀࡅ࡞ࡋい࡟ࡽࡉࠋチ࣮࣒ワ࣮

ࡢ࡚ࡋ࡜中堅技術者ࠊࡋ構築ࢆ考え方ࡢࡵࡓࡿࡍ対応࡟仕事ࡢ࡛ࢡ

 ࠋࡿࡃ࠾ࢆ生活ࡿࡅࡘ࡟身ࡶࠖࡉ軽ࡢ腰࣭ࡉ素直࣭ࡉࡿ明ࠕ

本校ࡢ建築学科ࡢ教育ࠊࡣ日本ࡢ建築界ࢆ支えࠊ全࡚ࡢ人࡟貢献

 ࠋࡿࡍ࡜目的ࢆ࡜ࡇࡿࡍ養成ࢆ建築技術者ࡿࡁ࡛

  

 

 



履修科目 ࢸクニカࣝコース 
 
㸯年ḟ                           数字ࡣᒚ修時
間数 ( )内ࡣ単位数 

区分 
科   目 必／

㑅 
前期 ᚋ期 内    容 

建 
 

築 
 

専 
 

門 
 

科 
 

目 

○建築概論 必 

15  人間生活ࡢ広い分㔝࠿࠿࡟わࡿ建築ࡢ社会ࢆ

ビ࢜ࢹや࢖ンタ࣮ネ࡛ࢺࢵ体験ࠊࡋ建築社会

 ࠋࡍࡲࡋ࡜ཱྀࡾ入ࡢ
(1)  

○建築計⏬㸯 必 
30  建築計⏬ࡢ方法࡜建築設計ࡢ࡬応用ࡘ࡟い࡚

具体的࡟学(2) ࠋࡍࡲࡧ  

○建築計⏬㸰 必 
 30 住宅࣭集合住宅࣭事務所等ࡢ様々࡞建築ࡘ࡟

い࡚ࠊそࡢ施設計⏬ࡘ࡟い࡚学(2)  ࠋࡍࡲࡧ 

○西洋建築史 必 
15  ྂ௦～中世ࡢ࡛ࡲ建物ࡢ変㑄ࢆ通ࠊ࡚ࡋ建築

技術࣭ 建築࢖ࢨࢹンࡢ発㐩ࡘ࡟い࡚学(1) ࠋࡍࡲࡧ  

○近௦建築史 必 
 15 近世～現௦ࡢ࡛ࡲ建築運動ࡢ流ࢆࢀ通࡚ࡋ著

名࡞建築様式や建築家ࡘ࡟い࡚学(1)  ࠋࡍࡲࡧ 

○日本建築史 必 
30  日本ࡢ建築ࡢ源流ࡽ࠿中世建築様式ࢆ࡛ࡲそ

  (2) ࠋࡪ学࡟ࡶ࡜࡜時௦背景ࡢ

○設備࢖ࢨࢹン 必 

45  建築物࡟関わࡿ給排水ࠊ空調ࠊ電気設備ࡘ࡟

い࡚学ࠋࡍࡲࡧ 

ࡲࡁ考え࡚いࢆン࢖ࢨࢹࡢ設備器具ࠊ࡟ࡽࡉ

 ࠋࡍ

(3)  

○住宅構造 必 

45  和風住宅や洋風住宅ࡢ木造ࡢ在来工法࣭࣮ࢶ

建築࡜考え方ࡢそࠊい࡚ࡘ࡟フ࢛࣮工法࢖ࣂ

方法ࢆ学ࠋࡍࡲࡧ 
(3)  

○建築材料 必 

45  建築࡛使用ࡿࢀࡉ基本的࡞材料࡛あࡿ木材ࠊ

鋼ࠊコン࢖࡜ࢺ࣮ࣜࢡン࢔ࣜࢸ素材等ࡘ࡟い

࡚学ࠋࡍࡲࡧ 
(3)  

○構造力学㸯 必 

45  人々ࢆᏲ࢙ࣝࢩࡢࡵࡓࡿタ࣮ࡢ࡚ࡋ࡜建築物

図式࡜計算方法࡞基本的ࡢࡵࡓࡿ作࡟Ᏻ全ࢆ

解法ࢆ学ࠋࡍࡲࡧ 
(3)  

○構造力学㸰 必 

 45 基本的࡞計算技術ࠊ࡟࡜ࡶࢆ実㝿ࡢ建築物࡟

近い構造ࣔࢆࣝࢹᏳ全࡟設計ࡿࡍ技術ࢆ学ࡧ

 ࠋࡍࡲ
 (3) 

○構造࢖ࢨࢹン㸯 必 

 45 鉄骨構造࣭鉄筋コンࢺ࣮ࣜࢡ構造ࢆ構造ࢨࢹ

学ࢆ設計法࡜特徴ࡢそࠊࡽ࠿いう観点࡜ン࢖

 ࠋࡍࡲࡧ
 (3) 

 福祉住環境 㑅 

 60 高齢者や何ࡢ࠿ࡽ㞀害ࡢあࡿ人ࡍࠊࡵࡌࡣࢆ

住環境ࡿࡁ生活࡛࡚ࡋᏳ心࡟一緒ࡀ人々ࡢ࡭

 ࠋࡍࡲ考えࢆ
 (4) 

 建築ＩＴ 必 

電子࣓࣮࡟ࡽࡉࠊ基本的操作方法ࡢコンࢯࣃ  15

࡬ＩＴࠊࡧ学ࢆ技術ࡢ等ࢺࢵンタ࣮ネ࢖࣭ࣝ

 ࠋࡍࡲࡋ࡜ཱྀࡾ入ࡢ
(1)  

 㸰級建築士講ᗙ 㑅 

 45 㸰級建築士࡚ࡋ࡜必要࡞建築全般ࡢ知識ࢆ具

体的࡞出題問題ࢆ解ࡾࡼ࡟࡜ࡇࡃ学習ࠊࡋ合

格ࢆ目指ࠋࡍࡲࡋ 
 (3) 

演 
 

習 
 

科 
 

目 

 㑅 ࢶ࣮࣏ࢫ 

30  主࡟チ࣮࣒プ࣮ࣞࢆ必要ࢆࢶ࣮࣏ࢫࡿࡍ࡜行

いࠊ耐力ࡢ向上ࠊ࡜チ࣮࣒ワ࣮ࡢࢡ構築ࢆ学

習ࠋࡿࡍ 
(1)  

○࣮࢝ࣛࣜンࢢ演習 
 

㑅 

60  建築物ࡢ色彩計⏬ࢆ目標࡟色彩ࡢ基礎ࢆ学

基本的࣮ࣝࣝࡿࡍ関࡟色࡚ࡋ࠾࡜ࢆ演習ࠊࡧ

 ࠋࡍࡲࡅࡘ࡟身ࢆ
(2)  

 ン 必࢖ࢨࢹࢡࢵࢩ࣮࣋ 

60  
ࢨࢹࠊい࡞ࡇ࠾ࢆ作成ࡢࢺࢫࣛ࢖ࠊンࢧࢵࢹ

いࡀࡳࢆ感性ࡢ色彩࡜造形ࡿ࡞࡜基礎ࡢン࢖

࡚いࠋࡍࡲࡁ 
(2)  

○㹁Ａ㹂࣭㹁Ｇ演習 必 

30  
設計製図授業࡟ࡵࡓࡢ㹁Ａ㹂ࡢ使用方法ࠊ࡜

㹁Ｇࡢ使用方法ࢆ習得(1) ࠋࡿࡍ  



○㸱㹂࣑ࢩュ࣮ࣞࢩョン 㑅 

ࢩ㸱㹂ࢆン࢖ࢨࢹ࢔ࣜࢸࢫࢡ࢚࣭࢔ࣜࢸン࢖ 45 45

࣑ュ࣮ࣞࢩョンࠊࡋプࣞࢮンࢩ࣮ࢸョンࡿࡍ

技術ࢆ習得ࠋࡍࡲࡋ 
(1.5) 

(1.5) 

 㹁Ａ㹂ࢫ࣮ࣞࢺ演習 㑅 

 30 建築図面ࢆ㹁Ａ㹂ࠊࡾࡼ࡟࡜ࡇࡿࡍࢫ࣮ࣞࢺ

㹁Ａ㹂ࡢ実践的࡞技術ࠊ࡜建築図面ࡢ製図方

法ࢆ学ࡪ 
 (1) 

○住宅設計製図 必 

 90 間取ࡾ等ࡢプࣛンࢽンࡢࢢ過程ࢆ経࡚ࠊ身近

㹁Ａ㹂࡛確認申請ࠊࡋ設計ࢆ木造専用住宅࡞

用ࡢ図面࡛ࡲ作成ࠋࡍࡲࡋ 
 (3) 

○住宅࢖ン࢔ࣜࢸ設計 必 
 60 自分࡛設計ࡓࡋ住宅ࢆ立体໬࢖ࠊࡋン࢔ࣜࢸ

設計ࠊࡽ࠿透視図(ࢫ࣮ࣃ)ࢆ㹁Ｇ࡛作図(2)  ࠋࡿࡍ 

 ※建築施工演習 㑅 
 60 実㝿ࡢ建築施工現場࡛必要ࡿ࡞࡜基本的࡞技

術࣭技能や考え方ࢆ演習ࡾࡼ࡟育成(2)  ࠋࡍࡲࡋ 

 
 
 
 
 
 
 
 
㸰年ḟ                           数字ࡣᒚ修時
間数 ( )内ࡣ単位数 

区分 
科   目 必／

㑅 
前期 ᚋ期 内    容 

建 
 

築 
 

専 
 

門 
 

科 
 

目 

○建築法規㸯 必 
15  建築物や街並ࡢࡳ設計ࠊ工事等࡛必要࣮ࣝ࡞

 ࠊࡾ知ࢆࣝ

建築基準法等ࡢ法ᚊ知識ࡢ基礎ࢆ学ࠋࡍࡲࡧ 
(1)  

○建築法規㸰 必 
 45 建築基準法࣭施行௧ࠊ࡚ࡋ࡜ࡵࡌࡣࢆ民法࣭

都市計⏬法等ࡢ法ᚊ知識ࢆ具体的࡟学ࡲࡧ

 ࠋࡍ
 (3) 

○建築環境 必 
45  日照ࠊ採ගࠊ換気ࠊ熱環境等ࡢ生活環境࡟関

提ࢆ空間࡞快適ࠊࡧ学ࢆ考え方࡞基本的ࡿࡍ

供ࡿࡍ知識ࢆ習得ࠋࡍࡲࡋ 
(3)  

○建築࣐ネ࣓ࢪンࢺ 必 
30  建築物ࢆ作ࡢࡵࡓࡿ請負契約ࠊ施工管理ࠊ施

工業務等や建築物ࡢ値段ࢆ算出ࡿࡍ積算ࡢ基

本的知識ࢆ࡛ࡲ学ࠋࡍࡲࡧ 
(2)  

○建築施工㸯 必 
15  建築物ࢆ作ࡢࡵࡓࡿ工事ࡢ進ࡵ方やࠊ内装࣭

外装ࡿࡍ࡜ࡵࡌࡣࢆ仕上ࡆ工事ࡘ࡟い࡚学習

 ࠋࡍࡲࡋ
(1)  

○※建築施工㸰 㑅 
 45 建築工事ࡢ技術的࣭経済的問題ࢆ対象ࠊ࡟施

工ࡢࡵࡓࡿࡍ基本原理や施工要領ࡾࡼࠊࢆ具

体的࡟学ࠋࡍࡲࡧ 
 (3) 

○※構造࢖ࢨࢹン㸰 㑅 
45  鉄骨鉄筋コンࢺ࣮ࣜࢡ構造等ࡢ複雑࡞構造ࡢ

特徴ࢆ学ࠊࡧ超高ᒙ建築等ࡢ最ඛ端建築構造

技術ࡶ学ࠋࡍࡲࡧ 
(3)  

○都市地域計⏬ 必 
 45 世界ࡢ都市ࢆ学ࠊࡧそࡢ機能や美࡜ࡉࡋ問題

点ࢆ考察ࠊࡋ実㝿ࡢࡾࡃ࡙⏫࡟計⏬や࢖ࢨࢹ

ンࢆ行いࠋࡍࡲ 
 (3) 

○ࣛン࣮ࢣࢫࢻプ࢖ࢨࢹン 㑅 

30  世界各地ࡢ風景࡜໭海㐨ࡢ風景ࢆ建築࢖ࢨࢹ

ࡿࡍ対࡟風景ࠊࡋ鑑賞ࡽ࠿観点ࡢ࡚ࡋ࡜࣮ࢼ

批評࡜提案ࢆ行い(2) ࠋࡍࡲ  

○見積ࡾ 必 

 45 
官公庁ࠊࡵࡌࡣࢆ実㝿ࡢ建築各分㔝࡛最㔜要

視ࡿࢀࡉ建築工事ࡢコࢆࢺࢫ算出ࡿࡍ実践的

 ࠋࡍࡲࡋ習得ࢆ技術࡞
 (3) 

 施工管理技士講ᗙ 㑅 

60  
各種施工管理技士࡟必要࡞知識ࢆ習得ࡉࠊࡋ

心構ࡢࡵࡓࡿࡍ活躍࡚ࡋ࡜施工管理技士࡟ࡽ

えࢆ身࡟付࡚ࡅいࠋࡍࡲࡁ 
(4)  



 ン 㑅࢖ࢨࢹࢫ࣮࣌ࢫ○

45  世界各地ࡢ住空間ࢆ学習࡟ࡽࡉࠊࡋ空間ࢹࢆ

࣮࣓࢖ࡢ空間ࠊࡋ育成ࢆ感覚ࡃい࡚ࡋン࢖ࢨ

 ࠋࡍࡲࡋン࢖ࢨࢹࢆࢪ
(3)  

 宅建講ᗙ 㑅 
45  不動産ࡢ売㈙や賃㈚ࡢ仲介࡟࡝࡞不可Ḟ࡞宅

地建物取引主任者ࡢ知識ࢆ習得(3) ࠋࡍࡲࡋ  

 㸯級建築士講ᗙ 㑅 
 45 高ᗘ࡞建築ࢆ行うࡢࡵࡓ㸯級建築士ࡢ࡚ࡋ࡜

建築全般ࡢ知識ࢆ学習ࠊࡋ免許取得ࢆ目指ࡋ

 ࠋࡍࡲ
 (3) 

演 
 

習 
 

科 
 

目 

○※構造設計 㑅 
60  構造力学࡛習得ࡓࡋ知識࡟加え࡚ࠊ実㝿࡟鉄

筋コンࡢࢺ࣮ࣜࢡ構造設計ࡿࡍࢆ技術ࢆ習得

 ࠋࡿࡍ
(2)  

○※建築施工図 㑅 
 60 建築施工現場࡛必要ࡿࢀࡉ࡜施工図ࡴࡢ知識

や技術ࡾࡼࢆ実践的࡞演習ࢆ行うࡾࡼ࡟࡜ࡇ

習得ࠋࡍࡲࡋ 
 (2) 

 演習 必ࣝ࢔ࣜࢸ࣐○
60  コンࢆࢺ࣮ࣜࢡ実㝿࡟製作࡚ࡋ性質ࢆ調ࠊ࡭

各ࡶい࡚ࡘ࡟材料࢔ࣜࢸࢫࢡ࢚࣭࢔ࣜࢸン࢖

性質ࢆ調࡚࡭いࠋࡍࡲࡁ 
(2)  

○建築測㔞演習 必 
60  建築施工現場࡛必要ࡿࢀࡉ࡜測㔞機器ࡢ取ࡾ

扱い方やࠊ測㔞ࡢ技術ࢆ実㝿࡟演習ࡋ࠾࡜ࢆ

࡚習得ࠋࡍࡲࡋ 
(2)  

○公共建築設計 必 
60 60 公共建築設計࡚ࡋ࡜公立図書館ࠊࢆそࡢ企⏬

 (2) (2) ࠋࡍࡲ行いࢆ࡛ࡲ設計ࡽ࠿

○※商業建築設計 㑅 
ࢆ商業建築ࡢン࣭喫茶店等ࣛࢺࢫ࣭ࣞࣝࢸ࣍ 45 45

企⏬ࡽ࠿設計࡟ࡽࡉࠊ㹁Ｇࡿࡼ࡟プࣞࢮンࢸ

 ࠋࡍࡲ行いࢆョンࢩ࣮
(1.5) (1.5) 

 卒業研究 必 
 90 建築࡟関ࡿࡍ学習ࡢ集大成ࠊ࡚ࡋ࡜各自ࢸࡢ

ࡢ㐩成感ࡾࡼࠋࡍࡲࡁい࡚ࡋ追求࡟࡜ࡈ࣐࣮

あࡿ研究ࡀ目標࡛ࠋࡍ 
 (3) 

 
○ 建築士試験指定科目 
 ᒚ修科目ࡢࢫコ࣮ࣝ࢝ࢽࢡࢸ ※
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



履修科目 インࣜࢸアࢹザインコース 
 
㸯年ḟ                           数字ࡣᒚ修時
間数 ( )内ࡣ単位数 

区分 
科   目 必／

㑅 
前期 ᚋ期 内    容 

建 
 

築 
 

専 
 

門 
 

科 
 

目 

○建築概論 必 

15  人間生活ࡢ広い分㔝࠿࠿࡟わࡿ建築ࡢ社会ࢆ

ビ࢜ࢹや࢖ンタ࣮ネ࡛ࢺࢵ体験ࠊࡋ建築社会

 ࠋࡍࡲࡋ࡜ཱྀࡾ入ࡢ
(1)  

○建築計⏬㸯 必 
30  建築計⏬ࡢ方法࡜建築設計ࡢ࡬応用ࡘ࡟い࡚

具体的࡟学(2) ࠋࡍࡲࡧ  

○建築計⏬㸰 必 
 30 住宅࣭集合住宅࣭事務所等ࡢ様々࡞建築ࡘ࡟

い࡚ࠊそࡢ施設計⏬ࡘ࡟い࡚学(2)  ࠋࡍࡲࡧ 

○西洋建築史 必 
15  ྂ௦～中世ࡢ࡛ࡲ建物ࡢ変㑄ࢆ通ࠊ࡚ࡋ建築

技術࣭ 建築࢖ࢨࢹンࡢ発㐩ࡘ࡟い࡚学(1) ࠋࡍࡲࡧ  

○近௦建築史 必 
 15 近世～現௦ࡢ࡛ࡲ建築運動ࡢ流ࢆࢀ通࡚ࡋ著

名࡞建築様式や建築家ࡘ࡟い࡚学(1)  ࠋࡍࡲࡧ 

○日本建築史 必 
30  日本ࡢ建築ࡢ源流ࡽ࠿中世建築様式ࢆ࡛ࡲそ

  (2) ࠋࡪ学࡟ࡶ࡜࡜時௦背景ࡢ

○設備࢖ࢨࢹン 必 

45  建築物࡟関わࡿ給排水ࠊ空調ࠊ電気設備ࡘ࡟

い࡚学ࠋࡍࡲࡧ 

ࡲࡁ考え࡚いࢆン࢖ࢨࢹࡢ設備器具ࠊ࡟ࡽࡉ

 ࠋࡍ

(3)  

○住宅構造 必 

45  和風住宅や洋風住宅ࡢ木造ࡢ在来工法࣭࣮ࢶ

建築࡜考え方ࡢそࠊい࡚ࡘ࡟フ࢛࣮工法࢖ࣂ

方法ࢆ学ࠋࡍࡲࡧ 
(3)  

○建築材料 必 

45  建築࡛使用ࡿࢀࡉ基本的࡞材料࡛あࡿ木材ࠊ

鋼ࠊコン࢖࡜ࢺ࣮ࣜࢡン࢔ࣜࢸ素材等ࡘ࡟い

࡚学ࠋࡍࡲࡧ 
(3)  

○構造力学㸯 必 

45  人々ࢆᏲ࢙ࣝࢩࡢࡵࡓࡿタ࣮ࡢ࡚ࡋ࡜建築物

図式࡜計算方法࡞基本的ࡢࡵࡓࡿ作࡟Ᏻ全ࢆ

解法ࢆ学ࠋࡍࡲࡧ 
(3)  

○構造力学㸰 必 

 45 基本的࡞計算技術ࠊ࡟࡜ࡶࢆ実㝿ࡢ建築物࡟

近い構造ࣔࢆࣝࢹᏳ全࡟設計ࡿࡍ技術ࢆ学ࡧ

 ࠋࡍࡲ
 (3) 

○構造࢖ࢨࢹン㸯 必 

 45 鉄骨構造࣭鉄筋コンࢺ࣮ࣜࢡ構造ࢆ構造ࢨࢹ

学ࢆ設計法࡜特徴ࡢそࠊࡽ࠿いう観点࡜ン࢖

 ࠋࡍࡲࡧ
 (3) 

 福祉住環境 㑅 

 60 高齢者や何ࡢ࠿ࡽ㞀害ࡢあࡿ人ࡍࠊࡵࡌࡣࢆ

住環境ࡿࡁ生活࡛࡚ࡋᏳ心࡟一緒ࡀ人々ࡢ࡭

 ࠋࡍࡲ考えࢆ
 (4) 

 建築ＩＴ 必 

電子࣓࣮࡟ࡽࡉࠊ基本的操作方法ࡢコンࢯࣃ  15

࡬ＩＴࠊࡧ学ࢆ技術ࡢ等ࢺࢵンタ࣮ネ࢖࣭ࣝ

 ࠋࡍࡲࡋ࡜ཱྀࡾ入ࡢ
(1)  

 㸰級建築士講ᗙ 㑅 

 45 㸰級建築士࡚ࡋ࡜必要࡞建築全般ࡢ知識ࢆ具

体的࡞出題問題ࢆ解ࡾࡼ࡟࡜ࡇࡃ学習ࠊࡋ合

格ࢆ目指ࠋࡍࡲࡋ 
 (3) 

演 
 

習 
 

科 
 

目 

 㑅 ࢶ࣮࣏ࢫ 

30  主࡟チ࣮࣒プ࣮ࣞࢆ必要ࢆࢶ࣮࣏ࢫࡿࡍ࡜行

いࠊ耐力ࡢ向上ࠊ࡜チ࣮࣒ワ࣮ࡢࢡ構築ࢆ学

習ࠋࡿࡍ 
(1)  

○࣮࢝ࣛࣜンࢢ演習 
 

㑅 

60  
建築物ࡢ色彩計⏬ࢆ目標࡟色彩ࡢ基礎ࢆ学

基本的࣮ࣝࣝࡿࡍ関࡟色࡚ࡋ࠾࡜ࢆ演習ࠊࡧ

 ࠋࡍࡲࡅࡘ࡟身ࢆ
(2)  

 ン 必࢖ࢨࢹࢡࢵࢩ࣮࣋ 

60  
ࢨࢹࠊい࡞ࡇ࠾ࢆ作成ࡢࢺࢫࣛ࢖ࠊンࢧࢵࢹ

いࡀࡳࢆ感性ࡢ色彩࡜造形ࡿ࡞࡜基礎ࡢン࢖

࡚いࠋࡍࡲࡁ 
(2)  

○㹁Ａ㹂࣭㹁Ｇ演習 必 
30  設計製図授業࡟ࡵࡓࡢ㹁Ａ㹂ࡢ使用方法ࠊ࡜

㹁Ｇࡢ使用方法ࢆ習得(1) ࠋࡿࡍ  



○㸱㹂࣑ࢩュ࣮ࣞࢩョン 㑅 

ࢩ㸱㹂ࢆン࢖ࢨࢹ࢔ࣜࢸࢫࢡ࢚࣭࢔ࣜࢸン࢖ 45 45

࣑ュ࣮ࣞࢩョンࠊࡋプࣞࢮンࢩ࣮ࢸョンࡿࡍ

技術ࢆ習得ࠋࡍࡲࡋ 
(1.5) 

(1.5) 

 㹁Ａ㹂ࢫ࣮ࣞࢺ演習 㑅 

 30 建築図面ࢆ㹁Ａ㹂ࠊࡾࡼ࡟࡜ࡇࡿࡍࢫ࣮ࣞࢺ

㹁Ａ㹂ࡢ実践的࡞技術ࠊ࡜建築図面ࡢ製図方

法ࢆ学ࡪ 
 (1) 

○住宅設計製図 必 

 90 間取ࡾ等ࡢプࣛンࢽンࡢࢢ過程ࢆ経࡚ࠊ身近

㹁Ａ㹂࡛確認申請ࠊࡋ設計ࢆ木造専用住宅࡞

用ࡢ図面࡛ࡲ作成ࠋࡍࡲࡋ 
 (3) 

○住宅࢖ン࢔ࣜࢸ設計 必 
 60 自分࡛設計ࡓࡋ住宅ࢆ立体໬࢖ࠊࡋン࢔ࣜࢸ

設計ࠊࡽ࠿透視図(ࢫ࣮ࣃ)ࢆ㹁Ｇ࡛作図(2)  ࠋࡿࡍ 

※フࣛワ࣮ࣞ࢔ン࣓ࢪンࢺ 㑅 

 60 第一線࡛活躍ࡿࡍ指導者࡛࡜ࡶࡢ実㝿ࣞ࢔࡟

ン࣓ࢪンࢺフࣛワ࣮ࢆ制作ࠊࡋそࡢ技術ࢆ習

得ࠋࡍࡲࡋ 
 (2) 

 
 
 
 
 
 
㸰年ḟ                           数字ࡣᒚ修時
間数 ( )内ࡣ単位数 

区分 
科   目 必／

㑅 
前期 ᚋ期 内    容 

建 
 

築 
 

専 
 

門 
 

科 
 

目 

○建築法規㸯 必 
15  建築物や街並ࡢࡳ設計ࠊ工事等࡛必要࣮ࣝ࡞

ࢆ基礎ࡢ法ᚊ知識ࡢ建築基準法等ࠊࡾ知ࢆࣝ

学ࠋࡍࡲࡧ 
(1)  

○建築法規㸰 必 
 45 建築基準法࣭施行௧ࠊ࡚ࡋ࡜ࡵࡌࡣࢆ民法࣭

都市計⏬法等ࡢ法ᚊ知識ࢆ具体的࡟学ࡲࡧ

 ࠋࡍ
 (3) 

○建築環境 必 
45  日照ࠊ採ගࠊ換気ࠊ熱環境等ࡢ生活環境࡟関

提ࢆ空間࡞快適ࠊࡧ学ࢆ考え方࡞基本的ࡿࡍ

供ࡿࡍ知識ࢆ習得ࠋࡍࡲࡋ 
(3)  

○建築࣐ネ࣓ࢪンࢺ 必 
30  建築物ࢆ作ࡢࡵࡓࡿ請負契約ࠊ施工管理ࠊ施

工業務等や建築物ࡢ値段ࢆ算出ࡿࡍ積算ࡢ基

本的知識ࢆ࡛ࡲ学ࠋࡍࡲࡧ 
(2)  

○建築施工㸯 必 
15  建築物ࢆ作ࡢࡵࡓࡿ工事ࡢ進ࡵ方やࠊ内装࣭

外装ࡿࡍ࡜ࡵࡌࡣࢆ仕上ࡆ工事ࡘ࡟い࡚学習

 ࠋࡍࡲࡋ
(1)  

○都市地域計⏬ 必 
 45 世界ࡢ都市ࢆ学ࠊࡧそࡢ機能や美࡜ࡉࡋ問題

点ࢆ考察ࠊࡋ実㝿ࡢࡾࡃ࡙⏫࡟計⏬や࢖ࢨࢹ

ンࢆ行いࠋࡍࡲ 
 (3) 

○ࣛン࣮ࢣࢫࢻプ࢖ࢨࢹ

ン 
㑅 

30  世界各地ࡢ風景࡜໭海㐨ࡢ風景ࢆ建築࢖ࢨࢹ

ࡿࡍ対࡟風景ࠊࡋ鑑賞ࡽ࠿観点ࡢ࡚ࡋ࡜࣮ࢼ

批評࡜提案ࢆ行いࠋࡍࡲ 
(2)  

○見積ࡾ 必 
 45 官公庁ࠊࡵࡌࡣࢆ実㝿ࡢ建築各分㔝࡛最㔜要

視ࡿࢀࡉ建築工事ࡢコࢆࢺࢫ算出ࡿࡍ実践的

 ࠋࡍࡲࡋ習得ࢆ技術࡞
 (3) 

 施工管理技士講ᗙ 㑅 
60  各種施工管理技士࡟必要࡞知識ࢆ習得ࡉࠊࡋ

心構ࡢࡵࡓࡿࡍ活躍࡚ࡋ࡜施工管理技士࡟ࡽ

えࢆ身࡟付࡚ࡅいࠋࡍࡲࡁ 
(4)  

 プࣛン 㑅࢔ࣜࢸン࢖※○
45  家具ࢺ࢘࢔࢖ࣞࡢや࣮࢝ࢸンࡢ㑅択ࠊ照明࣭

設備器具ࡢ㑅択方法ࢆ学࢖ࠊࡧンࡢ࢔ࣜࢸ調

和ࢆ考えࠋࡍࡲ 
(3)  

࢖ࢨࢹ࢔ࣜࢸン࢖※○

ン 
㑅 

ン࢖ࢨࢹ࢔ࣜࢸン࢖ࡢ実㝿࡜知識࢔ࣜࢸン࢖ 45 

例ࢆ考察࢖ࠊࡋン࢔ࣜࢸ設計ࡢ手法ࢆ習得ࡋ

 ࠋࡍࡲ
 (3) 

 ン 㑅࢖ࢨࢹࢫ࣮࣌ࢫ○

45  世界各地ࡢ住空間ࢆ学習࡟ࡽࡉࠊࡋ空間ࢹࢆ

࣮࣓࢖ࡢ空間ࠊࡋ育成ࢆ感覚ࡃい࡚ࡋン࢖ࢨ

 ࠋࡍࡲࡋン࢖ࢨࢹࢆࢪ
(3)  



 宅建講ᗙ 㑅 
45  不動産ࡢ売㈙や賃㈚ࡢ仲介࡟࡝࡞不可Ḟ࡞宅

地建物取引主任者ࡢ知識ࢆ習得(3) ࠋࡍࡲࡋ  

 㸯級建築士講ᗙ 㑅 
 45 高ᗘ࡞建築ࢆ行うࡢࡵࡓ㸯級建築士ࡢ࡚ࡋ࡜

建築全般ࡢ知識ࢆ学習ࠊࡋ免許取得ࢆ目指ࡋ

 ࠋࡍࡲ
 (3) 

演 
 

習 
 

科 
 

目 

 演習 必ࣝ࢔ࣜࢸ࣐○
60  コンࢆࢺ࣮ࣜࢡ実㝿࡟製作࡚ࡋ性質ࢆ調ࠊ࡭

各ࡶい࡚ࡘ࡟材料࢔ࣜࢸࢫࢡ࢚࣭࢔ࣜࢸン࢖

性質ࢆ調࡚࡭いࠋࡍࡲࡁ 
(2)  

○建築測㔞演習 必 
60  建築施工現場࡛必要ࡿࢀࡉ࡜測㔞機器ࡢ取ࡾ

扱い方やࠊ測㔞ࡢ技術ࢆ実㝿࡟演習ࡋ࠾࡜ࢆ

࡚習得ࠋࡍࡲࡋ 
(2)  

○公共建築設計 必 
60 60 公共建築設計࡚ࡋ࡜公立図書館ࠊࢆそࡢ企⏬

 (2) (2) ࠋࡍࡲ行いࢆ࡛ࡲ設計ࡽ࠿

○※ࣜフ࢛࣮࣒࢖ࢨࢹ

ン 
㑅 

60  住宅ࠊ店舗等ࡢ主࢖࡚ࡋ࡜ンࣜࡢ࢔ࣜࢸフ࢛

࣮࣒計⏬ࢆ提案ࠊࡋ実㝿ࣜ࡟フ࢛࣮࣒設計ࢆ

行いࠋࡍࡲ 
(2)  

࢕ࢹコ࣮࢔ࣜࢸン࢖※○

ネ࣮ࢺ 
㑅 

 60 内装材ࠊ家具ࠊ窓࣭࢔ࢻ等ࡢ建具࣭照明器具

等ࡢ基本的࡞知識ࠊࡽ࠿実㝿࡟コ࣮࢕ࢹネ࣮

 ࠋࡍࡲࡧ学ࢆ手法ࠊ行いࢆࢺ
 (2) 

ࢨࢹ࢔ࣜࢸࢫࢡ࢚※

 ン࢖
㑅 

45 45 建築物ࡢ外観࢖ࢨࢹࢆンࡢࡵࡓࡿࡍ基本的知

識ࢆ学習ࠊࡋ実㝿࡟建物࢔ࣜࢸࢫࢡ࢚ࡢ設計

 ࠋࡍࡲࡋ習得ࢆ行う技法ࢆ
(1.5) (1.5) 

 卒業研究 必 
 90 建築࡟関ࡿࡍ学習ࡢ集大成ࠊ࡚ࡋ࡜各自ࢸࡢ

ࡢ㐩成感ࡾࡼࠋࡍࡲࡁい࡚ࡋ追求࡟࡜ࡈ࣐࣮

あࡿ研究ࡀ目標࡛ࠋࡍ 
 (3) 

 
○ 建築士試験指定科目 
 ᒚ修科目ࡢࢫンコ࣮࢖ࢨࢹ࢔ࣜࢸン࢖ ※
 

 

 

 

 

 



公務員学科 
 
࠙教育指標ࠚ 
 

 2011ᖺ 3᭶ 11日ࠊ巨大࡞地震࡜津波ࡀ東日本ࢆ襲ࠋࡓࡗそࡢ後

千数ࠊࡀ大震災ࡓࡗ起こ࡟ᖹ安時代初期ࠊࡣࢀこࠊࡤࢀࡼ࡟報道ࡢ

百ᖺࡢ時ࢆ隔࡚࡚再来࡜ࡓࡗࡔࡢࡶࡓࡋいうࠋ当時ࠊࡣ現地ࡽ࠿遠

現代࡛ࠊࡀࡓࡗࡔ災害ࡓࡗ࠿࡞得ࡾ知࠿ࡋ伝聞資料࡛ࡢ都ࡓࢀ㞳ࡃ

報࡟詳細ࠊࢀࡉ記録ࡃࡋ生々࡟映像࡚ࡗࡼ࡟人々自身ࡓࡋ被災ࠊࡣ

道ࠋࡓࢀࡉ私ࡣࡕࡓそࡢࡽࢀ映像ࢆ見࡚ࡔࡓࡔࡓࠊ言葉ࢆ失うࡅࡔ

࡛あࠋࡓࡗ 

ࡗあࡋ少ࡀ混乱ࠊࡣ日本人ࡶい࡚࠾࡟災厄ࡢ未曾᭷ࡢそࠊࡋ࠿ࡋ

ࠋࡓࢀࡉ国内外࡛報道ࡀ࡜こࡓࡋ行動࡜整然ࡃࡋ秩序正ࠊいえࡣ࡜ࡓ

特࡟公務ࡢ職࡟あࡿ人々ࠊࡣ自ࡽ被災࠿࠿ࡶ࡟ࡓࡋわࠊࡎࡽ骨身ࢆ

惜ࡎࡲࡋ全力࡛地域ࡢ人ࡢࡕࡓ救助࡟当ࠋࡓࡗࡓそࠊࡣࢀ公務員ࢆ

目指ࡍ当学科ࡢ者ࡁࡶ࡚ࡗ࡜࡟わ࡚ࡵ誇ࡋࡽいこࠋࡓࡗࡔ࡜ 

日本ࡀ震災ࡢ被害ࡽ࠿立ࡕ直ࡣࡢࡿ容易࡞こ࡞ࡣ࡛࡜いࠋ日本ࡣ

今後何ᖺࡢࡶ間ࠊ経῭面ࠊࡃ࡞ࡣ࡛ࡅࡔ文化ࡶ含ࠊࡵあࡽゆࡿ分㔝

ࠊࡉ勤勉࡜活力ࡢ日本人ࠊࡋ࠿ࡋࠋࡿ࡞࡟࡜こࡿࡍ再出発ࡽ࠿根源ࡢ

そ࡚ࡋ類

ࡄࡓ

い希

ࢀࡲ

再び価値ࠊࡋ克服ࡎ必ࢆ困㞴ࡿい࡚ࡋ直面ࠊࡣ能力࡞

あࡿ国ࢆ作ࡾ出࡚ࡋい࡛ࡃあࢁうࠋ 

そࡼࡢう࡞時代ࡢ要請࡟あࠊ࡚ࡗ当学科࡛ࠊࡣ何ࡶࡾࡼ公務員ࡢ

ཷ験指ᑟ࡟㔜ࢆࡁ置ࠋࡃ公務員ࡢ採用枠ࡣ今後ࡶそࢀほࡢ࡝減少ࡣ

福利厚生制ᗘࠊࡋ安定ࡣ仕஦ࡢ公務員ࠊࢇࢁࡕࡶࠋࡿࢀ思わ࡜い࡞

魅力的࡛ࡶ࡚ࡋ࡜い職場࡞少ࡀ男女差ูࠋࡿい࡚ࡋࡾ࠿ࡗࡋࡶ࡝࡞

あࠋࡿ安心࡚ࡋ自分ࡢ能力や意欲ࢆ生ࠊࡿࡏ࠿充分࡟働ࡀࡁいࡢあ

 ࠋࡿ仕஦࡛あࡿ持࡚ࡢࡾ誇ࠊࡿ

当学科࡛ࠊࡓࡲࠊࡣ社会全般࡟関ࡿࡍ広い知見࡜識見ࢆ養いࡉࠊ

ࡢそࠋࡿࡅࡘ࡟身ࢆ実務能力࡞総合的ࠊࡿࡁ対応࡛࡟状況࡞ࡲࡊࡲ

 ࠋいࡓࡋ育成ࢆ人材ࡿあࡢ強い志ࠊࡢࡵࡓࡿࡍ再建ࢆ日本ࠊ࡞うࡼ



履修科目 
 
㸯ᖺ次                    数字ࡣ履修時間数 ( )内ࡣ単位数 

区分 科目 必/選 前期 後期 内容 

 公務員講ᗙϨ 選 
30 

(2) 
 公務員ࡢ職種や仕஦ࡢ概要ࠊ心得ࢆ࡝࡞学習ࠊࡋ理解ࠋࡍࡲࡋ 

専 

 
公務員講ᗙϩ 選  

30 

(2) 
特ู講義ࠊ࡛࡝࡞公務員ࡢ教養や必要࡞知識ࢆ身ࠋࡍࡲࡅࡘ࡟ 

門 

 
政治Ϩ 選 

15 

(1) 
 政治ࡢ分㔝ࠊࢆ総合的࡟学習ࠋࡍࡲࡋ 

科 

 
政治ϩ 選  

15 

(1) 
Ϩ࡟引ࡁ続ࠊࡁ政治ࡢ分㔝ࢆ総合的࡟学習ࠋࡍࡲࡋ 

目 経῭Ϩ 選 
15 

(1) 
 経῭ࡢ分㔝ࢆ総合的࡟学習ࠋࡍࡲࡋ 

 経῭ϩ 選  
15 

(1) 
Ϩ࡟引ࡁ続ࠊࡁ経῭ࡢ分㔝ࢆ総合的࡟学習ࠋࡍࡲࡋ 

 社会Ϩ 選 
15 

(1) 
 
現代社会ࢆ総合的࡟眺࡞ࡲࡊࡲࡉࡢࡵࡓࡿࡵ視点ࢆ学びࡲ

 ࠋࡍ

 社会ϩ 選  
15 

(1) 

Ϩ࡟引ࡁ続ࠊࡁ現代社会ࢆ総合的࡟眺࡞ࡲࡊࡲࡉࡢࡵࡓࡿࡵ

視点ࢆ学びࠋࡍࡲ 

 日本史Ϩ 選 
30 

(2) 
 日本史ࢆ広ࡃ概観ࠊࡋ総合的࡟学習ࠋࡍࡲࡋ 

 日本史ϩ 選  
30 

(2) 

Ϩ࡟引ࡁ続ࡁ日本史ࢆ概観ࠊࡋ現代日本ࡢ総合的࡞理解ࢆ深

 ࠋࡍࡲࡵ

 世界史Ϩ 選 
30 

(2) 
 世界史ࢆ概観ࠊࡋ総合的࡟学習ࠋࡍࡲࡋ 

 世界史ϩ 選  
30 

(2) 

Ϩ࡟引ࡁ続ࡁ世界史ࢆ概観ࠊࡋ国際社会ࢆ理解ࡿࡍ一助ࡋ࡜

 ࠋࡍࡲ

 地理Ϩ 選 
15 

(1) 
 地理ࢆ総合的࡟学習ࠊࡋ基礎的知識ࢆ身ࠋࡍࡲࡅࡘ࡟ 

 地理ϩ 選  
15 

(1) 

Ϩ࡟引ࡁ続ࡁ地理ࢆ学習ࠊࡋ人文科学系ࡢ総合的知識ࢆ身࡟

 ࠋࡍࡲࡅࡘ

 
文学･芸術･哲学

Ϩ 
選 

15 

(1) 
 文芸や哲学ࢆ広ࡃ学習ࠋࡍࡲࡋ 

 
文学･芸術･哲学

ϩ 
選  

15 

(1) 
Ϩ࡟引ࡁ続ࠊࡁ文芸や哲学ࢆ広ࡃ学習ࠊࡋ知識ࢆ深ࠋࡍࡲࡵ 

 国語･ᑠ論文Ϩ 選 
15 

㸦1㸧 
 
国語力ࢆ身ཱྀࠊࡅࡘ࡟頭࡛ࡢ自己表現や作文࡛ࡢ文章表現ࡢ

基礎ࢆ身ࠋࡍࡲࡅࡘ࡟ 

 国語･ᑠ論文ϩ 選  
15 

㸦1㸧 

Ϩ࡟引ࡁ続ࠊࡁ国語力ࢆ身ཱྀࠊࡅࡘ࡟頭࡛ࡢ自己表現や作文

 ࠋࡍࡲࡾ図ࢆ総合化ࡢ文章表現ࡢ࡛

 数学･数的推理Ϩ 選 
45 

(3) 
 
数学系ࡢ基礎ࢆ主࡚ࡋ࡜学習ࠊࡓࡲࠋࡍࡲࡋ数的推理ࡢ様々

 ࠋࡍࡲ学びࢆ基本的解法ࡢ各分㔝ࠊࡋ学習ࢆ問題パタ࣮ン࡞

 数学･数的推理ϩ 選  
45 

(3) 

数学系ࡢ問題ࠊ࡜数的推理ࡢ様々࡞問題パタ࣮ンࢆ学習ࠊࡋ

各分㔝ࡢ総合的解法ࢆ学びࠋࡍࡲ 



区分 科目 必/選 前期 後期 内容 

 物理Ϩ 選 
15 

(1) 
 
物理学ࢆ主࡚ࡋ࡜学習ࠊࡋ自然科学系ࡢ基礎的知識ࢆ身ࡘ࡟

 ࠋࡍࡲࡅ

 物理ϩ 選  
15 

(1) 

物理学ࢆ主࡚ࡋ࡜学習ࠊࡋ自然科学系ࡢ総合的知識ࢆ身ࡘ࡟

 ࠋࡍࡲࡅ

 化学Ϩ 選 
15 

(1) 
 
化学ࡢ科目ࢆ主࡚ࡋ࡜学習ࠊࡋ自然科学系ࡢ基礎的知識ࢆ身

 ࠋࡍࡲࡅࡘ࡟

 化学ϩ 選  
15 

(1) 

化学ࡢ科目ࢆ主࡚ࡋ࡜学習ࠊࡋ自然科学系ࡢ総合的知識ࢆ身

 ࠋࡍࡲࡅࡘ࡟

 生物Ϩ 選 
15 

(1) 
 
生物学ࡢ科目ࢆ主࡚ࡋ࡜学習ࠊࡋ自然科学系ࡢ基礎的知識ࢆ

身ࠋࡍࡲࡅࡘ࡟ 

 生物ϩ 選  
15 

(1) 

生物学ࡢ科目ࢆ主࡚ࡋ࡜学習ࠊࡋ自然科学系ࡢ総合的知識ࢆ

身ࠋࡍࡲࡅࡘ࡟ 

 地学Ϩ 選 
15 

(1) 
 
地学ࡢ科目ࢆ主࡚ࡋ࡜学習ࠊࡋ自然科学系ࡢ基礎的知識ࢆ身

 ࠋࡍࡲࡅࡘ࡟

 地学ϩ 選  
15 

(1) 

地学ࡢ科目ࢆ主࡚ࡋ࡜学習ࠊࡋ自然科学系ࡢ総合的知識ࢆ身

 ࠋࡍࡲࡅࡘ࡟

 文章理解Ϩ 選 
15 

(1) 
 
現代文࣭ྂ文࣭漢文ࠊࡢいわゆࡿ文章理解系ࡢ過去問ࡢ分析

 ࠋࡍࡲ行いࢆ基礎学習࡜

 文章理解ϩ 選  
15 

(1) 

現代文࣭ྂ文࣭漢文ࠊࡢいわゆࡿ文章理解系ࡢ過去問ࡢ分析

 ࠋࡍࡲ行いࢆ総合学習࡜

 英文解釈Ϩ 選 
15 

(1) 
 
英文解釈ࡢ基礎ࢆ学びࠊ内容ࢆ大࡙ࡽ࡜࡟ࡳ࠿えࡿ練習ࡋࢆ

 ࠋࡍࡲ

 英文解釈ϩ 選  
15 

(1) 

引ࡁ続ࡁ英文解釈ࡢ基礎ࢆ学びࠊ内容ࢆ大࡙ࡽ࡜࡟ࡳ࠿えࡿ

練習ࠋࡍࡲࡋࢆ 

 ุ断推理Ϩ 選 
45 

(3) 
 
ุ断推理࡞ࡲࡊࡲࡉࡢ問題パタ࣮ンࢆ学習ࠊࡋ物஦ࢆ柔軟࡟

考えࡿ力ࢆ養成ࠋࡍࡲࡋ 

 ุ断推理ϩ 選  
45 

(3) 
Ϩ࡟引ࡁ続ุࠊࡁ断推理ࡢ各分㔝ࢆ学びࠋࡍࡲ 

 資料解釈Ϩ 選 
30 

(2) 
 
様々࡞資料ࡽ࠿いࢁい࣮ࢹ࡞ࢁタࢆ読ࡿྲྀࡳ訓練࡚ࡋࢆいࡁ

 ࠋࡍࡲ

 資料解釈ϩ 選  
30 

(2) 

Ϩ࡟引ࡁ続ࠊࡁ様々࡞資料࣮ࢹࡽ࠿タࢆ読ࡿྲྀࡳ高ᗘ࡞訓練

 ࠋࡍࡲࡁい࡚ࡋࢆ

 適性対策Ϩ 選 
30 

(2) 
 公務員試験ࡢ多࡟ࡃ対応ࡿࡍ適性ࡢ解法ࢆ習得ࠋࡍࡲࡋ 

 適性対策ϩ 選  
30 

(2) 

引ࡁ続ࡁ公務員試験ࡢ多࡟ࡃ対応ࡿࡍ適性ࡢ解法ࢆ習得ࡲࡋ

 ࠋࡍ

 模擬試験 A 選 
15 

(1) 
 
公務員試験ࡢ模擬試験ࢆ利用ࠊࡋ各分㔝ࡢ解法ࢆ総合的࡟学

びࠋࡍࡲ 

 

ス࣏࣮ࢶϨ 選 
30 

(2) 
 
基礎体力ࡢ養成ࠊ࡜筋力アࢵプࢆ図ࠊࡓࡲࠋࡍࡲࡾ基本的࡞

種目ࡢル࣮ルや技術ࡢ学習ࢆ行いࠋࡍࡲ 

ス࣏࣮ࢶϩ 選  
30 

(2) 

基礎体力ࡢ養成ࠊ࡜筋力アࢵプࢆ図ࠊࡓࡲࠋࡍࡲࡾ基本的࡞

種目ࡢル࣮ルや技術ࡢ学習ࢆ行いࠋࡍࡲ 



区分 科目 必/選 前期 後期 内容 

 体力試験対策Ϩ 選 
45 

(3) 
 特࡟公安系ࢆ希望ࡿࡍ者ࠊࡀ筋力アࢵプࢆ図ࠋࡍࡲࡾ 

 体力試験対策ϩ 選  
45 

(3) 
特࡟公安系ࢆ希望ࡿࡍ者ࠊࡀ筋力アࢵプࢆ図ࠋࡍࡲࡾ 

 

インタ࣮ンシࢵ

プ 
選 

15 

(1) 
 希望ࡿࡍ官公庁࡜交΅ࠊࡋ職場体験ࠋࡍࡲࡋࢆ 

総合演習Ϩ 選 
60 

(2) 
 公務員試験直前ࡢ対策ࢆ行いࠋࡍࡲ 

総合演習ϩ 選  
60 

(2) 
公務員試験࡟向࡚ࡅ対策ࢆ行いࠋࡍࡲ 

実 

  

務 

  

科 

  

目 

パソコン入門 必 
30 

(2) 
  
パソコンࡢ操作࡜ OSࠊインタ࣮ネࠊࢺࢵメ࣮ルࡢ基本ࢆ学び

 ࠋࡍࡲࡋスタ࣮࣐ࢆタイピングࠊࡓࡲࠋࡍࡲ

MOS㸦Excel㸧対策 選  
30 

(2) 
Microsoft Office Specialist ྲྀࡢ得ࢆ目指࡚ࡋ練習ࠋࡍࡲࡋ 

日商 PC 検定㸦文

書作成㸧講ᗙ 
選  

30 

(2) 
日商 PC検定㸦文書作成㸧合格ࠋࡍࡲࡋࡊࡵࢆ 

日商 PC 検定㸦ࢹ

࣮タ活用㸧講ᗙ 
選  

30 

(2) 
日商 PC検定㸦࣮ࢹタ活用㸧合格ࠋࡍࡲࡋࡊࡵࢆ 

ペン字 選  
15 

(1) 
美ࡃࡋ文字ࢆ書ࡢࡵࡓࡃ技術࣏ࠊインࢆࢺ学び習得ࠋࡍࡲࡋ 



履修科目 
 
㸰ᖺ次                    数字ࡣ履修時間数 ( )内ࡣ単位数 

区分 科目 必/選 前期 後期 内容 

専 公務員講ᗙϪ 選 
30 

(2) 
 
ϩ࡟引ࡁ続ࠊࡁ特ู講義ࠊ࡛࡝࡞公務員ࡢ教養や必要࡞知識

 ࠋࡍࡲࡅࡘ࡟身ࢆ

門 政治Ϫ 選 
15 

(1) 
 政治ࡢ分㔝ཷࠊࢆ験࡟向ࡅ実践的࡟学習ࠋࡍࡲࡋ 

科 経῭Ϫ 選 
15 

(1) 
 経῭ࡢ分㔝ཷࠊࢆ験࡟向ࡅ実践的࡟学習ࠋࡍࡲࡋ 

目 社会Ϫ 選 
15 

(1) 
 現代社会ࠊ時஦的࡞問題ཷࠊࢆ験࡟向࡚ࡅ実践的࡟学びࠋࡍࡲ 

 日本史Ϫ 選 
30 

(2) 
 日本史ཷࠊࢆ験࡟向ࠊࡅ実践的࡟学習ࠋࡍࡲࡋ 

 世界史Ϫ 選 
30 

(2) 
 世界史ཷࠊࢆ験࡟向ࠊࡅ実践的࡟学習ࠋࡍࡲࡋ 

 地理Ϫ 選 
15 

(1) 
 地理ࢆ実践的࡟学習ࠊࡋ総合的知識ࢆ身ࠋࡍࡲࡅࡘ࡟ 

 
文学･芸術･哲学

Ϫ 
選 

15 

(1) 
 文芸や哲学ࢆ深ࡃ学習ཷࠊࡋ験࡟備えࠋࡍࡲ 

 国語･ᑠ論文Ϫ 選 
15 

(1) 
 
国語力ཱྀࠊ࡟࡜ࡶࢆ頭࡛ࡢ自己表現や作文࡛ࡢ文章表現ࡢ応

用力ࢆ身ࠋࡍࡲࡅࡘ࡟ 

 数学･数的推理Ϫ 選 
45 

(3) 
 
数学系ࡢ問題ࠊ࡜数的推理ࡢ様々࡞問題パタ࣮ンࢆ学習ࠊࡋ

各分㔝ࡢ実践的解法ࢆ学びࠋࡍࡲ 

 物理Ϫ 選 
15 

(1) 
 
物理学ࢆ主࡚ࡋ࡜学習ࠊࡋ自然科学系ࡢ実践的応用力ࢆ身࡟

 ࠋࡍࡲࡅࡘ

 化学Ϫ 選 
15 

(1) 
 
化学ࢆ主࡚ࡋ࡜学習ࠊࡋ自然科学系ࡢ実践的応用力ࢆ身ࡘ࡟

 ࠋࡍࡲࡅ

 生物Ϫ 選 
15 

(1) 
 
生物学ࢆ主࡚ࡋ࡜学習ࠊࡋ自然科学系ࡢ実践的応用力ࢆ身࡟

 ࠋࡍࡲࡅࡘ

 地学Ϫ 選 
15 

(1) 
 
地学ࢆ主࡚ࡋ࡜学習ࠊࡋ自然科学系ࡢ実践的応用力ࢆ身ࡘ࡟

 ࠋࡍࡲࡅ

 文章理解Ϫ 選 
15 

(1) 
 
現代文࣭ྂ文࣭漢文ࠊࡢいわゆࡿ文章理解系ࡢ過去問ࢆ分析

 ࠋࡍࡲࡅࡘ࡟身ࢆ応用力ࠊࡋ

 英文解釈Ϫ 選 
15 

(1) 
 
英文解釈ࡢ過去問ࠊ࡟࡜ࡶࢆ内容ࢆ大࡙ࡽ࡜࡟ࡳ࠿えࡿ実践

的練習ࠋࡍࡲࡋࢆ 

 ุ断推理Ϫ 選 
45 

(3) 
 
ุ断推理ࡢ各分㔝ࡢ解法ࢆ学びࠊ応用力࡟ࡽࡉࢆパワ࣮アࢵ

プࠋࡍࡲࡋ 

 資料解釈Ϫ 選 
30 

(2) 
 
様々࡞資料࣮ࢹࡽ࠿タࢆ読ࡿྲྀࡳ高ᗘ࡞訓練ࠊࡋࢆ解釈力ࢆ

パワ࣮アࢵプ࡚ࡋいࠋࡍࡲࡁ 

 

適性対策Ϫ 選 
30 

(2) 
 ほࡢ࡝ࢇ࡜公務員試験࡟対応ࡿࡍ適性ࡢ解法ࢆ習得ࠋࡍࡲࡋ 

模擬試験 B 選 
15 

(1) 
 
公務員試験ࡢ模擬試験ࢆ利用ࠊࡋ各分㔝ࡢ解法ࢆ実践的࡟学

びࠋࡍࡲ 



区分 科目 必/選 前期 後期 内容 

 ス࣏࣮ࢶϪ 選 
30 

(2) 
 
体力ࡢ養成ࠊ࡜筋力アࢵプ࡟ࡽࡉࢆ図࡟ࡽࡉࠊࡓࡲࠋࡍࡲࡾ

多ࡢࡃ種目ࡢル࣮ルや技術ࡢ学習ࢆ行いࠋࡍࡲ 

 体力試験対策Ϫ 選 
45 

(3) 
 特࡟公安系ࢆ希望ࡿࡍ者ࠊࡀ筋力アࢵプࢆ図ࠋࡍࡲࡾ 

 総合演習Ϫ 選 
60 

(2) 
 公務員試験直前ࡢ対策ࢆ行いࠋࡍࡲ 

実 

務 

科 

目 

卒業研究 必  
135   

㸦9㸧 

パソコンࡢ操作࡟習熟ࠊ࡟ࡶ࡜࡜ࡿࡍ Word や Excelࠊ

PowerPoint ࡵ高࡟ࡽࡉࢆ操作能力ࠊࡵ深ࢆ理解ࡢ機能ࡢ࡝࡞

 ࠋࡍࡲ行いࢆ集大成ࡢ஧ᖺ間ࠊ上࡛ࡢそࠋࡍࡲ

検定対策 選   
135   

㸦9㸧 

簿記検定や漢字検定ࠊ秘書検定ࠊ危険物乙４ࠊ࡝࡞各種検定

資格ྲྀࡢ得ࢆ目指ࠋࡍࡲࡋ 

 



 タ࣮科࢖࢚ࣜࢡ࣒࣮ࢤ

 

࠙教育指標ࠚ 

 

ࡿࡍ日本を代表࡟同様࡜ンࣙࢩ࣮࣓ࢽ࢔ࠊࡣ࣒࣮ࢤタ࣮ࣗࣆンࢥ

映ࠊ小説ࠊࡣ࡟࣒࣮ࢤタ࣮ࣗࣆンࢥࠋࡍ࡛ࡘ࡜ࡦࡢ産業ࢶンࢸンࢥ

画ࠊ漫画࢚ࡢ࡝࡞ࢶ࣮࣏ࢫࠊンタ࣮࣓࢖ࢸンࡢ࡚ࡋ࡜ࢺ要素࢖ࢡࠊ

ンࣙࢩ࣮࣑ࣞࣗࢩ࡞まࡊまࡉࠊ向上ࡢ知識ࡿࡼ࡟ࢢンࢽ࣮ࣞࢺやࢬ

たࢀ遠く離ࡢ多くࡢ࡚ࡋを通ࢡワ࣮ࢺࢵネࠊ創造ࡢ仮想世界ࡿࡼ࡟

人ࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗࢥࡢ࡜ンࠊ࡝࡞そࡢ利用方法ࡉ࡟ࢨ࣮ࣘࡾࡼ࡟ま

 ࠋࡍまࡋ事を提供࡞まࡊ

最ࡶ࡜࢔࢙࢘ࢺࣇࢯࠊ࢔࢙࢘ࢻハ࣮ࡣ࡟機器࣒࣮ࢤタ࣮ࣗࣆンࢥ 

先端ࡢ技術ࡀ利用࡚ࢀࡉいまࠋࡍハ࣮ࡢ࢔࢙࢘ࢻ面࡛ࡣ人間工学࡟

基࡙いた࢖ࢨࢹンを具現化ࡿࡍ電子回路や生産技術ࡀ使わࣇࢯࠊࢀ

を用いた表現ࢫࢡࢵ࢕ࣇࣛࢢタ࣮ࣗࣆンࢥ㸱次元ࡣ面࡛ࡢ࢔࢙࢘ࢺ

手法ࡢ࣒ࣛࢢࣟࣉ࣒࣮ࢤࠊ生産性向上ࡢ࡝࡞技術ࡀ用い࡚ࢀࡽいま

 ࠋࡍ

 本学科࡛ࡢ࡚ࡋ࡜࣐ࣛࢢࣟࣉ࣒࣮ࢤࡣ必要ࢥ࡞ン࣮ࣗࣆタࡢ基礎

知識を身࡟付けࠊネࢺࢵワ࣮ࠊࢡ㸰次元࣭㸱次元ࢥࡢン࣮ࣗࣆタࢢ

ࡧタ作成を学࣮ࢹࡢ等ࢻン࢘ࢧタࣝࢪࢹࠊ実写映像ࠊࢫࢡࢵ࢕ࣇࣛ

まࢥࠋࡍンࢸンࢶ制作ࡢ基本を理解࣑ࣛࢢࣟࣉ࣒࣮ࢤࠊࡋンࡢࢢ技

術を学ࠊࡧ更ࢥࠊ࡟ン࣮ࣗࣆタࡢ࣒ࢸࢫࢩ技術者ࡢ࡚ࡋ࡜素養を身

 ࠋࡍ付けま࡟

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



履修科目 
 

㸯年次                    数字ࡣ履修時間数 ( )ෆࡣ単位数 
区

分 
科   目 必／選 前期 後期 ෆ    容 

一

般

科

目 

 キࣝ㸯 必ࢫࢫネࢪࣅ
45 

(3) 
 

社会人࡟必要࡞௙事ࡢ能力を身࡟付けࡿたࢪࣅࠊ࡟ࡵ

ネࢫ能力検定試験ࡢ合格を目指ࡋまࠋࡍ 
  キࣝ㸰 必ࢫࢫネࢪࣅ

45 

(3) 

キャࣜ࢖ࢨࢹ࢔ン㸯 必 
30 

(2) 
 就職活動࡟備え࡚ࠊ履歴書ࡢ書ࡁ方࣭面接ࡢ対応を学

パ࢔キャࣜࠊ࡚ࡵ理解を深ࡿࡍ対࡟また௙事ࠋࡍまࡧ

  ン㸰 必࢖ࢨࢹ࢔キャࣜ ࠋࡍまࡧい࡚学ࡘ࡟構築ࡢࢫ
30 

(2) 

専

門

科

目 

 概論㸯 必࣒࣮ࢤ
45 

(3) 
職業理解をࡢタ࣮࢖࢚ࣜࢡࠊࡧい࡚学ࡘ࡟業界࣒࣮ࢤ 

深ࡵまࠋࡍまた࢖࢚ࣜࢡ࣒࣮ࢤࠊタ࣮ࢥࡢ࡚ࡋ࡜ンࣆ

࣮ࣗタࡢ知識を身࡟付けま࣒࣮ࢤ ࠋࡍ概論㸰 必  
45 

(3) 

 数学㸯 必࣒࣮ࢤ
45 

(3) 
 

 ࠋࡍまࡧ学ࡽ࠿知識を基礎ࡢ数学࡞必要࡟制作࣒࣮ࢤ

  数学㸰 必࣒࣮ࢤ
45 

(3) 

 㸯 必ࢡࢵ࢕ࣇࣛࢢ࣒࣮ࢤ
45 

(1.5) 
知識ࡿࡍ対࡟タ࣮ࢹࢡࢵ࢕ࣇࣛࢢ࡞必要࡟制作࣒࣮ࢤ 

を学ࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗࢥࡢ࡜࣮ࢼ࢖ࢨࢹࠊࡧンを෇滑࡟

進ࡼࡿࢀࡽࡵうࡋ࡟まࢡࢵ࢕ࣇࣛࢢ࣒࣮ࢤ ࠋࡍ㸰 必  
45 

(1.5) 

 㸯 必ࢢン࣑ࣛࢢࣟࣉ
45 

(1.5) 
 

習得を目指ࡢ言語ࢢン࣑ࣛࢢࣟࣉ࡞必要࡟制作࣒࣮ࢤ

 ࠋࡍまࡋ
  㸰 必ࢢン࣑ࣛࢢࣟࣉ

45 

(1.5) 

演習ࢢン࣑ࣛࢢࣟࣉ 1 必 
45 

(1.5) 
 

学࡚ࡌ言語を実習を通࣒ࣛࢢࣟࣉ࡞必要࡟制作࣒࣮ࢤ

習ࡋまࠋࡍ 
  演習㸰 必ࢢン࣑ࣛࢢࣟࣉ

45 

(1.5) 

 制作㸯 必࣒࣮ࢤ
60 

(2) 
 

㸰次元ࢫࢡࢵ࢕ࣇࣛࢢを用いた࣒࣮ࢤ制作ࡢ基本を確

実࡟身࡟付けまࠋࡍ 
 制作㸰 必࣒࣮ࢤ

60 

(3) 
 

  制作㸱 必࣒࣮ࢤ
60 

(2) 
各自࡛企画ࡋた࣒࣮ࢤ制作を行いࠊ修了制作࡚ࡋ࡜展

示会࡟出品ࡋまࠋࡍまた࣏࣮࡚ࡋ࡜࢛࢜ࣜࣇࢺまࡵ࡜

  制作㸲 必࣒࣮ࢤ ࠋࡍまࡧ方法を学ࡿ
60 

(2) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



履修科目 
 

㸰年次                    数字ࡣ履修時間数 ( )ෆࡣ単位数 
区

分 
科   目 必／選 前期 後期 ෆ    容 

一

般

科

目 

キャࣜ࢖ࢨࢹ࢔ン㸱 必 
30 

(2) 
 

就職࡟必要ࡢ࢛࢜ࣜࣇࢺ࣮࣏࡞まࡵ࡜方を学ࠊࡧ就職

活動࡟入ࡿたࡢࡵ具体的࡞準備を始ࡵまࠋࡍ 
キャࣜ࢖ࢨࢹ࢔ン㸲 必 

30 

(2) 
 

キャࣜ࢖ࢨࢹ࢔ン㸳 必  
30 

(2) 
社会人࡚ࡋ࡜必要࡞知識や自己表現力を学ࡧまࠋࡍ 

キャࣜ࢖ࢨࢹ࢔ン㸴 必  
30 

(2) 

専

門

課

程 

 㸯 必࣑ࢮࣉࢵ࢔キࣝࢫ
60 

(2) 
࣒࣮ࢤࠊ作成ࡢࢺキ࣓ࣗンࢻ各種࡞必要࡟制作࣒࣮ࢤ 

素材ࡢ作成࡟必要ࡢ࣮ࣝࢶ࡞利用࡟関ࡿࡍ知識を得ま

  㸰 必࣑ࢮࣉࢵ࢔キࣝࢫ ࠋࡍ
60 

(2) 

 数学㸱 必࣒࣮ࢤ
45 

(3) 
 

まࡧ知識を学ࡢ物理ࡧࡼ࠾数学࡞必要࡟制作࣒࣮ࢤ

 ࠋࡍ

 㸱 必ࢢン࣑ࣛࢢࣟࣉ
45 

(1.5) 
 

習得ࡢ言語ࢢン࣑ࣛࢢࣟࣉ࡞高度࡞必要࡟制作࣒࣮ࢤ

を目指ࡋまࠋࡍ 

  必 ࣑ࢮࣈ࢕ࢸ࢖࢚ࣜࢡ
45 

(1.5) 

技術ࡢ今後ࠊ࡜習得ࡢ幅広い知識ࡿ関わ࡟制作࣒࣮ࢤ

動向ࡘ࡟い࡚考察ࡋまࠋࡍ 

 必 ࣮ࢩࣛࢸ࣒࣮ࣜࢤ
45 

(3) 
 

分ࠊ研究㸦評価࣒࣮ࢤࡢࡵたࡿ役立࡚࡟企画ࡢ࣒࣮ࢤ

析㸧を行いまࠋࡍ 

 制作㸳 必࣒࣮ࢤ
45 

(1.5) 
 

必࡟制作࣒࣮ࢤࠊ࡚ࡋ制作を体験࣒࣮ࢤࡢ࡛ࣉ࣮ࣝࢢ

要࡞技術を身࡟付けまࠋࡍ 
 制作㸴 必࣒࣮ࢤ

45 

(1.5) 
 

 実習㸱 必ࢢン࣑ࣛࢢࣟࣉ
60 

(2) 
 

まࡋ習得を目指ࡢ言語ࢢン࣑ࣛࢢࣟࣉ࡞必要࡟࣒࣮ࢤ

 ࠋࡍ

卒業制作㸯 必  
60 

(2) 

㸰年間ࡢ集大成ࠊ࡚ࡋ࡜௚ࡢ学科ࣙࢩ࣮ࣞ࣎ࣛࢥ࡜ン

まࡋ作品を制作࣒࣮ࢤࡢ࡛ࣉ࣮ࣝࢢࡣまたࠊ個人࡚ࡋ

 ࠋࡍ作品展示を行いま࡚ࡋ卒業制作展を開催ࠊまたࠋࡍ

卒業制作㸰 必  
60 

(2) 

卒業制作㸱 必  
60 

(2) 

卒業制作㸲 必  
60 

(2) 

卒業制作㸳 必  
60 

(2) 

 

                                          

                                          

 



 

CGデザイナー科 

 

教育指標 
 

 

ࢥࡶ産業ࢺン࣓࢖ࢸンタ࣮࢚ࡿࢀࡉ代表࡟Ｗｅｂࠊ音楽ࠊ出版ࠊ映画ࠊࣅࣞࢸࠊ࣒࣮ࢤ 

ン࣮ࣗࣆタ࡜ネࢺࢵワ࣮ࢡ技術ࡢ発展ࡾࡼ࡟急㏿࡟形態ࡀ変わ࡚ࡁ࡚ࡗいまࠋࡍ劇場やࢥ

ン࡛࣮ࣝ࣍ࢺ࣮ࢧ空間や情報ࡿ࡞࡜映像࡜音を時間࡜共࡟共有࡚ࡋいまࡋたࠊࡀ情報をࢥ

ン࣮ࣗࣆタ࡟取ࡾ入ࠊࢀネࢺࢵワ࣮ࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗࢥ࡛ࢡン出来ࡼࡿうࠊࡾ࡞࡟空間࡜時

間ࡢ壁ࡀ無くࠊࡾ࡞更࡟࣒࣮ࢤ࡟代表ࡼࡿࢀࡉう࡟情報ࡢ流ࡶࢀ提供者ࡢ࣮࣊ࢨ࣮ࣘࡽ࠿

一方向࡛࡞ࡣくࣝ࢔ࣜࠊタ࢖࡛࣒࢖ンタࣛࡾ࡞࡟࢔࢕ࢹ࣓࡞ࣈ࢕ࢸࢡまࡋたࠋ 

また࢚ࠊンタ࣮࣓࢖ࢸンࢺ産業࡛ࡢ情報ࡢ記録࣒ࣝ࢕ࣇࡀやࢥࠊࡽ࠿ࢢࣟࢼ࢔ࡢࣉ࣮ࢸン

ࣆンࢥࡽ࠿実写や録音ࡶ方法ࡢไ作ࡾࡼ࡟ࢀこࠋたࡋまࢀࡉタࣝ化ࢪࢹࡋタを利用࣮ࣗࣆ

࣮ࣗタ࡛ࢫࢡࢵ࢕ࣇࣛࢢ作ࢀࡽたࡢ࡜ࡢࡶ合成࣮ࣂࡾࡼ࡟チャࣝ࡞世界ࡀ作ࡼࡿࢀࡽう

 ࠋたࡋまࡾ成࡟

 本学科࡛ࠕࠊࡣキャࣛࢡタ࣮専攻࣭ࠖࢺࢫࣛ࢖ࠕ専攻࣭ࠖࣙࢩ࣮࣓ࢽ࢔ࠕン専攻 ࢢ࣒࣮ࢤࠕࠖ

専攻ࢡࢵ࢕ࣇࣛ ン専攻࢖ࢨࢹࢡࢵ࢕ࣇࣛࢢࠕࠖ 映画࣭放ࠊン専攻ࠖを設け࢖ࢨࢹＷｅｂࠕࠖ

送ࢥࠊン࣮ࣗࣆタ࢚ࡢ࡝࡞࣒࣮ࢤンタ࣮࣓࢖ࢸンࢺ関連業界やࠊ広告࣭出版࣭印ๅ業界ࠊ

広いࠊࡿࡁ活躍࡛ࡶ࡛࡝࡞運営ࡢ㸧ࢫ࣮࣐ࢥ－ｅࠊ㸦電子商取引ࣉࢵࣙࢩࢺࢵンタ࣮ネ࢖

視㔝࡜幅広い知識を備えた࢖࢚ࣜࢡタ࣮ࠊ࣮࢜ࢼ࢖ࢨࢹࠊ ࣮࣌ࣞタ࣮ࡢ育成を目指ࡋまࠋࡍ 

  



履修科目 

1ᖺ次 
数字ࡣ履修時間数 ( )内ࡣ単位数 

区分 科 目 必/選 前期 後期 内 容 

一

般

科

目 

キࣝࢫࢫネࢪࣅ 1 必 
45 

(3) 
 

社会人࡟必要࡞௙事ࡢ能力を身࡟付けࡿたࢪࣅ࡟ࡵネࢫ能力検定試験ࡢ

取得を目指ࡋまࠋࡍ 
キࣝࢫࢫネࢪࣅ 2 必  

45 

(3) 

キャࣜ࢖ࢨࢹ࢔ン 1 必 
30 

(2) 
 

就職࡟備え࡚履歴書ࡢ書ࡁ方ࠊ面接ࡢ対応を学びまࠋࡍまた௙事࡟対ࡿࡍ

理解を深ࠊ࡚ࡵキャࣜࡢࢫࣃ࢔構築ࡘ࡟い࡚研究ࡋまࠋࡍ 
キャࣜ࢖ࢨࢹ࢔ン 2 必  

30 

(2) 

専

門

科

目 

研究࢔࢕ࢹ࣓ 1 必 
45 

(3) 
 

࣓࢝ࠊ演出ࠊ࢜ࣜࢼࢩࠊࢺࣉࢭンࢥ基本࡜構成ࠊࡋ作品を鑑賞࡞まࡊまࡉ

ࣛワ࣮ࠊࢡ特殊効果を作成者ࡢ観点ࡽ࠿研究ࡋまࠋࡍ 
研究࢔࢕ࢹ࣓ 2 必  

45 

(3) 

ࢡタࣝワ࣮ࢪࢹ 1 必 
60 

(2) 
 

 ࠋࡍ操作法を学びま࢔࢙࢘ࢺࣇࢯࡿ࡞࡜基本ࡢタࣝไ作ࢪࢹ

ࢡタࣝワ࣮ࢪࢹ 2 必 
60 

(2) 
 

ࢡタࣝワ࣮ࢪࢹ 3 必  
45 

(1.5) 
 ࠋࡍ操作法を学びま࢔࢙࢘ࢺࣇࢯࡿ࡞࡜応用ࡢタࣝไ作ࢪࢹ

ン࢖ࢨࢹࣝ࢔ࣗࢪࣅ 1 必 
45 

(1.5) 
 

作品ไ作࡟必要࡞彩色ࡘ࡟い࡚学び࢕ࢹ࣮ࢥ࣮ࣛ࢝ࠊネ࣮ࡢࢺ技術を習得

 ࠋࡍまࡋ
ン࢖ࢨࢹࣝ࢔ࣗࢪࣅ 2 必  

45 

(1.5) 

美術基礎 必 
45 

(3) 
 ࠋࡍ付けま࡟画力を身࡞基本的࡚ࡌキ࣮を通ࢵࣟࢡンやࢧࢵࢹ 

キャࣛࢡタ࣮基礎 1 
必 

※1 
45 

(1.5) 
 

キャࣛࢡタ࣮࢖ࢨࢹンࡢ方法論ࡽ࠿キャࣛࢡタ࣮ࢺࢫࣛ࢖ไ作ࡢ基礎を

学びまࠋࡍ 
キャࣛࢡタ࣮基礎 2 

必 

※1 
45 

(1.5) 
 

キャࣛࢡタ࣮基礎 3 
必 

※1  
45 

(1.5) 
キャࣛࢡタ࣮࢖ࢨࢹン࡟必要࢔࢙࢘ࢺࣇࢯ࡞を習得ࣝࢼࢪࣜ࢜ࠊࡋキャࣛ

付けま࡟技術を身ࡢไ作ࢡࢵ࢕ࣇࣛࢢࠊࢺࢫࣛ࢖࡚ࡌไ作を通ࡢタ࣮ࢡ

タ࣮基礎ࢡキャࣛ ࠋࡍ 4 
必 

※1  
45 

(1.5) 

基礎ࢺࢫࣛ࢖ 1 
必 

※2 
45 

(1.5) 
 

 ࠋࡍ技術を学びま࡜知識ࡿࡍ関࡟絵本ࠊンࣙࢩ࣮ࣞࢺࢫࣛ࢖

基礎ࢺࢫࣛ࢖ 2 
必 

※2 
45 

(1.5) 
 

基礎ࢺࢫࣛ࢖ 3 
必 

※2  
45 

(1.5) 

 ࠋࡍまࡋ技術を学び作品をไ作࡜知識ࡿࡍ関࡟絵本ࠊンࣙࢩ࣮ࣞࢺࢫࣛ࢖

基礎ࢺࢫࣛ࢖ 4 
必 

※2  
45 

(1.5) 

3Dࣙࢩ࣮࣓ࢽ࢔ン基礎 1 
必 

※3 
45 

(1.5) 
 

3DCGࠊ映像処理ࢪࢹࠊタࣝࡿࡼ࡟表現技法ࡢ基礎を学びまࠋࡍ 

3Dࣙࢩ࣮࣓ࢽ࢔ン基礎 2 
必 

※3 
45 

(1.5) 
 

3Dࣙࢩ࣮࣓ࢽ࢔ン基礎 3 
必 

※3  
45 

(1.5) 
映像ࡼ࠾ࠊびࣙࢩ࣮࣓ࢽ࢔ン࡟関ࢪࢹ࡚ࡋタࣝ表現技法を幅広く学びま

 ࠋࡍ
3Dࣙࢩ࣮࣓ࢽ࢔ン基礎 4 

必 

※3  
45 

(1.5) 

基礎ࢡࢵ࢕ࣇࣛࢢ࣒࣮ࢤ 1 
必 

※4 
45 

(1.5) 
 

知ࡢ࢔࢙࢘ࢺࣇࢯ࡞必要ࠊ࡚ࡋ知識を習得࡞ࣝ࢝࢕ࣇࣛࢢ࡞必要࡟࣒࣮ࢤ

識を得まࠋࡍ 
基礎ࢡࢵ࢕ࣇࣛࢢ࣒࣮ࢤ 2 

必 

※4 
45 

(1.5) 
 

基礎ࢡࢵ࢕ࣇࣛࢢ࣒࣮ࢤ 3 
必 

※4  
45 

(1.5) 
映像ࡼ࠾ࠊびࣙࢩ࣮࣓ࢽ࢔ン࡟関ࢪࢹ࡚ࡋタࣝ表現技法を幅広く学びま

 ࠋࡍ
基礎ࢡࢵ࢕ࣇࣛࢢ࣒࣮ࢤ 4 

必 

※4  
45 

(1.5) 

Web基礎 1 
必 

※5 
45 

(1.5) 
 

HTMLや CSSࡘ࡟い࡚学びまࠋࡍ 

Web基礎 2 
必 

※5 
45 

(1.5) 
 

Web基礎 3 
必 

※5  
45 

(1.5) 

作品ไ作を通ࡾࡼࠊ࡚ࡌ高度࡞ Web作成技法を学びまࠋࡍ 

Web基礎 4 
必 

※5  
45 

(1.5) 



DTP基礎 1 
必 

※6 
45 

(1.5) 
 

PCࡿࡼ࡟基本的࡞印ๅ原稿ࡢไ作ࡘ࡟い࡚学びまࠋࡍ 

DTP基礎 2 
必 

※6 
45 

(1.5) 
 

DTP基礎 3 
必 

※6  
45 

(1.5) 

印ๅ工程を理解ࡾࡼࠊ࡚ࡋ高度࡞印ๅ原稿ࡢไ作ࡘ࡟い࡚学びまࠋࡍ 

DTP基礎 4 
必 

※6  
45 

(1.5) 

修了ไ作 1 必  
60 

(2) 

1ᖺ次ࡢ修了࡟向け࡚作品ไ作を行いまࠋࡍ 

修了ไ作 2 必  
60 

(2) 

 
※1 キャࣛࢡタ࣮専攻を選択ࡋた場合࡟必修科目ࠋ 

 ࠋ必修科目࡟た場合ࡋ専攻を選択ࢺࢫࣛ࢖ 2※

 ࠋ必修科目࡟た場合ࡋン専攻を選択ࣙࢩ࣮࣓ࢽ࢔ 3※

 ࠋ必修科目࡟た場合ࡋ専攻を選択ࢡࢵ࢕ࣇࣛࢢ࣒࣮ࢤ 4※

※5 Web࢖ࢨࢹン専攻を選択ࡋた場合࡟必修科目ࠋ 

 ࠋ必修科目࡟た場合ࡋン専攻を選択࢖ࢨࢹࢡࢵ࢕ࣇࣛࢢ 6※

  



履修科目 

2ᖺ次 
数字ࡣ履修時間数 ( )内ࡣ単位数 

区分 科 目 必/選 前期 後期 内 容 

一

般

科

目 

キャࣜ࢖ࢨࢹ࢔ン 3 必 
30 

(2) 
 

就職࡟必要ࡢ࣮࢛࢜ࣜࣇࢺ࣮࣏࡞まࡵ࡜方を学びࠊ就職活動࡟入ࡿたࡢࡵ

具体的࡞準備を始ࡵまࠋࡍ 
キャࣜ࢖ࢨࢹ࢔ン 4 必 

30 

(2) 
 

キャࣜ࢖ࢨࢹ࢔ン 5 必  
30 

(2) 

社会人ࡢ࡚ࡋ࡜必要࡞知識や自己表現力を学びまࠋࡍ 

キャࣜ࢖ࢨࢹ࢔ン 6 必  
30 

(2) 

専

門

科

目 

࣑ࢮࣉࢵ࢔キࣝࢫ 1 必 
60 

(2) 
 

࡟び利用ࡼ࠾操作ࡢ࣮ࣝࢶࡿ࡞࡜必要࡟作成ࡢ素材ࠊ作成ࡢࢺキ࣓ࣗンࢻ

関ࡿࡍ知識を得まࠋࡍ 
࣑ࢮࣉࢵ࢔キࣝࢫ 2 必  

45 

(1.5) 

キャࣛࢡタ࣮࢖ࢨࢹンワ࣮ࢡ 1 

必 

※1 

60 

(2) 
 

キャࣛࢡタ࣮࢖ࢨࢹンไ作࠾࡟けࢡࢵࢽࢡࢸࡿをࡾࡼ実践的ࡘ࠿࡟専門

的࡟身࡟付けまࠋࡍ 
キャࣛࢡタ࣮࢖ࢨࢹンワ࣮ࢡ 2 

必 

※1 

60 

(2) 
 

ࢡンワ࣮ࣙࢩ࣮ࣞࢺࢫࣛ࢖ 1 

必 

※2 

60 

(2) 
 

付け࡟身࡟専門的ࡘ࠿࡟実践的ࡾࡼをࢡࢵࢽࢡࢸࡿけ࠾࡟ไ作ࢺࢫࣛ࢖

まࠋࡍ 
ࢡンワ࣮ࣙࢩ࣮ࣞࢺࢫࣛ࢖ 2 

必 

※2 

60 

(2) 
 

3Dࣙࢩ࣮࣓ࢽ࢔ンワ࣮ࢡ 1 
必 

※3 

60 

(2) 
 

3D ࡟専門的ࡘ࠿࡟実践的ࡾࡼをࢡࢵࢽࢡࢸࡿけ࠾࡟ンไ作ࣙࢩ࣮࣓ࢽ࢔

身࡟付けまࠋࡍ 
3Dࣙࢩ࣮࣓ࢽ࢔ンワ࣮ࢡ 2 

必 

※3 

60 

(2) 
 

ࢡワ࣮ࢡࢵ࢕ࣇࣛࢢ 1 

必 

※4 

60 

(2) 
 

専門的ࡘ࠿࡟実践的ࡾࡼをࢡࢵࢽࢡࢸࡿけ࠾࡟ไ作ࢡࢵ࢕ࣇࣛࢢ࣒࣮ࢤ

 ࠋࡍ付けま࡟身࡟
ࢡワ࣮ࢡࢵ࢕ࣇࣛࢢ 2 

必 

※4 

60 

(2) 
 

タࣝ演習ࢪࢹ 1 

必 

※5 

60 

(2) 
 

Webไ作࠾࡟けࢡࢵࢽࢡࢸࡿをࡾࡼ実践的ࡘ࠿࡟専門的࡟身࡟付けまࠋࡍ 

タࣝ演習ࢪࢹ 2 

必 

※5 

60 

(2) 
 

DTP演習 1 

必 

※6 

60 

(2) 
 

DTPไ作࠾࡟けࢡࢵࢽࢡࢸࡿをࡾࡼ実践的ࡘ࠿࡟専門的࡟身࡟付けまࠋࡍ 

DTP演習 2 

必 

※6 

60 

(2) 
 

 ン演習 必࢖ࢨࢹ
45 

(1.5) 
 ᖹ面構成ࡢ演習を通࢖ࢨࢹࠊ࡚ࡌンࡢ基礎ࡿ࡞࡜構成理論を学びまࠋࡍ 

 ン演習 必ࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗࢥ
45 

(1.5) 
 

࡟ンを身ࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗࢥたࡋ伝達を㔜視ࡢ意志ࠊ࡞必要࡟ไ作ࣉ࣮ࣝࢢ

付けまࠋࡍ 

ࢡワ࣮ࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ 1 必 
45 

(1.5) 
 

付࡟技術を身࡞必要࡟ไ作ࢶンࢸンࢥࠊ࡚ࡋ作品ไ作を体験ࡢ࡛ࣉ࣮ࣝࢢ

けまࠋࡍ 
ࢡワ࣮ࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ 2 必 

45 

(1.5) 
 

  必 ࣑ࢮࣈ࢕ࢸ࢖࢚ࣜࢡ
45 

(1.5) 
作品ไ作࡟必要࡞高度ࢡࢵࢽࢡࢸ࡞やࠊ今後ࡢ技術動向を学びまࠋࡍ 

卒業ไ作 1 必  
60 

(2) 

2 ᖺ間ࡢ集大成ࠊ࡚ࡋ࡜௚ࡢ学科ࣙࢩ࣮ࣞ࣎ࣛࢥࡢ࡜ンࠊࡋ個人またࢢࡣ

 ࠋࡍまࡋ作品をไ作ࡢ࡛ࣉ࣮ࣝ

卒業ไ作 2 必  
60 

(2) 

卒業ไ作 3 必  
60 

(2) 

卒業ไ作 4 必  
60 

(2) 

卒業ไ作 5 必  
60 

(2) 

 ※1 キャࣛࢡタ࣮専攻を選択ࡋた場合࡟必修科目ࠋ 

 ࠋ必修科目࡟た場合ࡋ専攻を選択ࢺࢫࣛ࢖ 2※

※3 3Dࣙࢩ࣮࣓ࢽ࢔ン専攻を選択ࡋた場合࡟必修科目ࠋ 

 ࠋ必修科目࡟た場合ࡋ専攻を選択ࢡࢵ࢕ࣇࣛࢢ࣒࣮ࢤ 4※

※5 Web専攻を選択ࡋた場合࡟必修科目ࠋ 

 ࠋ必修科目࡟た場合ࡋン専攻を選択࢖ࢨࢹࢡࢵ࢕ࣇࣛࢢ 6※

 



ᰂ道整復科 

 

 

࠙教育指標ࠚ 

 

 

ᰂ道整復ࠊࡣ整形外科的࡞障害ࡢ一分野࡚ࡋ࡜骨折ࠊ捻挫ࠊ脱臼ࠊ

打撲ࡢ࡝࡞非観血治療࡚ࡋ࡜古くࡽ࠿伝ᢎさࡋࡲࡁ࡚ࢀたࠊࡀ近年ࠊ

西洋་学ࢆ取ࡾ入ࠊࢀ科学的࡞裏付ࢆࡅ得࡚さ࡟ࡽ進໬࡚ࡋいࠋࡍࡲ 

本学科࡛ࠊࡣ人体ࡢ構造࡜そࡢ働ࠊࢆࡁ解剖学や生理学ࡵࡌࡣࢆ

伝統ࢆᢏ術ࠊ理論࡜ࡳ枠組ࡢ治療࡟ࡽさࠊࡾ探ࡽ࠿西洋་学ࡿࡍ࡜

་療ࡢ領域ࡽ࠿習得ࠋ同時ࡽ࠿ࢀࡇࠊ࡟必要࡜さࡿࢀコンࣆュ࣮タ

や࣐ࣝチ࣓ࠊ࢔࢕ࢹ税務ࡢ࡝࡞ෆ容ࡶ学ࠊࡧ་療人ࡢ࡚ࡋ࡜幅ࢆ広

࡞ション࣮ࢸࣜࣅ領域やࣜハࢶ࣮࣏ࢫࠊࢇࢁちࡶࡣ治療ࡢ患者ࠊࡆ

 ࠋࡍࡲࡧ学ࢆ能力ࡿࡁ対応࡛࡟ࢬ࣮ࢽࡿࡍ多様໬ࡢ社会ࠊ࡝

 



履修科目 

 
㸯年ḟ                    数字ࡣ履修時間数 ( )ෆࡣ単位数 

༊分 科   目 必／選 前期 ᚋ期 ෆ    容 

基

礎

分

野 

情報科学㸯࣭㸰 必 
30 

(2) 

30 

(2) 

情報処理ࣜࣛࢸシ࣮教育ࡢ࡚ࡋ࡜ワ一プロࠊ表計算ࡘ࡟い࡚やࠊ

 ࠋࡍࡲࡧ学ࢆ࡝࡞収集ࡢた་療情報ࡗ使ࢆࢺࢵンタ࣮ネ࢖

時事教養 必 
30 

(2) 
 

政治࣭社会࣭文໬࣭法ᚊࠊ࡝࡞各領域ࡢ時事的問題ࢆ中心࡟学

 ࠋࡍࡲࡧ

心理学 必  
30 

(2) 

ࡢ健康ࠖ࡜競ᢏࠕࢆ心理学ࢶ࣮࣏ࢫ 2側面ࡽ࠿捉えࠊ必要࡜さ

 ࠋࡿࡵ深ࢆい࡚理解ࡘ࡟キࣝや心理的要因ࢫ心理的ࡿࢀ

保健体育 必 
30 

(2) 
 

ࢆ࡝࡞学習ࡢ練習方法࡞効果的ࠊࢀ触࡟特性ࡢ各種目ࢶ࣮࣏ࢫ

理解ࠊࡋ協力࣭責任ࡢ࡝࡞態度ࢆ育࡚ࠊ࡟ࡶ࡜࡜ࡿ体育活動ࢆ

実践ࡿࡍ姿勢ࢆ養うࠋ 

  概論 必ࢶ࣮࣏ࢫ
30 

(2) 

養ࢆ知識࡞必要࡟ࡢࡿ維持･増進させࢆ健康࡚ࡋ通ࢆࢶ࣮࣏ࢫ

うࠋ 

英会話 必 
30 

(2) 
 日常英会話ࠊ་療現場࡛ࢆ࣮ࢼ࣐ࡢ取上ࡆ学ࠋࡍࡲࡧ 

専

門

基

礎

分

野 

解剖学㸯࣭㸰 必 
45 

(3) 

45 

(3) 

人体ࡢ仕組࡜ࡳᡂࡾ立ちࢆ学ぶ学問࡛あࠊࡾ疾病ࡢ原因ࡲࠊた

そࡢ治療࡟当たࡿ人࡞ࡣ࡟く࡚࡞ࡽ࡞ࡣい学問࡛ࠋࡍ各器官ࢆ

系統立࡚࡚学ࠋࡍࡲࡧ筋骨格系解剖学࡛ࡣ人体ࡢ骨格࣭筋࣭神

経ࡘ࡟い࡚学ࠊࡧ人体ࡢ基本構造ࢆ学ࠋࡍࡲࡧ  

生理学㸯࣭㸰 必 
45 

(3) 

30 

(2) 

人体ࡢ生命活動࡟必要࡞細胞等ࡢ役割ࢆ理解ࠊࡋ人体ࡢ基礎的

生理学ࢆ学 ࠋࡍࡲࡨ正常࡞人体࡟見ࡿࢀࡽ生命現象ࢆ基礎ࡽ࠿

学ࠋࡍࡲࡧ 

ᰂ道㸯࣭㸰 必 
30 

(1) 

30 

(1) 
ᰂ道ࢆ通ࡌ礼法ࢆ学ࠊࡧ基礎体力ࢆ養いࠋࡍࡲ 

専

門

分

野 

基礎ᰂ道整復学総論 必 
45 

(3) 
 ᰂ道整復ᢏ術ࡢ基礎ࢆ学ࠋࡍࡲࡧ 

基礎ᰂ道整復学㸯࣭

㸰 
必 

45 

(3) 

45 

(3) 

外傷࡟関わࡿ外力や損傷程度治癒過程ࢆ学ࡲࠊࡧたᰂ道整復治

療ࡢ基礎ࢆ学ࠋࡍࡲࡧ 

ᰂ道整復実ᢏ㸯࣭

㸰࣭㸱࣭㸲 
必 

90 

(3) 

90 

(3) 

包ᖏ学やᰂ道整復治療࡟Ḟ࠿せ࡞い材料ࡢ加工法や使用法ࡢ基

礎ࢆ学ࡲ ࠋࡍࡲࡧたࠊ症例࡟合わせ࡚ࡢ治療法ࢆ学ࠋࡍࡲࡧ 

応

用

分

野 

社会福祉㸯 選  
30 

(2) 
福祉理念ࠊ福祉行政ࡘ࡟い࡚学ࠋࡍࡲࡧ 

ᰂ道㸿 選  
30 

(1) 
昇段試験࡟向ࡅた強໬練習ࢆ行いࠋࡍࡲ 

 

 

 

 

 

 

 



履修科目 

 
㸰年ḟ                    数字ࡣ履修時間数 ( )ෆࡣ単位数 

༊分 科   目 必／選 前期 ᚋ期 ෆ    容 

専

門

基

礎

分

野 

運動学 必  
30 

(2) 
基礎力学や身体ࡢ動ࠊࡁ歩行࣓ࡢカࢆ࣒ࢬࢽ学ࠋࡍࡲࡧ 

病理学概論 必 
30 

(2) 
 

疾病ࡢᡂࡾ立ちࢆ学ࡲࠊࡧた炎症や腫瘍ࡢ基礎知識ࢆ学ࠋࡍࡲࡧ

 ࠋࡍࡲࡧ学ࢆ特徴ࡢ 各疾病ࠊたࡲ

一般臨床་学㸯࣭㸰 必 
30 

(2) 

30 

(2) 

診察ࡢ進ࡵ方や方法ࡘ࡟い࡚ࡢ基礎知識や具体的方法ࢆ学ࡲࡧ

 ࠋࡍ

外科学概論 必 
30 

(2) 
 外科的治療ࡢ基礎࡜具体的方法ࢆ学ࠋࡍࡲࡧ 

整形外科学 必  
30 

(2) 
整形外科治療ࡢ基礎知識や代表的治療方法ࢆ学ࠋࡍࡲࡧ 

公衆衛生学 必 
30 

(2) 
 

健康࡟生活ࡿࡍ上࡛必要࡞知識࡜情報ࢆ学ࠋࡍࡲࡧ感ᰁ症予防

や消毒法ࡘ࡟い࡚ࡶ具体的࡟学ࠋࡍࡲࡧᡃ々ࡢ生活環境ࡘ࡟い

࡚学ࡍࡲࡧ 

ᰂ道㸱࣭㸲 必 
30 

(1) 

30 

(1) 

ᰂ道ࡢ試合ࡀ審ุࡶ含ࡵ෇滑࡟行えࡼࡿうࠊࡋ࡟投ࡢࡆ形ࢆ具

体的࡟学ࠋࡍࡲࡧ 

専

門

分

野 

臨床ᰂ道整復学

㸯࣭㸰 
必 

60 

(4) 

60 

(4) 
部位ู࡟具体的࡞外傷ࡢᡂࡾ立ちや治療方法ࢆ学ࠋࡍࡲࡧ 

ᰂ道整復実ᢏ㸳࣭

㸴࣭㸵࣭㸶 
必 

90 

(3) 

90 

(3) 

部位ู࡟具体的࡞外傷ࡢ整復や固定ࠊ治癒࡟至ࡢ࡛ࡲࡿ注意事

項ࢆ学ࠋࡍࡲࡧ 

応

用

分

野 

社会福祉㸰 選 
60 

(4) 
 社会人࣭་療人࡚ࡋ࡜広く࣎ࣛン࢔࢕ࢸ活動ࢆ行うࠋ 

 障害概論 選ࢶ࣮࣏ࢫ
30 

(2) 
 

運動器ࡿࡼ࡟ࢶ࣮࣏ࢫࡢ外傷や障害ࡢ概念ࢆ理解ࡶ࡜࡜ࡿࡍ

い࡚ࡋ学習ࢆ࡛ࡲ復ᖐ࡚ࡋそࠊ断ุ࡞正確ࠊ予防ࡢࡽࢀそࠊ࡟

くࠋ 

基礎救急法 選  
30 

(2) 

་療人ࡢ࡚ࡋ࡜基礎的࡞心肺蘇生法ࡢ࡝࡞一ḟ救命処置ࢆ修得

 ࠋࡿࡍ

་学演習㸯࣭㸱 選  
60 

(4) 
診察及ࡧ治療࡟関ࡿࡍ་学的知識ࠊ検査等ࡘ࡟い࡚学ࠋࡍࡲࡧ 

解剖整理演習㸯 選  
30 

(2) 

解剖学ࠊ生理学ࡢ知識ࣜࢆンクࡋ人体ࡢ働ࢆࡁ総合的࡟学ࡲࡧ

 ࠋࡍ

ᰂ道㹀 選  
30 

(1) 
昇段試験࡟向ࡅた強໬練習ࢆ行いࠋࡍࡲ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



履修科目 

 
㸱年ḟ                    数字ࡣ履修時間数 ( )ෆࡣ単位数 

༊分 科   目 必／選 前期 ᚋ期 ෆ    容 

専

門

基

礎

分

野 

ࣜハ࣮ࢸࣜࣅショ

ン་学 
必 

30 

(2) 
 ࣜハ࣮ࢸࣜࣅションࡢ意味やそࡢ具体的方法ࢆ学ࠋࡍࡲࡧ 

関係法規 必 
15 

(1) 
 ᰂ道整復師法や་療法ࡲࠊた関係法規ࡘ࡟い࡚学ࠋࡍࡲࡧ 

ᰂ道㸳࣭㸴 選 
30 

(1) 

30 

(1) 
ᰂ道整復師ࡢ࡚ࡋ࡜ᰂ道ࢆ仕上ࠋࡍࡲࡆ 

専

門

分

野 

臨床ᰂ道整復学㸱 必 
90 

(6) 
 部位ู࡟具体的࡞外傷ࡢᡂࡾ立ちや治療方法ࢆ学ࠋࡍࡲࡧ 

ᰂ整ࢶ࣮࣏ࢫ་学 必 
30 

(2) 
 ࠋࡍࡲࡧい࡚学ࡘ࡟立ち࣭治療方法ࡾᡂࡢ外傷や障害ࢶ࣮࣏ࢫ 

ᰂ道整復実ᢏ㸷 1࣭0 必 
90 

(3) 
 

部位ู࡟具体的࡞外傷ࡢ整復や国定ࠊ治癒࡟至ࡢ࡛ࡲࡿ注意事

項ࢆ学ࠋࡍࡲࡧ 

臨床演習࣭実習 必 
45 

(1) 
 

指導ᰂ道整復師ࠊ࡛࡜ࡶࡢ診察ࠊ治療ࡢ࡛ࡲ一連ࡢ流ࢆࢀ実習

 ࠋࡍࡲࡋ

応

用

分

野 

社会福祉㸱 選 
60 

(4) 
 社会人࣭་療人࡚ࡋ࡜広く࣎ࣛン࢔࢕ࢸ活動ࢆ行うࠋ 

海外研修 選  
60 

(2) 

本学園࡜学術提携ࢆ結࡛ࢇいࡿ໭京中་薬大学࡛研修ࢆ行いࡲ

 ࠋࡍ

་療現場研修㸯࣭㸰 選 
60 

(2) 

60 

(2) 
接骨院࡛࡝࡞ᰂ道整復師ࡢ仕事ࢆ体験学習ࠋࡍࡲࡋ 

解剖生理演習㸰࣭㸱 選 
30 

(2) 

30 

(2) 
解剖生理学ࢆ統括ࡋ理解ࢆ深ࠊࡵ試験対策ࠋࡍࡲࡋࢆ 

་学演習㸰࣭㸲 選 
30 

(2) 

30 

(2) 
基礎་学分野ࢆ統括ࡋ理解ࢆ深ࠊࡵ試験対策ࠋࡍࡲࡋࢆ 

ᰂ整་学演習㸯࣭

㸰࣭㸱 
選 

60 

(4) 

30 

(2) 
ᰂ整専門分野ࢆ統括ࡋ理解ࢆ深ࠊࡵ試験対策ࠋࡍࡲࡋࢆ 

ᰂ道㹁 選  
30 

(1) 
昇段試験࡟向ࡅた強໬練習ࢆ行いࠋࡍࡲ 

 

 

 



 1 

医療秘書科 

࠙教育指標ࠚ 

 

現在࡛ࡣほࡢ࡝ࢇ࡜病院࡟医事コンࣆュ࣮ࡀࢱ導入さࠊࢀ⣬࢝ࣝ࡟ࢸ変わࡗ

࡚電子࢝ࣝࡀࢸ導入さࠊ࡝࡞ࡿࢀ医療ࡢ現場࡛ࡣＩ㹒化ࡀ進࡚ࡁ࡛ࢇいࡲすࠋ

多様ࡶ診療内容ࠊ増えࡀ人ࡿ࠿࠿࡟病院ࠊࡾ࡞࡜高齢化社会ࡣ中ࡢ世ࠊࡓࡲ

化し࡚ࠊ医療ࡢ質ࡀ問わࡿࢀ時௦ࡲࡁ࡚ࡗ࡞࡟しࠋࡓ 

 こࡼࡢう࡞状況ୗ࡛ࠊࡣ医療機関࠾࡟い࡚ࡶ医療事務ࡢ知識やࢯࣃコンࡢ

操作ࡔけ࡛࡞くࠊ効率ࡼく௙事ࢆすࡿ道具࡜し࡚ࢯࣃコンࡀ使えࡿ人やࠊ患

者ࡢ立場࡛考え行動すࡿこࡿࡁ࡛ࡀ࡜人ࡀ求࡚ࢀࡽࡵいࡲすࠋ 

 医療秘書科࡛ࡣこࡼࡢう࡞こࠊࡽ࠿࡜医療事務系ࠊ秘書系ࢯࣃࠊコン系ࡢ

㸱ࡢࡘ柱ࢆ持ࠊࡕ医療事務ࡢ資格ྲྀ得࢖࣓ࢆン࡜しࠊ相手ࡢ気持࣭ࡕ状況ࢆ

理解し࡚行動࡛ࡼࡿࡁう࡟すࡵࡓࡿ秘書的࡞素養ࢆ身ࡘ࡟けࡲすࠊࡓࡲࠋ資

格ྲྀ得࡟向け࡚࢝ࣜ࢟ュ࣒ࣛࢆ設定しࠊ授業࡛ࡢ知識習得ࡔけ࡛࡞く対策講

ᗙ࡛実践的࡞試験対策ࡾࡼ࡟合格ࢆ目指しࠊさࡣ࡟ࡽ第一線ࡢ現場࡛ࡢ病院

実習ࡶ実施しࡲすࠋ௚ࡶ࡟様々࡞選択科目ࡾࡼ࡟幅広い人間性ࢆ身ࡘ࡟けࡿ

こࢆ࡜目標࡟し࡚いࡲすࢯࣃࠋコンࡘ࡟い࡚ࡶ㸰年間ࢆ通し࡚࢔ࣝ࢟ࢫップ

 ࠋすࡲ目指しࢆ医療秘書ࡿ使えࠊ設定しࢆう࢝ࣜ࢟ュ࣒ࣛࡼࡿࡁ࡛
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履修科目 

 㸯年次    数字ࡣ履修時間数 ( )内ࡣ単位数 

分野 科   目 必／選 前期 後期 内    容 

医

療

࣭

福

祉

系 

基礎医学 1 選 
30 

(2) 
 
医学ࡢ基礎知識や基本ࡿ࡞࡜概念ࢆ学びࡲすࠋ 

基礎医学 2 選  
30 

(2) 

 

医療事務概論 必 
45 

(3) 
 
医療機関࠾࡟けཷࡿ付業務ࡽ࠿管理業務ࡢ࡛ࡲ全

般的࡞௙事ࡢ௙組ࢆࡳ学びࡲすࠋ 

医事関連法規 必 
45 

(3) 
 
保険医療機関࡟関すࡿ各種ࡢ制ᗘや関係法௧ࢆ学

びࡲすࠋ 

診療報酬ࡢ基礎 必 
45 

(3) 
 
診療報酬ࡢ点数計算ࢆ基礎ࡽ࠿学びࡲすࠋ 

外来診療報酬請求事務演習 必  
45 

(1.5) 

医療事務検定࡟準拠しࡓ外来ࣞࢭプࢆࢺ学びࡲすࠋ 

入院診療報酬請求事務演習 必  
45 

(1.5) 

医療事務検定࡟準拠しࡓ入院ࣞࢭプࢆࢺ学びࡲすࠋ 

診療報酬請求事務能力

認定試験対策㸯 
選  

45 

(3) 

診療報酬請求事務能力認定試験ࡢ対策ࢆ行いࡲすࠋ 

  対策㸯 選ࢡ࣮ࣛࢡࣝ࢝࢕ࢹ࣓
45 

(3) 

医療事務技能審査試験ࡢ対策ࢆ行いࡲすࠋ 

  選 ࢺサ࣏࣮ࣝ࢝࢕ࢹ࣓
30 

(2) 

医療補助ࡘ࡟い࡚学びࡲすࠋ 

調剤事務㸯 選  
15 

(1) 

調剤薬局事務࡟必要࡞薬学一般ࡢ知識や調剤報酬

 すࡲ学びࢆ基本ࡢ点数計算ࡢ

秘

書

系 

プࣞࢮンࢩ࣮ࢸョン 必 
45 

(3) 
 
説明࣭発表ࢆ通し࡚ࠊ知識ࡢ吸収ࡽ࠿ 

情報ࡢ整理ࠊ発表ࢽࢡࢸࡢッࢆ࡛ࡲࢡ学びࡲすࠋ 

秘書知識 必 
45 

(3) 
 
秘書検定࡟準拠しࡓ秘書ࡢ資質ࡘ࡟い࡚学びࡲすࠋ 

秘書技能 選  
45 

(3) 

秘書検定࡟準拠しࡓ秘書ࡢ技能ࡘ࡟い࡚学びࡲすࠋ 

秘書検定対策講ᗙ 選  
30 

(2) 

秘書検定ࡢ対策講ᗙࢆ行いࡲすࠋ 

秘書実務 必 
30 

(1) 
 
秘書࡜し࡚ࡢ基本的࡞情報活用能力ࢆ身࡟付けࡲ

すࠋ 

医療࣭ 介護࣮ࢼ࣐ࡢサ࣮

 ࢫࣅ
選  

30 

(2) 

医療や介護ࡢ現場࠾࡟け࣮ࢼ࣐ࡿやサ࣮ࡘ࡟ࢫࣅ

い࡚学びࡲすࠋ 

ࣅ

ࢪ

ネ

ࢫ

系 

࣌ン字㸯 選 
15 

(1) 
 
࣌ン字ࢆ学びࡲす࣌ࠋ ン字㸯⣭ྲྀࢆ得すࡿこࡶ࡜可

能࡛すࠋ 

࣌ン字㸰 選  
15 

(1) 

࣌ン字ࢆ学びࡲす࣌ࠋ ン字㸯⣭ྲྀࢆ得すࡿこࡶ࡜可

能࡛すࠋ 

㹑㹎Ｉ対策 必  
45 

(3) 

就職試験ࡼ࡟く出ࡿ㹑㹎Ｉࡢ勉強ࢆしࡲすࠋ 

就職対策㸯 必  
45 

(3) 

就職活動ࢲ࢖࢞ࡢンࠊ࡜ࢫ就職用ࡢ模擬試験や演習

 ࠋすࡲ行いࢆ

 文書演習㸯 選ࢫネࢪࣅ
45 

(1.5) 
 
ワ࣮プࣟࡢࢺࣇࢯ機能修得ࡼ࠾び基本的࡞商業事

務通信文ࠊ罫線ࡼ࠾び表ࡢ作成方法ࢆ修得しࡲすࠋ 

  文書演習㸰 選ࢫネࢪࣅ
45 

(1.5) 
 

 基礎 必ࡢコンࢯࣃ
45 

(1.5) 
 

Ｗｉ㹬㹢㹭㹵㹱ࡢ使い方やࠊ表計算࢔プࣜࢩ࣮ࢣョ

ンࡢ操作法ࢆ理解すࠊ࡟ࡶ࡜࡜ࡿ利用ࡢ௙方ࡘ࡟い

࡚学びࡲすࠋ 
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  コン実習 必ࢯࣃ
30 

(1) 

表計算ࡢ活用法ࡢࢺࣇࢯࢫ࣮࣋ࢱ࣮ࢹ࡜基本的࡞

使い方ࢆ理解すࠊ࡟ࡶ࡜࡜ࡿ利用ࡢ௙方ࡘ࡟い࡚学

び資格ྲྀ得ࢆ目指しࡲすࠋ 

 

 
㸰年次       数字ࡣ履修時間数 ( )内ࡣ単位数 

分野 科   目 必／選 前期 後期 内    容 

医

療

࣭

福

祉

系 

薬理学 選 
 

15 

(1) 
検査資料ࡢ値ࡢ見方ࢆ࡝࡞学びࡲすࠋ 

保険請求演習 必 
45 

(1.5)  
外来入院ࡢ保険請求ࡢ作成ࡘ࡟い࡚演習しࡲすࠋ 

診療報酬請求事務能力認定

試験対策㸰 
選 

30 

(2)  

厚生労働省認定診療報酬請求事務能力認定試験ࡢ

対策講ᗙ࡛すࠋ 

 対策㸰 選ࢡ࣮ࣛࢡࣝ࢝࢕ࢹ࣓
15 

(1)  
医療事務技能審査試験ࡢ対策ࢆ行いࡲすࠋ 

 対策㸱 選ࢡ࣮ࣛࢡࣝ࢝࢕ࢹ࣓
15 

(1)  
医療事務技能審査試験ࡢ対策ࢆ行いࡲすࠋ 

医療事務検定対策講ᗙ 選 
30 

(2)  
診療報酬࣭技能審査試験ࡢ対策講ᗙࢆ行いࡲすࠋ 

介護概論 選 
45 

(3)  

概論࣭患者心理࣭医ࡓ準拠し࡟検定ࢡ࣮ࣛࢡ࢔ࢣ

学一般ࡘ࡟い࡚学びࡲすࠋ 

介護報酬請求事務 選 
 

30 

(2) 

介護報酬請求事務࣭ࡓ準拠し࡟検定ࢡ࣮ࣛࢡ࢔ࢣ

社会福祉࣭老人福祉ࡘ࡟い࡚学びࡲすࠋ 

調剤事務㸰 選 
15 

(1)  

調剤事務ࡢ௙事内容ࡿ࡞࡜明細書ࡢ作成ࠊ点検ࡢ

技能ࢆ習得しࡲすࠋ 

医療事務コンࣆュ࣮ࢱ演習 選 
 

45 

(1.5) 
医事コンࣆュ࣮ࡢࢱ操作ࢆ学びࡲすࠋ 

電子࣒࢝ࣝࢸࢫࢩࢸ 必 
45 

(1.5)  

電子࢝ࣝࣜࢲ࣮࣭࢜ࢸンࡢ࣒ࢸࢫࢩࢢ運用࡜操作

 ࠋすࡲ付け࡟身ࢆ基本ࡢ

福祉コ࣑ュࢩ࣮ࢣࢽョン 選 
 

30 

(2) 

聴覚㞀害ࡢ方࡜ࢇࡕࡁࡶ࡜コ࣑ュࢩ࣮ࢣࢽョン࡛

 ࠋすࡲ学びࢆ手話ࠊ࡟うࡼࡿࡁ

医療事務病院実習 必 
 

120 

(4) 

病院࠾࡟い࡚実㝿ࡢ医療事務࡟関すࡿ௙事ࡢ実習

 ࠋすࡲ行いࢆ

秘

書

系 

臨床心理学 選 
45 

(3)  
基本的࡞心理学ࡢ知識ࡢ習得ࢆ目指しࡲすࠋ 

医療秘書実務 選 
45 

(3)  

࣮ࣟࣝプࣞ࢖ンࢢ形式࡛窓口応対ࡘ࡟࡝࡞い࡚学

びࡲすࠋ 

医療࣭介護࣮ࢼ࣐ࡢサ࣮ࢫࣅ 選 
30 

(2)  

医療や介護ࡢ現場࠾࡟け࣮ࢼ࣐ࡿやサ࣮ࡘ࡟ࢫࣅ

い࡚学びࡲすࠋ 

コ࣑ュࢩ࣮ࢣࢽョン学 選 
30 

(2)  

医療秘書࡟必要࡞コ࣑ュࢩ࣮ࢣࢽョン能力ࢆ身࡟

 ࠋすࡲけࡘ

ࣅ

ࢪ

ネ

ࢫ

系 

 対策 選ࢫンࢭ࢖ࣛ
 

45 

(3) 

Ｍｉ㹡㹰㹭㹱㹭㹤㹲 㹍㹤㹤ｉ㹡㹣 㹑㹮㹣㹡ｉ

ａｌｉ㹱㹲ࢆ始࡜ࡵし࡚ࠊ様々࡞資格ྲྀ得ࢆ目指

しࡲすࠋ 

体育 選 
15 

(1)  

ࡢ࡝࡞࣮ࣝ࣎ࢺッࢣࢫࣂ࣭࣮࣮ࣝ࣎ࣞࣂ࣭࣮࢟ࢫ

実技ࢆ中心࡟行いࡲすࠋ 

 選 ࣮ࣆࣛࢭ࣮ࣛ࢝
 

30 

(2) 
࣮࢝ࣛコ࣮࢕ࢹネ࣮ࡢ࣮ࢱ基礎ࢆ学びࡲすࠋ 

 選 ࣮ࣆࣛࢭ࢔ࣜࢸン࢖
45 

(3)  

患者さ࡟ࢇ効果ࡢあ࢖ࡿン࢔ࣜࢸコ࣮࢕ࢹネ࣮ࢺ

 ࠋすࡲ学びࢆ基本ࡢい࡚ࡘ࡟
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分野 科   目 必／選 前期 後期 内    容 

 

 選 ࢺン࣓ࢪンࣞ࢔ワ࣮ࣛࣇ
15 

(1) 
 
患者さࡢࢇ心ࢆ癒すࣛࣇワ࣮ࣞ࢔ン࣓ࢪンࡘ࡟ࢺ

い࡚ࡢ基礎ࢆ学びࡲすࠋ 

ࣅ

ࢪ

ネ

ࢫ

系 

簿記 選  
45 

(3) 

企業ࡢ活動ࢆ各種ࡢ帳簿ࢆ用い࡚計数的࡟記録࣭

計算࣭整理ࢆしࠊ企業ࡢ必要࡜すࡿ諸表࣭報告書

企業ࠊし࡚࡟࡜ࡶࢆ記録ࡢ簿記࡜技術ࡿࡵ࡜ࡲ࡟

経営ࡢ合理的࡞活動ࡢ計画ࠊ࡚ࡓࢆ効率的࡞企業

 ࠋすࡲ習得しࢆ運営し࡚いく能力ࢆ

日商㹎Ｃ検定対策 選  
45 

(3) 

日本商工会議所主催ࡢ日商㹎Ｃ検定㸱⣭ࡿ࠿ཷ࡟

べく授業ࢆ行いࡲすࠋ 

就職対策㸰 選 
15 

(1)  

説明会࡟参加しࠊࡾࡓ面接ࡢ練習ࠊࡾࡼ࡟社会࡛

求ࡿࢀࡽࡵコ࣑ュࢩ࣮ࢣࢽョン能力ࢆ高ࡲࡵすࠋ 

 選 ࢢンࢽプࣛンࢺン࣋࢖
 

15 

(1) 

研修旅行や学院祭ࡢ計画ࢆしࠊࡾࡓ実㝿࡟実施し

そࡢ報告ࢆしࡲすࠋ 

 

実

務

科

目 

 

医療実務演習㸯 必 
45 

(1.5)  

実務࡛ࡼく使用さࡿࢀＡ㹡㹡㹣㹱㹱ࢆ使࣮ࢹ࡚ࡗ

 ࠋすࡲ学びࢆ方法ࡿ処理す࡟効率的ࢆࢱ

Ｅ㹶㹡㹣ｌ実務 選 
 

45 

(1.5) 

秘書࡜し࡚効率ࡼくＥ㹶㹡㹣ｌࢆ使いこ࡞すࡵࡓ

 ࠋすࡲ練習しࢆ技術ࡢ

医療実務演習㸯 選 
 

45 

(1.5) 

実務࡛ࡼく使用さࡿࢀＡ㹡㹡㹣㹱㹱ࢆ使࣮ࢹ࡚ࡗ

 ࠋすࡲ学びࢆ方法ࡿ処理す࡟効率的ࢆࢱ

 ップ 選ࢩン࣮ࢱン࢖
 

60 

(2) 
職場࡛ࡢ実務ࢆ通し࡚専門的࡞知識ࢆ学びࡲすࠋ 

職場見学 選 
 

30 

(1) 
実務ࢆ行う職場࡛ࡢ௙事内容ࡘ࡟い࡚学びࡲすࠋ 

 

※実務科目ࡢ中ࡽ࠿㸱単位௨ୖྲྀ得し࡞け࡞ࡽ࡞ࡤࢀいࠋ 



㸰.大学編入ཷ験講座 

 

大学編入ཷ験講座 

講 座 名 
学

年 

単位数 
授

 
 

業 

総

時

間

数 

対象学科 

担

当 

学

科 

資 格 の 内 容 
前

期 

後

期 

基礎英語 1 1  15 全学科 教務 社会生活࡟欠くこ࡞ࡁ࡛ࡢ࡜くࡓࡗ࡞英語ࡘ࡟い࡚学びますࠋ 

英会話 1 
 

 
1 15 全学科 教務 日常ࡢ英会話ࡘ࡟い࡚学びますࠋ 

基礎の中国語 2 1  15 全学科 教務 中国語ࡢ基本ࡘ࡟い࡚学びますࠋ 

中国語会話 2  1 15 全学科 教務 中国語࡛ࡢ日常会話ࡘ࡟い࡚学びますࠋ 

保健体育理論 1  1 15 全学科 教務 スポーࢶ心理ࠊ健康問題ࡢ基礎ࢆ学びますࠋ 

日本工学院࡛㸰年あࡿいࡣ㸱年間学ࡔࢇ後さ࡟ࡽ学問的知識ࢆ身ࡘ࡟けࡓい学生さࡣ࡟ࢇ大学編入 

さࡿࢀこࢆ࡜勧め࡚おࡾますࠋ 

大学࡟編入後ࠊ専門学校࡛学ࡔࢇ専門࡟関すࡿ知識やテクニࢵクࡣそࡢまま利用࡛ࡓࡿࡁめ多くࡢ大学࡛ࡣ専門学校࡛ྲྀ得しࡓ単位ࢆ認

め࡚おࡾますࠊࡀ数学や体育ࡢ࡝࡞教養科目ࡢ単位ࡀ不足し࡛ࡕࡀすࠋ 

そこ࡛本校࡛ࡣ教養科目ࡘ࡟い࡚ࡢ講座ࢆ開講しࠊ大学編入さࡿࢀ学生さࢆࡢࢇサポートし࡚おࡾますࠋ 

まࡓ就職活動࡟必要࡞基本的ࣀ࡞ウࣁウࢆ修得しࠊ就職活動ࢆ有利࡟進めࡓࡿめ࡟就職対策講座ࡀ 

開講さ࡚ࢀいますࠋ 

 

 

 

 



㸱. 教育課程及び学習ホ価 

 

本校ࡢ教育課程ࡣ時間及び単位制ᗘ࡟基࡙い࡚編成ࠊࡾ࠾࡚ࢀࡉ各学年࠾࡟い࡚ࠊ定ࡵ 

 ࠋい࡞ࡽ࡞ࡤࢀࡅ࡞授業時間数及び単位数を習得しࡢ学科目を履修し所定ࡓࢀࡽ

3-1.履修上の࣮般的注意 

 履修ࡉ࡟いし࡚ࠊࡣḟࡢ஦項を守࡞ࡽ࡞ࡤࢀࡅ࡞ࡽい 

(㹟)ୖ⣭年ḟࡢ科目ࠊࡣ原則࡜し࡚履修࡛࡞ࡁいࠋ 

(㹠)クラスを指定ࡓࢀࡉ科目ࡘ࡟い࡚ࠊࡣ原則࡜し࡚自己ࡢクラスࡢ科目以外ࡣ履修 

 ࠋい࡞ࡁ࡛  

(㹡)一ᗘ単位を修得しࡓ科目ࠊࡣ再び履修࡞ࡁ࡛ࡣ࡜ࡇࡿࡍいࠋ 

3-2.授業科目 

 各学年ࡿࡅ࠾࡟授業科目ࠊ年間授業時間数及び単位数ࡣ履修科目表ࡢ通ࠋࡿࡍ࡜ࡾ 

3-3.単位について 

  (単位ࡢ計算方法) 

  授業科目ࡢ単位数ࠊࡣḟࡢ基準ࡾࡼ࡟計算ࠋࡿࡍ࡜ࡢࡶࡿࡍ 

(1)講義ࡘ࡟い࡚1ࠊࡣ時間ࡢ講義࡟対し教室外ࡿࡅ࠾࡟準備ࡢࡵࡓࡢ学習時間を 2時間 

  必要࡜ࡇࡿࡍを考慮し15ࠊ時間ࡢ講義を࡚ࡗࡶ 1単位ࠋࡿࡍ࡜ 

(2)演習・実習及び製図等ࡢ授業ࡘ࡟い࡚2ࠊࡣ時間ࡢ演習・実習及び製図等ࡢ授業࡟ 

   対し教室外࠾࡟い࡚準備ࡢࡵࡓࡢ学習時間を 1 時間必要࡜ࡇࡿࡍ࡜を考慮し30ࠊ      

時間ࡢ演習を࡚ࡗࡶ 1単位ࠋࡿࡍ࡜ 

(3)実験ࡢ授業ࡘ࡟い࡚ࠊࡣ学習ࡍࡀべ࡚実験室等࡛行わ࡜ࡢࡶࡿࢀし࡚45ࠊ時間ࡢ実 

   験を࡚ࡗࡶ 1単位ࠋࡿࡍ࡜ 

3-4.学科目制について 

卒業ࡢ要件࡜し࡚履修し࡞ࡽ࡞ࡤࢀࡅ࡞い࠿否ࠊࡾࡼ࡟࠿ḟࡼࡢう࡟分類ࠋࡿࢀࡉ 

  必 修 科 目㸦必ࡎ履修し࡞ࡽ࡞ࡤࢀࡅ࡞い科目㸧 

  必修選択科目㸦数科目ࡢ中ࡽ࠿学生ࡀ選択しࠊ各学科所定ࡢ単位数を必ࡎ履修しࡅ࡞ 

 い科目㸧࡞ࡽ࡞ࡤࢀ         

 選 択 科 目㸦自由࡟選択し࡚履修ࡿࡍ科目㸧 

 

3-5.出席に関する件 

(1㸧出席ࡣ各科目ࠊ࡟࡜ࡈ科目担当教師ࠋࡿ࡜ࡀ 

(2㸧遅刻者㺂ࡣࡓࡲ早退しࡼうࡿࡍ࡜者ࡣ㺂科目担当教師࡟届出ࠋ࡜ࡇࡿ 

(3㸧Ḟ席しࡼうࡿࡍ࡜者㺂ࡣࡓࡲḞ席しࡓ者ࡣḞ席届を学⣭担任࡟届出ࠋ࡜ࡇࡿ 

 

 

 



3-6.試  験 

(1㸧履修科目ࡢ単位ࡢ認定ࡣ試験ࡾࡼ࡟行うࠋ 

(2㸧試験ࡣ筆記試験㺂口述試験㺂報告書㺂ࡼ࠾び論文審査ࠋࡿࡍ࡜ 

(3㸧単位認定ࡢࡵࡓࡢ試験ࡣ科目担任教師ࡢ計画࡟従࡚ࡗ随時実施ࠋࡿࡍ 

(4㸧学生ࡣ定ࡓࢀࡽࡵ規程࡟従࡚ࡗ履修しࡓ授業科目ࡘ࡟い࡚ཷࡳࡢ験ࠋࡿࡁ࡛ࡀ࡜ࡇࡿࡍ 

(5㸧ཷ験者ࡣ試験場࠾࡟い࡚指定ࡢᗙ席࡟着席し㺂試験中ࡣ常࡟学生証を試験監督者࡟ 

 ࠋ࡜ࡇ置く࡟机ୖ࡟うࡼࡿく見えࡼ  

(6㸧ཷ験者ࡢ遅刻ࠊࡣ当該試験開始後 30分以内ࢀࡇࡣを認ࡀࡿࡵ㺂試験時問ࡢ延長ࡣし࡞ 

  いࠋ 

(7㸧ཷ験者ࡢ退場ࠊࡣ当該試験開始後 30分以内ࢀࡇࡣを許可し࡞いࠋ 

(8㸧追試験ࡣ࡜急病等やࡴを得࡞い஦情ࡾࡼ࡟試験をཷࡓࡗ࠿࡞ࡁ࡛ࡀ࡜ࡇࡿࡅ者࡟対 

  し࡚行う試験をいうࡓࡲࠋ追試験ࡣ 80Ⅼ満Ⅼを原則ࠋࡿࡍ࡜ 

(9㸧再試験ཷࡢ験ࡣ一授業科目ࡘ࡟い࡚原則࡜し࡚㸯回限ࠋࡿࡍ࡜ࡾ 

(10㸧追㺃再試験ཷࡢ験者ࡣ追㺃再試験申込書ཷ࡟験科目㺂ཷ験理由を記入ࡢうえ㺂追・再試験

ཷ験料相当ࡢ証⣬を㈞付し㺂学⣭担任࡟指定日࡟࡛ࡲ提出ࠋࡿࡍ 

(11㸧試験中㺂୙正行Ⅽを行ࡓࡗ者ࡘ࡟い࡚ࡣ㺂試験監督者ࡣ答案用⣬等をྀྲࠊ 退場をࡆୖࡾ

命ࠋࡿࡎ 

 ࠋࡿ懲戒を加え࡚ࡗ従࡟内規ࡣ対し࡚࡟者ࡢࡇ   

(12㸧試験中態ᗘ୙良㺂ࡶしくࡣ試験監督者ࡢ注意࡟反しࡓ者ࡣ࡟㺂試験監督者ࡣ退場を命 

 ࠋࡿࡎ  

 

3-7.成績評価 

(1) 各科目100ࡣⅬ満Ⅼ࡛ホ価し60ࠊⅬ以ୖを࡚ࡗࡶ合格࡜しࠊ所定ࡢ単位ࡀ୚えࠋࡿࢀࡽ

 ࠋࡿࡍ合否を決定ࠊ再試験を行いࡣ対し࡚࡟い科目࡞達し࡟合格Ⅼࠊしࡔࡓ

 ࠋい࡞再ᗘホ価しࡣい࡚ࡘ࡟科目ࡓ得しྲྀ࡟࡛ࡍ (2)

(3) 成績証明書ࠊࡣ㸿ࠊ㹀ࠊ㹁ࡢホ語ࡀ用いࠋࡿࢀࡽ 

 

Ⅼ 数 100～80 79～70 69～60 59以ୗ 

ホ 語 㸿 㹀 㹁 表示ࡎࡏ 

 

 

3-8.進級及び卒業条件 

進⣭条件 

 進⣭ࡣ࡟ࡵࡓࡿࡍḟࡢ条件を全࡚満࡞ࡽ࡞ࡤࢀࡅ࡞ࡉࡓいࠋ 

㸦1㸧各学科所定ࡢ授業科目࡟合格し࡚いࠋ࡜ࡇࡿ 

(2) 期日࡟࡛ࡲ学㈝等を全額納入し࡚いࠋ࡜ࡇࡿ 

 

卒業条件 

 卒業ࡣ࡟ࡵࡓࡿࡍḟࡢ条件を全࡚満࡞ࡽ࡞ࡤࢀࡅ࡞ࡉࡓいࠋ 

㸦1㸧各学科所定ࡢ授業科目࡟合格し࡚いࠋ࡜ࡇࡿ 

(2) 期日࡟࡛ࡲ学㈝等を全額納入し࡚いࠋ࡜ࡇࡿ 



 (3) 卒業ࡢ時期࡟୙足単位数ࡀ 10 単位以ୗࡢ場合࡟限ࠊࡾ㸯年以内࡟୙足単位をྲྀ得ࡍ

 ࠋࡿࡍ࡜卒業ࡤࢀ

 

3 -9. 学科変更に関する件 

(1) 入学当初ࠊ㸯ヶ月以内࠾࡟い࡚学科変更を希望ࡿࡍ者ࠊࡣ学科変更届㸦第㸲号様式㸧 

ࠊࡾ限࡟場合ࡿあࡀ余裕ࡢ定員࡟希望学科ࠋࡿ願い出࡟必要஦項を記入し学⣭担任࡟  

選考ࡢうえࠊ変更ࡀ認ࠋࡿࢀࡽࡵ変更を認ࡓࢀࡽࡵ者ࡣ変更届࡟学⣭担任ࡢ認印をཷ

旧学生証࡟日ࡓ指定しࡀ஦務局ࡣ新学生証ࠋࡿࡍ提出࡟写真一葉を添え࡚஦務局ࠊࡅ

 ࠋࡿࢀࡉ渡࡟替えࡁ引࡜

 

(2㸧学⣭担任ࡢ指示ࡣࡓࡲ本人ࡢ希望ࡾࡼ࡟同一学科を繰返し履修しࡼうࡿࡍ࡜者ࡣ学科 

  変更届㸦第㸲号様式㸧࡟必要஦項を記入しࠊ父母ࠊࡣࡓࡲ保証人ࡢ承諾書を添え࡚ࠊ学

⣭担任࡟願い出ࠋࡿ変更を認ࡓࢀࡽࡵ者ࡣ変更届࡟学⣭担任ࡢ認印をཷࠊࡅ父母ࡣࡓࡲ 

  保証人ࡢ承ペ書࡜写真一葉を添え࡚஦務局࡟提出ࠋࡿࡍ 

 

3-10.休学࣭復学および自主退学に関する件 

(1) 休  学 

 㸦イ㸧傷病ࡣࡓࡲやࡴを得࡞い理由ࡾࡼ࡟休学しࡼうࡿࡍ࡜者ࡣ休学届㸦第㸳号様式㸧    

承諾書ࡢ保証人ࡣࡓࡲ㸧父母ࡳࡢ場合ࡢ診断書㸦傷病ࡢ医師ࠊ必要஦項を記入し࡟

をそえ࡚ࠊ学⣭担任࡟願い出ࠋࡿ休学を認ࡓࢀࡽࡵ者ࠊࡣ休学届࡟学⣭担任ࡢ認印

をཷࡅ医師ࡢ診断書㸦傷病ࡢ場合ࡳࡢ㸧ࠊ承諾書ࡼ࠾び学生証を添え࡚஦務局࡟提出

 ࠋࡿࡍ

(ロ) 休学期間ࡣ休学ࡢ認可をཷࡓࡅ日ࡽ࠿一ヶ年以内ࠋࡿࡍ࡜ 

 (ハ) 休学期間中࡛あࠊࡶ࡚ࡗそࡢ஦由ࡀ終ࡣࡁ࡜ࡓࡗ許可を得࡚ࠊ復学࡛ࡀ࡜ࡇࡿࡍ

 ࠋい࡞ࡁ復学࡛ࡣ࡟学⣭ࡢ休学時ࠊ但しࠋࡿࡁ

 㸦஧㸧休学期間中ࡣ学㈝を納入し࡞く࡚ࡼいࠋ 

② 復  学 

 㸦イ㸧復学ࡢ時期 原則࡜し࡚㸲月㸯日ࠋࡿࡍ࡜ 

 㸦ロ㸧復学ࡢ手続期間 㸰月㸯日～㸰月 2９日                           

㸦ハ㸧復学しࡼうࡿࡍ࡜者ࡣ復学届㸦第㸴号様式㸧࡟必要஦項を記入しࠊ休学時ࡢ学⣭

担任࡟願い出ࠋࡿ休学前ࡢ成績ࠊ出席状況等を考慮しࠊ該当学科࡟復学ࡀ認ࡽࡵ

 ࠋࡿࢀ

   復学を認ࡓࢀࡽࡵ者ࠊࡣ復学届࡟学⣭担任ࡢ認印をཷࠊࡅ写真一葉を添え࡚஦務 

 ࠋࡿࡍ提出ࠊ࡟

㸦3㸧自主退学 

  傷病ࡣࡓࡲやࡴを得࡞い理由ࡾࡼ࡟退学しࡼうࡿࡍ࡜者ࠊࡣ退学届㸦第㸵号様式㸧࡟

必要஦項を記入ࠊ医師ࡢ診断書㸦傷病ࡢ場合ࡳࡢ㸧ࠊ父母ࡣࡓࡲ保証人ࡢ承諾書を添え

࡚学⣭担任࡟願い出ࠋࡿ退学を認ࡓࢀࡽࡵ者ࡣ退学届࡟学⣭担任ࡢ認印をཷࠊࡅ医師

 ࠋࡿࡍ提出࡟び学生証を添え࡚஦務局ࡼ࠾承諾書ࠊ㸧ࡳࡢ場合ࡢ診断書㸦傷病ࡢ

 

 



V. 各 種 資 格 
 

資格ࡢ意義 
 

 職業ࡢ中࡟㺂人ࡢ生࿨や㈈産࡟直接㺃間接࡟影響ࢆ୚えࡀࡢࡶࡿあࡼࡢࡑࠋࡿう࡞௙஦࡟ 

従஦ࡿࡍⅭࡣ࡟㺂最ప限ࡢ知識や能力࡞ࡑࢆえ࡚いࡿ஦ࡀ要求ࡢࡑࠋࡿࢀࡉ能力ุࢆ定ࡿࡍ 

 ࠋࡿ国家試験やᢏ能検定試験࡛あࡀ職業資格制度ࡿ

保証࡟客観的ࢆ処理能力ࡢ社会的地఩や業ົ解決ࡢ一定ࡾࡼ࡟㺂法ᚊࡣ㺂資格ྲྀ得者࡟故ࢀࡑ 

 ࡚ࡋ評価࡚ࡋ࡜対象ࡢ㺂特ู昇格㺂特ู手当や人஦考査ࡶい࡚࠾࡟㹿企業ࡿい࡚ࢀࡉ

い࡛ࡢࡿ㺂ࡾ࠿ࡗࡋ勉学ࡋ資格ྲྀࢆ得ࡽࡶ࡚ࡋいࡓいࠋ 

 ḟྲྀ࡟得可能࡞資格ࡘ࡟い࡚説明࡛ࡢࡃ࠾࡚ࡋ勉強ࡢ成果ࢆ十ศ࡟Ⓨ揮ࡋ㺂悔い࡞ࡢい 

学生生活ࢆ送࡚ࡗほࡋいࠋ 

 ࠋいࡓいࡽࡶ࡚ࡋ相談࡟先生ࡢ㺂担当学科ࡣい࡚ࡘ࡟資格ࡿあࡢ㺂興味ࡓࡲ 

 

ྲྀ得資格－覧表 

 

ྲྀ 得 資 格 
指定(認定) 

権   者 
 摘      要  ྲྀ得可能学科 

第  㸰  種 

電 気 工 ஦ 士 

経 ῭ 産 業 

大   臣 

電気工஦ࡢᢏ術ࢆ修得ࡓࡋ者࡛都㐨府県知஦ࡀ

実᪋ࡿࡍ試験࡟合格ྲྀ࡚ࡗࡼ࡟࡜ࡇࡿࡍ得࡛ࡁ

 ࠋࡿ

 科࣮ࢪࣟࣀࢡࢸ

電気工学ࢫ࣮ࢥ 

第㸰࣭㸱種電気 

主 任 ᢏ 術 者 

経 ῭ 産 業 

大   臣 

電気工作物ࡢ工஦㺂維持㺃運用࡟関ࡿࡍᢏ術ࢆ修

得ࡓࡋ者࡛㺂通産大臣ࡀ実᪋ࡿࡍ国家試験࡟合格

୚えࡀ資格࡟者ࡓࡋ認定ࡀ者㺂及び通産大臣ࡓࡋ

 ࠋࡿࢀࡽ

 科࣮ࢪࣟࣀࢡࢸ

電気工学ࢫ࣮ࢥ 

応用情報ᢏ術者 
経 ῭ 産 業 

大   臣 

情報処理ศ㔝࡛ࡢ基本的࡞国家試験࡛ࠋࡍ 

情 報 処 理 科 

基本情報ᢏ術者 
経 ῭ 産 業 

大   臣 

情 報 処 理 科 

㺗 ﾞ ｰ ﾑ 㺖 ﾘ ｴ ｲ ﾀ ｰ科 

I T ࣃ ࢫ ࣏ ࣮ 卜 
経 ῭ 産 業 

大   臣 

࢚ンࢥࢨ࣮ࣘࢻン࢕ࢸ࣮ࣗࣆンࡿࡍࢻ࣮ࣜࢆࢢ

人材ࢆ育成ࡵࡓࡿࡍ㺂初級㺂ୖ級ࡢ༊ศ࡛評価ࢆ

行うࠋ 

情 報 処 理 科 

㺗 ﾞ ｰ ﾑ 㺖 ﾘ ｴ ｲ ﾀ ｰ科 

CG-ARTS 協会検定 文部科学省 
公益㈈団法人画像情報教育振興協会㸦略称：

CG-ARTS協会㸧ࡀ実᪋ࡿࡍ検定試験ࠋ 

 

CG 科࣮ࢼ࢖ࢨࢹ

㺗ﾞ ｰ ﾑ 㺖 ﾘ ｴ ｲ ﾀ ｰ科 

情 報 処 理 科 

旅 行 業 ົ ྲྀ 扱 

管理者(総合㺃国内) 旅行業協会 

総合ࡣ日本旅行業協会ࡢ実᪋ࡿࡍ試験㺂国内ࡣ全

国旅行業協会ࡢ実᪋ࡿࡍ試験࡟合格ྲྀ࡜ࡿࡍ得

 ࠋࡿࡁ࡛

情 報 処 理 科 

公 ົ 員 学 科 

O r a c l e 認定

J a v a 

 ࣐ࣛࢢࣟࣉ

日 本 

࢜ ࣛ ࢡ ࣝ 

㈱ 

日本࡛࢜ࣛୖࡓࡋ習得ࢆ基礎知識ࡢ࣒ࣛࢢࣟࣉ

ࡁ得࡛ྲྀ࡜ࡿࡍ合格࡟試験ࡿࡍ実᪋ࡀ(株)ࣝࢡ

 ࠋ毎日ཷ験可能ࡢ᭶～金ࡣ㹿試験ࡿ
情 報 処 理 科 



ྲྀ 得 資 格 
指定(認定) 

権   者 
摘      要 ྲྀ得可能学科 

Ｍ㹁Ｐ࣐ࣟࢡ࢖ 

 認定ᢏ術ࢺࣇࢯ

資 格 

࣐ ࢖ ࢡ ࣟ 

ࢯ ࣇ 卜 

米࣐ࢺࣇࢯࣟࢡ࢖社ࡢ製品ࡢᢏ術的資格࡟関ࡍ

࡝試験問題࡛㺂ࡢ㹿世界共通ࡍ認定資格制度࡛ࡿ

ࡋ࡜資格ࡿࡍ通用࡟世界的ࡶ࡚ࡋ言語࡛ཷ験ࡢ

࡚認ࡍࡲࢀࡽࡵ㹿本校࣮ࣂ࣮ࢧࡣ㺃ࢺࢵࢿワ࣮ࢡ

系ࡢ MCPࢽ࣮ࣞࢺンࢢ認定校(㸿㸿ＴＰ)࡚ࡗ࡞࡜

いࡍࡲ㹿 

情 報 処 理 科 

消 防 設 備 士 
自 治 省 

( 総 ົ 省 ) 

電気関ಀࡢᢏ術ࢆ修得ࡓࡋ者࡛消防法࡟基࡙ࡃ

国家検定試験࡟合格ྲྀ࡚ࡗࡼ࡟࡜ࡇࡿࡍ得࡛ࡁ

 ࠋࡿ

 科࣮ࢪࣟࣀࢡࢸ

電気工学ࢫ࣮ࢥ 

建 築 学 科 

஧級࣮࣎ࣛ࢖ 

ᢏ士 
労 働 局 長 

者࡛㺂労働基準ࡓࡋ修得ࢆᢏ術ࡿࡍ関࡟࣮ࣛ࢖࣎

局長ࡀ実᪋ࡿࡍ国家試験࡟合格ࡗࡼ࡟࡜ࡇࡿࡍ

࡚ྲྀ得࡛ࠋࡿࡁ 

 科࣮ࢪࣟࣀࢡࢸ

電気工学ࢫ࣮ࢥ 

㸰 級 自 動 車 

整  備  士 
運 輸 省 

運輸省ࡢ指定ࡿࡍ養成᪋設࡛所定ࡢ課程ࢆ修了

行ࡀᚋ㺂㸦社㸧日本自動車整備振興会連合会ࡓࡋ

う試験࡟合格ྲྀ࡚ࡗࡼ࡟࡜ࡇࡿࡍ得࡛ࠋࡿࡁ 
自動車整備科 

中 ྂ 自 動 車 

査  定  士 
日 本 自 動 車 

査 定 協 会 
日本自動車査定協会ࡀ行う研修ࢆ終

了ࡋᢏ能検定試験࡟合格ྲྀ࡜ࡿࡍ得࡛ࠋࡿࡁ 
自動車整備科 

࢞ ࢫ 溶 接 ᢏ 能 

講     習 
労 働 基 準 

局   長 

労働基準局長ࡢ指定教育機関ࡀ実᪋ࡿࡍ全講習

得࡛ྲྀ࡚ࡗࡼ࡟஦ࡿࡍ合格࡟㺂修了試験ࡋ講ཷࢆ

 ࠋࡿࡁ
自動車整備科 

溶接特ูࢡ࣮࢔

教 育 講 習 
労 働 基 準 

局   長 

労働基準局長ࡢ指定教育機関ࡀ実᪋ࡿࡍ全講習

得࡛ྲྀ࡚ࡗࡼ࡟஦ࡿࡍ合格࡟㺂修了試験ࡋ講ཷࢆ

 ࠋࡿࡁ
自動車整備科 

㹁 㸿 㹂 利 用 

ᢏ  術  者 

(社)日本ࢼࢯ࣮ࣃ

ンࢥࣝ ࣗࣆ ࣮タ 

 協会࢔卜࢙࢘ࣇࢯ

㹁㸿㹂ࢆ利用ࡋ㺂一定水準ࡢᢏ術࡟㐩࡚ࡋいࡿ人

 ࠋࡿあࡀ行い㺂1級㺂2級ࢆ認定ࡢ
自動車整備科 

一 級 建 築 士 
国 土 交 通 

大   臣 

建築関ಀࡢᢏ術ࢆ修得ࡓࡋ者࡛国土交通大臣ࡀ

実᪋ࡿࡍ国家試験࡟合格ྲྀ࡚ࡗࡼ࡟࡜ࡇࡿࡍ得

実ົࡢ㺂一定期間ࡾࡼ࡟学Ṕࡣ㹿ཷ験資格ࡿࡁ࡛

経験ࡀ必要࡚ࡗ࡞࡜いࠋࡿ 

建 築 学 科 

஧ 級 建 築 士 
都 㐨 府 県 

知   ஦ 

建築関ಀࡢᢏ術ࢆ修得ࡓࡋ者࡛都㐨府県知஦ࡀ

実᪋ࡿࡍ試験࡟合格ྲྀ࡚ࡗࡼ࡟࡜ࡇࡿࡍ得࡛ࡁ

࡚ࢀࡽࡅわ࡟㺂ヲ細࡚ࡗࡼ࡟学Ṕࡣ㹿ཷ験資格ࡿ

いࠋࡿ 

建 築 学 科 

㸯級࣭㸰級᪋工 

管 理 ᢏ 士 

(㈈)全国建設

研修ࢭンタ࣮

( ㈈ ) 建 設 業 

振 興 基 金 

各種目࡟関ࡿࡍᢏ術ྲྀࢆ得ࡓࡋ者࡛㺂各指定権者

ࡗࡼ࡟࡜ࡇࡿࡍ合格࡟ᢏ術検定試験ࡿࡍ実᪋ࡀ

࡚ྲྀ得࡛ࡿࡁ㹿ཷ験資格ࡣ学Ṕ࡚ࡗࡼ࡟ศࢀࡽࡅ

 ࠋࡿࡍ࡜必要ࢆ実ົ経験ࡶࢀࡎいࠊࡾ࠾࡚

 科࣮ࢪࣟࣀࢡࢸ

電気工学ࢫ࣮ࢥ 

建 築 学 科 

乙 種 第 四 類 

危 険 物 ྲྀ 扱 者 

( ㈈ ) 消 防 

試 験 研 究 

ࢭ ン タ ࣮ 

火災ࡢ࡝࡞災害ࢆ予防࡛ୖࡿࡍ㺂危険物ࢆ㺂一定

㔞௨ୖ貯蔵ྲྀࡾࡓࡋ扱う危険物᪋設࠾࡟い࡚㺂ࡑ

ࢆ࡝࡞定期Ⅼ検ࡢ᪋設ࠊ扱い作業や保Ᏻ┘督ྲྀࡢ

行いཷࠋࡍࡲ験資格ࡘ࡟い࡚ࡣ制限ࡀあࡏࡲࡾ

 ࠋࢇ

全  学  科 



ྲྀ 得 資 格 
指定(認定) 

権   者 
摘      要 ྲྀ得可能学科 

簿 記 検 定 
日    本 

商    工 

会  議  所 

各商工会議所࡛実᪋ࡿࡍ㸯級～㸲級ࡢ簿記検定

資格࡟合格ࡿࡍ஦ྲྀ࡚ࡗࡼ࡟得࡛ࡿࡁ㹿ཷ験資格

 ࠋࡿࡁ験࡛ཷࡶ㺂誰࡛ࡃ無ࡀ制限ࡣ࡟

情 報 処 理 科 

日 商 Ｐ 㹁 検 定 

文 書 作 成 

日    本 

商    工 

会  議  所 

日本商工会議所ࡀ実᪋ࡿࡍ 1級～3級ࡢ検定試験

合格ྲྀ࡚ࡗࡼ࡟࡜ࡇࡿࡍ得࡛ࡿࡁ㹿試験ࡣ㺂各級

ࡢ実ᢏ試験࡜知識試験ࡶ࡜ 2科目࡛行わࠋࡿࢀ 

情 報 処 理 科 

日 商 Ｐ 㹁 検 定 

ࢹ ࣮ タ 活 用 

日    本 

商   工 

会 議 所 

日本商工会議所ࡀ実᪋ࡿࡍ 1級～3級ࡢ検定試験

合格ྲྀ࡚ࡗࡼ࡟࡜ࡇࡿࡍ得࡛ࡿࡁ㹿試験ࡣ㺂各級

ࡢ実ᢏ試験࡜知識試験ࡶ࡜ 2科目࡛行わࠋࡿࢀ 

情 報 処 理 科 

ࢫ ࢿ ࢪ ࣅ

能 力 検 定

㸦㹀   検㸧 
文部科学省 

社会人࡚ࡋ࡜必要ࢫࢿࢪࣅࡿࢀࡉ࡜知識㺃社会常

識㺃࣐࣮ࢼやࣝ࢟ࢫ等ࡢ学習成果ࡢ客観的評価

 ࠋ༊ศ࡛行うࡢ㸯級㺂㸰級㺂㸱級ࠊࢆ

全  学  科 

福 祉 ఫ 環 境 

タ࣮࣮ࢿ࢕ࢹ࣮ࢥ

検 定 㸰 級 㺃 㸱 級 

東 京 商 工 

会 議 所 

各商工会議所࡛実᪋ࡿࡍ㸰級ࠊ㸱級ࡢ福祉ఫ環境

ࡼ࡟࡜ࡇࡿࡍ合格࡟タ࣮検定試験࣮ࢿ࢕ࢹ࣮ࢥ

 ࠋࡿࡁ得࡛ྲྀ࡚ࡗ

全  学  科 

Microsoft 

Office 

S p e c i a 1 i s t 

࣐ ࢖ ࢡ ࣟ 

ࢯ ࣇ  ࢺ

米࣐ࣇࢯࣟࢡ࢖卜社ࢫࢿࢪࣅࡢ用ࣇࢯ卜

Microsoft Office ࡍ認定試験࡛㺂合格࡞世界的ࡢ

㺂ࡶ࠿ࡋ㹿ࡍࡲࢀࡽࡵ認ࢆ資格ࡢࡑ全世界࡛ࡤࢀ

本校ࡢࢺࣇࢯࣟࢡ࢖࣐ࡣ IT Academy ࣮ࣂン࣓ࡢ

本ࡘ࠿㺂ࡁ験科࡛ཷ験࡛ཷࡢ格Ᏻࡾࡼ通常࡛ࡢ࡞

校ཷࡣ験会場Ⓩ録࡚ࡋࡶい࡛ࡢࡿ㺂本校࡛試験ࡀ

 ࠋࡍࡲࢀࡽࡅཷ

全  学  科 

建築㹁㸿㹂検定 

準 1 級㺃2 級㺃3 級 

( 社 ) 全 国 

建築㹁㸿㹂 

連 盟 

建築用ᅗ面ࢆ㹁㸿㹂ࢆ使࡚ࡗᥥࡃᢏ㔞ࢆᅗࡿ試

験࡛ࠊ୚えࡓࢀࡽ課題ᅗ面ࢆ㹁㸿㹂ࢆࢺࣇࢯ使ࡗ

࡚ṇࡿࡍࢫ࣮ࣞࢺࡃࡋᢏ能ࢆᅗࠊࡿあࡿいࡣ୚え

実力ࡿࡍ作成ࢆ建築一般ᅗࡁ基࡙࡟条件ࡓࢀࡽ

建築࡞基礎的ࡃ࡞࡛ࡳࡢ㹁㸿㹂ᢏ術ࠊ࡝࡞ࡿᅗࢆ

知識ࡀ必要࡚ࢀࡉ࡜いࡿ資格試験࡛ࠋࡍ 

建 築 学 科 

㈍  売  士 
日 本 商 工 

会  議  所 

㺀流通業界࡛唯一ࡢ公的資格㺁࡚ࡋ࡜社会的ࡶ࡟

高い信頼࡜評価ࢆ得࡚いࠋࡍࡲ 
情 報 処 理 科 

診療報酬請求 

஦ົ能力認定 

(㈈ )日本་

療保険஦ົ 

協 会 

診療報酬請求஦ົ࡟従஦ࡿࡍ者ࡢ資質ࡢ向ୖࢆ

ᅗࠊࡵࡓࡿ㈈団法人日本་療保険஦ົ協会ࡀ実᪋

 ࠋࡍ全国一斉統一試験࡛ࡿࡍ

་ 療 秘 書 科 

་ 療 ஦ ົ

ᢏ 能 審 査 
(㈈ )日本་

療教育㈈団 

་療஦ົ職ࡢᢏ能や知識ࡘ࡟い࡚㺂ࣞ࣋ࣝࡀ客観

的ุ࡟断࡛ࡿࡁ試験࡚ࡋ࡜㺂་療機関ࡢࡑࡶࡽ࠿

意義ࡀ高ࡃ評価࡚ࢀࡉいࠋࡍࡲ 

་療秘書科 



ྲྀ 得 資 格 
指定(認定) 

権   者 
摘      要 ྲྀ得可能学科 

商業᪋設士補 

(社 )商業᪋

設ᢏ術者㺃団

体 

連 合 会 

商業᪋設士試験認定課程ࢆ卒業ࡓࢀࡉ方(卒業見

込者ࢆ含࡟(ࡴ対࡚ࡋ㺂学校長ࡢ推薦ࡀあࡾ㺂ࡘ࠿

所定ࡢ資格講習会ཷࢆ講ࡾࡼ࡟࡜ࡇࡿࡍ資格ࡀ

得ࠋࡍࡲࢀࡽ 

建 築 学 科 

商業᪋設士 

(社 )商業᪋

設ᢏ術者㺃団

体 連 合 会 

商業᪋設全体ࡢ専門家࡚ࡋ࡜認定ࡿࢀࡉ資格㹿満

20ṓ௨ୖ࡛ࠊ学科試験㺃設計製ᅗ試験ࡢ両方࡟合

格ࡓࡋ者࡟୚えࡿࢀࡽ㹿商業᪋設士補ྲྀ得者ࡣ㺂

学科試験ࡀ免㝖ࢀࡉ㺂設計製ᅗ試験ࠋࡿ࡞࡜ࡳࡢ 

建築学科 

秘 書 検 定 
(㈈ )実ົᢏ

能検定協会 

文書ࡢ作成やࣜ࢖࢓ࣇンࢢ㺂࣮ࣝࣗࢪࢣࢫ管理㺂

ࢆ基本能力࡞必要࡚ࡋ࡜㺂秘書࡝࡞㺃接遇࣮ࢼ࣐

試ࡍ検定試験࡛㺂毎ᖺ 20万人近い人ཷࡀ験ࡿࡍ定

番資格࡟ࡅࡔ認知度ࡣ高ࠊࡃ多ࡢࡃ企業࡛資格手

当ࡀ出ࡾࡓ㺂人஦考課ࡢ材料࡚ࢀࡉ࡜いࠋࡍࡲ 

་ 療 秘 書 科 

柔 㐨 整 復 師 
厚 生 労 働 

大   臣 

3ᖺ௨ୖ㺂文部科学大臣ࡢ指定ࡓࡋ学校ࡣࡓࡲ厚

生労働大臣ࡢ認定ࡓࡋ養成᪋設ࢆ卒業ࡓࡋᚋ㺂厚

生労働大臣ࡀ実᪋ࡿࡍ国家試験࡟合格࡜ࡇࡿࡍ

 ࠋࡿࡁ得࡛ྲྀࡾࡼ࡟

柔㐨整復科 
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Ⅵ 学生生活 
 

㸯．学生心得 

 

1-1 学生証 

㸦1㸧Ⓩ校ࡢ際ࠊࡣ必ࡎ学生証ࢆ携行ࠋ࡜ࡇࡿࡍ 

㸦2㸧学生証ࠊࡣ入学手続ࡁ完了ᚋ࡟交付ࠋࡿࢀࡉ学生証ࠊࡣ࡟学校当局者௨外ࡢ者ࡢグ入

 ࠋࡃ除ࢆ学生グ入欄ࡋࡔࡓࠋࡿࡎ禁ࢆ

㸦3㸧学生証ࠊࡣḟࡢ場合ࢆࢀࡇ呈示࡞ࡽ࡞ࡤࢀࡅ࡞ࡋいࠋ 

㸦イ㸧本校職員ཬび本校警備員ࡢ請求ࡀあࡓࡗ場合ࠋ 

㸦ࣟ㸧本校ᅗ書室࡚࡟閲覧ࡿࡍ場合ࠋ 

㸦ࣁ㸧各種証明書ཬび学校学生生ᚐ旅客㐠賃割引証㸦学割証㸧ࡢ交付ࡿࡅཷࢆ場合ࠋ 

㸦ニ㸧試㦂ࡿࡅཷࢆ場合ࠋ 

㸦4㸧学生証ࠊࡣḟࡢ場合直࡟ࡕ஦務局࡟返納࡞ࡽ࡞ࡤࢀࡅ࡞ࡋいࠋ 

㸦イ㸧༞業ࡁ࡜ࡓࡋ 

㸦ࣟ㸧㏥学あࡿいࠊࡣ除籍ࡾࡼ࡟学籍ࢆ失ࠋࡁ࡜ࡓࡗ 

㸦ࣁ㸧休学ࠋࡁ࡜ࡿࡍ 

㸦5㸧学生証ࢆ⣮失又ࡣ破損ࠊࡣࡁ࡜ࡓࡋ⣮失࣭ 破損ᒆࢆ஦務局࡟提出ࠊࡋ再交付ࠋࡿࡅཷࢆ 

 

1-2 Ⓩ下校時間 

 Ⓩ校時間ࡣ午前 8時௨ᚋࠊୗ校時間ࡣ午ᚋ 7時௨前ࡋࡔࡓࠋࡿࡍ࡜許可ࢆ得࡚指ᐃࢀࡉ

 ࠋࡿࡼ࡟規程ࡢࢀࡒࢀࡑࠊࡣ場合ࡿࡍ利用ࢆ活動等࡛校舎ෆࣈࣛࢡ学校行஦࣭ࠊ場所࡛ࡓ

 

1-3 服装 

学生ࡋࡽい清潔࡞服装࡛通学ࠋ࡜ࡇࡿࡍ学生ࡋࡽい服装ࠊࡣ࡜い࡟ࡽࡎࡓ流行࡟流ࢀࡉ

 ࠋࡿ服装࡛あ࡞い清潔ࡋわࡉふ࡟ࡢࡿࡵ修ࢆ学業ࠊࡎ

 

1-4 喫煙 

㸦1㸧満 20ṓ未満ࡢ学生ࠊࡣ絶対࡟ႚ煙࡞ࡋいࠋ࡜ࡇ 

㸦2㸧校地ෆ࡛ࡣ指ᐃࡢႚ煙所௨外࡛ࡢႚ煙ࢆ禁ࠋࡿࡎ 

 

1-5 自動車࣭自動஧輪によࡿ通学 

 通学࡟自動車ࡣࡓࡲ自動஧㍯ࡢ使用ࢆ希望ࡿࡍ場合ࠊࡣ஦前࡟ 500෇ࡢ収入証⣬ࢆ㈞付

 ࠋい࡞ࡽ࡞ࡤࢀࡅ࡞ࡅཷࢆ許可ࡢ学校長ࠊ࡚ࡋ提出ࢆ許可願いࡢ所ᐃࡓࡋ

 許可ࡓࡅཷࢆ学生ࠊࡣ学生駐車場ࡼ࠾び駐㍯場ࡢ美化ࠊ維持管理࡟ດ࡞ࡽ࡞ࡤࢀࡅ࡞ࡵ

いࠋ 

 

1-6 臨時休講 

㸦1㸧公共交通機関ࡢࢺࢫࡀ場合ࠊ始Ⓨࢺࢫ࡟࡛ࡲ中Ṇ࿨௧ࡀ出࡞ࢀࡉい時ࡣ休講ࠋࡿࡍ࡜ 

㸦2㸧異常気象等ࡢ場合ࠊࡣ状況࡟応࡚ࡌ決ᐃࠋࡿࡍ 

 

1-7 学用品࣭食券等の販売及びコインコ࣮ࣆサ࣮ࣅス 

㸦1㸧学用品等ࡢ販売ࡣ売店࡛ࠊ食券ࡢ販売ࡣ売店࡜食堂࡛行うࠋ 
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㸦2㸧勉学ࡢ能率向ୖࢆ目的࡚ࡋ࡜文献等࣮ࣆࢥࡢサ࣮ࢆࢫࣅ売店࡟備え付࡚ࡅあࠊ࡛ࡢࡿ

所ᐃࡢ料金ࢆ払込ࠊࡳ使用ࠋ࡜ࡇࡿࡍ 

㸦3㸧売店ࡢ営業時間ࠊࡣᖹ常授業期間ࡢḟࡢ時間帯ࡢ休ࡳ時間ࠋࡿࡍ࡜ 

᭶曜᪥～金曜᪥ 9:00～15:00 

土࣭᪥曜࣭⚃祭᪥ 原則࡚ࡋ࡜営業࡞ࡋい 

 

 

㸰．学生஦務 

 

 

2-1 ஦務局業務ྲྀ扱時間 

 ஦務ཷ付ࡼ࠾び金銭出納ྲྀࡢ扱時間ࡣḟࠋࡿࡍ࡜ࡾ࠾࡜ࡢ 

᭶曜᪥～土曜᪥ 9:00～17:00 

᪥曜࣭⚃祭᪥ 原則࡚ࡋ࡜行わ࡞い 

 

2-2 各種証明書のⓎ行 

 各種証明書ࢆ必要ࡿࡍ࡜場合ࠊࡣ஦前࡟஦務局備付ࠕࡢ証明書交付願 旅行用学割証ࠕࠊࠖ

交付申請書ࠖ等࡟必要஦項ࢆグ入ࠊࡋ学⣭担任࡟認印ࠊࡅཷࢆ手数料ࢆ添え࡚஦務局࡟提

出ࠋࡿࡍ 

 各種証明書ࠊࡣ原則࡚ࡋ࡜翌᪥Ⓨ行ࠊࡾ࡞࡜学生証ࢆ提示ࡋࡔࡓࠋࡿྲྀࡅཷࡋ授業料ࡑ

 ࠋい࡞行わࡣⓎ行ࡢ各種証明書ࠊࡣ࡚ࡋ対࡟者ࡢ௚未納ࡢ

各種証明書Ⓨ行手数料ࡣḟ表ࡢ通ࠋࡿࡍ࡜ࡾ 

 

証明書ࡢ種別 手数料㸦୍通ࡁࡘ࡟㸧 備   考 

在 学 証 明 書 300෇  

ᡂ 績 証 明 書 300෇  

༞ 業 証 明 書 400෇  

༞業見込証明書 300෇ ༞業学ᖺࡢ前学期ࢆ終了ࡓࡋ時Ⅼ࠾࡟い࡚Ⓨ行 ※ 

休 学 証 明 書 300෇  

㏥ 学 証 明 書 300෇  

出 席 証 明 書 300෇  

推 薦 状 300෇ ※ 

仮 学 生 証 100෇  

電 気 工 ஦ 士 300෇  

修 了 証 明 書 300෇  

学Ṕ༊ศ証明書 300෇  

ࣅ ࢜ ࢺ ࣮   300෇ ࣉ

建 築 士 試 㦂 

指ᐃ科目修得単位

証明書࣭༞業証明書 

400෇  

英文ࡢ各種証明書 500෇  

学 生 証 再 Ⓨ 行 2000෇ ※ 

旅行用学割証明書 20෇  

  証明書 300෇ࡢ௚ࡢࡑ

 

注 1 各種証明書手数料ࡢ納入ࡣ஦務局ࡾྲྀ࡚࡟扱うࠋ 

注 2 ※印ࡣ学⣭担任ࡢ認印ࠋ࡜ࡇࡿࡅཷࢆ 
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㸦1㸧推薦状ࡢⓎ行 

就職࡟࡝࡞必要࡞学校長ཬび教育部長ࡢ推薦状ࠊࡣᡂ績ཬび出席良好ࠊ操行善良࡞

 ࠋࡿࡍⓎ行࡚ࡋ対࡟者ࡿ

㸦2㸧通学証明書ࡼ࠾ࠊび旅行用学割証ࡢⓎ行 

㸦イ㸧通学証明書ࡢⓎ行 

㸦㹟㸧ࢫࣂ通学ᐃ期券ࢆ購入ࡿࡍ場合ࠊࡣ஦務局࡛通学証明書ࡢ交付ࠋࡿࡅཷࢆ

販売ࠊ࡛ࡢࡿ࡞࡟証明書ࡀ学生証ࠊࡣ場合ࡿࡍ購入ࢆJR通学ᐃ期券ࠊ࠾࡞

窓口࡟提示ࡿࡍ 

㸦㹠㸧通学証明書ࡣⓎ行ࡢ᪥ࡾࡼ 15᪥間᭷効࡛あࠊࡽ࠿ࡿ᪩࡟ࡵ申請ࠋ࡜ࡇࡿࡍ 

㸦ࣟ㸧旅行用学割証ࡢⓎ行 

㸦㹟㸧 旅行用学割証ࢆ必要ࠕࠊࡣࡢࡶࡿࡍ࡜旅行用学割証交付申請書ࠖࢆ஦務局

 ࠋ࡜ࡇࡿࡅཷࢆ交付ࠊࡋ提出࡟

㸦㹠㸧旅行用学割証ࡣⓎ行ࡢ᪥ࡾࡼ 3ヵ᭶間᭷効࡛あࠋࡿ 

 

2-3 本人氏名࣭住所、学費支払者氏名࣭住所、保護者氏名࣭住所等の変更 

 本人氏ྡ࣭住所ࠊ学㈝支払者氏ྡ࣭住所ࠊ保護者氏ྡ࣭住所等ࢆ変更ࡓࡋ場合ࠕࠊࡣ氏ྡ࣭

住所変更ᒆࠖ࡟必要஦項ࢆグ入ࠊࡋ担任ࡾࡼ認印ࠊࡅཷࢆ஦務局࡟提出ࠋࡿࡍ 

 

 

㸱．学生への連絡 

 

 

3-1 掲示 

 学生࡟対ࡿࡍ学校通㐩ࠊࡣ掲示ࡾࡼ࡟行うࠋ 

 掲示ࡓࢀࡉ通㐩஦項ࠊࡣ関係ࡢあࡿ学生全員࡟通㐩࡚ࡋ࡜ࡢࡶࡓࢀࡉ扱うࠋᚑ࡚ࡗ掲示

 ࠋい࡞ࡽ࡞࡟⏤理ࠊࡣ࡜ࡇいう࡜ࡓࡗ࠿࡞ࡽ知ࢆ通㐩஦項ࡽ࠿ࡓࡗ࠿࡞見ࢆ

࡟཭人等ࠊࡣࡁ࡜い࡞ࡁ病気等࡛Ⓩ校࡛ࠋ࡜ࡇࡿ見ࢆ掲示ࡎ必ࡣ際ࡢⓏୗ校時ࠊ࡟えࡺ 

連絡࡚ࡋ貰うࡼう心ࠋ࡜ࡇࡿࡅࡀ 

㸦1㸧掲示板ࡢ位置 

㸦イ㸧学校通㐩஦項ࠊࡣ教室棟㸯階学生࣮ࣟࣅ掲示板ࠊ学生食堂掲示板ࡼ࠾び各教室

掲示板ࠋࡿࡍ࡜ 

㸦ࣟ㸧各࡟ࢫࣛࢡ対ࡿࡍ通㐩஦項ࠊࡣ各教室ࡢ掲示板ࠋࡿࡍ࡜ 

㸦ࣁ㸧求人関係࡟関ࡿࡍ通㐩஦項ࡣ教室棟㸯階学生࣮ࣟࣅ掲示板ࡼ࠾ࠊび本部棟㸰階

࢟ャࣜ࢔サ࣏࣮ࢺセンタ࣮ෆࡢ求人関係掲示板ࠋࡿࡍ࡜ 

㸦ニ㸧ࣈࣛࢡ活動関係等࡟関ࡿࡍ通㐩஦項ࡣ教室棟㸯階学生࣮ࣟࣅ掲示板ࠋࡿࡍ࡜ 

 

3-2 郵便物 

学生個人ᐄࡢ郵便物ࠊࡣ自宅ࡸ学生寮࡬ᒆࡼࡃう࡟手配ࠋ࡜ࡇࡿࡍ 

 

3-3 電話 

 学生個人࡟対ࡿࡍ⚾的電ヰࡢ࿧出ࠊࡣࡋ原則࡚ࡋ࡜行わ࡞いࡢࡑࠊ࡛ࡢ᪨ࢆ家族ࡢࡑࠊ

௚関係者ࡃࡼ࡟周知ࠋ࡜ࡇࡿࡏࡉ 
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3-4 遺失࣭拾得 

 学校ෆ࡟忘ࢀ物ࠊ落ࡋ࡜物ࡓࡋࢆ際ࠊࡣ஦務局࡟ᒆࡓࡲࠋ࡜ࡇࡿࡅ拾得ࡓࡋ場合ࡣ࡟直

 ࠋ࡜ࡇࡿ出ࡅᒆ࡟஦務局࡟ࡕ

 

 

㸲．学生保健 

 

 

4-1 保健室 

㸦6-2参照㸧 

 

4-2 定期検診 

 学生ࡢ健康管理ࡵࡓࡢ入学時ࣞ࡟ンࢤࢺン間接撮影ࡿࡼ࡟検診ࢆ行うࠋ 

 

4-3 校医 

開⏣་院 

所 在 地／Ⓩ別ᕷ中央町 5୎目 4-3 

電  ヰ／0143-85-2746 

診療時間／9:00～17:00㸦᪥࣭祭᪥ཬび木࣭土ࡢ午ᚋ休診㸧 

診療範ᅖ／ෆ科௚ 

 

 

㸳．ࣛࢡブ活動 

 

 

 ṇ課ࡢ学習活動ࡢほ࡟࠿自ศࡢ個性ࡸ趣味࡟合ࣈࣛࢡࡓࡗ活動࡟参加ࠊࡣ࡜ࡇࡿࡍ人間

形ᡂ࡛ୖࡢ㔜要࡞意義࡚ࡗࡶࢆいࣈࣛࢡ࡚ࡗࡀࡓࡋࠋࡿ活動ࡣ単ࡿ࡞勉強疲ࡢࢀᚋࡢ逃避

的࡞㐟び཭㐩ࢆ作ࡿ場࡛あ࡞ࡽ࡞ࡣ࡚ࡗいࡣ࡛ࡇࡑࠋ自身ࡢ研究心ࢆ盛ࠊ࠿࡜ࡿࡍ࡟ࢇᢏ

能ࢆ磨ࠊ࠿࡜ࡃ体力ࢆ増㐍࡜ࡿࡍいうࡼう୍ࠊ࡟ᐃࡢ目的ࢆ追求ࡿࡍ喜びࢆ得࡞࡛ࡅࡔࡿ

࡜཭࡟ࡽࡉࠋࡿ࡞ࡶ࡟࡜ࡇࡿࡅࡘ࡟身ࢆ࡝࡞༠調性ࡸい࡚指導性࠾࡟過程ࡢ活動ࡢࡑࠊࡃ

あ࡛ࡿࡁ࡛ࡀ࡜ࡇࡿ㏦ࢆ学生生活ࡓࡋ充実࡚ࡗࡼ࡟࡝࡞合いࢀ触ࡢ心ࡢ࡜教師ࠊ出会いࡢ

 ࠋうࢁ

 本校ࡣ࡟ୗグࡀࣈࣛࢡࡢあྠࠊࡾ好会活動ࡶ可能࡛あࠋࡿ 

㐠動部：テニࢫ部࣭㔝球部࣭柔㐨部࣭࣑ࢻࣂンࢺン部࣭サッ࣮࢝部 

 部࣮ࣞࣂ部࣭࣑ニ࣮ࣝ࣎ࢺッࢣࢫࣂ部࣭࣮࣮ࣝ࣎ࣞࣂ  

文化部：軽音楽部ࢥࢪࣛࠊン部 
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㸴．学校施設の利用 

6-1 図書室 

 ᅗ書室ࠊࡣ学生ཬび教職員ࡢ学習ࠊ研究࡜本校ࡢ教育活動ࢆຓ長充実ࠊࡵࡓࡿࡍ本部棟

3階࡟設࡚ࡅあࠋࡿ 

1.ᅗ書室ࡢ開室時間  

午前 10時～午ᚋ 6時(午ᚋ 1時～午ᚋ 2時࠾ࡣ昼休ࡵࡓࡢࡳ利用出来ࢇࡏࡲ) 

ᅗ書室ཷ付࡟荷物࡜学生証ࢆ預ࠋ࡜ࡇࡿࡅ 

ᅗ書ࠊ都度ࡢࡑࠊࡾあࡀ࡜ࡇࡿࡍ変更࡟臨時ࡾࡼ࡟஦情ࡢ௚ࡢࡑࠊᅗ書整理ࠊࡋࡔࡓ  

室入口࡟掲示ࠋࡿࡍ 

2.休室᪥ 

㸦1㸧᪥曜᪥ࠊ休᪥ 

㸦2㸧春ࠊ夏ࠊ冬期ࡢ学校ࡢ休業期間 

㸦3㸧学校ࡢᐃࡿࡵ臨時休室᪥ 

3.ᅗ書閲覧方法 

    閲覧希望者ࡣ自習室ࢆ使用ࠋࡿࡍ㸦自習室利用規ᐃ࡟ᚑ࡚ࡗ利用ࡿࡍ஦㸧 

4.ᅗ書閲覧 

㸦1㸧ᅗ書ࡣ自習室࠾࡟い࡚閲覧ࠊࡋ室外࡟持ࡕ出ࡍ場合ࡣ 5.ᅗ書貸出規程࡟ᚑうࠋ࡜ࡇ 

㸦2㸧閲覧中࡟室外࡟出୍ࠊࡣࡁ࡜ࡿ᪦返納୍ࠊ࠿ࡿࡍ時教職員࡟預ࠋ࡜ࡇࡿࡅ 

㸦3㸧ᅗ書ࢆ⣮失ࠊ破損ࠊ汚損ࡣࡁ࡜ࡓࡋ弁償࡞ࡽ࡞ࡤࢀࡅ࡞ࡋいࠋ 

㸦4㸧破損ࠊ汚損ࡓࡋᅗ書ࢆⓎ見ࠊࡣࡁ࡜ࡓࡋ直࡟ࡕ教職員࡟申ࡋ出ࠋ࡜ࡇࡿ 

㸦5㸧室ෆ࡛飲食ႚ煙࡞ࡋࡣいࠋ࡜ࡇ 

㸦6㸧室ෆࡣ常࡟清潔ࢆ保ࡼࡘう࡟注意ࠊࡋ⣬屑等ࢆ散乱࡞ࡏࡉいࠋ࡜ࡇ 

㸦7㸧談ヰ等௚人ࡢ迷惑ࡼࡿ࡞࡟う࡞行Ⅽ࡞ࡋࡣいࠋ࡜ࡇ 

௨ୖࡢ心得ࢆ守࡞ࡽい者ࡣ㏥室ࠋࡿࡏࡉ 

5.ᅗ書貸出規程 

㸦1㸧本校学生ࡢ勉学ࡢ利便ࢆᅗࠊࡾࡼ࡟࡜ࡇࡿ学力ࡢ増㐍࡜知識ࡢ拡大࡟資ࢆ࡜ࡇࡿࡍ目

的ࠊ࡚ࡋ࡜学習用ᅗ書ࡢ貸出ࢆ行うࠋ 

㸦2㸧利用࡛ࡿࡁ対象ࡣ本校学生࡟限ࠋࡿ 

㸦3㸧本校ᅗ書室ࡣ࡟学習用ᅗ書࡚ࡋ࡜貸出ᅗ書࡜禁帯出ᅗ書ࡢ 2種類ࡀあࠊࡾ学生ࡢ利用

 ࠋࡿ貸出ᅗ書࡛あࡣ範ᅖࡿࡁ࡛

㸦4㸧学生ࡢ࡬ᅗ書ࡢ貸出ࡣḟࡢ要領࡛行うࠋࡿࡍ࡜࡜ࡇ 

㸦㹟㸧学生 1人ྠࡁࡘ࡟時࡟㸱冊ࠊࡋ࡜࡛ࡲ貸出期間ࡣ 1㐌間௨ෆࠋࡿࡍ࡜ 

㸦㹠㸧学生ࡣ担当教職員࡟学生証ࢆ提示ࡓࡋᚋࠊ手続ࢆࡁ行うࠋࡿࡍ࡜ࡢࡶ 

6.罰則 

㸦1㸧貸出期間ࢆ過࡚ࡂ返却ࢆ怠ࡓࡗ場合ࠊ理⏤ࡢ如何ࢆ問わࡎ貸出ࢆࡋ停Ṇࠋࡿࡍ返却ᚋ

 ࠋࡿࡍ࡜貸出停Ṇ処ศࢆ᪥数ࡢ等ྠ࡜遅延᪥数ࡣ

㸦2㸧ᅗ書ࢆ⣮失ࠊ破損ࠊ汚損ࡓࡋ場合ࡣ理⏤ࡢ如何ࢆ問わࡎ現品ࢆ弁償ࠋࡿࡍ࡜ࡢࡶࡿࡍ 

㸦3㸧༞業時࡟未ࡔ返却ࡢ終わ࡚ࡗい࡞い学生ࡘ࡟い࡚ࠊࡣ༞業証書ࡢ授୚ࢆ保留࡜ࡇࡿࡍ

 ࠋࡿあࡀ
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6-1-2自習室㸦study room㸧 

 

自習室ࡣ校཭会ࡾࡼ寄贈ࡓࢀࡉ部ᒇ࡛ࠋࡍ 

 

1.自習室開室時間 

午前 10時～午ᚋ 6時(午ᚋ 1時～午ᚋ 2時࠾ࡣ昼休ࡵࡓࡢࡳ利用出来ࢇࡏࡲ) 

2.自習室ࢆ利用࡛ࡿࡁ者 

本学校ࡢ学生࣭聴講生࣭研究生 

3.自習室利用規ᐃ 

(1)入室࡟際ࠊࡣ࡚ࡋᅗ書室ཷ付࡟学生証ࢆ必ࡎ預ࠋ࡜ࡇࡿࡅ 

(2)自習室ෆࡣ土足厳禁ࠋࡿࡍ࡜(靴ࡣୗ駄箱࡟いࠋ࡜ࡇࡿࢀ) 

(3)自習室ෆ࡟持ࡕ込ࡔࢇ⚾物࣭貴㔜品ࡣ自己ࡢ責任࡛管理ࠋ࡜ࡇࡿࡍ 

(4)自習室ෆ࡛ࠊࡣ携帯電ヰࡢ使用ࠊ飲食ࢆ禁ࠋࡿࡎ 

  (5)自習室ෆࡢ電源ࢥンセンࢥࠊࡣࢺンࣆュ࣮タࠊ༟ୖ照明࡟ࡳࡢ使用ࠋ࡜ࡇࡿࡍ 

(6)自習室利用࡟関ࡢ࡚ࡋ掲示࡟ᚑいࠊ自習室ෆ࡛ࡣ௚人࡟迷惑ࡿ࡞࡟行Ⅽࡣ慎ࠋ࡜ࡇࡴ 

(7)自習室備え付ࡢࡅ個席ࠊ物品ࡢࡑࠊ௚自習室ࡢ機器ࡸ設備ࢆ⣮失ࠊ破損ࠊ又ࡣ汚損ࡋ

 ࠋࡿあࡀ࡜ࡇࡿࡍ要求ࢆ損害弁償ࠊࡣ者ࡓ

(8)㏥席ࡿࡍ時ࠊࡣ個席ࡢ清掃ࠊ原状回復ࠋ࡜ࡇࡿࡍ 

(9)௨ୖࡢ規ᐃࢆ守࡞ࡽい者ࠋࡣ࡟学校ࡀ自習室ࡢ利用ࢆ停Ṇࡣࡓࡲ禁Ṇࡀ࡜ࡇࡿࡍあࠋࡿ 

 

 

6-2 保健室 

 保健室ࡣ学生ࡼ࠾び教職員ࡢ健康管理ࠊ応急処置ࢆ目的ࠊ࡛ࡢࡶࡓࡋ࡜治療行Ⅽࡣ行わ

 ࠋい࡞

ཷ講中気ศࡀ悪ࠊࡁ࡜ࡓࡗ࡞ࡃ怪ᡃࡁ࡜ࡓࡋࢆ等ࠊࡣ保健室࡚࡟応急手当ࡓࡲࠊࡅཷࢆ

 ࠋࡿࡁ࡛ࡀ࡜ࡇࡿࡍ休養࡚ࡗࡼ࡟指示ࡢ本校職員ࠊࡣ

㸦1㸧場所 

  本部棟 1階࡟設࡚ࡅあࠋࡿ 

㸦2㸧保健室利用時間 

  9:00～16:00 

㸦3㸧保健室利用ୖࡢ心得 

㸦イ㸧静粛ࠊࡋ࡟௚ࡢ患者࡟迷惑ࠋ࡜ࡇࡠࡅ࠿ࢆ 

㸦ࣟ㸧患者௨外ࡢ者ࡢベッࡢࢻ使用ࢆ禁Ṇࠋࡿࡍ 

 ࠋ࡜ࡇᚑう࡟指示ࡢ௚本校職員ࡢࡑ

 

6-3 相談室㸦カウンセࣜン࣮ࣝࢢム㸧 

 学生ࠊࡣ相談室࡛࣮࢝ࣝࢡࢫウンセ࣮ࣛ࢝ࡿࡼ࡟ウンセࣜンࡿࡅཷࢆࢢ஦ࡀ出来ࠋࡿ 

㸦1㸧場所 

本部棟 3階࡟設࡚ࡅあࠋࡿ 

㸦2㸧利用時間 

火曜᪥࣭金曜᪥ 12:00～17:00 

㸦3㸧利用申ࡋ込ࡳ 

本校職員ࡣࡓࡲ携帯サイࡽ࠿ࢺண約ࠋ࡜ࡇࡿࡍ 
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6-4 校内食堂 

 教室棟㸰階࡟食堂ࢆ設࡚ࡅあࠋࡿ 

㸦1㸧食券ࢆ利用ࠋ࡜ࡇࡿࡍ 

㸦2㸧食券ࡣ売店࠿食堂࡟あࡿ自動販売機࡛購入ࠋ࡜ࡇࡿࡍ 

㸦3㸧食堂利用時間 

原則13:00～11:00ࠊ࡚ࡋ࡜ 

 ࠋࡿࡍ࡜ࡳ休ࡣび休業期間中ࡼ࠾休᪥ࡋࡔࡓ

 

 

㸵．就職 

 

 

7-1 組織 

 本部棟 2階࢟࡟ャࣜ࢔サ࣏࣮ࢺセンタ࣮ࢆ設ࠊࡅ本校ࡢ࡬求人ཷࡅ付࡟ࢀࡇࠊࡅ対ࡿࡍ

学生࢟ࡢャࣜ࢔サ࣏࣮ࡽ࡞ࢺび࡟応募申込ࡅཷࡢࡳ付ࠊࡅ求人側ࡢ࡬書類ࡢ㏦㐩ࡸ求人側

保ࠋ行うࢆ等ࢺ就職サ࣏࣮ࡓࡋ連携ࡢ࡜ࢡワ࣮࣮ࣟࣁびࡼ࠾ࠊ連絡業務ࡢ学生ࡿࡍヱ当࡜

護者ࡢ方ࡢࡽ࠿就職相談ࡅཷࡶ付࡚ࡅいࠋࡿ 

 

7-2 求人状況のⓎ表方法 

 本校࡟直接ᒆいࡓ求人情報ࠊࡣＷｅ㹠ୖࡢ企業情報検索ࢫࢩテ࣒㸦J-Navi㸧࡛見࡜ࡇࡿ

 ࠋࡿࡍ配ᕸࢆࢻワ࣮ࢫࣃ࡜ＩＤࡣ࡟学生ࠋࡿࡁ࡛ࡀ

 ࠋࡿࡍイ࡛ࣝ保管࢓ࣇࡾࡓࡋ掲示࡟掲示板ࡢࢫࣛࢡ関係ࠊࡣい࡚ࡘ࡟求人ࡢ௚ࡢࡑ

 ࠋࡿࡍ開催ࢆ企業説明会࡚࡟学ෆ࡚ࡌ応࡟必要ࠊࡓࡲ 

 

7-3 就職の申込ࡳ方法 

 Ⓨ表ࡓࢀࡉ求人企業ࡢ࡬就職ࢆ希望࢟ࠊࡣࡢࡶࡿࡍャࣜ࢔サ࣏࣮ࢺセンタ࣮備付ࡢ就職

ཷ㦂申込書࡟必要஦項ࢆグ入ࠊࡋ学⣭担任࡟申ࡋ出ࠋࡿ 

 学⣭担任ࡣ本人ࡢᡂ績ࠊ将来ࡢ見通ࡋ等ࢆ考慮ࠊࡋ適当࡜認ࡿࢀࡽࡵ者࡟対࡚ࡋ捺印ࡍ

 ࠋࡿ

 捺印済ࡳ就職ཷ㦂申込書࡜提出ࢆ要求࡚ࢀࡉいࡿ書類ࠝ 統୍履Ṕ書㸦写真㈞付㸧ࠊᡂ績証

明書ࠊ༞業㸦見込㸧証明書ࠊ健康診断書等࡛求人側ࡾࡼ࡟相㐪ࡀあࡣࠞࡿ指ᐃ期᪥࡟࡛ࡲ

࢟ャࣜ࢔サ࣏࣮ࢺセンタ࣮࡟提出ࠊࡋ学校紹介状㸦࢟ャࣜ࢔サ࣏࣮ࢺセンタ࣮࡛Ⓨ行ࡿࡍ㸧

 ࠋࡿࡍ㏦付࡟添え࡚企業ࢆ

ᐄྡࡢ書ࡁ方等࢟ࡣャࣜ࢔サ࣏࣮ࢺセンタ࣮࡟相談ࠋ࡜ࡇࡿࡍ 

 

7-4就職ཷ験申込票提出後 

 就職ཷ㦂申込書ཷࠊ㦂書類提出ᚋࡢ஦務連絡㸦試㦂᪥時ࠊ試㦂場所ࠊ試㦂科目ࠊ合否ࡢ

通知等㸧ࡣ求人側࢟ࡽ࠿ャࣜ࢔サ࣏࣮ࢺセンタ࣮ࢆ通࡚ࡋ本人ᐄ࡟行わࡿࢀ場合ࡀあࡢࡿ

 ࠋ࡜ࡇࡿࡡ尋࡟センタ࣮ࢺサ࣏࣮࢔ャࣜ࢟ࡣⅬ࡞୙明ࠊ࡛

 ཷ㦂ᚋࡣᚋ㍮ཷ࡟ࡵࡓࡢ㦂報告書ࢆ作ᡂࡋ提出ࠋ࡜ࡇࡿࡍ 

 

7-5 多㔜求職 

求職ࡓࡲࠋい࡞ࡋ理ཷࡣࡳ就職ཷ㦂申込ࡢ原則௚ࠊࡣい࡚ࡘ࡟者ࡓࡋ決ᐃࡀ就職࡟࡛ࡍ 

中࡛あ࡚ࡗ合否未ᐃࡢ者ࡘ࡟い࡚ࠊࡣ無断࡛ࡢ௚ࡢ就職ཷ㦂ࡣ禁Ṇࠋࡿࡍ併願࡚࡟応募ࢆ
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希望ࡿࡍ場合ࠊࡣ必࢟ࡎャࣜ࢔サ࣏࣮ࢺセンタ࣮࡟相談ࠋ࡜ࡇࡿࡍ 

 

7-6 合否決定 

㸦1㸧合否決ᐃ通知ࡓࡅཷࢆ場合ࡣ必ࡎ学⣭担任ࡼ࠾び࢟ャࣜ࢔サ࣏࣮ࢺセンタ࣮࡟報告ࡍ

ࡓࡋ決ᐃࡀ就職ࠊࡶ࡚ࡗ場合࡛あࡓࡋ㦂ཷ࡟個人的ࠊࡎࡽࡼ࡟学校紹介ࡓࡲࠋ࡜ࡇࡿ

場合ࡣ学⣭担任ࡼ࠾び࢟ャࣜ࢔サ࣏࣮ࢺセンタ࣮࡟報告ࠋ࡜ࡇࡿࡍ 

㸦2㸧採用試㦂࡟合格ࠊࡣࡢࡶࡓࡋ原則ࢆࢀࡇ࡚ࡋ࡜辞㏥࡞ࡽ࡞ࡣ࡚ࡋいࢆࡴࡸࡋࡶࠋ得࡞

い஦情࡛辞㏥ࡓࡋいࠊࡣࡁ࡜必ࡎ学⣭担任ࡼ࠾び࢟ャࣜ࢔サ࣏࣮ࢺセンタ࣮ࡢࡑ࡟᪨

 ࠋ࡜ࡇࡿ出ࡋ申ࢆ

 

7-7 就職確定ࠝ内定者ࠞ 

 採用試㦂࡟合格ࡣࢀࡑࠊࡶ࡚ࡋ通常ࠊ༞業ࢆ条件࡚ࡋ࡜い࡛ࡢࡶࡿあࠊࡽ࠿ࡿ本人ࡀ༞

業条件ࢆ満ࡣ࡟ࡁ࡜ࡓࡗ࡞ࡃ࡞ࡉࡓ失格ࠋࡿ࡞࡜ 

 

7-8 卒業後の就職申込ࡳについ࡚ 

 ༞業࡟࡛ࡲ就職ࡀ決ᐃ࡚ࡋい࡞い者࡟対ࠊࡶ࡚ࡋ求人ࡢ紹介ࡼ࠾び就職ࡢ申込ཷࢆࡳ付

 ࠋࡿࡅ

 

7-9 就職ཷ験学生心得 

㸦1㸧就職ཷ㦂申込書ࡼ࠾びཷ㦂報告書ࠊࡣ本部棟 2階࢟ࡢャࣜ࢔サ࣏࣮ࢺセンタ࣮࡟常備

 ࠋࡿࡍ提出ࡽ࠿得࡚ࢆ認印ࡢ学⣭担任ࠊࡋグ入ࢆ必要஦項࡟ࢀࡇࠊ࡛ࡢࡿあ࡚ࡋ

㸦2㸧ྠ 時࡟複数ࡢ学校推薦࡞ࡁ࡛ࡣいྠࠋ 時࡟複数ࡢ推薦ࢆ行わ࡞い理⏤ࠊࡣ来ᖺࡑࡽ࠿

୙合ࠊࡋࡔࡓࠋࡿあ࡛ࡽ࠿ࡿ୚えࢆ影響࡞୙利࡟ᚋ㍮ࠊ失いࢆ信用ࡀ学校ࡾࡼ企業ࡢ

格ࡢ場合ࡣ合格࡛ࡲࡿࡍ何回࡛ࡶ௚ࡢ企業ཷࢆ㦂ࡼࡶ࡚ࡋいࠋ 

㸦3㸧募集締ษ᪥ࠊࡣ࡜各社ࡢ指ᐃ࡛ࡢࡶࡿࡼ࡟あࡃࡼࠊࡾ確認ୖࡢ提出書類ࡣ指ᐃ᪥࡟間

 ࠋ࡜ࡇࡿࡍ持参࡟センタ࣮ࢺサ࣏࣮࢔ャࣜ࢟࡟う᪩目ࡼ合う࡟

㸦4㸧健康診断書ࠊࡣ特࡟指ᐃ࡞ࡢい限ࡢࡇ࡝ࡣࡾ་師ࡼࡶ࡛ࡢࡶࡢいࠋ 

※ࣞンࢤࢺン写真ࡣ指ᐃ࡞ࡀい限ࡾ୙要ࠋ 

㸦5㸧入社試㦂ࡢෆ容୍ࠊࡣ般࡟面接࡜筆グ試㦂ࠊ適性検査等ࡀ主体ࠋࡿ࡞࡜ 

㸦6㸧ཷ㦂写真ࠊࡣ脱帽ୖࠊ半身ࣂࠊ࡛ࡢࡶࡢッࡣࢡ無地࡛あࠋ࡜ࡇࡿ 

 (୙可ࡣ写真ࢻ࣮ࣆࢫ)   

㸦7㸧電ヰ࡛ࡢ就職࡟対ࡿࡍ諸々ࡢ問合ࠊࡣࡏ遠距離ࡣࡓࡲ急ࢆ要ࡿࡍ௨外ࡃ࡭ࡿ࡞ࡣ避ࡅ

 ࠋ࡜ࡇࡿ

㸦8㸧募集締ษ᪥ࢆ過ࡓࡂ会社ࡢ࡬再ཷ㦂問い合わࠊࡣ࡝࡞ࡏ個人࡛必࢟ࡎャࣜ࢔サ࣏࣮ࢺ

センタ࣮࡜༠議ࠋ࡜ࡇࡿࡍ 
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7-10 就職ཷ験申込ࡳよࡾ合格㸦内定㸧࡛ࡲの経路 

㸦1㸧求人申込 

 

㸦2㸧応募者ࡢ紹介࡜採用試㦂᪥ࡢ通知 

 

㸦3㸧採用試㦂結果ࡢ通知 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
求人企業 採 用 試 㦂 

結 果 ࡢ 通 知 

࢟ャࣜ࢔サ࣏࣮ࢺ

センタ࣮ 
応募学生 

㸦࢟ャࣜ࢔サ࣏࣮ࢺセンタ࣮

 通知㸧࡬両方ࡢ応募学生࡜

求人企業 応募者紹介 

●紹介状 

●履Ṕ書 

●ᡂ績証明書 

●༞業見込証明書 

●健康診断書 

●推薦状 

㸦ୖグࡢうࡕ指ᐃ

あࡢࡶࡿ㸧 

࢟ャࣜ࢔サ࣏࣮ࢺ

センタ࣮ 

採用試㦂᪥ࡢ通知 

応募学生 応募申込 

●就職ཷ㦂申込書 

●履Ṕ書 

●ᡂ績証明書 

●༞業見込証明書 

●健康診断書 

●推薦状 

㸦ୖグࡢうࡕ指ᐃ

あࡢࡶࡿ㸧 

㸦応募学生࡬直接通知㸧 

求人企業 求人申込 

●求人申込票 1通 

●会社案ෆ書 

㸦経Ṕ書ࡶ可㸧 

࢟ャࣜ࢔サ࣏࣮ࢺセンタ࣮ 

㸦厚生労働大臣認可：無料職業紹介所㸧 

閲覧 

●求人申込票 

●会社案ෆ書 

学生 
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㸶．奨学生制度 

 

 

8-1 日本学生支援機構奨学生制度 

 ᪥本学生支援機構ࡢ奨学金ࠊࡣ人物ཬび学業優⚽࡛経済的࡞理⏤ࡽ࠿学㈝ࡀ足࡞ࡾい者

 ࠋࡿࢀࡉ貸୚ࠊୖࡢ選考ࡽ࠿中ࡢ希望者ࠊ࡚ࡋ対࡟

࠙奨学金ࡢ種類࡜募集時期ࠚ 

㸦1㸧第୍種奨学金㸦無利子貸୚㸧 

 ࣭利息：無利息 

 ࣭貸୚᭶数：2ᖺ課程ࡣ 24ヵ᭶間3ࠊᖺ課程ࡣ 36ヵ᭶間ࠋ 

 ࣭選考基準：高校ࡢᡂ績 3.2௨ୖ2ࠋᖺḟ௨降ࠊ本人ࡢ属ࡿࡍ学科ୖࡢ位 1/3௨ෆࠋ 

 ࣭金額：自宅通学者 30,000෇ࡣࡓࡲ 53,000෇ 

自宅外通学者 30,000෇ࡣࡓࡲ 60,000෇ 

 ࣭申込ࡳ時期：4᭶新規申込者説明会5ࠊ᭶申込ࡳ手続ࡁ 

㸦2㸧第஧種奨学金㸦᭷利子㸧 

 ࣭利息：ᕷ場金利࡚ࡗࡼ࡟決ᐃࠋ利率固ᐃ方式࡜利率見直ࡋ方式ࡾࡼ選択可能ࠋ 

ᖺࡣ利率ࡶ方式ࡢࢀࡎいࠊ࠾࡞ 奨学金貸୚中ཬび在学中猶ண࣭返ࠋ限ୖࡀ3.0%

還期限中ࡣ無利息ࠋ 

 ࣭貸୚᭶数：2ᖺ課程ࡣ 24ヵ᭶間3ࠊᖺ課程ࡣ 36ヵ᭶間ࠋ 

 ࣭選考基準：勉学意欲ࡀあࡾ学業ࢆ確実࡟修了࡛ࡿࡁ見込ࡀࡳあ࡜ࡿ認ࡿࢀࡽࡵ者ࠋ 

 ࣭金額：3万෇5ࠊ万෇8ࠊ万෇10ࠊ万෇12ࠊ万෇ 

 ࣭申込ࡳ時期：4᭶新規申込者説明会5ࠊ᭶申込ࡳ手続ࡁ 

㸦3㸧ࡢࡑ௚ 

 ᐃ期採用ࡣᖺ 1回ࠋ 

ࠊ災害ࡣ死亡等又ࡣࡃࡋ失職､破産､஦故､病気若ࡀ家計支持者ࡿࡓ急変㸦主ࡢ家計､ࡋࡔࡓ 

風水害等㸧࡛奨学金ࢆ緊急࡟必要࡞場合ࠊࡣ奨学金担当者࡛ࡲ申ࡋ出ࠋ࡜ࡇࡿ 

 

㸷．加入し࡚いࡿ保険 

 

9-1 専修学校各種学校学生生徒災害傷害保険 

本校࡛ࡣ全学生ࡀ入学時࡟加入࡚ࡋいࠋࡿ 

 

ձ期間 

入学式当᪥ࡾࡼ༞業式当᪥ࡢ࡛ࡲ期間 

注：㏥学ࡢ場合ཷࡣ給資格ࢆ失うࠋ 

休学ࠊ学科変更等ࡾࡼ࡟在学期間࡟変更ࡀ生ࡓࡌ者ࠊࡣ保険料ࡶ延長ศࢆ納付ࠋ࡜ࡇࡿࡍ 

 

ղ保険金ࡀ支払わࡿࢀ場合 

 災害傷害保険ࡢ加入者ࠊࡀḟ࡟掲ࡿࡆ間࡟ࡁ࡜ࡓࡋࢆ࢞ࢣ࡟保険金ࡀ支払わࠋࡿࢀ 

ձ学校ࡢṇ課中 講義ࠊ実㦂࣭実習ࠊ演習ࡣࡓࡲ実ᢏࡿࡼ࡟授業࡚ࡅཷࢆいࡿ間ࠋ

 ࠋࡃ除ࢆ実習ࡢ་療関連ࠊࡣい࡚ࡘ࡟賠償補償ࠊࡋࡔࡓ

ղ学校ࡢ休憩中 授業開始前ࠊ授業࡜授業ࡢ間ࡣࡓࡲ昼食時ࡢ休憩時間中࡟学校࡟

いࡿ間ࠋ 

ճ学校行஦中 学校ࡢ主催ࡿࡍ学校行஦࡟参加࡚ࡋいࡿ間ࠋ 

մ課外活動中 ࣭ࣈࣛࢡサ࣮ࣝࢡ活動等ࠊ学校࡟認ࡓࢀࡽࡵ団体ࡢࡑࡀ管理ୗ࡛

行う文化活動ࡣࡓࡲ体育活動ࢆ行࡚ࡗいࡿ間ࠋ 

   յ通学中    住居࡜学校施設ࡢ࡝࡞間ࢆ往復いࡿ間ࠋ࢞ࢣࡢ 
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ճ保険金ࡀ支払わ࡞ࢀい場合 

 災害傷害保険ࡢ加入者ࡢ故意࣭闘த行Ⅽࠊ自殺行Ⅽࠊ犯罪行Ⅽࠊ疾病ࠊ無資格㐠転ࠊ酒

酔㐠転ࡿࡼ࡟࡝࡞஦故ࠊ頚部症候群㸦いわࡕࡴࡿࡺうࡕ症㸧ࡣࡓࡲ腰痛࡛௚覚症状࡞ࡢい

࡟提供ࡢ㈈物ࠊ賠償஦故ࡿࡍ関࡟物等ཷク物ࡾ借ࠊ賠償஦故ࡢ等࡛ࢡイࣂࠊ自動車ࠊࡢࡶ

伴う賠償஦故ࠋ࡝࡞ 

 

մ支払わࡿࢀ保険金 

種  類 支 払 の 条 件 金  額 

死亡保険金 
(注 1) 

஦故ࡢ᪥ࡽ࠿ 180᪥௨ෆࡀ࢞ࢣࡢࡑࠊ࡟

支払࡟㸦遺族ࠋࡁ࡜ࡓࢀࡽ࡞ࡃ亡࡛࡜ࡶ

わࠋࡿࢀ㸧 

2,000万෇ 

後遺障害保険金 
(注 2) 

஦故ࡢ᪥ࡽ࠿ 180 ᪥௨ෆࡀ࢞ࢣࡢࡑ࡟

࡞ࢆ機能ࡾࡓࡗ失ࢆ部୍ࡢ身体࡛࡜ࡶ

 ࠋࡁ࡜ࡓࢀࡉࡃ

程度࡟応࡚ࡌ 

90万෇～3,000万෇ 

入院保険金 

入院ࡁ࡙࡜ࡶ࡟指示ࡢ་師ࡵࡓࡢ࢞ࢣ

ࡽ࠿᪥ࡢ஦故ࡋࡔࡓࠋࡁ࡜ࡓࡋ 180᪥௨

ෆࡢ口数ࡀ対象ࠋࡿ࡞࡜ 

1᪥4,000 ࡁࡘ࡟෇ 

手術保険金 

手ࠊࡁ࡜ࡓࡅཷࢆ手術ࡵࡓࡢ治療ࡢ࢞ࢣ

術ࡢ種類࡟応4ࠊ࡚ࡌ 万෇8ࠊ 万෇ࡓࡲ

ࡣ 16 万෇ࡀ支払わࠋࡿࢀ㸦入院保険金

 㸧ࠋࡿ限࡟場合ࡿࢀ支払わࡀ

 

通院保険金 

ࢆ治療ࡢ་師ࡎࡽࡼ࡟入院ࡵࡓࡢ࢞ࢣ

ࡽ࠿᪥ࡢ஦故ࡋࡔࡓࠋࡁ࡜ࡓࡅཷ 180᪥

௨ෆࡢうࡕ 90᪥ศࡀ限度ࠋ 

1᪥1,200 ࡁࡘ࡟෇ 

賠償責任保険金 
㸦་療関連ࡢ実習中ࡣ除ࡃ㸧 

学校管理ୗ࠾࡟い࡚偶然࡞஦故ࠊࡾࡼ࡟

௚人ࡢ身体ࡼ࠾び㈈物ࡘ࡟い࡚法ᚊୖ

 ࠋࡁ࡜ࡓࡗ㈇ࢆ賠償責任ࡢ

対人(1ྡ) 5,000万෇ 

   (1஦故)    5億෇ 

対物     500万෇ 

 

㸦注 1㸧ࠕ保険金ࡀ支払わࡿࢀ場合 支払保ࡢびմࡼ࠾ࠊ間ࡿい࡟理⏤࡛学校施設ෆࡢձղճ௨外ࡢࠖ

険金ࡘ࡟い࡚ୖࠊࡣグ金額ࡢ半額ࠋࡿ࡞࡜ 

㸦注 2㸧入院保険金ࡀ支払わࡿࢀ期間中ࡢ通院࡟対ࠊࡣ࡚ࡋ通院保険金ࡣ㔜࡚ࡡ支払わ࡞ࢀいࠋ 

㸦注 3㸧臨床実習ࠊ看護実習ࡹࡁࠊࡾࡣࠊうࠊあ࣐࣭ࡲࢇッサ࣮ࠊࢪ理学療法ࠊ診療放射線ࠊ柔㐨

整復師ࡢ実習࡝࡞་療関連ࡢ実習ࡣ賠償責任保険ࡢ対象࡞ࡽ࡞࡜いࠋ 

 

9-2 医療分㔝学生生徒賠償責任保険 

་療専門課程㸦ࢇࡋ灸科࣭柔㐨整復科㸧ࠊࡿࡅ࠾࡟国ෆࡢ་療関連実習ࡢ際ࠊ࡟学生ࡀ

௚人ࠊࡾࡓࡏࡉࢆ࢞ࢣ࡟௚人ࡢ㈈物ࢆ損壊࡚ࡗࡼ࡟࡜ࡇࡿࡍ被ࡿ法ᚊୖࡢ損害賠償ࢆ補償

 ࠋࡿࢀ支払わ࡛ࡲ最高限度額㸯億෇࡚ࡋ対࡟஦故୍ࠋࡍࡲࡋ

 

ձ期間 

入学式当᪥ࡾࡼ༞業式当᪥ࡢ࡛ࡲ期間 

注：㏥学ࡢ場合ཷࡣ給資格ࢆ失うࠋ 

休学ࠊ学科変更等ࡾࡼ࡟在学期間࡟変更ࡀ生ࡓࡌ者ࠊࡣ保険料ࡶ延長ศࢆ納付ࠋ࡜ࡇࡿࡍ 

 

 

ղ保険ࡀ支払わ࡞ࢀい主࡞場合 

ձ自動車ࣂࠊイࠊࢡ昇降機ࠊ航空機ࠊ船舶ࡣࡃࡋࡶ動物等ࡢ所᭷࣭使用࣭管理࡟起因
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 ࠋ賠償஦故ࡿࡍ

ղ自動車ࣂࠊイࠊࢡ昇降機ࠊ航空機ࠊ船舶ࠊ動物ࠊ楽器ࠊ⣬幣ࠊ美術品ࡢࡑࡢ࡝࡞௚

 ࠋ賠償஦故ࡿࡍ関࡟ク物ཷࡢ物等ࡾ借ࡿࡍ類࡟ࡽࢀࡇ

ճ故意ࡸ心⚄႙失ࡿࡼ࡟賠償஦故ࠋ 

մ排水࣭排気࡟起因ࡿࡍ஦故ࠋ 

յ地震ࠊ噴火ࠊ津波ࠊ戦தࠊ暴動ࠊ㦁ࡻࡌう等ࡿࡼ࡟஦故ࠋ 

ն生産物ࡣࡓࡲ௙஦ࡢ瑕疵࡟起因ࡿࡍ当ヱ生産物ࡣࡓࡲ௙஦ࡢ目的部ࡢ損壊自体ࡢ賠

償責任ࠋ 

 

9-3 学生総合補償制度 

学生総合補償制度ࠊࡣ࡜本学ࡢ学生࡜学生ࢆ扶養ࡿࡍ者等࡟各種ࡢ補償ࢆ行う制度࡛あ

 ࠋࡿ

᪥常生活全般ࡸ࢞ࢣ࡞ࡲࡊࡲࡉࡿࡅ࠾࡟病気ࡢ補償ࠊ損害賠償஦故࡟対ࡿࡍ補償࡝࡞学

ෆ外ࢆ問わࡎ 24時間学生生活ࢆ補償࡟ࡽࡉࠋࡿࡍ扶養者ࡢ方࡟万୍ࡀ࡜ࡇࡢあࡓࡗ場合࡟

育英㈝用ࡸ学㈝㈝用ࡢ補償ࢆ行うࠊ࡝࡞幅広い補償ෆ容࡚ࡗ࡞࡜いࠋࡿ 
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㸯㸮．各種申請書࣭届出用紙の所在場所࣭認印および提出先一覧表 

 

種   別 所在場所 認 印 提出先 備   考 

証 明 書 

交 付 願 

在 学 ஦務局 - ஦務局  

ᡂ 績 ஦務局 - ஦務局  

༞ 業 ஦務局 - ஦務局  

༞業見込 ஦務局 担 任 ஦務局  

休 学 ஦務局 - ஦務局  

㏥ 学 ஦務局 - ஦務局  

出 席 ஦務局 - ஦務局  

推 薦 ஦務局 担 任 ஦務局  

修 了 ஦務局 - ஦務局  

旅 行 用 学 割 証 交 付 申 請 ஦務局 - ஦務局  

通 学 証 明 書 ஦務局 - ஦務局  

学 科 㸦 期 㸧 変 更 願 ஦務局 担 任 ஦務局 

保護者ࡢᢎ諾書添付 

学生証返納 

写真 2枚添付 

本 人 氏 ྡ ࣭ 住 所 変 更 ᒆ ஦務局 担 任 ஦務局  

学㈝支払者氏ྡ࣭住所変更ᒆ ஦務局 担 任 ஦務局  

保護者氏ྡ࣭住所変更ᒆ ஦務局 担 任 ஦務局  

休 学 願 教務課 担 任 担 任 
保護者ࡢᢎ諾書添付 

学生証返納 

復 学 願 教務課 担 任 ஦務局 写真 2枚添付 

㏥ 学 願 教務課 担 任 担 任 
保護者ࡢᢎ諾書添付 

学生証返納 

再 履 修 科 目 聴 講 願 ஦務局 担 任 ஦務局 写真 1枚添付 

科 目 聴 講 願 ஦務局 担 任 ஦務局 写真 1枚添付 

研 究 生 願 書 ஦務局 担 任 ஦務局 写真 1枚添付 

就 職 ཷ 㦂 申 込 書 
࢟ャࣜ࢔サ࣏࣮ࢺ 

センタ࣮ 
担 任 

࢟ャࣜ࢔サ࣏࣮ࢺ 

センタ࣮ 
 

ཷ 㦂 報 告 書 
࢟ャࣜ࢔サ࣏࣮ࢺ 

センタ࣮ 
担 任 

࢟ャࣜ࢔サ࣏࣮ࢺ 

センタ࣮ 
 

追 再 試 㦂 申 込 書 教員室 担 任 担 任 1回ࡁࡘ࡟ 500෇ 

追 再 実 㦂 申 込 書 教員室 担 任 担 任 1回ࡁࡘ࡟ 1,000෇ 

破 損 ࣭ ⣮ 失 ᒆ ஦務局 担 任 ஦務局  

Ḟ 席 ᒆ 教員室 担 任 担 任  

入 寮 ᒆ ஦務局 担 任 ஦務局  

寮 変 更 ᒆ ஦務局 担 任 ஦務局  

㏥ 寮 ᒆ ஦務局 担 任 ஦務局  

 

手数料ࡘ࡟い࡚ࡣ別途ᐃࠋࡿࡵ 
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㸯㸰㸬学内諸規則 

12- 1㸬日本工学院北海道専門学校学則抜粋 

 

第㸯章   総    則                      

 

   第 㸯 節   ᮏ校ྡࡢ称                   

㸦ྡ   称㸧                              

第㸯条   ᮏ校ྡࡢࡑࠊࡣ称ࢆ日ᮏ工学院໭海㐨専門学校࡜称ࠋࡿࡍ                 

    第 㸰 節   ᮏ校ࡢ位置  

                   

 㸦位   置㸧                              

第㸰条   ᮏ校ࡢࡑࠊࡣ位置ࢆ໭海㐨Ⓩูᕷᮐෆ⏫㸯㸶㸲㸫㸱࡟定ࠋࡿࡵ               

    第 㸱 節   目的ཬび使࿨ 

                   

 㸦目的ཬび使࿨㸧                            

第㸱条ᮏ校ࠊࡣ学校教育法ࡢ精⚄࡟基࡙ࠊࡁ一ࡣࡘ工業࡟関ࡿࡍ専門ࡢ学理࡜ᢏ術

実践能ࡿࡍ即応࡟科学ᢏ術ࡢ日㐍᭶歩ࠊࡋ教育࡚ࡌ応࡟能力ࡢ各自ࢆ

力ࢆ備えࡓᢏ術者ࢆ育成࡟ࡽࡉࠊࡋ新ࡋい時代ࢆඛᑟࡋうࡿ知識࡜理

解力ࢆ兼ࡡ備えࡓ公共ࡢ௙事ࢆ担う人材ࡢ育成ࢆ目的ࠊࡋ࡜一ࡣࡘ福

祉ࡢ時代ࢆඛᑟࡋうࡿ知識࡜理解力ࢆ兼ࡡ備えࡓ་療福祉ࢆ担う人材

࡜真実ࠊࡅࡘ࡟身ࢆ教養ࡢ࡚ࡋ࡜社会人࡚ࡏあわࠊࡋ࡜目的ࢆ育成ࡢ

任務ࢆ㔜ࡿࡎࢇ心身共࡟健全࡞人材ࢆ育成ࠊࡋ工業ᢏ術ࡢⓎ展࡜地域

 ࠋࡿࡍ࡜使࿨ࢆ事ࡿࡍ寄୚࡟㐍展ࡢ文໬ཬび་療福祉ࡢ

 

 

第㸰章   組    織 

 

 㸦課程࣭学科 修業ᖺ限ཬび学生定員㸧                  

第㸲条 㸯. ᮏ校࡟工業専門課程ࠊ་療専門課程ཬび文໬࣭教養専門課程ࢆ置くࠋ 

       㸰. 工業専門課程ࠊ་療専門課程ཬび文໬࣭教養専門課程࡟置く学科ࠊ修業 

ᖺ限ཬび学生定員ࠊࡣḟࡢ通ࠋࡿࡍ࡜ࡾ 

         㸱. 一ࡢࡘ授業科目ࡘ࡟い࡚ྠ時࡟授業ࢆ行う学生ࡢ数ࠊࡣ工業専門課程ࠊ

文໬࣭教養専門課程ཬび་療専門課程་療秘書科࡟あࡣ࡚ࡗ㸲㸮人ࢆ標

準ࡓࡲࠋࡿࡍ࡜་療専門課程柔㐨整復科࡟あࡣ࡚ࡗ㸱㸮人ࢆ標準ࠊࡋ࡜

㸯学ᖺ㸯学⣭ࠋࡿࡍ࡜ 
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㸦専門課程㸧 

ศ 㔝 学     科 昼夜ูࡢ 修業ᖺ限 入学定員 総定員 学⣭数 

工 業 

情 報 処 理 科 昼  間 㸰ᖺ 㸯㸰㸮人 㸰㸲㸮人 㸴学⣭ 

自 動 車 整 備 科 昼  間 㸰ᖺ 㸶㸮人 㸯㸴㸮人 㸲学⣭ 

ﾃ 㺖 ﾉ ﾛ 㺚 ﾞ ｰ 科 昼  間 㸰ᖺ 㸷㸮人 㸯㸶㸮人 㸴学⣭ 

建 築 学 科 昼  間 㸰ᖺ 㸳㸮人 㸯㸮㸮人 㸰学⣭ 

་   療 
柔 㐨 整 復 科 昼 間 㸱ᖺ 㸱㸮人 㸷㸮人 㸱学⣭ 

་ 療 秘 書 科 昼 間 㸰ᖺ 㸲㸮人 㸶㸮人 㸰学⣭ 

文໬࣭教養 

公 務 員 学 科 昼  間 㸰ᖺ 㸳㸮人 㸯㸮㸮人 㸰学⣭ 

㺗 ﾞ ｰ ﾑ 㺖 ﾘ ｴ ｲ ﾀ ｰ 科 昼  間 㸰ᖺ 㸲㸮人 㸶㸮人 㸰学⣭ 

ＣＧﾃ ﾞ 㺙 ﾞ ｲ ﾅ ｰ 科 昼  間 㸰ᖺ 㸲㸮人 㸶㸮人 㸰学⣭ 

 

 

第㸱章   職員組織 

 

 㸦職員組織㸧                              

第㸳条   ᮏ校ࠊ࡟校長ࠊ教員ࠊຓ手ࠊ事務職員ࠊ་師ࡢࡑࠊ௚必要࡞職員ࢆ置くࠋ 

尚ࢇࡋࠊ灸科ཬび柔㐨整復科ࢀࡒࢀࡑࡣ࡟㸳ྡ以ୖࡢ専任教員ࢆ配置ࠋࡿࡍ 

 

 㸦校  長㸧                               

第㸴条   校長ࠊࡣ校務ࢆ掌ࠊࡾ所属職員ࢆ統督ࠋࡿࡍ 

    

 

㸲章   学ᖺࠊ学期ࠊ授業日数ཬび休業日 

 

 㸦学ᖺࠊ学期ࠊ授業日数㸧                        

第㸵条  㸯. 学ᖺࡣ㸲᭶㸯日࡟始ࠊࡾࡲ翌ᖺ㸱᭶㸱㸯日࡟終わࠋࡿ      

       㸰. 学ᖺࢆศࠊ࡚ࡅḟࡢ㸰学期ࠋࡿࡍ࡜ 

           前学期  㸲᭶㸯日ࡽ࠿㸷᭶㸱㸮日࡛ࡲ           

           ᚋ学期  㸯㸮᭶㸯日ࡽ࠿翌ᖺ㸱᭶㸱㸯日࡛ࡲ        

 ࡿࡍ変更ࢆ終業日࡜始業日ࡢ学期ࡣ校長ࠊ場合ࡿあࡀ教育ୖ必要ࠊࡋࡔࡓ       

 ࠋࡿࡁ࡛ࡀ࡜ࡇ

㸦授業時間㸧                              

第㸶条 ᮏ校ࡿࡅ࠾࡟授業時間ࡢ༊ศࠊࡣḟࡢ通ࠋࡿࡍ࡜ࡾ        
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    工業専門課程ࠊ文໬࣭教養専門課程ࠊ་療専門課程㸦་療秘書科㸧 

時 限 授 業 開 始 ～ 終 了 時 間 休 憩 時 間 

第 㸯 時 限  㸷㸸㸯㸳～㸯㸮㸸㸮㸳 㸯㸮㸸㸮㸳～㸯㸮㸸㸯㸳 

第 㸰 時 限 㸯㸮㸸㸯㸳～㸯㸯㸸㸮㸳 㸯㸯㸸㸮㸳～㸯㸯㸸㸯㸳 

第 㸱 時 限 㸯㸯㸸㸯㸳～㸯㸰㸸㸮㸳 㸯㸰㸸㸮㸳～㸯㸱㸸㸮㸮 

第 㸲 時 限 㸯㸱㸸㸮㸮～㸯㸱㸸㸳㸮 㸯㸱㸸㸳㸮～㸯㸲㸸㸮㸮 

第 㸳 時 限 㸯㸲㸸㸮㸮～㸯㸲㸸㸳㸮 㸯㸲㸸㸳㸮～㸯㸳㸸㸮㸮 

第 㸴 時 限 㸯㸳㸸㸮㸮～㸯㸳㸸㸳㸮 㸯㸳㸸㸳㸮～㸯㸴㸸㸮㸮 

第 㸵 時 限 㸯㸴㸸㸮㸮～㸯㸴㸸㸳㸮 㸯㸴㸸㸳㸮～㸯㸵㸸㸮㸮 

第 㸶 時 限 㸯㸵㸸㸮㸮～㸯㸵㸸㸳㸮  

 

    ་療専門課程㸦ࢇࡋ灸科ࠊ柔㐨整復科㸧 

時 限 授 業 開 始 ～ 終 了 時 間 休 憩 時 間 

第 㸯 時 限  㸷㸸㸯㸳～㸯㸮㸸㸲㸳 㸯㸮㸸㸲㸳～㸯㸮㸸㸳㸳 

第 㸰 時 限 㸯㸮㸸㸳㸳～㸯㸰㸸㸰㸳 㸯㸰㸸㸰㸳～㸯㸱㸸㸯㸮 

第 㸱 時 限 㸯㸱㸸㸯㸮～㸯㸲㸸㸲㸮 㸯㸲㸸㸲㸮～㸯㸲㸸㸳㸮 

第 㸲 時 限 㸯㸲㸸㸳㸮～㸯㸴㸸㸰㸮 㸯㸴㸸㸰㸮～㸯㸴㸸㸱㸮 

第 㸳 時 限 㸯㸴㸸㸱㸮～㸯㸶㸸㸮㸮  

 

 㸦休業日㸧                               

第㸷条   㸯. ᮏ校ࡢ休業日ࠊࡣḟࡢ通ࠋࡿࡍ࡜ࡾ              

         日曜日                         

         国民ࡢ⚃日࡟関ࡿࡍ法ᚊ㸦昭和㸰㸱ᖺ法ᚊ㸯㸵㸶号㸧࡟規定 

 休日ࡿࡍ                  

         創立グ念日 㸳᭶㸯日 

         春期休業日 㸱᭶㸰㸳日ࡽ࠿㸲᭶㸴日࡛ࡲ 

         夏期休業日 㸵᭶㸰㸳日ࡽ࠿㸶᭶㸯㸶日࡛ࡲ 

                  冬期休業日 㸯㸰᭶㸰㸳日ࡽ࠿㸯᭶㸯㸷日࡛ࡲ 

       㸰. 教育ୖ必要ࡀあࡿ場合ࠊ校長ࡣ前㡯ࡢ休業日ࢆ臨時࡟変更ࡿࡍ 

                事ࡀ出来ࠋࡿ 

       㸱. 第㸯㡯࡟定ࠊ࠿࡯ࡢࡢࡶࡿࡵ非常変災ࡢࡑࠊ௚ࡢ急迫ࡢ事業ࡀ 

                あࠊࡁ࡜ࡿ校長ࡣ臨時ࡢ休業日ࢆ定ࡿࡵ事ࡀ出来ࠋࡿ 
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第㸳章   課     程 

                                      

    第 㸯 節   入    学                    

 

 㸦入学時期㸧                              

第㸯㸮条  入学ࡢ時期ࡣ学ᖺࡢ初ࠋࡿࡍ࡜ࡵ 

 

 㸦入学資格㸧                              

第㸯㸯条  ᮏ校࡟入学ࡢ࡜ࡇࡿࡍ出来ࡿ者ࠊࡣḟࡢ各号ࡢ一࡟ヱ当ࡿࡍ者࡜ 

                           ࠋࡿࡍ        

      (1) 高等学校ࢆ卒業ࡓࡋ者ࠋ 

      (2) 通常ࡢ課程ࡿࡼ࡟㸯㸰ᖺࡢ学校教育ࢆ修了ࡓࡋ者ࠋ 

      (3) 外国࠾࡟い࡚ࠊ学校教育ࡿࡅ࠾࡟㸯㸰ᖺࡢ課程ࢆ修了ࡓࡋ者ࠋ 

      (4) 文部科学大臣ࡢ指定ࡓࡋ者ࠋ 

      (5) 文部科学大臣ࡢ行う高等学校卒業程ᗘㄆ定試験㸦ᪧ大学入学資格検定㸧

 ࠋ者ࡓࡋ合格࡟

      

 

 㸦入学願書㸧                              

第㸯㸰条  ᮏ校ࡢ࡬入学ࢆ志願ࡿࡍ者ࠊࡣ指定ࡢ期日࡟࡛ࡲᮏ校ࡢ定ࡿࡵ入学願書࣭ 

出身高等学校長ࡽ࠿提出ࡓࢀࡉ調査書ࡣࡓࡲ検定試験合格書ཬび成績証明 

書ࢆ所定ࡢ検定料ࢆ添え࡚提出࡞ࡽ࡞ࡤࢀࡅ࡞ࡋいࠋ 

 

 㸦入学選考㸧                             

第㸯㸱条  㸯㸬工業専門課程ࡢ入学志願者ࡘ࡟い࡚ࠊࡣ書類選考ࢆ行いࠊ入学者ࢆ決 

定ࠋࡿࡍ 

      㸰㸬་療専門課程ࡢ入学志願者ࡘ࡟い࡚ࠊࡣ所定ࡢ学科試験࡜面接試験ࢆ 

行いࠊ入学者ࢆ決定ࠊࡋࡔࡓࠋࡿࡍ་療秘書科ࡢ入学者ࡘ࡟い࡚ࡣ書 

類選考ࢆ行いࠊ入学者ࢆ決定ࠋࡿࡍ 

      㸱㸬文໬࣭教養課程ࡢ入学志願者ࡘ࡟い࡚ࠊࡣ書類選考ࢆ行いࠊ入学者ࢆ 

決定ࠋࡿࡍ 

 

㸦編入学㸧 

 第㸯㸱条ࡢ㸰 

       ᮏ校࡟編入学ࡿࡁ࡛ࡀ࡜ࡇࡿࡍ者ࠊࡣḟࡢ各号ࡢ一࡟ヱ当ࡿࡍ者ࠋࡿࡍ࡜ 

      (1) 専修学校ࢆ卒業ࠊࡋ専門士ࡣࡓࡲ高ᗘ専門士ྲྀࢆ得࡚ࡋいࡿ者 
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      (2) 大学ࢆ卒業ࡓࡋ者 

      (3) 短期大学ࡣࡓࡲ高等専門学校ࢆ卒業ࡓࡋ者 

      (4㸧ࡢࡑ௚ᮏ校࠾࡟い࡚ࠊ前各号ࡢ者ྠ࡜等以ୖࡢ学力ࡀあ࡜ࡿㄆࡿࡵ者 

㸦転入学㸧 

第㸯㸱条ࡢ㸱 

       ᮏ校࡟転入学ࡿࡁ࡛ࡀ࡜ࡇࡿࡍ者ࠊࡣḟࡢ各号ࡢ一࡟ヱ当ࡿࡍ者ࠋࡿࡍ࡜ 

      (1) 大学ࠊ短期大学ࡣࡓࡲ高等専門学校࡟在学ࡢࡶࡿࡍ 

 者ࡿࡵㄆ࡜ࡿあࡀ学力ࡢ等以ୖྠ࡜者ࡢ前各号ࠊい࡚࠾࡟௚ᮏ校ࡢࡑ (2)      

  

 㸦編入学࡜転入学ࡢ手続ࡁ㸧 

第㸯㸱条ࡢ㸲 

       校長ࡣ定員࡟余裕ࡀあࡿ場合࡟限ࠊࡾ編入学ཬび転入学希望者࡟対ࠊࡋ選 

考ࡢうえࠊ相当ᖺḟ࡟入学ࢆ許可࡛ࠊࡋࡔࡓࠋࡿࡁ既࡟修得ࡓࡋ科目ࡀ㐍 

⣭要件ࢆ満࡛ࡲࡍࡓ互᥮࡞ࡁ࡛ࡀい場合ࡣ入学ࢆㄆ࡞ࡵいࠋ 

      (1) 入学ࢆ志望ࡿࡍ者ࠊࡣ入学願ࡢࡑࠊ௚校長ࡀ必要࡜ㄆࡿࡵ書類ࢆ提出 

 ࠋい࡞ࡽ࡞ࡤࢀࡅ࡞ࡋ

      (2) 入学ࢆ許可ࡓࢀࡉ者ࠊࡣ指定期日࡟࡛ࡲ入学ࡢ手続࡞ࡤࢀࡅ࡞ࡋࢆࡁ 

 ࠋい࡞ࡽ

      (3) 入学ࡢ時期ࡣ学ᖺࡢ始ࠋࡿࡍ࡜ࡵ 

 

 㸦入学手続㸧                              

第㸯㸲条  選考ࡢ結果ࠊ合格ࡢ通知ࡅཷࢆ入学ࡼࡋうࡿࡍ࡜者ࠊࡣḟࡢ書類ࢆ入学料 

 期日ࡢ指定ࠊ 添え࡚ࢆ௚必要諸経費ࡢࡑࠊ維持費ࠊ施設設備費ࠊ授業料ࠊ

 ࠋい࡞ࡽ࡞ࡤࢀࡅ࡞ࡋ提出࡟࡛ࡲ

      (1)保証人連署ࡢ誓約書   

      (2)出身高等学校ࡢ卒業証明書 

 必要書類ࡢ௚ࡢࡑ(3)      

 

第㸯㸳条  保証人ࡣ父ẕࡋࡶくࡣ独立ࡢ生計ࢆ営ࡴ成ᖺ者࡛ࠊᮏ人ࡢ身ୖ࡟関ࠊࡋ一 

ษࡢ責任ࢆ㈇う者࡛࡞ࡽ࡞ࡤࢀࡅ࡞いࠋ 

       

 㸦入学許可㸧                              

第㸯㸴条  校長ࡣ入学手続ࢆࡁ完了ࡓࡋ者࡟入学ࢆ許可ࠋࡿࡍ 
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   第 㸰 節   在学ᖺ限                    

 

 㸦在学ᖺ限㸧                              

第㸯㸵条  学生ࠊࡣ修業ᖺ限ࡢ㸰倍ࢆ越え࡚在学ࡣ࡜ࡇࡿࡍ出来࡞いࠋ 

 

    第 㸱 節   教育課程ཬび学習評価   

 

 㸦授業科目ࠊ授業時間数ཬび単位数㸧  

第㸯㸶条  各学科ࡿࡅ࠾࡟授業科目ࠊᖺ間授業時間数ཬび単位数ูࡣ表第㸯ࡢ通࡜ࡾ 

 ࠋࡿࡍ

 

第㸯㸷条  ᮏ校ࡢ教育課程ࡣ時間ཬび単位制ᗘ࡟基࡙い࡚編成ࠊࡾ࠾࡚ࢀࡉ各学ᖺ࡟ 

 ࡞ࡋ修得ࢆ授業時間数ཬび単位数ࡢ所定ࡋ履修ࢆ学科目ࡓࢀࡽࡵい࡚定࠾

 ࡢ学校長ࠊࡾࡼ࡟出ࡋ申ࡓࡌ応࡟必要ࡢ教員ࡣ補講ࡓࡲࠋい࡞ࡽ࡞ࡤࢀࡅ

許可ࢆ得࡚所定ࡢ授業࡟࠿࡯ࡢ実施ࠋࡿࢀࡉ 

 

 㸦ᮏ校以外ࡿࡅ࠾࡟学修ࡢㄆ定㸧 

第㸯㸷条ࡢ㸰 

㸯㸬ᮏ校入学前ࡢ学修࠾࡟い࡚ࠊḟࡢ各号ࡢ一࡟ヱ当ࡿࡍ場合ࠊࡣ校長ࡢᢎ 

ㄆ࡚ࡗࡼ࡟学修ࡢㄆ定ࢆ行うࠋ 

㸦㸯㸧専修学校ࡢ専門課程ࡿࡅ࠾࡟授業科目ࡢ修得単位࡜授業時数 

㸦㸰㸧大学ࠊ短期大学ࡣࡓࡲ高等専門学校ࡿࡅ࠾࡟修得単位࡜授業時数 

㸰㸬㸯࡛定ࡓࡵᮏ校ࡢ授業科目ࡢ修得ࡍ࡞ࡳ࡜授業時数ࡣ当ヱ学科ࡢ課程ࡢ修

了࡟必要࡞総授業時数ࡢ㸰ศࡢ㸯ࢆ超え࡞いࠋࡿࡍ࡜ࡢࡶ 

 

 㸦単位ࡢ計算方法㸧  

第㸰㸮条  授業科目ࡢ単位数ࠊࡣḟࡢ基準ࡾࡼ࡟計算ࠋࡿࡍ࡜ࡢࡶࡿࡍ 

      (1) 講義ࡘ࡟い࡚ࠊࡣ㸯時間ࡢ講義࡟対ࡋ教室外ࡿࡅ࠾࡟準備ࡢࡵࡓࡢ学 

習時間ࢆ㸰時間必要ࢆ࡜ࡇࡿࡍ࡜考慮ࠊࡋ㸯㸳時間ࡢ講義࡚ࡗࡶࢆ㸯 

単位ࠋࡿࡍ࡜ 

      (2) 演習࣭実習࣭実ᢏཬび製ᅗ等ࡢ授業ࡘ࡟い࡚ࠊࡣ㸰時間ࡢ演習࣭実習 

࣭実ᢏཬび製ᅗ等࡟対ࡋ教室外࠾࡟い࡚準備ࡢࡵࡓࡢ学習時間ࢆ㸯時 

間必要ࢆ࡜ࡇࡿࡍ࡜考慮ࠊࡋ㸱㸮時間ࡢ授業࡚ࡗࡶࢆ㸯単位ࠋࡿࡍ࡜ 

      (3) 実験ࡢ授業ࡘ࡟い࡚ࠊࡣ学習࡚࡭ࡍࡀ実験室等࡛行わࠊ࡚ࡋ࡜ࡢࡶࡿࢀ

㸲㸳時間ࡢ実験࡚ࡗࡶࢆ㸯単位ࠋࡿࡍ࡜ 
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㸦試   験㸧 

第㸰㸯条  ࡢࢀࡒࢀࡑ科目ࡢ授業時間数ࡢ㸳ศࡢ㸲以ୖࡢ授業࡟ࡢࡶࡓࡅཷࢆ対ࠊࡋ試

験ୖࡢ所定ࡢ単位ࢆ୚えࡿ事࡚ࡗࡼ࡟学科目修了ࡢㄆ定ࢆ行うࠋ 

 

第㸰㸰条  試験ࡢ種類ࠊࡣ定期試験ࠊ臨時試験ࠊ追試験ࠊཬび再試験࡟ศࠋࡿࢀࡽࡅ 

      (1) 定期試験ࠊࡣ࡜各学期ࡢ学期ᮎ࡟行う試験ࢆいうࠋ 

      (2) 臨時試験ࠊࡣ࡜科目担当教師ࡀ臨時࡟行う試験ࢆいうࠋ 

      (3) 追試験ࠊࡣ࡜病気ࡢࡑ௚やࢆࡴ得ࡿࡊ事情ཷࡾࡼ࡟験出来ࡓࡗ࠿࡞学生

 ࠋいうࢆ行う試験࡚ࡋ対࡟

      (4) 再試験ࠊࡣ࡜成績୙良ࠊࡵࡓࡢ単位ࢆ修得ࡿࡍ事ࡢ出来ࡓࡗ࠿࡞学生࡟

対࡚ࡋ行う試験ࢆいうࠋ 

 

 㸦成績ࡢ評価㸧 

第㸰㸱条  㸯. 成績ࡢ評価ࡘ࡟い࡚ࠊࡣ試験や学習態ᗘ࡚ࡗࡼ࡟科目担当教師ࡀ定ࠋࡿࡵ

口答試ࠊࢺポ࣮ࣞࡣい࡚ࡘ࡟実ᢏ科目ࡢ実習ཬび製ᅗ等ࠊ実験ࠊࡋ࠿ࡋ

問ཬび学習態ᗘࡾࡼ࡟評価ࢆ決定ࠋࡿࡍ 

      㸰. 成績ࠊࡣ㸯㸮㸮Ⅼ満Ⅼࡿࡍ࡜Ⅼ数࡛評価ࠊࢀࡉ㸴㸮Ⅼ以ୖ࡚ࡗࡶࢆ合格

 ࠋࡿࡍ࡜

    第 㸲 節   㐍⣭ཬび卒業   

 

 㸦㐍   ⣭㸧 

第㸰㸲条  㸰ᖺḟあࡿいࡣ㸱ᖺḟ࡟㐍⣭ࠊࡣ࡟ࡵࡓࡿࡍᮏ校࡟㸯ᖺあࡿいࡣ㸰ᖺ以ୖ在

学ࡋ各科ࡢ定ࡿࡵ㐍⣭基準ࡢ単位数ࢆ修得࡞ࡽ࡞ࡤࢀࡅ࡞ࡋいࠋ㐍⣭基準ࡣ

各科ࢆࢀࡇ࡟ูࡀ定ࠋࡿࡵ 
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 㸦卒   業㸧 

第㸰㸳条  卒業࡟必要࡞単位数ཬび総授業時数ࠊࡣ教育課程࡟定ࡿࡵ全࡚ࡢ必修科目ࡢ

単位数ࢆ含ࠊ࡚ࡵḟࡢ通ࠋࡿࡍ࡜ࡾ            

     㸦専門課程㸧 

ศ     㔝 学 科          単 位 数        総 授 業 時 数 

工 業 

情 報 処 理 科  80単位以ୖ 1,700時間以ୖ 

自 動 車 整 備 科 100単位以ୖ 1,800時間以ୖ 

ࢸ ࢡ ࣀ ࣟ ࢪ ࣮ 科  80単位以ୖ 1,700時間以ୖ 

建 築 学 科  80単位以ୖ 1,700時間以ୖ 

་ 療 
柔 㐨 整 復 科 100単位以ୖ 2,040時間以ୖ 

་ 療 秘 書 科 80単位以ୖ 1,700時間以ୖ 

文໬࣭教養 

公 務 員 学 科 70単位以ୖ 1,700時間以ୖ 

㺗 ﾞ ｰ ﾑ 㺖 ﾘ ｴ ｲ ﾀ ｰ 科  75単位以ୖ 1,700時間以ୖ 

Ｃ Ｇ ﾃ ﾞ 㺙 ﾞ ｲ ﾅ ｰ 科 70.5単位以ୖ 1,700時間以ୖ 

     注㸧㸯㸬自動車整備科࠾࡟い࡚ࠊࡣ自動車整備士養成施設指定基準࡟定ࡵ 

出席時間数ࡓࢀࡽ 1,800時間࡜教育科目ู時間数ࢆ満足ࠋ࡜ࡇࡿࡍ 

㸰㸬་療専門課程ࡣ国家資格࡟ಀࡢ࡚࡭ࡍࡿ科目ࡢ履修ࢆ必要ࠋࡿࡍ࡜ 

 ࠋ除くࡣ་療秘書科ࠊࡋࡔࡓ 

 

第㸰㸴条  㸯㸬前条ࡢ卒業要件ࡓࡋࡓࡳࢆ者ࠊ࡟校長ࠊࡣ卒業ࢆㄆ定ࠊࡋ専門士㸦工業㸧ࠊ

専門士㸦་療㸧ཬび専門士㸦文໬࣭教養㸧ࡢ称号ࢆㄆࠊࡵ卒業証書ࢆ授୚

 ࠋࡿࡍ

          㸰㸬卒業証書ูࡣ⣬第㸯号様式ࡢ通ࠋࡿࡍ࡜ࡾ 

 

 㸦留   ᖺ㸧 

第㸰㸵条  㐍⣭又ࡣ卒業要件ࡍࡓࡳࢆ事ࡢ出来࡞い者ࡣ留ᖺࠋࡿࡍ࡜ 

 

 

第㸴章   休学ࠊ復学ࠊ退学ཬび除籍 

 

 㸦休   学㸧 

第㸰㸶条  㸯. 傷病ࠊ家庭ࡢ事情ࠊ一身ୖࡢ都合等ࠊࡾࡼ࡟休学ࡼࡋうࡿࡍ࡜者ࡑࠊࡣ

ࡍ得࡚休学ࢆ許可ࡢࡑࠊ願い出࡟保証人連署࡛校長ࠊࡋ明グࢆ理由ࡢ

 ࠋࡿ

      㸰. 病気࡚ࡗࡼ࡟休学ࡿࡍ場合ࠊ休学願࡟་師ࡢ診断書ࢆ添付࡞ࡤࢀࡅ࡞ࡋ
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 ࠋい࡞ࡽ

      㸱. 校長ࠊࡣ疾病ࡵࡓࡢ修学ࡿࡍ事ࡀ適当࡛࡞い࡜ㄆࡿࢀࡽࡵ者࡟休学ࢆ࿨

 ࠋࡿあࡀ事ࡿࡎ

 

 㸦休学期間㸧 

第㸰㸷条  休学期間ࠊࡣ休学ࡢ許可ࡓࡅཷࢆ日ࡽ࠿㸯ࢣᖺ以ෆࡋࡔࡓࠋࡿࡍ࡜特ูࡢ理

由ࡀあࡿ場合ࠊ㸯ࢣᖺࢆ限ᗘࠊ࡚ࡋ࡜休学期間ࡢ延長ࢆㄆࡀ࡜ࡇࡿࡵあࠊࡀࡿ

通算࡚ࡋ㸰ヵᖺࢆ超え࡞ࡁ࡛ࡀ࡜ࡇࡿいࠋ 

 

第㸱㸮条  在学ᖺ数࡟休学中ࡢ期間ࢆ算入࡞ࡋいࠋ 

 

 㸦復   学㸧 

第㸱㸯条  休学期間中ࡢࡑࠊ࡟理由ࡀ消滅ࠊࡣࡁ࡜ࡓࡋ校長ࡢ許可ࢆ得࡚復学࡜ࡇࡿࡍ

 ࠋࡿ出来ࡀ

 

第㸱㸰条  復学ࡼࡋうࡿࡍ࡜者ࠊࡣ復学願࡟必要事㡯ࢆグ入ࡋ校長࡟願い出ࠋࡿ            

 

 㸦退   学㸧 

第㸱㸱条  㸯. 退学ࡼࡋうࡿࡍ࡜者ࠊࡣ願い出࡚校長ࡢ許可࡞ࡽ࡞ࡤࢀࡅ࡞ࡅཷࢆいࠋ 

      㸰. 校長ࡣ病気ࡢࡑ௚ࡢ理由࡛成業ࡢ見込࡞ࡀࡳい࡜ㄆࡓࢀࡽࡵ者࡟退学ࢆ

࿨ࡿࡎ事ࡀあࠋࡿ 

      㸱. 休学中ࡢ学生ࠊࡀ休学期間満了ᚋࡶ復学ࡢ見込࡞ࡢࡳいࠊࡁ࡜校長ࡣ退

学ࢆ࿨ࡿࡎ事ࡀあࠋࡿ 

      㸲. 学生ࡀ修業ᖺ限ࡢ㸰倍࡟ཬ࠾࡞ࠊࡶ࡛ࢇ所定ࡢ履修ࢆ修了࡞ࡋい者࡟校

長ࡣ退学ࢆ࿨ࠋࡿࡎ 

 

 㸦除   籍㸧 

第㸱㸲条  校長ࠊࡣ授業料等ࡢ納付ࢆ怠ࠊࡾ督ಁ࠾࡞ࡶ࡚ࡋ納付࡞ࡋい者ࢆ除籍処ศ࡜

 ࠋࡿࡍ

第㸵章   検定料ࠊ入学料ࠊ授業料ࠊཬび必要諸経費 

 

 㸦検定料 㸧  

第㸱㸳条  ᮏ校࡟入学ࢆ志願ࡿࡍ者ࠊࡣ入学検定料ࢆ納付࡞ࡽ࡞ࡤࢀࡅ࡞ࡋいࠋ 

 

 㸦入学料ࠊ授業料ཬび必要諸経費㸧  

第㸱㸴条  選考ࡢ結果ࠊ合格ࡋᮏ校࡟入学ࡼࡋうࡿࡍ࡜者ࠊࡣᮏ校指定ࡢ期日迄࡟入学
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料ࠊ授業料ཬび必要諸経費ࢆ納付࡞ࡽ࡞ࡤࢀࡅ࡞ࡋいࠋ 

 

第㸱㸵条  ᮏ校ࡢ入学料ࠊ授業料ཬび必要諸経費ࡣḟࡢ通ࠋࡿࡍ࡜ࡾ尚ࠊୗグ࡟定ࡓࡵ

納付金以外ࡣ徴཰࡞ࡋいࠋ 

㸯㸬工業専門課程 

㸦㸯㸧 入学料 

           情報処理科࣮ࢪࣟࣀࢡࢸࠊ科ࠊ自動車整備科ࠊ建築学科 

                                      㸰㸮㸮㸪㸮㸮㸮෇ 

㸦㸰㸧授業料㸦ẖᖺ㸧 

   情報処理科࣮ࢪࣟࣀࢡࢸࠊ科ࠊ自動車整備科ࠊ建築学科 

                              㸴㸳㸶㸪㸮㸮㸮෇ 

㸦㸱㸧施設設備費㸦ẖᖺ㸧 

情報処理科࣮ࢪࣟࣀࢡࢸࠊ科ࠊ自動車整備科ࠊ建築学科 

           㸱㸴㸮㸪㸮㸮㸮෇ 

   㸰㸬་療専門課程 

        㸦㸯㸧入学料 

柔㐨整復科                       㸱㸮㸮㸪㸮㸮㸮෇ 

་療秘書科                㸰㸮㸮㸪㸮㸮㸮෇  

        㸦㸰㸧授業料㸦ẖᖺ㸧 

           柔㐨整復科                       㸶㸷㸮㸪㸮㸮㸮෇ 

           ་療秘書科                㸳㸱㸶㸪㸮㸮㸮෇ 

  㸦㸱㸧施設設備費㸦ẖᖺ㸧 

柔㐨整復科                          㸱㸴㸮㸪㸮㸮㸮෇ 

་療秘書科                㸱㸴㸮㸪㸮㸮㸮෇ 

      㸱㸬文໬࣭教養専門課程 

        㸦㸯㸧入学料 

公務員学科࣮ࢤࠊムࣜࢡエイタ࣮科ࠊＣＧࢹザイ࣮ࢼ科 

                      㸰㸮㸮㸪㸮㸮㸮෇ 

        㸦㸰㸧授業料㸦ẖᖺ㸧 

           公務員学科                 㸲㸴㸮㸪㸮㸮㸮෇ 

 科  㸴㸳㸶㸪㸮㸮㸮෇࣮ࢼザイࢹＣＧࠊエイタ࣮科ࣜࢡム࣮ࢤ

        㸦㸱㸧施設設備費㸦ẖᖺ㸧 

公務員学科࣮ࢤࠊムࣜࢡエイタ࣮科ࠊＣＧࢹザイ࣮ࢼ科 

                      㸱㸴㸮㸪㸮㸮㸮෇ 

以ୖ 
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第㸱㸵条ࡢ㸰 

      第㸯㸱条ࡢ㸰ࡽ࠿㸲ࡢ規定ࡾࡼ࡟入学ࡓࡋ者ࡢ入学料ࠊ授業料ࠊ施設設備費 

   ࠋࡿࡍ࡜ࡌྠ࡜㢠ࡿಀ࡟在学者ࡢᖺḟࡓࡋ入学ࡣ      

 

第㸱㸶条  経済的理由࡚ࡗࡼ࡟納付ࡀ困難࡛あࡘ࠿ࠊࡾ学業優秀又ࡣやࢆࡴ得࡞い事情

徴཰ࡣศ納又ࡢ授業料࡚ࡗࡼ࡟ࡁ手続ࡢ所定ࡣ校長ࡋ対࡟者ࡓࡵㄆ࡜ࡿあࡀ

 ࠋࡿあࡀ事ࡿࡍ猶予ࢆ

 

第㸱㸷条  休学ࢆ許可ࠊࢀࡉ又ࡣ࿨ࡓࢀࡽࡐ者ࡘ࡟い࡚ࠊࡣ休学ࡓࡋ᭶ࡢ翌᭶ࡽ࠿復学

 ࠋࡿあࡀ事ࡿࡍ免除ࢆ一部ࡣ全部又ࡢ授業料等࡛ࡲ前᭶ࡢ᭶ࡓࡋ

 

第㸲㸮条  追試験料ཬび再試験料等ࡢ費用࡟ูࢆ定ࡾࡼ࡟ࢁࡇ࡜ࡿࡵ徴཰ࠋࡿࡍ 

 

第㸲㸯条  ྠ窓会活動等࡟用ࡿࡍ費用࡛ࡢࡑࠊ徴཰ࡢ委クࡘ࡟ࡢࡶࡓࡅཷࢆい࡚ࠊࡣ授

業料等ྠ࡜等࡟徴཰ࡿࡍ事ࡀあࠋࡿ 

 

第㸲㸰条  検定料ࠊ入学料ཬび授業料等ࡢ納付金ࡢࡑࠊ௚諸納付金ࡘ࡟い࡚ࡣ納付ᚋい

 ࠋい࡞ࡋ返還࡚ࡋ࡜原則ࡶ࡚ࡗあࡀ理由ࡿ࡞࠿

 

 

第㸶章   賞   罰 

 

第㸲㸱条  ᮏ校学生࡚ࡋ࡜学業成績ࠊ人物ࡽ࡞び࡟健康࡟優ࡓࢀ者࡟対ࠊࡋ校長ࡣ卒業

時࡟選考࡚ࡗࡼ࡟表彰ࠋࡿࡍ 

 

第㸲㸲条  ᮏ校学生࡚ࡋ࡜特࡟表彰ࢆ行う事ࡀあࠋࡿ 

 

第㸲㸳条  校長ࡣ学則ࡋࡶく࡟ࢀࡇࠊࡣ基࡙い࡚定ࡓࢀࡽࡵ学ෆ諸規則࡟㐪཯ࠊࡋ又ࠊࡣ

学業ࢆ怠ࠊࡾ学生ࡢ࡚ࡋ࡜ᮏศ࡟཯ࡿࡍ行Ⅽࡓࡋࢆ者࡟対ࡢࡑࠊࡋ軽㔜࡟従

い訓告停学ཬび除籍࡚ࡗࡼ࡟懲戒ࠋࡿࡍ 

 

第㸲㸴条  在学ᖺ限ࠊ࡟停学期間ࢆ算入ࠊࡀࡿࡍ修業ᖺ限ࡣ࡟算入࡞ࡋいࠋ 

 

第㸷章   保健࣭衛生 

 

第㸲㸵条  学生ࡢ保健࣭衛生ࡢ管理ࠊࡵࡓࡢẖᖺ一回健康診断ࢆ実施ࠋࡿࡍ 
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第㸯㸮章   学生指ᑟ࡜就職 

 

第㸲㸶条  学生ࡢ組織ࡿࡍ学術ࠊ教養ࠊ体育等各方面ࡢ団体中ࠊᮏ校ࡀ適当࡜ㄆࡓࡵ団

体ࢆ公ㄆࠊࡋ学校ෆ࡛ࡢ活動ࢆ許可ࠋࡿࡍ 

 

第㸲㸷条  公ㄆ団体ࡣ一人以ୖࡢ顧問ࠊࡁ࠾ࢆ顧問ࡣᮏ校ࡢ専任教師࡟ࢀࡇࡣࡓࡲ準ࡎ

 ࠋࡿࡍ࡜者ࡿ

 㸦寄  宿  舎㸧  

第㸳㸮条  共ྠ生活ࢆ通ࠊࡌ学生相互ࡢ心身陶治ࢆ目的࡚ࡋ࡜ᮏ校ࡣ寄宿舎ࢆ指定ࡍ

 ࠋࡿ

 

第㸳㸯条  校長ࡣ寄宿舎࡟関ࡿࡍ事㡯࡟ูࢆ定ࠋࡿࡵ   

 

 㸦就   職㸧 

第㸳㸰条  ᮏ校学生ࡢ就職斡旋並び࡟職業補ᑟ࡟当ࠊࡵࡓࡿࡓ就職課ࢆ置くࠋ就職課࡟

                  ࠋࡿࡵ定࡟ูࡣい࡚ࡘ
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附則㸦ᖹ成㸰㸴ᖺ㸱᭶㸯㸵日 ᖹ成㸰㸳ᖺᗘ学則第㸯号改ṇ㸧 

㸯㸬ࡢࡇ学則ࠊࡣᖹ成㸰㸴ᖺ㸲᭶㸯日ࡽ࠿適用ࠋࡿࡍ 

㸰㸬ᖹ成㸰㸴ᖺ㸱᭶㸱㸯日現在在学ࡿࡍ学生࡟適用ࡿࡍ学則ࡢࡑ௚ࡢ規定ࡘ࡟い࡚࡞ࠊࡣ

 ࠋࡿࡼ࡟例ࡢ従前࠾

㸱㸬改ṇᚋࡢ学則第㸲条ࡢ規定࠿࠿࡟わࠊࡎࡽᖹ成㸰㸴ᖺᗘࡣḟ࡟グ述ࡿࡍ第㸲条ࢆ適用

 ࠋࡿࡍ

 

 㸦課程࣭学科 修業ᖺ限ཬび学生定員㸧                  

第㸲条   㸯. ᮏ校࡟工業専門課程ࠊ་療専門課程ཬび文໬࣭教養専門課程ࢆ置くࠋ 

       㸰. 工業専門課程ࠊ་療専門課程ཬび文໬࣭教養専門課程࡟置く学科ࠊ修業 

ᖺ限ཬび学生定員ࠊࡣḟࡢ通ࠋࡿࡍ࡜ࡾ 

         㸱. 一ࡢࡘ授業科目ࡘ࡟い࡚ྠ時࡟授業ࢆ行う学生ࡢ数ࠊࡣ工業専門課程ࠊ

文໬࣭教養専門課程ཬび་療専門課程་療秘書科࡟あࡣ࡚ࡗ㸲㸮人ࢆ標

準ࡓࡲࠋࡿࡍ࡜་療専門課程ࢇࡋ灸科ཬび柔㐨整復科࡟あࡣ࡚ࡗ㸱㸮人

 ࠋࡿࡍ࡜㸯学ᖺ㸯学⣭ࠊࡋ࡜標準ࢆ

 

㸦専門課程㸧 

ศ 㔝 学    科   昼夜ูࡢ  修業ᖺ限 入学定員 総定員 学⣭数 

工 業 

情報処理科   昼  間  㸰ᖺ  㸯㸰㸮人  㸰㸲㸮人 㸴学⣭ 

自動車整備科   昼  間  㸰ᖺ   㸶㸮人  㸯㸴㸮人 㸲学⣭ 

ﾃ㺖ﾉﾛ㺚ﾞｰ科   昼  間  㸰ᖺ    㸷㸮人  㸯㸶㸮人 㸴学⣭ 

建築学科   昼  間  㸰ᖺ    㸳㸮人  㸯㸮㸮人 㸰学⣭ 

་ 療 

 㸱㸮人 㸯学⣭   ࡋ࡞    灸科   昼 間  㸱ᖺࢇࡋ

柔㐨整復科   昼 間  㸱ᖺ    㸱㸮人   㸷㸮人 㸱学⣭ 

་療秘書科   昼 間  㸰ᖺ    㸲㸮人   㸶㸮人 㸰学⣭ 

文໬࣭教養 

公務員学科   昼  間  㸰ᖺ    㸳㸮人  㸯㸮㸮人 㸰学⣭ 

㺗ﾞｰﾑ㺖ﾘｴｲﾀｰ科   昼  間  㸰ᖺ    㸲㸮人   㸶㸮人 㸰学⣭ 

ＣＧﾃﾞ㺙ﾞｲﾅｰ科   昼  間   㸰ᖺ    㸲㸮人   㸶㸮人 㸰学⣭ 

 

㸲㸬ࡢࡇ学則施行前ࡢ工業専門課程࣮ࢪࣟࣀࢡࢸ科情報ࢿッࢺワ࣮ࢫ࣮ࢥࢡཬび་療専門

課程ࢇࡋ灸科ࠊࡣ改ṇᚋࡢ学則第㸲条ࡢ規定࠿࠿࡟わࠊࡎࡽᖹ成㸰㸵ᖺ㸱᭶㸱㸯日࡟

当ヱ学科㸦ࢫ࣮ࢥ㸧࡟在学ࡿࡍ学生ࡀ当ヱ学科㸦ࢫ࣮ࢥ㸧࡟在学࡞ࡋくࡢ࡛ࡲࡿ࡞間ࠊ

存続ࠊࡋ࡜ࡢࡶࡿࡍ当ヱ学科㸦ࢫ࣮ࢥ㸧࡟関ࡿࡍ事㡯࠾࡞ࠊࡣ従前ࡢ例ࠋࡿࡼ࡟ 

以ୖ 
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12- 2. 学生委員会会則 

 

第㸯章 総  則 

第㸯条 ྡ称ཬび所在地 

    ᮏ会ࡣ日ᮏ工学院໭海㐨専門学校学生委員会࡜称ࠊࡋᮏ部ࢆ日ᮏ工学院໭海㐨専 

   門学校ෆ࡟置くࠋ 

第㸰条 目  的 

   1.ᮏ会ࡣᮏ学校ࡢモッࡿࡍ࡜࣮ࢺ学生࣭教職員ཬび学校当局୕ࡢ者間ࡢ相互理解࡜ 

    協力関ಀࢆ推㐍ࠊࡋ教育効果ࡢ向ୖࠋࡿ࠿ࡣࢆ 

   2.ᮏ会ࡣ学生相互ࡢ親睦ࢆᅗࠊࡿࡼ࡟࡜ࡇࡿ学校生活ࡢ෇滑ࡢࡑ࡜人格ࡢ形成࡟寄 

    ୚ࠋࡿࡍ 

第㸱条 会員ࡢ構成 

    ᮏ会会員ࡣᮏ学校࡟在籍ࡿࡍ学生全員࡚ࡗࡶࢆ構成ࠋࡿࡍ 

第㸲条 会員ࡢ組織 

    ᮏ会ࡣ学生委員会ู࡟࡜ࡶࡢ表࡟掲ࡼࡿࡆう࡟組織ࠋࡿࡍ 

  

 

第㸰章 学生委員会 

 

第㸯節 学生委員会 

第㸳条 目的ཬび権限 

   1.第㸯章第㸰条࡟掲ࡿࡆ目的ࡢ遂行ࡢࡑࢆ任ࠋࡿࡍ࡜ 

2.ᮏ会࡟ูࡣ定ࡿࡵ付議事㡯ཬび学生委員会࠾࡟い࡚࡜く࡟必要ࡓࢀࡉ࡜事㡯ࡢ議

事採択ࢆ行うࠋ 

第㸴条 構  成 

   1.学生委員会ࡣ日ᮏ工学院໭海㐨専門学校学⣭委員制ᗘࡾࡼ࡟選出ࡓࢀࡉ学⣭委員

 ࠋࡿࡍ構成࡚ࡗࡶࢆ除く㸧ࢆ㸰ྡ㸦役員ࢫࣛࢡ各ࠊࡽ࠿中ࡢ

   2.ᮏ会運営ࠊࡵࡓࡢḟࡢ役員ࢆ置くࠋ 

       イ㸬会 長͐͐㸯ྡ 

       ࣟ㸬副会長͐͐2ྡ 

 㸬書グ長͐͐㸯ྡࣁ       

 㸬書 グ͐͐適宜ࢽ       

       ホ㸬議 長͐͐㸯ྡ 

 㸬副議長͐͐適宜࡬       

    但ࡋ必要࡟応ࡢࡑࡌ௚ࡢ役員ࢆ置くࠋࡿࡁ࡛ࡀ࡜ࡇ 

 ࠋい࡞問わࢆ࡜ࡇࡿ学生委員࡛あࡶࡋࡎ必ࡤࢀあࡀᢎㄆࡢ会長ࡣ役員ࡢࡑ    
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                                 㸦除会計㸧 

 

第㸵条 付属機関 

    ᮏ会ࡢṇ常ࡘ࠿෇滑࡞運営ࢆ計ࠊࡵࡓࡿḟࡢ付属機関࡚ࡋ࡜執行委員会ࢆ置くࠋ 

 

第 2節 運  営 

第㸶条 学生委員ࡢ召集ࡣ会長ࡀ行うࡋࡔࡓࠋ学校長ࡀ必要ุ࡜断ࡓࡋ時ࠊ学校長ࡀ召集

 ࠋࡿあࡶ事ࡿࡍ

第㸷条 学生委員会ࡢ成立 

    学生委員会ࡣ 2㸭3以ୖࢫࣛࢡࡢ数ࡢ出席委員࡚ࡗࡶࢆ成立ࠋࡿࡍ 

第 10条 議  決 

    㸯㸬第㸷条ࡾࡼ࡟議決ࢆ行࡞うࠋࡿࡁ࡛ࡀ࡜ࡇ 

    㸰㸬議決ࡣḟࡢ各㡯ࡾࡼ࡟決定ࠋࡿࡍ 

    イ㸬議決ࡣ出席ࡓࡋ学生委員࡚ࡗࡶࢆ行うࠋ 

ࣟ㸬会則࡟関ࡿࡍ以外ࡢ議決ࢆ行࡞う場合ࠊ出席委員ࡢ過半数ࡢ賛成ࢆ必要ࠊࡋ࡜

賛否ྠ数ࡢ場合ࡣ議長ࢆࢀࡇࡀ決定ࠋࡿࡍ 

ࡢ出席委員ࠊࡣう場合࡞行ࢆ議決ࡿࡍ関࡟㸬会則ࣁ     2㸭3 以ୖࡢ賛成ࢆ必要    

 ࠋࡿࡍ࡜

第 11条 議決事㡯 

    学生委員ࡣ各ホ࣮ム࣮ࣝムࡢ意志ࢆ代表ࡢࡑࠊ࡚ࡋ཯映࡟ດࠊࡵ議決事㡯ࡣ各ホ

࣮ム࣮ࣝム࡟報告ࠋࡿࡍ 

第 12条 Ⓨ  言 

    㸯㸬Ⓨ言権ࢆ᭷ࡿࡍ資格者ࡣ原則࡚ࡋ࡜学生委員ཬび役員ࠊ࡟ࡽࡉ学生委員会ࢆ

担当いࡿ教職員࡟限ࠋࡿ但ࡋ議長ࡀ特࡟必要࡜ㄆࡓࡵ時ࠊࡣ傍聴者ࡶⓎ言ࡍ

 ࠋࡿࡁ࡛ࡀ࡜ࡇࡿ

    㸰㸬Ⓨ言ࡢ㝿ࡣ挙手ࡾࡼ࡟議長ࡢ指ྡࢆ得࡚Ⓨ言権ࢆ得ࠋࡿ 

    㸱㸬第 12条第㸰㡯࡟㐪཯࡚ࡋ議事㐍行ࡢ妨害ࡢ恐ࡀࢀあ࡜ࡿ議長ࡀㄆࡓࡵ時ࠊࡣ 

      議長権限ࡢࡑࡾࡼ࡟者ࢆ退場ࠋࡿࡁ࡛ࡀ࡜ࡇࡿࡏࡉ 

第 13条 学生委員会ࡢ公開 

     学生委員会ࡣ原則࡚ࡋ࡜公開ࠋࡿࡍ但ࡋ会長ࡢ権限ࡾࡼ࡟傍聴ࢆ拒否ࡿࡍ 

 ࠋࡿࡁ࡛ࡀ࡜ࡇ   

 

第 3節 役  員 

第 14条 役員ࡢ選出 

    ᮏ会ࡢ行員ࡢ選出ࠊࡣ学生委員会࠾࡟い࡚互選ࡾࡼ࡟行いࠊ学生委員会ࡢ 

   ᢎㄆࢆ得࡚決定ࠋࡿࡍ 



16 
 

第 15条 役員ࡢ任務 

    ᮏ会ࡢ役員ࡢ任務ࡣḟࡢ通ࠋࡿࡍ࡜ࡾ 

   1.会長ࡣᮏ会ࢆ代表ࡋ会務ࢆ総理ࠋࡿࡍ 

   2.副会長ࡣ会長ࢆ補బࠊࡋ会長࡟事故あࡿ時ࡢࡑࡣ代理࡟当ࠋࡿ 

   3.書グ長ཬび書グࡣᮏ会ࡢ事務࡟当ࠋࡿ 

   4.議長ཬび副議長ࡣᮏ会会議ࡢ㐍行ࡢ任࡟当ࠋࡿ 

   5.副議長ࡣ議長ࢆ補బࠊࡋ議長࡟事故あࡿ時ࡢࡑࠊࡣ代理࡟当ࠋࡿ 

第 16条 役員ࡢ任期 

    役員ࡢ任期ࡣ㸯ᖺࠊࡋ࡜ẖᖺ㸲᭶㸯日ࡽ࠿翌ᖺ㸱᭶ 31日࠾࡞ࠋࡿࡍ࡜࡛ࡲ 

   ᮏ会ࡢ役員ࡀ卒業ࡓࡋ場合ࠊࡣ改選࡛ࡲ残ࡢࡾ役員࡛代行ࠋࡿࡍ 

第 17条改選期 

    ᮏ会ࡢ役員ࡢ改選期ࡣẖᖺ㸲᭶ࠋࡿࡍ࡜ 

第 18条 役員補充ࡢ規定 

    ᮏ会ࡢ役員࡟卒業以外࡛Ḟ員ࡀ生ࡓࡌ時ࠊࡣ第㸱節第 14条ࡾࡼ࡟補充ࡋ任期ࡣ 

前任者ࡢ残任期間ࠋࡿࡍ࡜ 

第 19条 役員ࡢ辞任ཬび解任 

    ᮏ会ࡢ役員ࡣḟࡢ場合解任ࠋࡿࢀࡉ 

   1.役員ࡾࡼ辞任願いࡀ提出ࠊࢀࡉ௚ࡢ役員ࡾࡼᢎㄆࡓࢀࡉ時ࠋ 

   2.学生委員会ࡀ࣮ࣝࢥࣜࡾࡼ提出ࠊࢀࡉ学生委員会࠾࡟い࡚ 2㸭3以ୖࡢ賛成 

 ࠋ時ࡓࢀࡉ可決ࡾࡼ࡟    

   3.校規࡟㐪཯ࡋ処ศࡓࡅཷࢆ時ࠋ 

 

第 20条 職権乱用ࡢ禁Ṇ 

    役員ࡣ職権ࢆ乱用࡞ࡽ࡞ࡣ࡚ࡋいࠋ 

 

 

第㸱章 学生委員会付属機関 

第 4節 執行委員会 

第 21条 目  的 

    ᮏ会ࡣ学生委員会ࡢ方針࡟従いࠊ第㸯章第㸰条࡟掲ࡿࡆ目的ࢆ遂行ࠋࡿࡍ 

第 22条 構成ཬび運営 

   1.ᮏ会ࡣ学生委員会役員࡚ࡗࡼ࡟構成ࠋࡿࢀࡉ 

   2.ᮏ会ࡢ運営ࢆ計ࡵࡓࡿḟࡢ付属機関࠾ࢆくࠋ 

    イ㸬体育祭実行委員会 

    ࣟ㸬工学院祭実行委員会 

第 23条 執行委員会ࡢ再構成 
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    全役員ࡀ解任ࡓࢀࡉ場合ࠊ執行委員会ࡢ再構成ࡣ役員改選ᚋ 10日以ෆ࡟ 

    行わ࡞ࡽ࡞ࡤࢀࡅ࡞いࠋ 

 

 

第 5節 体育祭実行委員会 

第 24条 目  的 

    ᮏ会ࡣ日ᮏ工学院໭海㐨専門学校体育祭ࡢ開催࡟必要࡞準備ཬび実行ࡑࢆ 

 ࠋࡿࡍ࡜目的ࡢ   

第 25条 構  成 

    委員長ࠊ副委員長ࠊ必要࡟応࡚ࡌ設ࡓࢀࡽࡅ各部ࡢ部長ཬび実行委員 

 ࠋࡿࡍ構成ࡾࡼ࡟   

   1.実行委員長͐͐͐͐͐͐㸯ྡ 

   2.副委員長 ͐͐͐͐͐͐㸯ྡ 

    

第 26条 選  出 

    ᮏ会ࡢ実行委員長ࠊ副委員長ཬび実行委員ࡢ選出ࡣḟ࡟掲ࡿࡆ各㡯ࠋࡿࡼ࡟ 

   1.ᮏ会ࡢ実行委員長ࡣ第㸴条第㸯㡯࡟基࡙く学生委員ࡢ互選࡚ࡗࡼ࡟選出ࠋࡿࡍ 

   2.副委員長ࡣ実行委員長ࡢ指ྡࡾࡼ࡟学生委員会ࡀᢎㄆࠋࡿࡍ 

   3.ᮏ会実行委員ࡣ各ࢫࣛࢡ㸰ྡ以ୖࡢ学⣭委員ࡀ兼務࡟ࡽࡉࠋࡿࡍ実行委員長ࡣ必要

ࡀ事ࡿࡍ得࡚任࿨ࢆᢎㄆࡢ学生委員会ࡋ指ྡࢆ実行委員ࡽ࠿学⣭委員以外ࠊࡌ応࡟

出来ࠋࡿ 

第 27条 運  営 

   1.ᮏ会ࡢ運営ࡣ委員長࡟一任ࠋࡿࡍ 

   2.副委員長ࡣ委員長ࢆ補బࡋ㺂一ྡࡣᏳ全管理ࠊ௚ࡢ一ྡࡣ会計監査ࡢ任࡟当ࠋࡿ 

   3.ᮏ会ࡢ運営࡟㝿ࠊࡋ委員長ࡀ必要࡜ㄆࡓࡵ場合ࠊࡣ全学生࡟対ࡋ公募ࢆ行 

 ࠋࡿࡁ࡛ࡀ࡜ࡇࡿࡍ適時補充ࠊい࡞    

   4.委員長ࡣ必要࡟応ࡌ学生委員会࡟対࡚ࡋ積極的࡟必要事㡯ࢆ依頼࡜ࡇࡿࡍ 

 ࠋࡿࡁ࡛ࡀ    

第 28条 任  務 

    ᮏ会ࡣ第 24条࡟掲ࡿࡆ目的ࡢ遂行ࡢࡑࢆ任務ࠋࡿࡍ࡜ 

第 29条 任  期 

    ᮏ会ࡢ委員長ࠊ副委員長ࡢ任期ࡣ一ᖺࡢࡑࠋࡿࡍ࡜௚ࡢ実行委員ࡣ会計報 

   告終了ᚋ࡟任期ࢆ終えࠋࡿ 

第 30条 改選期 

    ᮏ会ࡢ委員長ࠊ副委員長ࡢ改選期ࡣẖᖺ㸰᭶ࠋࡿࡍ࡜ 

第 31条 Ḟ  員 
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    ᮏ会ࡢ実行委員㸦委員長ࠊ副委員長ࢆ含ࡴ㸧࡟Ḟ員ࡀ生ࡓࡌ時ࡣ第 44条ࠊ 

   45条㸱㡯ࡾࡼ࡟補充ࠋࡿࡁ࡛ࡀ࡜ࡇࡿࡍ又ࡢࡑ任期ࡣ前任者ࡢ残任期間ࠋࡿࡍ࡜ 

第 32条 義  務 

    ᮏ会ࡣ会長ࡢ要請ࡀあࡓࡗ時ࡢࡑࡣ活動ࡢ報告書ࢆ学生委員会࡟提出࡞ࡋ 

 ࠋい࡞ࡽ࡞ࡤࢀࡅ   

第 33条 委員ࡢ辞任ཬび解任 

    ᮏ会ࡢ委員ࡣḟࡢ場合解任ࠋࡿࢀࡉ 

   1.委員長ཬび副委員長ࡾࡼ辞任願いࡀ学生委員会࡟提出ཷࢀࡉ理ࡓࢀࡉ時ࠊ 

    又学生委員ࡀ࣮ࣝࢥࣜࡾࡼ提出ࢀࡉ学生委員会࡛ 2㸭3以ୖࡢ賛成ࡾࡼ࡟可 

    決ࡓࢀࡉ時ࠋ 

   2.௚ࡢ実行委員ࡢࡑࡣ委員ࡾࡼ辞任願いࡀ提出ࢀࡉ委員長ࢆࢀࡇࡀㄆࡓࡵ時ࠋ 

   3.委員長ཬび副委員長ࡀ୙適任࡜ㄆࡓࡵ者ࠋ 

第 34条 職権乱用ࡢ禁Ṇ 

    実行委員ࡢࡑࠊࡣ職権ࢆ乱用࡞ࡽ࡞ࡣ࡚ࡋいࠋ 

 

第 6節 工学院祭実行委員会 

    工学院祭ࠊࡣ࡜学生ࡢ日頃ࡢ研究ࠊ学習ࣈࣛࢡࡣࡓࡲ活動ࡢ成果ࢆⓎ表ࡍ 

 ࠋࡿ場࡛あࡿ   

第 35条 目  的 

    ᮏ会ࡣ日ᮏ工学院໭海㐨専門学校工学院祭ࡢ開催࡟必要࡞準備ཬび実行ࢆ 

 ࠋࡿࡍ࡜目的ࡢࡑ   

第 36条 構  成 

    ᮏ会ࡣḟ࡟掲ࡿࡆ部ࢆ置ࠊࡁ委員長ࠊ副委員長ࠊ部長ཬび実行委員ࡾࡼ࡟ 

   構成ࠋࡿࡍ 

   1.実行委員長͐͐㸯ྡ 

   2.副委員長͐͐͐㸰ྡ(ෆ㸯ྡࡣ会計監査担当) 

   3.各  部 

    イ㸬企 ⏬ 部 部長͐㸯ྡ 

    ࣟ㸬会 計 部  ࠌ ͏㺃㸯ྡ 

 㺃͏㸯ྡ ࠌ  㸬広 報 部ࣁ    

    但ࠊࡋ実行委員長ࡣ必要࡟応ࠊࡌ前㡯以外ࡢ部ཬび部長ࢆ置くࠋࡿࡁ࡛ࡀ࡜ࡇ 

第 37条 選  出 

    ᮏ会ࡢ委員長ࠊ副委員長ࠊ部長ཬび実行委員ࡢ選出ࡣḟ࡟掲ࡿࡆ各㡯ࠋࡿࡼ࡟ 

   1.ᮏ会ࡢ委員長ࡣ第㸴条第㸯㡯࡟基࡙く学生委員ࡢ互選࡚ࡗࡼ࡟選出ࠋࡿࡍ 

   2.副委員長ࠊ各部部長ཬび実行委員ࡣ全学生ࡾࡼ募集ࠋࡿࡍ 

 実行ࡣ実行委員ࠊ各部部長ࡓࡲࠊ得࡚ࢆᢎㄆࡢ執行委員会ࡣ副委員長࠾࡞    
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    委員長ࡢᢎㄆࢆ得࡚決定ࠋࡿࡍ 

第 38条 運  営 

   1.ᮏ会ࡢ運営ࡣ委員長࡟一任ࠋࡿࢀࡉ 

   2.ᮏ会ࡢ運営࡟㝿ࡋ委員長ࡀ必要࡜ㄆࡓࡵ時ࠊࡣ全学生ࡾࡼ公募ࡋ実行委員 

 ࠋࡿࡁ࡛ࡀ࡜ࡇࡿࡍ適時補充ࢆ員数ࡢ    

   3.前㡯ࡿࡼ࡟補充者ࡢ配属ࡣ委員長࡟一任ࠋࡿࢀࡉ 

   4.委員長ࡣ必要࡟応ࡌ学生委員会࡟対࡚ࡋ積極的࡟必要事㡯ࢆ依頼࡜ࡇࡿࡍ 

 ࠋࡿࡁ࡛ࡀ    

第 39条 任  務 

    ᮏ会ࡣ第 53条࡟掲ࡿࡆ目的ࡢ遂行ࡢࡑࢆ任務ࠋࡿࡍ࡜ 

第 40条 任  期 

    ᮏ会ࡢ委員長ࠊ副委員長ཬび部長ࡢ任期ࡣ㸯ᖺࠋࡿࡍ࡜ 

第 41条 改選期 

    ᮏ会ࡢ委員長ࠊ会計監査担当副委員長ࡢ改選期ࠊࡣẖᖺ㸰᭶ࠋࡿࡍ࡜ 

 

第 42条 Ḟ  員 

   ᮏ会࡟Ḟ員ࡀ生ࡓࡌ時ࠊࡣ第 37条ࡾࡼ࡟補充ࠋࡿࡁ࡛ࡀ࡜ࡇࡿࡍ 

第 43条 義  務 

    ᮏ会ࡣ会長ࡢ要請ࡀあࡓࡗ時ࡢࡑࡣ活動ࡢ報告書ࢆ学生委員会࡟提出࡞ࡋ 

 ࠋい࡞ࡽ࡞ࡤࢀࡅ   

 

第 44条 委員ࡢ辞任ཬび解任 

   ᮏ会ࡢ委員ࡣḟࡢ場合解任ࠋࡿࢀࡉ 

   1.委員長ࠊ副委員長ࡾࡼ辞任願いࡀ学生委員会࡟提出ཷࢀࡉ理ࡓࢀࡉ時ࠊ又 

    学生委員ࡀ࣮ࣝࢥࣜࡾࡼ提出ࢀࡉ学生委員会࡛ 2㸭3以ୖࡢ賛成ࡾࡼ࡟可決 

 ࠋ時ࡓࢀࡉ   

   2.௚ࡢ実行委員ࡢࡑࡣ委員ࡾࡼ辞任願いࡀ提出ࢀࡉ委員長ࢆࢀࡇࡀㄆࡓࡵ時ࠋ 

   3.委員長ཬび副委員長ࡀ୙適任࡜ㄆࡓࡵ者ࠋ 

第 45条 職権乱用ࡢ禁Ṇ 

    実行委員ࡢࡑࡣ職権ࢆ乱用࡞ࡽ࡞ࡣ࡚ࡋいࠋ 
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第㸲章 附 則 

第 46条 施  行 

   1.ᮏ会会則ࡣ昭和 57ᖺ㸲᭶㸯日ࡾࡼ施行ࠋࡿࡍ 

   2.ᮏ会会則ࡣ昭和 63ᖺ㸲᭶㸯日ࡾࡼ施行ࠋࡿࡍ 

   3.ᮏ会会則ࡣᖹ成 3ᖺ㸲᭶㸯日ࡾࡼ施行ࠋࡿࡍ 

   4.ᮏ会会則ࡣᖹ成 8ᖺ㸲᭶㸯日ࡾࡼ施行ࠋࡿࡍ 

   5.ᮏ会会則ࡣᖹ成 23ᖺ㸲᭶㸯日ࡾࡼ施行ࠋࡿࡍ 
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日ᮏ工学院໭海㐨専門学校学生委員会組織 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

㸯㸰㸫㸱日本工学院北海道専門学校学生委員制度 

目  的 

 学⣭委員ࡣ常࡟学生ࠊ教師ࠊ学校当局ࡢ࡜連絡ࢆ密୕ࠊࡋ࡟者間ࡢ意志ࡢ疎通ࢆᅗࠊࡾ

合理的࡞教育ࢆ行࡞い得ࡼࡿう協力ࠊࡋ学校ෆࡢ秩序ࡢ維持ࠊ校則ࡢ厳Ᏺࠊࡵ࡜ࡘ࡟学生

 ࠋࡿࡍດ力࡟高ᥭࡢ校風ࡁࡼびࡼ࠾教養ࠊ人格ࡢ

第㸯条 学⣭委員ࡢ選任 

   1.学⣭委員ࡣ学⣭担任並び࡟学生ࡢ推ࡓࡋࢇࡏ者ࢆ学⣭全体ࡢᢎㄆ (選挙     ࢆ(

得ࠊ教員会議ࡢᢎㄆࢆ経࡚学校長ࡀ任࿨ࠋࡿࡍ 

第㸰条 学⣭委員ࡢ定数 

    学⣭委員ࡢ定数ࡣ概数 ࡛ࡀ࡜ࡇࡿࡍ増員ࡾࡼ࡟状態ࡢ学⣭ࠊࡋ࡜㸯ྡࡁࡘ࡟30ྡ

 ࠋࡿࡁ

第㸱条 学⣭委員ࡢ任期 

   1.学⣭委員ࡢ任期ࡣ㸯ヵᖺࠊࡋ࡜再選ࢆ妨࡞ࡆいࠊࡋࡔࡓࠋ学⣭ࡢ 2㸭3以ୖࡢ学生

ࡢ前任者ࡣ任期ࠊࡁ࡛ࡀ࡜ࡇࡿࡍ一部改選ࡶい࡚࠾࡟期間ෆࡢࡑࡣ時ࡓࡵㄆ࡜必要ࡀ

残任期間ࠋࡿࡍ࡜ 

୕者間会議 

教

職

員 

学生委員会  

学 生 委 員  

学 ⣭ 

学 ⣭ 委 員  

全 学 生  

執 行 委 員 会  

学

校

当

局 

学

⣭

担

任 
ホ

ー

ム

ࣝ

ー

ム 

体

育

祭

実

行

委

員

会 

学

校

祭

実

行

委

員

会 
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   2.学生委員会ࡢ役員࡟選出ࡓࢀࡉ学⣭委員ࡢ任期ࠊྠࡣ 条㸯ࠊ㸰㡯࠿࠿࡟わࡎࡽ学生

委員会役員ࡢ在任期問ࠋࡿࡍ࡜ 

第㸲条 学⣭委員ࡢ補充 

    学⣭委員࡟Ḟ員ࢆ生ࡓࡌ場合ࠊࡣ第㸯条ࡢ規定ࡾࡼ࡟選出ࡋ任࿨ࠊࡋࡔࡓࠋࡿࡍ

 ࠋࡿࡍ࡜残任期間ࡢ前任者ࡣ任期ࡢࡑ

第㸳条 学⣭委員ࡢ業務 

   1.校則ࡢ励行 

    校則ࡢ㡰Ᏺࠊ学習態ᗘࡢ向ୖࡢࡑࠊࡵ࡜ࡘ࡟学⣭ෆ࡟善行ࡢあࡓࡗ時ࡣࡓࡲࠊ୙

良ࡢ行Ⅽࡀあࡣࡁ࡜ࡓࡗ学⣭担任࡟報告ࠋࡿࡍ 

   2.ホ࣮ム࣮ࣝム 

    学⣭担任ࡢ指示又ࡣ学生ࡢ希望ࡾࡼ࡟学⣭担任出席࡟࡜ࡶࡢホ࣮ム࣮ࣝムࢆ開くࠋ 

   3.環境美໬ 

    教室ཬびศ担༊域ࡢ整頓࡜美໬ࠊ校舎校具ࡢ愛護ࠊࡵ࡜ࡘ࡟破損や汚損ࢆⓎ見ࡋ

 ࠋࡿࡍ報告࡟学⣭担任࡟࠿や㏿ࠊࡣࡁ࡜ࡓ

   4.環境衛生 

    教室ෆࡢ清潔㺂᥮気ࠊ採ග等࡟対࡚ࡋ適ษ࡞処置ࠋࡿࡍࢆ学生ࡀⓎ病ࡣࡓࡲ㈇傷ࡋ

 ࠋࡿࡍ報告࡟担任教師࡟࠿や㏿ࠊࡣࡁ࡜ࡓ

   5.服装容姿 

    常࡟学生ࡋࡽくࠊ௚人࡟迷惑ࢆཬ࡞ࡉࡰい服装容姿࡛通学ࡼࡿࡍう学⣭ࢆ指ᑟࡍ

 ࠋࡿ

   6.授業ࡢ前ᚋࡿࡅ࠾࡟挨拶 

    節ᗘあࡿ授業ࢆ行࡞うࠊࡵࡓ授業間始前ཬび終了時学⣭委員ࡢｰྡࡀ起立ࢆ指示ࠊࡋ

挨拶ࢆ行うࠋ 

   7.教材ࠊ教具ࡢ借出返納 

    講義࡟使用ࡿࡍ教材ࠊ教具ࡢ借出ࡼ࠾ࠊび返納࡟協力ࠊࡋ破損ࠊ⣮失等ࡢ事故࡞

 ࠋࡿࡍ指ᑟࢆう学⣭ࡼࡁ

   8.教育資料ࠊ宿㢟ࡢ࡝࡞配ᕸ཰集 

    教育資料ࠊ宿㢟ࡢ࡝࡞配ᕸࡼ࠾び཰集ࢆ෇滑࡟行うࡼう学⣭ࢆ指ᑟࠋࡿࡍ 

   以ୖࡢ業務ࡣ学⣭担任ࡢ指示ࠊࡾࡼ࡟適宜ศ担࡚ࡋ行うࠋࡿࡍ࡜ࡢࡶ 
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12-4クラブ規定抜粋 

第㸯章 部 規 定 

 

第㸯条 ྡ称ࡼ࠾び所在地 

    部ࡣ日ᮏ工学院໭海㐨専門学校○○部࡜称ࠊࡋ部室ࢆᮏ校ෆࠋ＞࠾࡟ 

第㸰条 構  成 

    部ࡣᮏ校在校生࡚ࡗࡶࢆ構成ࠊࡋᮏ校専任教職員ࡢうࡽ࠿ࡕ顧問ࢆ迎えࡤࢀࡅ࡞

 ࠋい࡞ࡽ࡞

第㸱条 目  的 

    部ࡣ校則ࠊࡁ࡙࡜ࡶ࡟健全࡞活動ࢆ通࡚ࡋ学生相互ࡢ親睦ࢆ計ࠊࡾ人格ࡢ形成࡟

寄୚ࢆ࡜ࡇࡿࡍ目的ࠋࡿࡍ࡜ 

第㸲条 部ࡢᢎㄆ期間 

    部ࡢᢎㄆ期間ࡣ㸲᭶㸯日ࡾࡼ翌ᖺ㸱᭶ 31日ࡢ࡛ࡲ㸯ᖺ間ࠋࡿࡍ࡜ 

第㸳条 部ࡢ更新 

    部ࡣẖᖺ㸰᭶ 28 日࡟࡛ࡲ所定ࠕࡢ部更新願ࠖࢆ教務課長ࢆ経࡚学校長࡟提出ࠊࡋ

 ࠋい࡞ࡽ࡞ࡤࢀࡅ࡞得ࢆ許可ࡢࡑ

第㸴条 部員ྡ簿ࡢ提出ࡼ࠾び変更 

    部ࡣẖᖺ㸳᭶ᮎ日࡟࡛ࡲ新入生࡟ಀࡿ部員ྡࡢ簿ࠊࢆ教務課長ࢆ経࡚学校長ࠊ࡟

提出࡞ࡽ࡞ࡤࢀࡅ࡞ࡋい࡟ࢀࡇࠊࡓࡲࠋ変更ࡢあࡓࡗ場合࡝ࡘࡢࡑࡣ教務課長࡟

文書࡚ࡗࡶࢆ報告ࠋࡿࡍ࡜ࡢࡶࡿࡍ 

第㸵条 学外団体ࡢ࡬加入 

    部ࡀ学外ࡢ団体࡟加入ࡼࡋうࠊࡣࡁ࡜ࡿࡍ࡜あࡵࡌ࠿ࡽ所定ࡢ学外団体加入㡰࡟

当ヱ学外団体ࡢ規約ࢆ添えࠊ教務課長ࢆ経࡚学校長࡟提出ࡢࡑࠊࡋ許可࡞ࡅཷࢆ

 ࠋい࡞ࡽ࡞ࡤࢀࡅ

第㸶条 部活動ࡢ制限 

    部ࡣ特定ࡢ政党ࢆ支持若ࡋく࡟ࢀࡇࡣ཯対ࡢࡵࡓࡿࡍ政治活動ࡽ࡞び࡟特定ࡢ宗

教ࡢࡵࡓࡢ宗教活動ࢆ行࡞ࡽ࡞ࡣ࡚ࡗいࠋ 

第㸷条 学校ྡࡼ࠾び部ྡࡢ使用 

    部ࡣࡓࡲ部員ࡣ部࡚ࡋ࡜活動ࡿࡍ場合ࡢ௚ࠊ学校ྡࡼ࠾び部ྡࢆ使用ࡽ࡞ࡣ࡚ࡋ

 ࠋい࡞

第 10条 部活動ࡢ報告 

    部ࡣẖᖺ㸱᭶ᮎ日࡟࡛ࡲ所定ࡢ部活動報告書ࢆ教務課長ࢆ経࡚学校長࡟提出࡞ࡋ

 ࠋい࡞ࡽ࡞ࡤࢀࡅ

第 11条 会計報告 

    部ࡣẖᖺ㸱᭶ᮎ日࡟࡛ࡲ所定ࡢ会計報告書ࢆ教務課長ࢆ経࡚学校長࡟提出ࡅ࡞ࡋ
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 ࠋい࡞ࡽ࡞ࡤࢀ

第 12条 備品簿ࡢ提出 

    部ࡣẖᖺ 3᭶ᮎ日࡟࡛ࡲ所定ࡢ備品簿ࢆ教務課長࡟提出࡞ࡽ࡞ࡤࢀࡅ࡞ࡋいࠋ 

第 13条 事故防Ṇ 

    部ࡣࡓࡲ部員ࡣ部活動ࢆ行う࡟あࠊ࡚ࡗࡓ綿密࡞計⏬࡜周到࡞準備ࢆ行いࠊ事故

防Ṇ࡟万全ࢆ期࡞ࡽ࡞ࡤࢀࡅ࡞ࡉいࠋ 

第 14条 事故ࡢ処理ࡼ࠾び報告 

   1.万一事故ࡀⓎ生ࠊࡣࡁ࡜ࡓࡋ当ヱ事故ࡢ大ᑠ࡟ಀ࡞ࡾく連々࡟࠿顧問ࡼ࠾び教務課

長࡟連絡ࡢࡑࠊࡋ指示࡟従わ࡞ࡽ࡞ࡤࢀࡅ࡞いࠋ 

   2.部ࡣ所定ࡢ事故報告書ࢆ教務課長ࢆ経࡚学校長࡟提出࡞ࡽ࡞ࡤࢀࡅ࡞ࡋいࠋ 

第 15条 部活動ࡢ停Ṇࡣࡓࡲ部ࡢ解散 

    部ࡀḟࡢ各号ࡢ一࡟ヱ当ࠊࡣࡁ࡜ࡿࡍ学校長ࡣ当ヱ部ࡢ活動ࡢ停Ṇࡣࡓࡲ解散ࢆ

࿨ࡀ࡜ࡇࡿࡎあࠋࡿ 

   1.校則ࡣࡓࡲ諸規則࡟㐪཯ࡓࡋ活動ࢆ行ࠋࡁ࡜ࡓࡗ 

   2.部活動中࡟事故ࡀⓎ生ࠊ࡝࡞ࡿࡍ部ࡢ運営ࡀ෇滑࡟行わࠋࡁ࡜ࡓࡗ࠿࡞ࢀ 

   3.部員ࡀ୙祥事࡟関ಀࡀࢀࡑࠊࡋ部活動࡟密接࡞関連ࡢあࠋࡁ࡜ࡓࡗ 

   4.部活動ࡀ長期࡟わ࡚ࡗࡓ行わࠋࡁ࡜ࡓࡗ࠿࡞ࢀ 

第 16条 部活動細則 

   1.部ࡢ校ෆࡿࡅ࠾࡟活動場所ࠊࡣ部室ࠊ体育館ࠊ定ࡓࢀࡽࡵ一般教室ࡼ࠾びࡢࡑ௚ࡢ

場所ࠊࡋ࡜教務課長ࡢᢎㄆࢆ得࡚ࢆࢀࡇ使用ࠋࡿࡍ 

   2.前㡯ࡢ活動場所ࡣ各部ࡢ目的以外࡟使用࡞ࡁ࡛ࡀ࡜ࡇࡿࡍいࡢࡑࠊࡓࡲࠋ使用場所

 ࠋい࡞ࡽ࡞ࡤࢀࡅ࡞ࡋ管理࡟厳㔜ࡀ各部責任者ࡣ

   3.部ࡀ合宿ࡼ࠾び対外試合等ࡢ校外活動ࡿࡍࢆ場合ࠊࡣ実施日ࡢ㸯㐌問前ࠊ࡟࡛ࡲ所

定ࠕࡢ合宿ࡼ࠾び校外活動申請書ࠖࢆ教務課長ࢆ経࡚学校長࡟提出ࡢࡑࡋ許可ࢆ

得࡞ࡽ࡞ࡤࢀࡅ࡞いࡓࡲࠋ終了ᚋࡣ㏿やࠕ࡟࠿合宿ࡼ࠾び校外活動報告書ࠖࢆ教

務課長ࢆ経࡚学校長࡟提出࡞ࡽ࡞ࡤࢀࡅ࡞ࡋいࠋ 

   4.部室ࡢ使用ࡘ࡟い࡚ࡣ体育館使用規定ࡢ定ࠋࡿࡼ࡟ࡵ 

   5.体育館ࡢ使用ࡘ࡟い࡚ࡣ体育館使用規程ࡢ定ࠋࡿࡼ࡟ࡵ 

   6.部ࡣ定期試験ࡢ期間中ࡼ࠾びࡢࡑ前㸯㐌間ࡣ活動࡛࡞ࡁいࠋ 

   7.部ࡢ活動時間ࡣḟࠋࡿࡍ࡜ࡾ࠾࡜ࡢ 

    ᭶曜日～金曜日͐15時 30ศ～17時 45ศ 

    土曜日͐͐͐͐͐12時 00ศ～17時 45ศ 

   8.前㡯以外ࡢ時間࡟活動ࡿࡍ場合ࠊࡣ事前࡟所定ࠕࡢ活動時問延長許可願ࠖ 

 ࠋい࡞ࡽ࡞ࡤࢀࡅ࡞得ࢆ許可ࠊࡋ提出࡟教務課長ࢆ    

   9.休業日࡟活動ࡿࡍ場合ࠊࡣ事前࡟所定ࠕࡢ休業日活動許可願 ࠊࡋ提出࡟教務課長ࢆࠖ

許可ࢆ得࡞ࡽ࡞ࡤࢀࡅ࡞いࠋ 
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   10.前(1)～㸦9㸧㡯以外ࡢ部活動ࡘ࡟い࡚࡟ูࡣ定ࠋࡿࡵ 

第㸰章 ྠ好会規定 

 

第 17条 ྠ好会規定 

    ྠ好会࡟関ࡿࡍ規定ࡣ部規定ࢆ準用ࠋࡿࡍ 

 

 

㸯㸰-㸳 校཭会会則 

第㸯章 総 則 

第㸯条㸦ྡ 称㸧 

    ᮏ会ࡣ㺂ࠕ日ᮏ工学院໭海㐨専門学校校཭会ࠖ࡜࿧称ࠋࡿࡍ 

第㸰条㸦ᮏ 部㸧 

    ᮏ会ࠊࡣᮏ部ࠊࢆ໭海㐨Ⓩูᕷᮐෆ⏫184-3日ᮏ工学院໭海㐨専門学校ෆ 

 ࠋ置く࡟   

第㸱条㸦支 部㸧 

    ᮏ会ࠊࡣᮏ会ࡢ活動ࢆ෇滑ࠊࡵࡓࡿࡍ࡟東京࡜ᮐ幌࡟支部ࢆ設置ࠋࡿࡍ 

 

第㸰章 目的ࡼ࠾び活動 

第㸲条㸦目 的㸧 

    ᮏ会ࠊࡣ会員相互ࡼ࠾ࠊび会員࡜ẕ校ࡢ࡜親睦࡜向ୖࢆᅗࠊࡾ合わ࡚ࡏ社 

   会ࡢ学術ࠊ文໬ࡢⓎ展࡟寄୚ࢆ࡜ࡇࡿࡍ目的ࠋࡿࡍ࡜ 

第㸳条㸦活 動㸧 

    ᮏ会ࠊࡣ前条ࡢ目的ࢆ㐩成ࠊ࡟ࡵࡓࡿࡍḟࡢ活動ࢆ行うࠋ 

   1.会ㄅࡽ࡞び࡟会員ྡ簿Ⓨ行࡟関ࡿࡍ業務ࠋ 

   2.ẕ校ࡢ援ຓ࡟関ࡿࡍ事業ࠋ 

   3.学術ࠊ文໬࡟関ࡿࡍ講演会ࠊ見学会ࡼ࠾び研修会ࡢ࡝࡞開催ࠋ 

   4.会員相互ࡼ࠾ࠊび会員࡜ẕ校ࡢ࡜親睦࡜向ୖ࡟ಀࡿ援ຓ࡟関ࡿࡍ事業ࠋ 

 ࠋ事柄࡞必要࡟ࡵࡓࡿࡍ㐩成ࢆ目的ࡢᮏ会ࠊ௚ࡢࡑ.5   

 

第㸱章 会員ࡼ࠾び会費 

第㸴条㸦会員ࡢ種ู㸧 

    ᮏ会ࠊࡣ以ୗࡢ会員ࡾࡼ࡟組織ࠋࡿࡍ 

   1.ṇ会員㸫日ᮏ工学院໭海㐨専門学校ࡢ卒業生࡛ࠊ会費ࢆ納入ࡓࡋ者ࠋ 

   2.準会員㸫日ᮏ工学院໭海㐨専門学校ࡢ在校生࡛ࠊ会費ࢆ納入ࡓࡋ者ࠋ 

   3.特ู会員㸫日ᮏ工学院໭海㐨専門学校ࡢ現職員ࠊࡓࡲࠋᪧ職員࡛ࠊ会費ࢆ 

    納入ࡓࡋ者ࠋ 
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   4.賛ຓ会員㸫ᮏ会ࡢ目的࡟賛ྠࠊ࡚ࡋ賛ຓ金ࢆ納入ࡓࡋ者ࡣࡓࡲࠊ団体ࠋ 

   5.ྡ誉会員㸫ᮏ部役員会ࡀ推薦ࠋࡿࡍ 

第㸵条㸦会員ࡢ義務㸧 

    ᮏ会ࡢ会員ࠊࡣ以ୗࡢ義務ࢆ㈇うࠋ 

   1.会員ࠊࡣᮏ会ࡢ会員ࢆ࡜ࡇࡿࡓ自覚ࠊࡋẕ校࡜ᮏ会ࢆྡࡢ高ࡼࡿࡵうࡲࠊ 

 ࠋࡿࡍ࡜᪨ࢆ࡜ࡇࡿࡍう活動ࡼࡠࡵࡋ࠿ࡎ恥ࡓ    

   2.会員ࠊࡣᮏ会ࡢ目的ࢆ充ศ࡟理解ࠊࡋᮏ会ࡢ活動࡚ࡵ࡜ࡘࡣ࡟協力ࡅ࡞ࡋ 

 ࠋい࡞ࡽ࡞ࡤࢀ    

   3.会員ࠊࡣᮏ会ࡢ活動ࢆ෇滑ࠊࡵࡓࡿࡍ࡟ఫ所ࠊ職業ࡢ࡝࡞移動ࡀあࡓࡗ時 

 ࠋい࡞ࡽ࡞ࡤࢀࡅ࡞ࡋ連絡࡟ᮏ部࡟࠿や㏿ࠊࡣ    

第㸶条㸦会 費㸧 

    ᮏ会ࡢ会費ࡼ࠾び賛ຓ金ࠊࡣ終身会費10,000࡚ࡋ࡜෇ࠊ賛ຓ会費࡚ࡋ࡜ 

   10,000෇ࠋࡿࡍ࡜ 

 ࠋい࡞ࡋ返還ࡎ問わࢆࢇ࠿いࡢ理由ࠊࡣ会費ࡢ既納ࠊ࠾࡞    

 

第㸲章 入会ࡼ࠾び資格喪失 

第㸷条㸦入 会㸧 

    ᮏ会ࡢ入会手続ࠊࢆࡁḟࡾ࠾࡜ࡢ定ࠋࡿࡵ 

   1.准会員ࡢ入会手続ࡘ࡟ࡁい࡚ࠊࡣ入学ྠ࡜時࡟学校事務局ࡀ代行ࠋࡿࡍ 

   2.ᮏ校ࡢ卒業生以外࡛会員ࢁ࡞࡟うࡿࡍ࡜者ࠊࡣ会費ࡋࡶくࡣ賛ຓ金ࢆ添え 

 ࠋい࡞ࡽ࡞ࡤࢀࡅ࡞ࡋ提出࡟会長ࢆ入会申込書ࠊ࡚    

   3.以ୖࡢ入会申込者ࠊࢆ役員会ࡀ審査ࠊࡋ入会ࡢ可否ࢆ決定ࠋࡿࡍ 

第10条㸦資格喪失㸧 

    ᮏ会ࡢ会員ࠊࡣḟࡢ理由࡚ࡗࡼ࡟資格ࢆ失うࡢࡑࠋ審査ࠊᢎㄆࡣ役員会ࡀ 

   行うࠋ 

   1.ᮏ人ࡢ意志ࡿࡼ࡟脱会ࠋ 

   2.ᮏ会ࡢ目的࡟㐪཯ࡓࡋ者ࠋ 

   3.ᮏ会ࡼ࠾びẕ校ྡࡢ誉ࢆ著ࡋく傷ࡓࡅࡘ者ࠋ 

 

第㸳章 組織ࡼ࠾び役員 

第11条㸦ᮏ部ཬび顧問࣭会計監査㸧 

   ᮏ部役員 

    ᮏ会ࠊࡣ࡟ᮏ会会員ࡢ中ࡽ࠿ḟࡢ役員ࢆ選出ࠊࡋᮏ部役員会ࢆ構成ࠋࡿࡍ 

 ࠋい࡞ࡆ妨ࢆ再任ࠊࡋ࡜各㸰ᖺࡣ任期ࡢࡑ   

   1.会 長͐͐㸯ྡ 

   2.副会長͐͐㸰ྡ 
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   3.会 計͐͐㸯ྡ 

   4.編集委員͐͐㸰ྡ 

    以ୗࡢ条文࡛特࡟断ࡁ࡞ࡾ限ࠊࡾ役員࡜言えࡢࡇࠊࡤᮏ部役員ࢆ指ࡢࡶࡍ 

 ࠋࡿࡍ࡜   

   顧問 

    ᮏ会ࠊࡣ࡟顧問ࢆ置ࡁ日ᮏ工学院໭海㐨専門学校学校長࡟委クࠋࡿࡍ 

   5.顧問͐͐日ᮏ工学院໭海㐨専門学校学校長 

   会計監査 

    ᮏ会ࠊࡣ࡟会計監査ࢆ置ࡁ日ᮏ工学院໭海㐨専門学校事務局࡟委クࠋࡿࡍ 

   6.会計監査͐͐日ᮏ工学院໭海㐨専門学校事務局 

第12条㸦役員ཬび顧問࣭会計監査ࡢ職務㸧 

    各役員ཬび顧問࣭会計監査ࡢ職務ࠊࡣ以ୗ࡛ࡾ࠾࡜ࡢあࠋࡿ 

   1.会長ࡢࡇࡣ会ࢆ代表ࠊࡋ会務ࢆ総理ࠋࡿࡍ 

   2.副会長ࡣ会長ࢆ補బࠊࡋ会長࡟事故ࡢあࡿ時ࡓࡲࠊḞࡢࡑࡣࡁ࡜ࡓࡅ職務 

 ࠋࡿࡍ代行ࢆ    

   3.会計ࡢࡇࠊࡣ会ࡢ会計一ษࢆ担当ࠋࡿࡍ 

   4.編集委員ࠊࡣᮏ会ࡢ会ㄅࡽ࡞び࡟会員ྡ簿Ⓨ行࡟関ࡿࡍ業務ࡢ一ษࢆ担当 

 ࠋࡿࡍ    

   5.顧問ࡢࡇࠊࡣ会ࡢ会務一ษ࡟出席ཬびຓ言ࠋࡿࡁ࡛ࡀ࡜ࡇࡿࡍ 

   6.会計監査ࡢࡇࠊࡣ会ࡢ会計監査一ษࢆ担当ࠋࡿࡍ 

第13条㸦支 部㸧 

    ᮏ会ࡢ各支部ࡣ࡟ୗグࡢ支部役員ࢆ置ࠊࡁ幹事会ࢆ構成ࠊ࡚ࡋᮏ部役員会 

 ࠋ行うࢆ補ຓࡢ活動ࡢ   

   1.支部長͐͐㸯ྡ 

   2.幹 事͐͐各期ࡢ科ู࡟㸯ྡ 

 ࡣ時ࡿあࡢ支㞀࡟職務ࠊࡾ無期࡛あࡣ任期ࠊࡋ選出࡟卒業時ࡣ幹事ࠊ࠾࡞    

   代わࡢࡾ者ࢆ推薦ࠋࡿࡍ支部長ࡣᮏ会会員ࡢ中ࡽ࠿役員会࡛選出ࡢࡑࠋࡿࡍ 

   任期ࡣ㸰ᖺࠊࡋ࡜再任ࢆ妨࡞ࡆいࠋ 

第14条㸦支部役員ࡢ職務㸧 

    各支部役員ࡢ職務ࠊࡣ以ୗ࡛ࡾ࠾࡜ࡢあࠋࡿ 

   1.支部長ࠊࡣ幹事ࢆ通࡚ࡋ支部ෆࡢṇ会員ࢆ把握ࠊࡋᮏ部ࡢ࡜連絡ࢆᅗࠋࡿ 

   2.幹事ࠊࡣ各期各科࡟所属ࡿࡍṇ会員ࡢ移動ࢆ把握ࠊࡋ親睦ࢆᅗࠋࡿ 

 

第㸴章 会 議 

第15条㸦役員会㸧 

    役員会ࡢ開催ࡘ࡟い࡚ࠊࡣḟࡾ࠾࡜ࡢ定ࠋࡿࡵ 
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   1.役員会ࠊࡣẖᖺ㸯回ࠊ会長ࡀ招集ࠊࡋࡔࡓࠋࡿࡍ役員ࡢ過半数ࡽ࠿開催ࡢ 

    請求ࡀあࡓࡗ場合ࠊࡣ必ࡎ役員会ࢆ招集࡞ࡽ࡞ࡤࢀࡅ࡞ࡋいࠋ 

   2.役員会ࡢ成立ࠊࡣ役員現在数ࡢ過半数ࡢ出席ࠊࡋࡔࡓࠋࡿࡍ࡚ࡗࡶࢆ当ヱ 

    議事ࡁࡘ࡟書面࡚ࡗࡶࢆあࡵࡌ࠿ࡽ意思表示ࡓࡋ者ࠊࡣ出席者ࢀࡉ࡞ࡳ࡜ 

 ࠋࡿ    

   3.会長ࡣ支部長ࢆ役員会࡟招集ࠋࡿࡁ࡛ࡀ࡜ࡇࡿࡍ 

   4.役員会ࡢ議長ࠊࡣ会長ࠋࡿࡍ࡜ 

第16条㸦役員会ࡢ職務㸧 

    役員会ࠊࡣḟࡢ職務ࢆ行うࠋ 

   1.諸ෆ規ࡢ制定ࠋ 

   2.支部ࡢ設置ࡼ࠾び廃Ṇࡢ決定ࠋ 

   3.会員ࡢ入退会ࡢ審査ࡼ࠾びᢎㄆࠋ 

   4.幹事会ࠊ総会ࡢ開催ࠋ 

   5.ྡ誉会員ࡢ推薦ࠋ 

   6.事業計⏬ࡼ࠾びࡢࡑ཰支予算ࡘ࡟い࡚ࡢ審査ࠋ 

   7.事業報告ࡼ࠾びࡢࡑ཰支決算ࡘ࡟い࡚ࡢ審査ࠋ 

   8.ᮏ会ࡢ㈈産ࡢ管理ࡘ࡟い࡚ࡢ審査ࠋ 

 ࠋ事㡯ࡿࡍ関࡟ᮏ会ࠊ௚ࡢࡑ.9   

第17条㸦幹事会㸧 

    幹事会ࡢ開催ࡘ࡟い࡚ࠊࡣḟࡾ࠾࡜ࡢ定ࠋࡿࡵ 

   1.幹事会ࡢ招集ࠊࡣ必要࡟応ࠊ࡚ࡌ会長ࡀ随時行うࠊࡋࡔࡓࠋ幹事現在数ࡢ 

    㸱ศࡢ㸯以ୖࡽ࠿開催ࡢ請求ࡀあࡓࡗ場合ࡣ㺂必ࡎ招集࡞ࡽ࡞ࡤࢀࡅ࡞ࡋ 

    いࠋ 

   2.幹事会ࡢ成立ࠊࡣ幹事現在数ࡢ過半数ࡢ出席ࠊࡋࡔࡓࠋࡿࡍ࡚ࡗࡶࢆ当ヱ 

    議事ࠊࡁࡘ࡟書面࡚ࡗࡶࢆあࡵࡌ࠿ࡽ意思表示ࡓࡋࢆ者ࠊࡣ出席者࡞ࡳ࡜ 

 ࠋࡿࢀࡉ    

   3.幹事会ࡢ議長ࠊࡣ出席者ࡢෆࡽ࠿選出ࠋࡿࢀࡉ 

第18条㸦幹事会ࡢ職務㸧 

    幹事会࡛ࠊࡣḟࡢ職務ࢆ行うࠋ 

   1.総会࡟提出ࡿࡍ議案ࡢ審査ࠊ決定ࠋ 

 ࠋ事㡯ࡓࡵㄆ࡜役員会࡛必要ࠊ௚ࡢࡑ.2   

第19条㸦総 会㸧 

    総会ࡢ開催ࡘ࡟い࡚ࠊࡣḟࡾ࠾࡜ࡢ定ࠋࡿࡵ 

   1.総会ࡢ招集ࠊࡣ必要࡟応ࠊ࡚ࡌ会長ࡀ随時行うࠊࡋࡔࡓࠋ会員現在数ࡢ 

    20ศࡢ㸯以ୖࡽ࠿開催ࡢ請求ࡀあࡓࡗ場合ࠊࡣ必ࡎ招集ࡽ࡞ࡤࢀࡅ࡞ࡋ 

 ࠋい࡞    
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   2.総会ࡢ成立ࠊࡣ役員ࡢ過半数ࡢ出席࡜任意ࡢ会員ࡢ出席ࠋࡿࡍ࡚ࡗࡶࢆ 

 出ࠊࡣ者ࡓࡋ意思表示ࡵࡌ࠿ࡽあ࡚ࡗࡶࢆ書面ࠊࡁࡘ࡟当ヱ議事ࠊࡋࡔࡓ    

    席者ࠋࡿࢀࡉ࡞ࡳ࡜ 

   3.総会ࡢ議長ࠊࡣ出席者ࡢෆࡽ࠿選出ࠋࡿࢀࡉ 

第20条㸦総会ࡢ職務㸧  

    総会࡛ࠊࡣḟࡢ職務ࢆ行うࠋ 

   1.事業計⏬ࡼ࠾びࡢࡑ཰支予算ࡘ࡟い࡚ࡢᢎㄆࠋ 

   2.事業報告ࡼ࠾びࡢࡑ཰支決算ࡘ࡟い࡚ࡢᢎㄆࠋ 

   3.ᮏ会ࡢ㈈産ࡢ管理ࡘ࡟い࡚ࡢᢎㄆࠋ 

 ࠋ事柄ࡓࡵㄆ࡜び幹事会࡛必要ࡼ࠾役員会ࠊ௚ࡢࡑ.4   

 

第㸵章 ㈈産ࡼ࠾び会計 

第21条㸦㈈ 産㸧 

 ࠋࡿࡍ࡜ࡾ࠾࡜ࡢḟࡣ㈈産ࡢ会ࡢࡇ    

   1.会 費ࠋ 

   2.㈈産目録グ載ࡢ㈈産ࠋ 

   3.事業࡟伴う཰入ࠋ 

   4.㈈産ࡽ࠿生ࡿࡎ果実ࠋ 

   5.寄付金品ࠋ 

 ௚ࡢࡑ.6   

第22条㸦会費ࡢ徴཰ࡼ࠾び㈈産ࡢ管理㸧 

 ࠋࡿࡍ࡜ࡾ࠾࡜ࡢḟࡣ管理ࡢび㈈産ࡼ࠾徴཰ࡢ会費ࡢ会ࡢࡇ    

   1.会費ࡢ徴཰ࠊࡣ日ᮏ工学院໭海㐨専門学校事務局࡟委クࡀ࡜ࡇࡿࡍ 

 ࠋࡿࡁ࡛    

 ࡁ࡛ࡀ࡜ࡇࡿࡍ委ク࡟日ᮏ工学院໭海㐨専門学校事務局ࠊࡣ㈈産ࡢ会ࡢࡇ.2   

 ࡚ࡋ࡜び定期預金ࡼ࠾普通預金ࡁ基࡙࡟議決ࡢ役員会ࡣ現金ࠊࡋࡔࡓࠋࡿ    

    預金ࠋࡿࡍ 

第23条㸦予 算㸧 

    ᮏ会ࡢ活動計⏬ࡼ࠾び࡟ࢀࡇ伴う཰支予算ࠊࡣẖ会計ᖺᗘ開始前࡟役員会 

   ࡛編成ࠋࡿࡍ 

第24条㸦決 算㸧 

    ᮏ会ࡢ཰支決算ࠊࡣẖ会計ᖺᗘ終了ᚋ࡟作成ࠊࡋ役員会ࡢᢎㄆཷࢆ 

 ࠋࡿࡍ࡜ࡢࡶࡿࡅ   

第25条㸦会計ᖺᗘ㸧 

    ᮏ会ࡢ会計ᖺᗘࠊࡣẖᖺ㸲᭶㸯日࡟始ࠊࡾࡲ翌ᖺࡢ㸱᭶31日࡟終わࠋࡿ 

附 則 
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㸦施行期日㸧 

 ࠋࡿࡍ施行ࡾࡼ昭和59ᖺ㸲᭶㸯日ࠊࡣ会則ࡢࡇ

 ࠋࡿࡍ施行ࡾࡼ昭和63ᖺ㸲᭶㸯日ࠊࡣ会則ࡢࡇ

 ࠋࡿࡍ施行ࡾࡼᖹ成20ᖺ㸲᭶㸯日ࠊࡣ会則ࡢࡇ

 ࠋࡿࡍ施行ࡾࡼᖹ成24ᖺ11᭶10日ࠊࡣ会則ࡢࡇ

 ࠋࡿࡍ施行ࡾࡼᖹ成25ᖺ㸵᭶20日ࠊࡣ会則ࡢࡇ

 

 

 

 

㸯㸰-㸴校཭会運用規定 

 

第㸰章㸫第㸳条㸫4 ࡢ条文࡟則ࡾୗグࡼࡢう࡟運用規定ࢆ設ࠋࡿࡅ 

 

日ᮏ工学院໭海㐨専門学校校཭会支部主催事業援ຓ規程 

 

対࡟親睦ࡢ校཭会会員ࡿࡍ主催ࡀ日ᮏ工学院໭海㐨専門学校校཭会各支部ࠊࡣ規定ࡢࡇ

 ࠋࡿࡵい࡚定ࡘ࡟ࡁ手続ࡢび資金援ຓࡼ࠾ࠊ࡜ࡇ行うࢆ援ຓࡢ資金ࠊࡋ

 

 各支部ࡀ主催ྠࡿࡍ窓会࡟対࡚ࡋ金銭ୖࡢ支援ࢆ行うࠋ 

 㸦㸯㸧各支部ࡀ主催ྠࡿࡍ窓会࡟あࠊࡣ࡚ࡗࡓ会場使用料ࠊ飲食代ࠊ通信費等ࡢ費用ࡢ

一部ࡣࡓࡲ全㢠ࢆ支援ࠋࡿࡍ 

 㸦㸰㸧各支部ࡀ主催ྠࡿࡍ窓会࡟あࠊࡣ࡚ࡗࡓ一人当ࡢࡾࡓ必要経費ࡢ半㢠以ෆࠋࡿࡍ࡜ 

 

 資金援ຓࢆ求ࡿࡵ㝿ࠊࡣḟࡢ各㡯目ࢆグ載ࡓࡋ申請書ࢆ校཭会事務局࡟提出ࠋࡿࡍ 

 㸦㸯㸧事業ྡ 校཭会○○ྠ窓会 

 㸦㸰㸧事業ࡢ概要㸦ࡣࡓࡲ目的࣭主᪨㸧 

 㸦㸱㸧開催日時 

 㸦㸲㸧開催場所ࡣࡓࡲ会場ྡ 

 㸦㸳㸧཰支予算案 

 㸦㸴㸧参加予定者ࡼ࠾び参加教員ࡢ人数ྡ࡜簿 

 㸦㸵㸧参加費ࢆ徴཰ࡿࡍ場合ࡢࡑࠊࡣ金㢠 

 㸦㸶㸧援ຓ金ཷྲྀ銀行ྡ࣭支店ྡ࣭口ᗙ番号࣭ྡ義人 

 㸦㸷㸧代表者ྡ 

 㸦10㸧代表者ࡢ連絡ඛఫ所࣭電ヰ࣭FAX࣭E-mailアࢫࣞࢻ 
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ࡣ開催ࡢ一回ࠊ࡚ࡋ࡜基準ࡿࡍ補ຓࠊࡋࡔࡓ  20ྡ以ୖࡣࡓࡲ校཭会会長ࡀㄆ࡜ࡢࡶࡓࡵ

 ࠋࡿࡍ補ຓ࡛ࡲ開催ࡢᖺ一回ࡣࣉ࣮ࣝࢢࡌྠࠊࡓࡲࠋࡿࡍ

 

ᮏ部ࡢ中࡟校཭会事務局ࢆ置くࠋ 

 

 代表者ࡣ資金援ຓࡓࡅཷࢆ事業ࡢ終了ᚋࠊ㏿や࡟࠿཰支報告書㸦ู⣬参照㸧ࢆ作成ࠊࡋ

校཭会事務局࡟提出ࠋࡿࡍ㸦必ࡎ領཰書ࢆ添付࡜ࡇࡿࡍ㸧ࠋ 

 ࠋ࡜ࡇく࠾࡚ࡋࢆ準備ࡢ写真等ࡵࡓࡿࡍ掲載࡟校཭会報ࠊࡓࡲ

 

㸦役員ཬび支部長ࡢ出席࡟関࡚ࡋ㸧 

出席ࡿࡍ役員ཬび支部長ࡢ交通費ࠊ宿泊費ࠊ会費等ࡣ学校旅費規程࡟準ࠊࡌ領཰書ࢆ添

え࡚校཭会事務局࡟提出ࠋ࡜ࡇࡿࡍ㸦規程範ᅖෆ࡛精算㸧 

 

㸦教職員ࡢ出席࡟関࡚ࡋ㸧 

出席ࡿࡍ教員ࡢ交通費ࠊ宿泊費ࠊ会費等ࡣ実費ࠊ日当ࡘ࡟い࡚ࡣ学校旅費規程ྠ࡜㢠࡜

 㸦規程範ᅖෆ࡛精算㸧ࠋ࡜ࡇࡿࡍ提出࡟添え࡚校཭会事務局ࢆ領཰書࡟出張報告書ࡋ

 

 

㸯㸰㸫７㸬日本工学院北海道専門学校研究生規則 

  (趣 ᪨) 

第㸯条 ᮏ学࠾࡟い࡚ࠊ特定ࡢ課㢟ࡘ࡟い࡚研究ࡿࡍ者࡚ࡋ࡜在学ࢆ希望ࠊࡣࡁ࡜ࡿࡍ 

選考ࠊୖࡢ研究生࡚ࡋ࡜入学ࢆ許可ࡀ࡜ࡇࡿࡍあࠋࡿ 

  (入学ࡢ時期) 

第㸰条 研究生ࡢ入学ࡢ時期ࠊࡣ原則࡚ࡋ࡜学ᖺ又ࡣ学期ࡢ始ࠊࡋࡔࡓࠋࡿࡍ࡜ࡵ特ู 

 ࠋい࡞࡛ࡾ限ࡢࡇࠊࡣ࡟場合ࡿあࡀ事由ࡢ

  (入学資格) 

第㸱条 研究生ࡢ入学資格ࠊࡣᮏ校ࢆ卒業ࡓࡋ者ࠋࡿࡍ࡜ 

  (入学ࡢ出願) 

第㸲条 研究生࡚ࡋ࡜入学ࢆ志願ࡿࡍ者ࠊࡣḟࡢ各号࡟掲ࡿࡆ書類ࢆ添え࡚ࠊ学校長࡟ 

願い出࡞ࡽ࡞ࡤࢀࡅ࡞いࠋ 

  (㸯)願書 

  (㸰)履歴書 

  (㸱)卒業証書あࡿいࡣ卒業証明書 

  (㸲)学科ู࡟指定ࡓࡋ書類 

  (入学者ࡢ選考) 
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第㸳条 前条ࡢ入学志願者ࡘ࡟い࡚ࠊࡣ希望ࡿࡍ学科࠾࡟い࡚選考ࢆ行うࠋ 

  (入学許可) 

第㸴条 前条ࡢ選考ࡢ結果࡟基࡙ࡁ合格ࡢ通知ࡓࡅཷࢆ者ࠊࡣ所定ࡢ期日࡛ࡲ 

 ࠋい࡞ࡽ࡞ࡤࢀࡅ࡞ࡅཷࢆ許可ࡢ入学ࠊࡋ完了ࢆࡁ手続࡚ࡋ提出ࢆ書類ࡢ所定࡟

  (研究期間) 

第㸵条 研究期間ࠊࡣ㸯ᖺ以ෆࠋࡿࡍ࡜ 

  (指ᑟ教員) 

第㸶条 研究生ࡢ指ᑟ教員ࠊࡣ学科長ࡀ決定ࠋࡿࡍ 

  (講義又ࡣ実験等ࡢ࡬出席) 

第㸷条 研究生ࠊࡣ指ᑟ教員ࡀ必要࡜ㄆࡿࡵ場合ࠊࡣ࡟学校長ࡢ許可ࢆ得࡚講義又ࡣ実 

験࣭実習࣭演習等࡟出席ࠋࡿࡁ࡛ࡀ࡜ࡇࡿࡍ 

  (研究生修了証明書) 

第 10条 研究ࢆ修了ࡓࡋ研究生ࠊࡣ࡟ᮏ人ࡢ請求ࠊࡾࡼ࡟研究生修了証明書ࢆ交付ࡿࡍ 

 ࠋࡿあࡀ࡜ࡇ

  (授業料) 

第 11条 研究生ࡢ授業料ࡢ᭶㢠࡟ูࠊࡣ定ࡿࡵ㢠ࠋࡿࡍ࡜ 

  (実験࣭実習等ࡢ費用) 

第 12条 研究生ࡢ実験ࠋ実習ࠋ演習等࡟要ࡿࡍ費用ࠊࡣ研究生ࡢ㈇担ࡀ࡜ࡇࡿࡍ࡜あ 

 ࠋࡿ

  (既納ࡢ授業料等) 

第 13条 納付ࡓࡋ検定料ཬび授業料ࠊࡣ返還࡞ࡋいࠋ 

  (学則等ࡢ準用) 

第 14条 ࡢࡇ規則࡟定ࠊ࠿࡯ࡢࡢࡶࡿࡵ研究生࡟関ࡋ必要࡞事㡯ࠊࡣ学則ࡢࡑ௚ࡢ学ෆ 

規則ࢆ準用ࠋࡿࡍ 

   附 則 

ᖹ成ࠊࡣ規則ࡢࡇ  22ᖺ㸲᭶㸯日ࡽ࠿施行ࠋࡿࡍ 

 

 





 

 

 

 

 

行事日程表 



１ 月 １ 水 創立記念日 １ 土 クラス懇談会 １ 月 １ 木 １ 日 第19週

２ 火 ２ 木 振替休日(5/6) ２ 日 第９週 ２ 火 ２ 金 ２ 月

３ 水 ３ 金 憲法記念日 ３ 月 ３ 水 ３ 土 ３ 火

４ 木 ４ 土 みどりの日 ４ 火 ４ 木 ４ 日 ４ 水

５ 金 ５ 日 第５週　こどもの日 ５ 水 交通安全集会 ５ 金 ５ 月 ５ 木

６ 土 第32回入学式 ６ 月 授業実施日 ６ 木 ６ 土 ６ 火 ６ 金

７ 日 第１週 ７ 火 奨学金新規申込者手続き ７ 金 ７ 日 第14週 ７ 水 ７ 土

８ 月 オリエンテーション ８ 水 奨学金新規申込者手続き ８ 土 ８ 月 ８ 木 ８ 日 第20週

９ 火 ９ 木 奨学金新規申込者手続き ９ 日 第10週 ９ 火 ９ 金 ９ 月

１０ 水 １０ 金 １０ 月 １０ 水 １０ 土 １０ 火

１１ 木 オリエンテーション合宿 １１ 土 １１ 火 １１ 木 １１ 日 １１ 水

１２ 金 オリエンテーション合宿 １２ 日 第６週 １２ 水 新入生レントゲン検査 １２ 金 １２ 月 １２ 木

１３ 土 １３ 月 １３ 木 １３ 土 振替休日(6/23) １３ 火 １３ 金

１４ 日 第２週 １４ 火 １４ 金 １４ 日 第15週 １４ 水 １４ 土

１５ 月 奨学金新規申込者説明会 １５ 水 １５ 土 １５ 月 海の日 １５ 木 １５ 日 第21週

１６ 火 奨学金新規申込者説明会 １６ 木 １６ 日 第11週 １６ 火 １６ 金 １６ 月 敬老の日

１７ 水 奨学金新規申込者説明会 １７ 金 １７ 月 １７ 水 １７ 土 １７ 火

１８ 木 １８ 土 １８ 火 １８ 木 工学院祭準備日 １８ 日 第17週 １８ 水 体育祭

１９ 金 １９ 日 第７週 １９ 水 １９ 金 工学院祭準備日 １９ 月 １９ 木 体育祭

２０ 土 ２０ 月 ２０ 木 ２０ 土 工学院祭　 ２０ 火 ２０ 金 振替休日

２１ 日 第３週 ２１ 火 ２１ 金 ２１ 日 第16週　工学院祭 ２１ 水 ２１ 土

２２ 月 奨学金予約申込者手続き ２２ 水 ２２ 土 ２２ 月
撤収日

２２ 木 ２２ 日 第22週

２３ 火 奨学金予約申込者手続き ２３ 木 ２３ 日 第12週　OC+体験入学 ２３ 火 振替休日(7/21)　 ２３ 金 ２３ 月 秋分の日

２４ 水 奨学金予約申込者手続き ２４ 金 ２４ 月 ２４ 水 夏季休暇 ２４ 土 ２４ 火 振替休日

２５ 木 ２５ 土 ２５ 火 ２５ 木 ２５ 日 第18週 ２５ 水 振替休日

２６ 金 ２６ 日 第８週 ２６ 水 避難訓練 ２６ 金 ２６ 月 ２６ 木 後期ガイダンス

２７ 土 ２７ 月 ２７ 木 ２７ 土 ２７ 火 ２７ 金

２８ 日 第４週 ２８ 火 第２回合同企業説明会 ２８ 金 ２８ 日 ２８ 水 ２８ 土

２９ 月 昭和の日 ２９ 水 献血(12:30～16:30) ２９ 土 ２９ 月 ２９ 木 ２９ 日 第23週

３０ 火 振替休日(3/31) ３０ 木 ３０ 日 第13週 ３０ 火 ３０ 金 ３０ 月

３１ 金 ３１ 水 ３１ 土

曜 ８月 日 曜 ９月

日本工学院北海道専門学校

７月曜 ６月 日 曜

平成25年度　行事日程表（前期）　 　　　　　学生　1/2

日 曜 2013/４月 日 曜 ５月 日 日



１ 火 １ 金 １ 日 第32週 １ 水 １ 土 １ 土

２ 水 ２ 土 ２ 月 ２ 木 ２ 日 第37週 ２ 日 第41週

３ 木 ３ 日 第28週　文化の日 ３ 火 ３ 金 ３ 月 ３ 月

４ 金 ４ 月 振替休日 ４ 水 ４ 土 ４ 火 ４ 火

５ 土 ５ 火 地域懇談会(青森) ５ 木 ５ 日 ５ 水 ５ 水

６ 日 第24週 ６ 水 地域懇談会(函館) ６ 金 ６ 月 ６ 木 ６ 木

７ 月 ７ 木 ７ 土 ７ 火 ７ 金 ７ 金

８ 火 ８ 金 地域懇談会(札幌) ８ 日 第33週 ８ 水 ８ 土 ８ 土

９ 水 ９ 土 地域懇談会(本校) ９ 月 ９ 木 ９ 日 第38週 ９ 日 第42週

１０ 木 １０ 日 第29週 １０ 火 １０ 金 １０ 月 １０ 月

１１ 金 １１ 月 １１ 水 １１ 土 １１ 火 建国記念の日 １１ 火

１２ 土 振替休日 １２ 火 １２ 木 １２ 日 １２ 水 振替休日 １２ 水 卒業式

１３ 日 第25週 １３ 水 １３ 金 １３ 月 成人の日 １３ 木 １３ 木

１４ 月 体育の日 １４ 木 １４ 土 １４ 火 １４ 金 １４ 金

１５ 火 １５ 金 １５ 日 第34週 １５ 水 １５ 土 １５ 土

１６ 水 １６ 土 １６ 月 １６ 木 １６ 日 第39週 １６ 日 第43週

１７ 木 １７ 日 第30週 １７ 火 １７ 金 １７ 月 １７ 月

１８ 金 第３回合同企業説明会 １８ 月 １８ 水 １８ 土 １８ 火 １８ 火

１９ 土 １９ 火 １９ 木 １９ 日 第35週 １９ 水 １９ 水

２０ 日 第26週 ２０ 水 ２０ 金 ２０ 月 ２０ 木 ２０ 木

２１ 月 献血(12:00～16:30) ２１ 木 ２１ 土 ２１ 火 ２１ 金 ２１ 金 春分の日

２２ 火 ２２ 金 ２２ 日 ２２ 水 ２２ 土 ２２ 土

２３ 水 ２３ 土 勤労感謝の日 ２３ 月 天皇誕生日 ２３ 木 ２３ 日 第40週 ２３ 日

２４ 木 ２４ 日 第31週 ２４ 火 冬期休暇(12/24～1/20) ２４ 金 ２４ 月 ２４ 月 期末休暇

２５ 金 地域懇談会(旭川) ２５ 月 ２５ 水 ２５ 土 ２５ 火 ２５ 火

２６ 土 地域懇談会(北見) ２６ 火 ２６ 木 ２６ 日 第36週 ２６ 水 ２６ 水

２７ 日 第27週 ２７ 水 ２７ 金 ２７ 月 ２７ 木 ２７ 木

２８ 月 ２８ 木 ２８ 土 ２８ 火 ２８ 金 ２８ 金

２９ 火 ２９ 金 ２９ 日 ２９ 水 ２９ 土

３０ 水 地域懇談会(釧路) ３０ 土 ３０ 月 ３０ 木 ３０ 日

３１ 木 地域懇談会(帯広) ３１ 火 ３１ 金 ３１ 月

曜 ２月 日 曜 ３月
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日 曜 2013/１０月 日 曜 １１月 日 １２月 日 日

日本工学院北海道専門学校 平成25年度　行事日程表（後期）  
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日本工学院北海道専門学校 

平成２５年度自己点検自己評価 

（点検大項目） 

 

 

 
 

 

平成２６年６月３０日 

 
 

 

 

 

 

 



 

基準１ 教育理念・目的・育成人材像等 
 

点検大項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

 日本工学院北海道専門学校は、北海道登別市札内町１８４の３に位置し、

昭和５７(１９８２)年に学校法人片柳学園（当時は学校法人日本電子工学院で

あり、平成９年に改称）が設立した、私立専門学校である。設立当時は工業

専門課程の７学科であったが、現在は工業、文化教養、医療の３専門課程に

１０学科１５コースを持つ、総合専門学校である。卒業生は一万人を超え、

平成２５年５月現在５４１名の学生が在籍している。 

 教育理念･目的・育成人材像等については明確に定められ、学生便覧に明文

化されており、教職員･学生等に周知している。建学の精神は、「科学技術の

教育を基底とし、著しい技術革新に伴い、高度化しつつある現代社会の変化」

に対して「即応」、｢創意工夫｣、「開拓精神」を持ち合わせることによって「地

域社会の建設」と「人類の福祉」に貢献することであると明確に記述されて

いる。 

 教育の目的は「一つは工業に関する専門の学理と技術を各自の能力に応じ

て教育し、日進月歩の科学技術に即応する実践能力を備えた技術者の育成」

であり、「一つは新しい時代を先導しうる知識と理解力を兼ね備えた公共の仕

事を担う人材の育成」であり、「一つは福祉の時代を先導しうる知識と理解力

を兼ね備えた医療福祉を担う人材の育成」である。 

 育成人材像は「社会人としての教養を身につけ、真実と任務を重んずる心

身ともに健全な人材」である。 

３専門課程を持つ総合専門学校 

 

 

 

 

 

工業専門課程（４学科） 

 情報処理科、自動車整備科、テクノロジー科、建築学科 

教養・文化専門課程（３学科） 

 公務員学科、ゲームクリエイター科、ＣＧデザイナー科 

医療専門課程（３学科） 

 しん灸科、柔道整復科、医療秘書科 

 

 

 

 

 

「社会人としての教養を身につけ、真実と任務を重んずる心身ともに健全な

人材」 

 
最終更新日付 ２０１４年６月２４日 記載責任者 俵藤 亥久生 



 

 

 

基準２ 学校運営 
 

点検大項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

 専門学校の使命は職業人としての能力を身につけ就職させることにあり、

そのための前提条件の一つは資格をきちんと取得させることである。｢資格｣

と｢就職｣は本校の柱である。これを基本として学校を運営している。具体的

には中期計画(3～5 年)、短期計画(1 年)の各構想に基づき作成される事業計画

がその中心となる。なお平成 25 年度は平成 21 年度に作成された中期計画の

5 年目である。 

学校の運営組織は、組織図にまとめられ、それぞれの分野や部門における

責任や役割なども明確化されている。 

学校運営における意思決定は、学校法人及び学校内の会議によってなされ

る。（理事会･評議員会、合同部長会議、課長会議、主任会議など）理事会・

評議員会での議決や合同部長会での方針等は、速やかに課長会議や主任会議

で伝達され、課長や主任が職員に直接伝えるほか、主任会議での議事録は全

職員が目を通すことができるシステムとなっており、効率的なものとなって

いる。                                    

 人事や賃金など処遇に関する制度は「就業規則」、「管理運営規程」、「業務

分掌規程」に明確に規定され、毎年所属職員の人事考課や昇進検討を行って

いる。 

 学生に関する成績管理、出席簿や個人情報まで全ての情報処理を一元化し、

入学から卒業までの教育指導や就職相談に活用している。また、授業料の納

入情報や教職員の賃金の支払まで全ての情報を一元化処理している。 

 

 

 

 

「資格」と「就職」 

 

 

 

中期 5 年計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

就業規則等の明文化 

 

 

事務･教育の一元処理 

 
最終更新日付 ２０１４年６月２４日 記載責任者 俵藤 亥久生 



 

 

基準３ 教育活動 
 

点検大項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

 本校は、建学の理念に基づき実学教育を行なっている。日夜激動し、進展

する実社会で活躍する技術者・医療従事者・公務員を育成するために教育内

容は日々研鑽を重ねている。 

カリキュラムは学科ごとに作成し、その実施は作成されたシラバスにのっと

り確実に実施されている。また、その点検は教務課、教育部全体で行ない、

適切に改善を行なっている。さらに学生による授業評価を各学期末に全教員

が受け、授業運営の改善に努めている。 

 本校は、生活指導も重要な教育と位置づけている。教育部全体では、学生

規則の点検を日常的に行い、学生に遵守を求める指導を行なっている。さら

に交通安全教育、防災訓練も定常的に行い、危機管理も教育している。担任

は日常的に学生と面談等を行なうなど肌理の細かい教育・指導を行い、日常

の相談に応じている。教育部はスクールカウンセラーを配置し、専用のカウ

ンセリング室を設け、プライバシーの保護の徹底の元、相談体制を充実させ

ている。 

 就職に対する教育は、担任を始めとする学科の教員が主体であり、日常的

に就職課と連携しながら学生の適性等に応じて指導している。学生には就職

課と連携してマナー講習やフォーラム等を定常的に行い、さらに授業開始・

終了時の挨拶の徹底など、社会人としての心構えを取得させている。 

 クラブ活動は放課後に体育館・グラウンド・市の施設等で活発に行なわれ

ている。日常の練習で、学科を越えた交流が行なわれており、社会人となる

ための団体生活の心構えの構築に寄与している。さらに顧問と共に対外試合

を行い、他校や一般市民との友好関係の樹立も行なっている。 

 本校は、学生の自主性を育成するための教育も重視している。学生委員会

の活動は活発であり、学校祭・体育祭は、顧問の教員と一体となって自主的

に計画し、責任を持って実施している。さらに、日常的に福祉活動やまちづ

くりのためのボランティア活動を積極的に行い、市民からの感謝をいただく

と共に、全学生の人格の陶冶の場としての教育的効果は大きい。 

 

 

 

シラバスと授業評価 

 

 

 

 

 

 

スクールカウンセリング 

 

 

 

 

就職指導 

 

 

 

 

 

 

 

活発なボランティア活動 

 

 

 
最終更新日付 ２０１４年５月１５日 記載責任者 俵藤 亥久生 

 



 

 

基準４ 教育成果 
 

点検大項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

 就職率はわが国の経済状況が好転しないこともあり、ここ数年間は厳しい

状況が続いていたが、今年度は企業の求人積極的な状況も相まって設定目標

を超え、９７．８％（平成２６年３月末）に達した。就職指導についてはク

ラス担任が学生のいろいろな希望や考え方を聞き、面接指導等も行うが、就

職をサポートする組織としては就職課がある。就職課では受験企業開拓や学

内合同企業説明会の開催、就職模擬試験の実施のほか、個別に面接や履歴書

の書き方をレクチャー、就職相談など細やかな支援体制をとっている。 

 資格の取得については各学科の年間計画の中でも重要な位置を占めるもの

であるが、分野の特性、難易度等によって大きく変わる。資格対策を正規の

授業の終了後に行ったり、長期休暇中に組むなど各学科で工夫が見られるが、

国家資格を目指す学科において全国平均との差が大きい学科もある。カリキ

ュラムの見直しなど資格の特性に合わせた対策が必要である。 

 休退学についてはクラス担任や学科長との相談、保護者への連絡、同じク

ラスメイトからの働きかけなどを通して、防止を図ってきた。しかし、適応

障害など従来の対策だけでは対応できない事例も増えてきたので、平成 22

年度に学生相談室を設置し、スクールカウンセラーを配置した。その結果、

一定の成果を挙げている。 

 卒業生･在校生の社会的な活躍及び評価に関しては、まず就職先での本校卒

業生の評価を聞き取り、良いものについては入学案内書やＨＰで紹介したり、

学生募集や学校運営に活用している。また評価の低いものについてはその改

善を図るべく、学科の運営やカリキュラムの変更に生かしている。在校生の

活躍や評価については口コミなども大きな情報源であり、地域の方に知って

もらいたいものは新聞社やＴＶ局などマスコミに取り上げられるよう情報を

伝えている。 

就職支援体制の充実 

就職状況の好転と高い就職率 

 

 

 

 

 

資格取得 

 

 

 

 

休退学対策 

 

 

 

 

 

卒業生･在校生の社会的な活躍及び評価 

 
最終更新日付 ２０１４年５月１０日 記載責任者 俵藤 亥久生 

 



 

基準５ 学生支援 
 

点検大項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

 就職活動支援として就職専任の職員がおり、面接指導やエントリーシート

の記入方法などきめ細やかな指導を行っている。なお面接指導は専用の就職

指導室を設け、実際の面接と変わらないシュミレーション型の指導方法を取

り入れている。 

 学生相談に関しては担任がまず相談に応じて、学生のケアをしているが、

解決に至らない場合には、スクールカウンセラーと相談する形式を取ってい

る。基本的に予約によってカウンセリングが行われるが、学生の心理的な抑

圧を軽減するため、メールでの予約を可としている。カウンセリングは専用

の学生指導室が用意されており、平成 25 年度の予約状況は昨年度と同様にほ

ぼ満杯であり、平成 23 年度から週 2 回に増やしている。 

 学生の経済的側面からの支援としては①学生寮の寮費を食事 2 食付で

22000 円から提供、②無料スクールバスの運行、③授業料の分割･延納、④学

校法人片柳学園の独自の奨学金などがあり、また新たに平成 26 年度より校友

会による支援制度が始まり、経済的支援制度の充実が見込まれる。また学生

支援機構の奨学金等の専任の担当者を決め、対応している。 

 学生の健康管理に関しては保健室を設け、軽微な怪我や体調不良に当たっ

ている。毎年 5 月に健康診断が行われるほか、入学前に健康管理シートを提

出してもらい、事前に健康相談に応じる体制をとっている。 

 課外活動に関しては現在 13 の部が活動を行っており、専任の教職員が顧問

として指導している。登録費や遠征費、運営維持費などについては年度計画

に従い、全額を拠出している。 

 遠隔地からの学生が多いので学生寮を学校が運営し、またスクールバスを

無料で運行し、安心･安全な環境を提供している。 

 保護者には平時より学生の様子を伝えており、また前後期の成績表送付時

に保護者へコメントを記入している。また年に一度であるが北海道内 9 箇所

で地域懇談会を開催し、保護者との連携を図っている。 

 卒業生は全員校友会の会員となり、年 1 回会報が送付される。また退職し

た卒業生には再就職の斡旋等も行っている。 

就職支援 

 

 

 

心のケア 

 

 

 

 

 

 

経済的支援 

 

 

 

 

部活動支援 

 

 

廉価な学生寮と無料スクールバスの運行 

 
最終更新日付 ２０１４年６月３０日 記載責任者 俵藤 亥久生 

 



 

 

基準６ 教育環境 
 

点検大項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

 施設・設備は、専修学校設置基準及び法令等の指定学科にあってはその指

定にかかわる要件を満たしております。 

校舎敷地 21,690 ㎡、その他 179,237 ㎡の合計 200,927 ㎡の広大な敷地に

教室 30、実習室 21、学校管理室 21、体育館及び武道場 1、グラウンド１、

テニスコート 4 面、学校寮３棟、駐車場２か所を有している。本校が所在す

る登別市は 5 万人程度の小都市であり、学生の半数は道内はもとより全国か

ら集まっており、教育経費の負担が大きい。学生及び学費支払者の負担軽減

を考え、本校では格安の学生寮を提供している。また、登下校の便宜を図る

ために、ＪＲ東室蘭駅など市内各地から無料のスクールバスを運行している。

併せて学生の車通学を許可制にし、駐車場を完備している。また、学生食堂

を学内に併設し、学生の健康管理を目的に主に昼食の提供を行っている。 

本校は実学教育を目的としており、社会で即応できるよう最新の設備･機器

を備えた実習環境が整えられている。また、しん灸科と柔道整復科を除く 8

学科の学生には、自宅学習ができるようノートパソコンの無料貸与を行って

いる。 

学外実習やインターンシップは医療秘書科・情報処理科などの学科で、学

習内容が現場でどのように生かされているかを実体験することができる重要

な機会として位置づけている。実習中は教員が定期的に実習先を訪問し、学

生の状況を把握するとともに相手先の指導者とのコミュニケーションを図

り、連携して学生指導を行っている。なお、実習前にインターシップ（企業

実習･病院実習）に関する覚書を学生と企業で取り交わしている。 

防災については緊急時の組織体制を定め、防災訓練を毎年実施し、自信や

火災の際の避難動作や経路を教職員に周知するよう努めている。また寮でも

同様に定期的に防災訓練を行っており、この際学生の自治組織である寮友会

の協力を得ている。ＡＥＤ，消火器、消火設備など緊急時における機器･備品

も整備され、教職員はＡＥＤの講習会を受講済みである。 

 

 

 

充実した学校施設 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ノートパソコンの無料貸与 

 

 

 

インターンシップ 

 

 

 

 

 

防災訓練 

 
最終更新日付 ２０１４年６月１６日 記載責任者 俵藤 亥久生 



 

 

基準７ 学生の募集と受け入れ 
 

点検大項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

学生募集については、社団法人北海道専修学校各種学校連合会の自主規約

に基づき、高校生や保護者の方に正確な情報が伝わるよう特に留意しながら

行っている。 

 学校案内書や募集要項、ホームページ、その他のサブツールについては、

学則やシラバス、学校基本調査への報告に基づいて事実を正確に記載するこ

とで、高校生や保護者の方が誤解を招かないように留意している。 

 就職実績については実績年度の表示や卒業者数、就職希望者数、内定者数

を表記のうえ、正確な数字を公表している。また、国家資格においては、受

験年度の卒業者数、受験者数、合格者数を公表したうえで合格率を明記して

いるほか、資格取得者においても在籍期間内に合格した人数を正確に掲載す

ることで、高校生や保護者の誤解を招かないよう充分に留意している。 

 入学選考においては、学則を基に作成した学生募集要項に基づき、適正に

選考を行っている。面接試験がある場合は、複数の担当者を配置し判断が偏

らないよう配慮したうえで、選考を行っている。 

 最新の IT 技術を用いた学生募集のあり方を模索すべき時期に来ており、今

後の検討課題とするところである。 

社団法人北海道専修学校各種学校連合会の自主規約の遵守 

 

 

学則、シラバス、学校基本調査への報告事項の正確な記載 

 

 

 

正確な数字 

 

 

 

 

学生募集要項に基づく入学選考 

 
最終更新日付 ２０１４年５月２８日 記載責任者 俵藤 亥久生 

 



 

 

基準８ 財務 
 

点検大項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

（８）財務 

健全な財務内容の維持については将来に亘っての最重要課題であり、予算

計画の立案および執行は事務部が中心となり行っているが、教育部の職員も

含めて全教職員が教育目標の実現に向けて効果的に執行できるような協力体

制を築いている。 

予算計画は 5 ヵ年計画および単年度の収支予算を策定し、予算の執行につ

いては各事業の予算執行部署と事務部による確認体制を構築しており、さら

に 3 ヵ月毎に執行実績を評価することで予算進捗の適正管理に努めている。

現在の学生募集定員は昭和５７年の開校以来一度も変えておらず、実入学生

数と乖離しているが、現状に合わせた予算計画と執行を行っており、本校の

特色である勉学に適したすばらしい環境や設備が継続的に維持されている。 

また、設置する東京工科大学において私立大学等経常費補助金の交付を受

けていることから、監査法人による私学振興助成法に基づく監査も受け、監

事監査と監査法人監査の連携により、効果的な監査体制を構築している。 

 学校法人片柳学園は、平成１７年の私立学校法の改正に伴い、財務情報の

公開体制を整備し、公開を実行するための規程を定め、適法な公開を実施し

ている。さらに公開に際しては、分かりやすい内容とするため、事業報告書

の記載内容の充実を図っている。 

 

 

 

 

５カ年計画と単年度の収支予算 

 

 

3 ヵ月毎の執行実績を評価 

 

 

 

 

 

 

監事監査と監査法人監査 

 

 

財務情報の公開 

 

最終更新日付 ２０１４年５月２０日 記載責任者 俵藤 亥久生 



 

 

 

基準９ 法令等の遵守 
 

点検大項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

法令･設置基準の遵守について、当校では、専門学校の教育にかかわる各種

の法令及び専修学校設置基準、また、法令等の指定学科にあってはその指定

にかかわる基準等が遵守され、適正な運営がなされるように努力がなされて

いる。法令等を遵守していないと指摘された場合には、速やかに法人に報告

し、指摘事項について改善を図るよう努めている。 

個人情報保護に関しては、学校法人全体の取り組みとして「学校法人片柳

学園における個人情報の保護に関する規程」（平成１７年３月１日施行）が定

められている。また運用方法として本校では「個人情報の安全管理について」

（平成２３年９月２１日施行）で規定されており、専任の教職員及び兼任講

師に副校長あるいは学科長から説明されている。また学生に対しては入学時

のオリエンテーションのほか、適宜説明がなされている。 

ハラスメントに関しても、学校法人全体のものとして取り組んでおり、「学

校法人片柳学園 ハラスメントの防止等に関する規程」(平成２０年４月１日

施行)で定められている。学生からのハラスメントに対応する職員は担任、学

科長のほか事務職員あるいはスクールカウンセラーが当たっており、また職

員間の場合は相談員がこれに当たっている。 

自己点検・自己評価については特定非営利活動法人私立専門学校等評価研

究機構の発足時から加盟し、自己点検等の検討を重ねてきた。毎年、当校独

自の授業評価（平成１８年から前後期終了時実施）あるいは学生生活調査（平

成１５年から２月に実施）、入学生対象のアンケート（４月実施）などで学生

の意識調査等を重ね、学生がより良い学生生活をすごす為に改善を図ってき

た。平成２３年より特定非営利活動法人私立専門学校等評価研究機構の評価

基準に従って自己点検･自己評価を実施し、平成２５年度よりその結果をＨＰ

上で公表している。 

専修学校設置基準等の遵守 

 

 

 

 

「学校法人片柳学園における個人情報の保護に関する規程」 

 

 

 

 

 

「学校法人片柳学園 ハラスメントの防止等に関する規程」 

 

 

 

 

 

自己点検･自己評価 

 
最終更新日付 ２０１４年５月１８日 記載責任者 俵藤 亥久生 



 

 

基準１０ 社会貢献 
 

点検大項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

 本校の社会貢献としては、「社会に役に立つ人材の育成」が最重点項目であ

る。社会の技術革新に対応でき、多くの人の幸福な生活に寄与できる人材の

輩出が最も大切な社会貢献と位置づけている。学生の社会人としての人格の

向上と共に、日常のマナーの取得に努めさせ、社会貢献に寄与できるステー

ジの確保も大切な点検項目と捉えている。さらに本校は公務員の育成に努め

ており、その職業の性格から、多くの社会貢献する人材を輩出している。 

 本校の教員も日常の業務に加え、社会貢献のための多くの活動を行なって

いる。地域団体や福祉団体のリーダーと協同し、ボランティア活動として、

まちづくりや地域の福祉の向上に大きな貢献をしている。さらに行政機関の

委託を受けて、諮問委員会では専門知識を活かしての中心的役割を果たして

いる。また、地域のＰＴＡ活動でも会長を始めとする役員として教育的活動

も行っており、地域の教育力向上に大きな役割を果たしている。 

 全学生による学生委員会は、役員を中核として、学校に要請されるボラン

ティア活動の管轄を行っている。地域で活躍している教員を顧問団として、

積極的に福祉活動を行い、多くの成果を挙げており、地域にとって大切な学

校となっている。さらにまちづくりのリーダーたちと協同し、各種イベント

にも企画から実施まで、多くの学生を動員し、大きな貢献をしている。その

成果は、市役所・社会福祉協議会を始めとする各団体からの感謝の言葉に顕

著に表されている。 

 スポーツ施設を中心に学校の施設を開放しており、地域の小学校から高等

学校の利用はもとより、市民団体も利用しており、地域の人々の健康増進に

も大きく貢献している。 

本校は平成２４年９月１８日に登別市と災害時における避難所として本校

施設の利用についての「災害時における避難所等施設利用に関する協定」を

結び、また平成２５年２月５日にほろべつ寮を津波発生時に避難する為の施

設として使用するため、「津波時における津波避難ビルとしての使用に関する

協定書」を締結した。 

「社会に役に立つ人材の育成」 

 

 

 

 

 

 

教員による活発な地域活動 

 

 

 

 

 

学生委員会によるボランティア活動の管理･運営 

 

 

 

 

 

 

地域に対する学校施設の開放 

 

 

「災害時における避難所等施設利用に関する協定」 

「津波時における津波避難ビルとしての使用に関する協定書」 

 
最終更新日付 ２０１４年５月１８日 記載責任者 俵藤 亥久生 

 



平成２５年度の項目別の自己評価表 

日本工学院北海道専門学校 

1. 学校の教育目標 

本校は開校以来、科学技術と工業力を支える教育を標榜し学生個人の能力と適正に応じ、

基礎から応用に至る講義と演習・実習により工学に対する深い理解と応用力を身につけた

人材の育成を追求してきたが、ここに改めて科学教育の知識を活用し、実社会にあって活

躍できるより見識のある人材としての工業技術、医療技術そして公共技術の担い手を養成

することを目標とする。 

 

2. 本年度に定めた重点的に取り組むことが必要な目標や計画 

①就職率の改善 

②学生支援 

 

3. 項目別評価に関する基本的な考え方 

昨年度と比較して同じことに取り組んできた場合、自己評価は下がるということを基本的

な考えにしている。 

  

4. 評価項目の達成及び取組状況 

（１） 教育理念・目標 

  

評 価 項 目 
適切…4、ほぼ適切…3、 

やや不適切…2、不適切…1 

2 

4 

・学校の理念・目的・育成人材像は定められているか 

（専門分野の特性が明確になっているか） 
４ ３ ２ １ 4 

・学校における職業教育の特色は何か ４ ３ ２ １ 3 

・社会経済のニーズ等を踏まえた学校の将来構想を抱いているか ４ ３ ２ １ 3 

・学校の理念・目的・育成人材像・特色・将来構想などが学生・保護者

等に周知されているか 
４ ３ ２ １ 3 

・各学科の教育目標・育成人材像は、学科等に対応する業界のニーズに

向けて方向づけられているか 
４ ３ ２ １ 3 

 

① 課題 

１．将来構想に向けた新学科の設置 

２．保護者に対する学校の情報の周知 

② 今後の改善方策 

 １．平成２７年 4月開設に向けて、公務員 1年制学科の具体的な検討に入る。 



 ２．HP等の充実により、保護者等に本校の教育への取り組みを周知する。 

③ 特記事項 

・建学の精神・教育方針・教育目的及び各学科の教育指標については入学時のガイダン

スで担任が説明するとともに、配布パソコンのハードディスクあるいは CDに焼き付

けて渡すほか、小冊子にして配布している。 

 

（２） 学校運営 

評 価 項 目 
適切…4、ほぼ適切…3、 

やや不適切…2、不適切…1 

2 

4 

・目的等に沿った運営方針が策定されているか ４ ３ ２ １ 3 

・運営方針に沿った事業計画が策定されているか ４ ３ ２ １ 4 

・運営組織や意志決定機能は、規則等において明確化されているか、 

有効に機能しているか 
４ ３ ２ １ 3 

・人事、給与に関する規定等は整備されているか ４ ３ ２ １ 3 

・教務・財務等の組織整備など意志決定システムは整備されているか ４ ３ ２ １ 3 

・業界や地域社会等に対するコンプライアンス体制が整備されているか ４ ３ ２ １ 3 

・教育活動等に関する情報公開が適切になされているか ４ ３ ２ １ 3 

・情報システム化等による業務の効率化が図られているか ４ ３ ２ １ 4 

 

① 課題 

１．運営組織や意思決定機能の全てが、規則等において完全に明確化されているとは

いえない。 

２．地域社会に対するコンプライアンスについての取り組みを進めたい。 

３．運営方針に従った事業計画が策定されているか。 

② 今後の改善方策 

１．学校の意思決定機関は「規程集」の中で決められておらず、主任会議がそれにあ

たっている。主任会議は月 2回のペースで行われており、議事録は教職員に公開

されている。 

２．地域社会に対するコンプライアンスについては周辺住民が少なくまた大規模施設

等もないことから、日常的に地域社会との摩擦は少なく問題ないと思われる。ま

た登下校時あるいは学生寮での生活における地域社会に対するコンプライアンス

については日頃から学生へきちんと説明し、協力を得ている。 

３．平成 26年度には運営方針が明示されており、それに沿った事業計画が示されてい

る。一方、中長期の計画が平成２５年度で終わり、新たな中長期計画の策定が急

がれる。 



③ 特記事項 

・私立専門学校等評価研究機構は平成１６年に特定非営利活動法人として設立され、

私立専門学校の「情報公開」、「自己点検自己評価」の促進と「第三者評価」システ

ムの構築に取り組んでおり、本校は設立時より会員校として取り組んでいる。 

 

（３） 教育活動 

評 価 項 目 
適切…4、ほぼ適切…3、 

やや不適切…2、不適切…1 

2 

4 

・教育理念等に沿った教育課程の編成・実施方針等が策定されているか ４ ３ ２ １ 4 

・教育理念、育成人材像や業界のニーズを踏まえた学科の修業年限に 

対応した教育到達レベルや学習時間の確保は明確にされているか 
４ ３ ２ １ 4 

・学科等のカリキュラムは体系的に編成されているか ４ ３ ２ １ 4 

・キャリア教育・実践的な職業教育の視点に立ったカリキュラムや教育方

法の工夫・開発などが実施されているか 
４ ３ ２ １ 3 

・関連分野の企業・関係施設等や業界団体等と連携により、カリキュラム

の作成・見直し等が行われているか 
４ ３ ２ １ 3 

・関連分野における実践的な職業教育（産学連携によるインターンシップ、

実技・実集等）が体系的に位置づけられているか 
４ ３ ２ １ 3 

・授業評価の実施・評価体制はあるか ４ ３ ２ １ 4 

・職業教育に対する実施・評価体制はあるか ４ ３ ２ １ 3 

・成績評価・単位認定、進級・卒業判定の基準は明確になっているか ４ ３ ２ １ 4 

・資格取得等に関する指導体制、カリキュラムの中での体系的な位置づけ

はあるか 
４ ３ ２ １ 4 

・人材育成目標の達成に向け授業を行うことができる要件を備えた教員を

確保しているか 
４ ３ ２ １ 4 

・関連分野における業界等との連携において優れた教員（本務・兼務含む）

を確保するなどマネジメントが行われているか 
４ ３ ２ １ 3 

・関連分野における先端的な知識・技能等を修得するための研修や教員の

指導力育成など資質行動のための取組が行われているか 
４ ３ ２ １ 3 

・職員の能力開発のための研修等が行われているか ４ ３ ２ １ 3 

 

① 課題 

  １．本校の教育において学科によっては実践的なキャリア教育や関連分野の企業や業

界団体との連携によるカリキュラムの作成等という視点が欠けていた学科もある。 

  今後の改善方策 

  １．平成２５年度から教育課程編成委員会を立ち上げ、PDCAサイクルを用い企業や

業界団体等との連携を考慮したカリキュラムの導入を図っている。また平成２５

年度に職業実践専門課程に認可された４学科以外の残りの５学科の職業実践専門

課程の申請に向けて、教育課程編成委員会の充実を目指している。 



  特記事項 

・授業評価アンケートの実施 

・学生生活調査の実施 

・カリキュラムの改定はほぼ毎年実施 

・地元で優れた業績を持つ人材の確保（映画監督、デザイン系） 

 

（４） 学修成果 

評 価 項 目 
適切…4、ほぼ適切…3、 

やや不適切…2、不適切…1 

2 

4 

・就職率の向上がはかられているか ４ ３ ２ １ 3 

・資格取得率の向上が図られているか ４ ３ ２ １ 3 

・退学率の低減が図られているか ４ ３ ２ １ 4 

・卒業生・在校生の社会的な活動及び評価を把握しているか ４ ３ ２ １ 3 

・卒業後のキャリア形成への効果を把握し、学校の教育活動の改善に 

活用されているか 
４ ３ ２ １ 2 

 

① 課題 

 １．在校生の社会的な活動に関しては把握しているが、卒業生のそれについては一部の

ものしか把握していない。 

 ２．卒業後のキャリア形成への効果を把握し、学校の教育活動の改善に活用されている

とは言えない。 

② 今後の改善方策 

 １．卒業生全般に言えるのはまず校友会を中心とした活動を積極的にかつ戦略的に支援

することで全体的な把握に努めることであり、校友会との連携を密にすることを推

進する。 

 ２．入社後の状況を把握するため、就職課と学科が連携して会社訪問に取り組むことに

よってキャリア形成に必要な情報を入手し、学校の教育活動の改善に努めたい。 

③ 特記事項 

 ・退学率は６．３％で昨年度に比べて１．５ポイント上昇した。 

 ・昨年度、卒業生総数は１万人を超えた。 

 

（５）学生支援 

評 価 項 目 
適切…4、ほぼ適切…3、 

やや不適切…2、不適切…1 

2 

4 

・進路・就職に関する支援体制は整備されているか ４ ３ ２ １ 4 

・学生相談に関する体制は整備されているか ４ ３ ２ １ 4 



・学生に対する経済的な支援体制は整備されているか ４ ３ ２ １ 3 

・学生の健康管理を担う組織体制はあるか ４ ３ ２ １ 3 

・課外活動に対する支援体制は整備されているか ４ ３ ２ １ 3 

・学生の生活環境への支援は行われているか ４ ３ ２ １ 4 

・保護者と適切に連携しているか ４ ３ ２ １ 3 

・卒業生への支援体制はあるか ４ ３ ２ １ 2 

・社会人のニーズを踏まえた教育環境が整備されているか ４ ３ ２ １ 3 

・高校・高等専修学校等との連携によるキャリア教育・職業教育の取組が 

行われているか 
４ ３ ２ １ 3 

 

① 課題 

 １．保護者とどのように連携を深めていくのか。 

 ２．課外活動に対する支援体制の２本柱は部活動とボランティア活動であるが、どちら

も指導する教員の数が限られているので、限界が見えてきている。 

② 今後の改善方策 

 １．現在は年１回の地域懇談会（登別、室蘭、函館、札幌、旭川、北見、帯広、釧路）

で学生の成績や学校での様子を２０分程度目安に面談している。また年２回担任の

コメントが記載されている成績表を送付している。新しいインターネットのシステ

ムを利用することによって、個々の保護者の方と今まで以上に細やかな連携を取る

よう努める。 

 ２．校友会との連携をぜひ推進したい。また地元で部活動等を支援してくれる団体、個

人を募る。 

③ 特記事項 

 ・地域との連携 のぼりべつ元鬼協議会参加 

 ・平成２５年度の学校全体の就職率は９７．８％（平成２６年３月３１日現在） 

 ・地元の高校との連携強化 

 

（６）教育環境 

評 価 項 目 
適切…4、ほぼ適切…3、 

やや不適切…2、不適切…1 

2 

4 

・施設・設備は、教育上の必要性に十分対応できるよう整備されているか ４ ３ ２ １ 4 

・学内外の実施施設、インターンシップ、海外研修等について十分な教育

体制を整備しているか 
４ ３ ２ １ 3 

・防災に対する体制は整備されているか ４ ３ ２ １ 3 

 

① 課題 



 １．学生に対しする防災の意識づけが足りていない。 

② 今後の改善方策 

 １．現在、交通安全集会や防火訓練などを通して学生に安全に対する教育をしているが、

総合的な防災訓練計画を検討したい。 

③ 特記事項 

 ・所有する校舎敷地面積 21,690㎡ 

 ・耐震診断 

 

（７）学生の受入れ募集 

評 価 項 目 
適切…4、ほぼ適切…3、 

やや不適切…2、不適切…1 

2 

4 

・高等学校等接続する機関に対する情報提供等の取り組みが行われている

か。 
４ ３ ２ １ 4 

・学生募集活動は、適正に行われているか。 ４ ３ ２ １ 4 

・学生募集活動において、資格取得・就職状況等の情報は正確に伝えられ

ているか。 
４ ３ ２ １ 3 

・学生納付金は妥当なものとなっているか。 ４ ３ ２ １ 4 

 

① 課題 

１．HP、ブログ、Facebook、LINEなど多種多様の情報提供手段が増え、特にスマート

ホンの普及によってさらに新しい形の情報提供手段が出現するものと思われる。学

校はどこまで対応しなければならないのか、あるいは対応できるのか検討を要する。 

② 今後の改善方策 

１．学校としては学園でこれらの手段に対応する部署がある。 

特記事項 

 ・現在HP、ブログ、Facebook、Lineについてはカバーしている。 

  ・北海道専修学校各種学校連合会（北専各連）の「AO入試に関する自主運用基準」を順

守している。 

 

（８）財務 

評 価 項 目 
適切…4、ほぼ適切…3、 

やや不適切…2、不適切…1 

2 

4 

・中長期的に学校の財務基盤は安定しているといえるか ４ ３ ２ １ 4 

・予算・収支計画は有効かつ妥当なものとなっているか ４ ３ ２ １ 4 

・財務について会計監査が適正に行われているか ４ ３ ２ １ 4 

・財務情報公開の体制整備はできているか ４ ３ ２ １ 3 



① 課題 

 １．社会状況の変化に伴い、学科の盛衰はさけられないものの、このことによって財務

に大きな影響を及ぼさないよう日頃から社会環境の動向に目を配りながら、広報戦

略を立てていく必要がある。 

② 今後の改善方策 

 １．まずは過去５年間を振り返っての問題点を明らかにし、さらに新たな課題の抽出や

将来分析をした後、中長期的な展望に立った５ヵ年計画の作成にかかるとともに、

常に新しい戦略を伴った学生募集の体制を築き上げ、新入生の募集につなげたい。 

③ 特記事項 

 ・学校法人片柳学園は、平成１７年の私立学校法の改正に伴い、財務情報の公開体制を

整備し、公開を実行するための規程を定め、適法な公開を実施している。さらに公開

に際しては、分かりやすい内容とするため、事業報告書の記載内容の充実を図ってい

る。 

 

（９）法令等の遵守 

評 価 項 目 
適切…4、ほぼ適切…3、 

やや不適切…2、不適切…1 

2 

4 

・法令、専修学校設置基準等の遵守と適正な運営がなされているか ４ ３ ２ １ 4 

・個人情報に関し、その保護のための対策がとられているか ４ ３ ２ １ 4 

・自己評価の実施と問題点の改善を行っているか ４ ３ ２ １ 3 

・自己評価結果を公開しているか ４ ３ ２ １ 3 

 

① 課題 

 １．自己評価項目は文部科学省が提唱している項目について、すべて検討しているが、

自己評価の取り組み方については今後の課題としたい。 

② 今後の改善方策 

 １．学生に対するアンケートを実施しているが、そこからさらに分析する必要がある。

また今やらなければならない項目と将来に向けて検討しなければ項目とにまず分類

し、すぐ対処しなければならないものについては、主任会議で改善方法を決め、全

職員が共通意識を持ってこれにあたらなければならない。 

③ 特記事項 

 ・「学校法人片柳学園における個人情報の保護に関する規程」（平成１７年３月１日施行） 

 ・「学校法人片柳学園 ハラスメントの防止等に関する規定」（平成２０年４月１日施行） 

 

（１０）社会貢献・地域貢献 



評 価 項 目 
適切…4、ほぼ適切…3、 

やや不適切…2、不適切…1 

2 

4 

・学校の教育資源や施設を活用した社会貢献・地域貢献を行っているか ４ ３ ２ １ 3 

・学生のボランティア活動を奨励、支援しているか ４ ３ ２ １ 3 

・地域に対する公開講座・教育訓練（公共職業訓練等を含む）受託等を 

積極的に実施しているか 
４ ３ ２ １ 3 

 

① 課題 

 １．教育訓練に関しては積極的にこれにあたっているが、市街地から距離があるためか、

なかなか募集に応じてもらえない。 

② 今後の改善方策 

 １．学校を知ってもらう良い機会であるのでぜひ今後も続けて生きたい。市民が関心を

寄せる訓練やその内容を研究し、一人でも多くの方が学校を訪れるよう努めていき

たい。また公共施設を利用しての教育訓練が可能かどうか検討する。 

③ 特記事項 

・登別市との災害協定 

   「災害時における避難所等施設利用に関する協定」 

   「津波時における津波避難ビルとしての使用に関する協定書」 

  ・体育館や教室などの貸出 

  ・登別市連合町内会役員会の方々の学校見学の模索 

      

（１１）国際交流（必要に応じて） 

評 価 項 目 
適切…4、ほぼ適切…3、 

やや不適切…2、不適切…1 

2 

4 

・留学生の受入れ・派遣について戦略を持って行っているか ４ ３ ２ １ 3 

・留学生の受入れ・派遣、在籍管理等において適切な手続き等がとられて

いるか 
４ ３ ２ １ 3 

・留学生の学修・生活指導等について学内に適切な体制が整備されている

か 
４ ３ ２ １ 3 

・学習成果が国内外で評価される取組を行っているか ４ ３ ２ １ 3 

 

① 課題 

 １．法人本部に留学生を受け入れる部署（国際交流室）があり、戦略的に計画を立て募

集活動しているが、昨今の外交問題もあり、留学環境が厳しい北海道校への留学生

はなかなかいないようである。 

② 今後の改善方策 



 １．現状では留学生からの問い合わせを待つという姿勢であるが、地道に北海道校の魅

力を伝えていく。登別温泉旅館組合と提携して、優先的に留学生をアルバイトに採

用していただくよう要請し、内諾を得ている。 

③ 特記事項 

 ・過去に５名の入学者 

      以上 



 
 
 
 

 
学校関係者評価 

 



平成２５年１２月２５日 

関係各位 様 

日本工学院北海道専門学校 

学校長 中川明弘 

 

平成２５年度第２回学校関係者評価委員会の開催について 

謹啓、師走の頃、貴職におかれましては、ますますご清祥のこととお喜び申し上げます。また日頃か

ら本校の教育に対し、ご理解とご協力いただきありがとうございます。 

さて皆様のご協力のもと、平成２５年１１月２０日に本校として初めての学校関係者評価委員会を開

催することができました。本校に対する期待が詰まったたくさんのご意見をいただき、驚きと同時に感

謝の念に堪えません。皆様から頂いたご意見は学校として取り組む課題として、各部署において現在検

討を進めております。また第１回の評価委員会の意見については情報公開の対象であり、本校のホーム

ページ（http://www.nkhs.ac.jp/）に掲載しております。 

第２回の学校関係者評価委員会を１月１７日に予定しております。今回は前回よりさらに細部にわた

っての学校関係者評価を予定しております。つきましては、大変ご多忙のことと存じますが、第２回学

校関係者評価委員会への出席をお願い申し上げます。 

謹白 

記 

１．開催日時 平成２６年１月１７日（金） 

開始予定１８：００ 終了予定１９：３０ 

２．場所 登別市民会館２Ｆ小会議室 

３．スケジュール 

１．副校長挨拶 

２．前回の振り返り 

３．前回の意見を受けて、学校の取り組み 

４．副校長より自己評価（大項目）について説明 

５．学校関係者による自己評価に対する評価 

６．次回委員会の日程について 

７．副校長挨拶 

８．終了 

以上 

連絡先 登別市札内町１８４の３ 

    日本工学院北海道専門学校 

副校長 俵藤亥久生（ひょうどう いくお） 

0143-88-0888    hyodo@nkhs.ac.jp 



評価項目
適切…4　　ほぼ適切…3
やや不適切…2　不適切…1

平均点

 （1）教育理念・目標 ４　　３　　２　　１ 3.4

 （2）学校運営 ４　　３　　２　　１ 3.4

 （3）教育活動 ４　　３　　２　　１ 4

 （4）学修成果 ４　　３　　２　　１ 3.2

 （5）学生支援 ４　　３　　２　　１ 3.4

 （6）教育環境 ４　　３　　２　　１ 3.8

 （7）学生の受入れ募集 ４　　３　　２　　１ 4

 （8）財務 ４　　３　　２　　１ 4

 （9）法令等の遵守 ４　　３　　２　　１ 3.6

（10）社会貢献・地域貢献 ４　　３　　２　　１ 3.6

      総　      合 ４　　３　　２　　１ 4

全体に対するコメント

防災活動について。自分の安全を確保することが第一ですが、その中で高齢者・弱者・子供の安全を守り
支援するために何が出来るのかを検討して頂きたい。

学 校 関 係 者 評 価 表（平成25年度第2回学校関係者評価委員会）

学校の設置の経過を考える時、行政や地域との共同・協働活動が更に増える事を期待します。
一方で少子化・人口減少社会が進む中で、学生の受入れや育成が益々厳しい時代になって行くことが予想
されます。多くの課題がある中、学校に期待される事も多いと思いますので、頑張って頂きたい。

自己評価表から学校の様子が詳しく理解する事が出来た。
学校の運営に対する姿勢がわかり大変良いと感じた。

理念・目標に基づいた就職率の高い学校運営を評価させて頂きます。
又、地域貢献に関する指導にも高く評価させて頂きます。

新学科の設置、保護者との情報共有に期待します。













平成２６年５月１０日 

関係各位 様 

日本工学院北海道専門学校 

学校長 加藤和美 

 

平成２６年度第１回学校関係者評価委員会の開催について 

謹啓、師走の候、貴職におかれましては、ますますご清祥のこととお喜び申し上げます。また

日頃から本校の教育に対し、ご理解とご協力いただきありがとうございます。 

本年度第１回の学校関係者評価委員会を下記のとおり行います。今回は自己評価に対する学校

関係者評価を予定しております。つきましては、大変ご多忙のことと存じますが、第１回学校関

係者評価委員会への出席をお願い申し上げます。なお、欠席されます場合のみ電話またはメール

にて、６月１日までにお知らせ頂きますようお願いいたします。 

 

謹 白 

記 

１．開催日時 平成２６年６月１３日（金） 

開始予定１８：００ 終了予定１９：３０ 

２．場所 登別市民会館２Ｆ小会議室 

３．スケジュール 

１．校長挨拶 

２．前回の振り返り 

３．副校長より自己評価結果について説明 

４．学校関係者による自己評価に対する評価 

５．次回委員会の日程について 

６．校長挨拶 

７．終了 

以 上 

連絡先 登別市札内町１８４の３ 

    日本工学院北海道専門学校 

副校長 俵藤亥久生（ひょうどう いくお） 

0143-88-0888    hyodo@nkhs.ac.jp 



平成２６年度第 1回学校関係者評価結果 

 

学校関係者評価の結果、概ね自己評価の通りであると了承された。評価委員からの発

言や質問については次のとおりです。 

 

川田委員 

自動車関連の意見を検討していただき感謝しております。業界の中でも指導者の人材不

足は課題で、指導のセオリーがなく技術職をどうのように指導していくか大きな課題と

なっています。 

 

吉田委員 

空き店舗の活用は、地域の協力も必要となり、大きな課題。 

行政と協力し助成金の活用も検討しながら考えていければ。 

また、社会、会社が人材を育てる仕組みが重要である。 

 

山田委員 

学校見学の際、町を活気づけるような学生が多くいた。登別の町づくりにこの若さをど

のように迎え入れるか地域が考える必要がある。また、公務員 1年制学科立ち上げに関

しては、やる気のある、意欲のある人材を育ててほしい。 

介護制度の改正に伴い、要介護の１．２が介護保険の対象外になる。この方たちを地域

でどのように支えていくかが大きな課題となっている。今後高齢化に向けて福祉は大事

になってくるので、介護の資格を取って地域を支える人材を育成していただきたい。是

非学校の事業として考えていただきたい。 

 

伊藤委員 

校友会の制度を今後も大いに活用してもらいたい。そのためにはしっかりとした制度の

周知も必要である。 

 

木村委員 

福祉、人口減少などは地域の大きな問題である。 

幼稚園、保育所にも人材不足の問題はある。 

資格取得はもちろんであるが、有資格者の現場復帰へのトレーニングの場として活用で

きると地域社会にも大きくかかわることができるのではないか。 

 

以上 



平成２６年７月５日 

日本工学院北海道専門学校 

学校関係者評価委員会 

委員長 中山重夫様 

日本工学院北海道専門学校 

学校長 加藤和美 

平成２６年度の第 1 回学校関係者評価委員会において討議された内容をふまえ、本校で

では次の３点について検討します。 

１．自動車の板金や塗装に関する人材育成について～室蘭地域の関連事業体との連携 

  地域の関連事業体 一般社団法人室蘭地方自動車整備振興会 

北海道立室蘭高等技術専門学院 

 登別地方高等職業訓練校 

２．介護福祉科（仮称）新設について 

３．社会人の学びなおしの場としての活用について 

以上 
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